
[image: 表紙: 李舜臣将軍 乱中日記]


李舜臣将軍 乱中日記


李舜臣将軍 乱中日記

二十三戦二十三勝

Nanjung Ilgi · 亂中日記 · 1592–1598

李舜臣

日本語訳：Flying Tiger

UPAPER



李舜臣将軍 乱中日記（Nanjung Ilgi）

原著：李舜臣（1545–1598）

日本語訳 © 2026 Flying Tiger. 無断転載を禁じます。

乱中日記の漢文原典はパブリックドメインである。本書の日本語訳は、序文、注記、人物一覧、年表、用語集、およびその他すべての付加資料とともに、著作権によって保護されている。書評における短い引用を除き、著作権者の書面による許可なく、本書のいかなる部分も、いかなる形式でも複製、保存、送信してはならない。

底本：『李忠武公全書』、1795年刊、第5〜8巻。韓国古典総合DB（韓国古典翻訳院）が公開するもの。

この翻訳はAIツールの支援を受けて作成し、訳者が確認を行いました。表紙のイラストはAI支援ツールで作成しました。

初版、2026年。電子書籍版 1.0。

発行：UPAPER（ユーペーパー）

発行日：2026年11月30日

定価：9,900ウォン




目次

前付
	戦時下に綴られた日記
	翻訳について
	日記に登場する人々
	年表


日記
	第I部 — 壬辰の年 (1592)	正月
	二月
	三月
	四月
	五月
	六月
	八月


	第II部 — 癸巳の年 (1593)	二月
	三月
	五月
	六月
	七月
	八月
	九月


	第III部 — 甲午の年 (1594)	正月
	二月
	三月
	四月
	五月
	六月
	七月
	八月
	九月
	十月
	十一月


	第IV部 — 乙未の年 (1595)	正月
	二月
	三月
	四月
	五月
	六月
	七月
	八月
	九月
	十月
	十一月
	十二月


	第V部 — 丙申の年 (1596)	正月
	二月
	三月
	四月
	五月
	六月
	七月
	八月
	閏八月
	九月
	十月


	第VI部 — 丁酉の年 (1597)	四月
	五月
	六月
	七月
	八月
	九月
	十月
	十一月
	十二月


	第VII部 — 戊戌の年 (1598)	正月
	九月
	十月
	十一月




後付
	用語集
	あとがき
	李舜臣について
	訳者について
	出典



戦時下に綴られた日記

1592年の正月一日、朝鮮の南岸の港町で、一人の水軍の将が日記をつけはじめた。四十六歳であった。彼は麗水（ヨス）の全羅左水営を預かる身で、日々の暮らしは地方の武官のそれだった。客を迎え、公文書を読み、的に矢を射、部下たちと酒を飲み、母に手紙を書く。

それから三か月と少しのち、日本軍の侵攻船団が釜山（プサン）に上陸した。続く戦争は七年に及んだ。この男が李舜臣（イ・スンシン）である。彼は途切れ途切れながら日記を書き続け、戦争最後の戦いの二日前まで筆を止めなかった。その戦いで、彼は戦死する。

本書は、その日記である。

これは文学として書かれたものではない。李舜臣は自分のために、役人の手控えらしい、飾り気のない切り詰めた漢文で書いた。たいていの記事は天気で始まる。一行だけの日も多い。ところが前触れもなく、一日が丸ごと一頁を埋めることがある。海戦、処刑、眠れぬ夜、母からの手紙、訃報。彼は自らの勝利を説明せず、自己弁護もしない。誰が訪ねてきたか、誰が罰せられたか、何を食べたか、どれほど具合が悪かったか、どんな夢を見たかを記す。戦争の大事件ですら、わずか数行で済まされるか、頁が失われた箇所に落ちていることが多い。

そこから伝わってくるのは、とてつもない重圧のもとで務めを守り続ける一人の人間の姿である。腐敗した役人や、頼りにならない同僚には怒りをあらわにする。母や息子たち、甥たちを案じる。逮捕され、拷問を受け、一兵卒の身に落とされ、自分の留守中に自らが築いた水軍が壊滅すると、呼び戻される。1597年の秋、わずかに残った船で鳴梁（ミョンニャン）の海戦を戦う。この日記が稀有なのは、有名な日々だけでなく、戦争のありふれた日々を、読者が指揮官の隣に立って過ごせるところにある。

題名の『乱中日記』（亂中日記）は、ふつう「戦乱のさなかに書かれた日記」、もう少し砕いて「戦争日記」と訳される。この題は、李舜臣の遺文集の1795年版に由来する。本書が翻訳したのもこの本文である。朝鮮に伝わる直筆の草稿は国宝に指定されており、年ごとに編まれている。この日記は2013年にユネスコの「世界の記憶」に登録された。

すべての日が残っているわけではない。日記は約2,539日にわたるが、1795年版に載っているのはそのうち1,593日である。原本に欠落があるところは、この翻訳でも欠落のままにしてある。日記中の読み取れない一行は（欠字）と示した。

読み方。 日付は朝鮮の伝統的な陰暦によるもので、西暦より約一か月遅れる。各記事の見出しはその月の日にちで、月ごとの記事は年と月の下にまとめてある。脚注はない。その代わり、「日記に登場する人々」「年表」「用語集」を本の初めと終わりに置いた。まったく読まずに、ただ日記だけを読んでもかまわない。


翻訳について

底本。 本書の翻訳は、李舜臣の遺文集『李忠武公全書』に収められた『乱中日記』の漢文を底本とする。この全書は1795年、正祖（チョンジョ）の治世に刊行されたもの（第5〜8巻）で、本書は韓国古典総合DBが公開する形のものを用いた。この版には1,593日分の記事が収められている。直筆の草稿には1795年版が省いた日があり、逆に1795年版には現存する草稿に欠けている日がある。本書は1795年版の本文に従うが、下記の一か所のみ訂正を加えており、草稿にしかない記事は加えていない。

本文が異なる箇所。 1795年版の本文が草稿と異なる箇所がいくつかある。最もよく知られているのは、鳴梁の海戦（1597年9月16日）における日本軍の船の数である。1795年版は「三百三十余隻」とある。本書はこれに代えて草稿に従い、草稿が133隻とする数字を採った。これは李舜臣自身が王に宛てた報告（およそ百三十隻）とも一致する。本書ではこれを「百三十三隻」と訳した。

制作の手順。 本書の日本語版は、まず漢文を逐語的な現代韓国語の草稿に直し、その韓国語草稿と漢文の原文から日本語に訳した。草稿が不明瞭なところは原文の漢字に当たって確かめ、英語版は参照用として傍らに置いた。訳文は、盧承奭（ノ・スンソク）による現代韓国語版『やさしく読む乱中日記 完訳本』（如海〔ヨヘ〕）と照合したが、これは検証のためだけであり、本書の底本ではない。翻訳と、繰り返しの見直しの過程では、AI支援ツールを使用した。

文体。 目指したのは、日本の読者がそのまま通して読める日記である。李舜臣の短く乾いた文体は保った。「晴れ。」「終日雨。」といった具合である。日記は一人称で書かれており、漢文で主語が示されないところでは「私」を補った。ただし日本語では主語を省くのが自然なため、必要な場合に限っている。日付、人名、地名、数字、出来事の順序は決して変えていない。感情は、李舜臣が書いたとおりの抑えた調子で表し、何も足さず、何も和らげていない。

人名と官職。 朝鮮の人名・地名は漢字で表記し、各単位（章）の初出時にカタカナで読みを添えた（例：李舜臣〔イ・スンシン〕、元均〔ウォン・ギュン〕）。日本側の人物は日本式の呼び名で書く。官職は日本の読者に通じる言葉に直し、「全羅右水使」「三道水軍統制使」「順天府使」「僉使」「万戸」「権管」などと表した。地名は日記の本文と同じ表記で統一した。

読者の助けになる点が二つある。まず、日記には、作者の李舜臣と同じ読み（イ・スンシン）を持つ別の武官が登場する（漢字は李純信）。作者と混同しないよう、本書ではこの人物を字（あざな）の立夫から「李立夫（イ・イッブ）」と表記する。次に、李舜臣の息子は、1597年5月3日まで蔚（ウル）と呼ばれ、名を改めたその日からは䓲（ヨル）と呼ばれる。

省略した点。 原文で一日のなかの項目を区切っている丸印（○）は、改行して新しい段落とした。干支による日付の記号と、括弧内の注記は省いた。文字が欠けている、あるいは判読できない箇所は（欠字）と示した。


日記に登場する人々

李舜臣（イ・スンシン）（1545–1598）。 日記の筆者で、全編を通じて「私」と呼ばれる。水軍の将で、のちに三道水軍統制使となる。

母上（卞氏夫人〔ビョンし〕）。 李舜臣の母で、日記では「母上」とだけ記される。李舜臣は母に手紙を書き、母のことをたえず書き記している。1597年4月、彼が出獄して数日後に迎える母の死は、日記のなかでも最も痛ましい記事の一つである。

汝弼（ヨピル）。 李舜臣の弟。

薈（フェ）、䓲（ヨル）（1597年まで蔚〔ウル〕）、葂（ミョン）。 李舜臣の三人の息子。末の葂は1597年に日本軍の襲撃で殺される。

菶（ポン）、芬（プン）、荄（ヘ）、ノエ、莞（ワン）。 李舜臣のもとを訪ね、仕え、助ける甥たち。

宣祖（ソンジョ）（1552–1608）。 戦争の間じゅう朝鮮を治めた王で、日記では「王」と呼ばれる。

柳成龍（ユ・ソンニョン）（1542–1607）。 高位の大臣で、長年の友人であり、李舜臣を早くから支えた人物。官職名の領議政で呼ばれることが多い。

元均（ウォン・ギュン）（1540–1597）。 慶尚右水使で、李舜臣の激しい対抗者。1597年に李舜臣が罷免されると水軍を引き継ぎ、漆川梁（チルチョンニャン）で水軍が壊滅したとき戦死する。

李億祺（イ・オッキ）（1561–1597）。 全羅右水使で、李舜臣の忠実な味方。漆川梁で戦死する。

権慄（クォン・ユル）（1537–1599）。 都元帥（陸軍総司令官）。1597年、李舜臣は一兵卒としてその下に仕える。

李元翼（イ・ウォニク）（1547–1634）。 体察使。南部の軍管区を統括する高位の文官。

権俊（クォン・ジュン）（1541–1611）。 順天府使で、初期の数年間、李舜臣が信頼した部下の一人。

李立夫（イ・イッブ）。 守備隊の指揮官。作者の李舜臣とは読みが同じで漢字の異なる別人（李純信）であり、本書では常に字（あざな）の立夫をとって「李立夫」と呼ぶ。

陳璘（ちんりん）（1543年ごろ–1607）。 1598年に李舜臣と合流する明の水軍の提督。

小西行長（1555年ごろ–1600）。 侵攻軍の一つを率いた日本の武将。

投降した日本兵。 朝鮮軍に投降し、拘束され、尋問され、ときには使役された日本の兵たち。日記にはたびたび登場し、朝鮮語の音写で記されている。


年表

月はすべて陰暦。年は西暦。

1545年。 李舜臣、漢陽（ハニャン、ソウル）に生まれ、牙山（アサン）で育つ。

1576年。 武科（武官の試験）に合格する。

1591年2月。 全羅左水使に任じられ、麗水（ヨス）に赴任する。

1592年1月。 日記が始まる。

1592年4月。 日本軍の侵攻船団が釜山（プサン）に上陸する。壬辰戦争が始まる。

1592年5月。 玉浦（オクポ）で最初の海戦勝利。

1592年7月。 閑山島（ハンサンド）の大勝。

1593年8月。 李舜臣、三道水軍統制使に任じられる。本営は閑山島に置かれる。

1597年2月。 李舜臣、罷免され逮捕される。

1597年4月。 釈放され、権慄将軍のもとで一兵卒として従軍するよう送られる。母が亡くなる。

1597年7月。 元均の指揮のもと、朝鮮水軍が漆川梁（チルチョンニャン）で壊滅する。

1597年8月。 李舜臣、統制使に復職する。残る船はわずか。

1597年9月。 鳴梁（ミョンニャン）の海戦。

1597年10月。 李舜臣、末の息子の葂が殺されたことを知る。

1598年7月。 陳璘提督が明の水軍を率いて到着する。

1598年8月。 日本の支配者、豊臣秀吉が死去し、日本軍は撤退を始める。

1598年11月17日。 日記の最後の記事。

1598年11月19日。 露梁（ノリャン）の海戦で、李舜臣が戦死する。

1795年。 日記を含む『李忠武公全書』が刊行される。


第I部
壬辰の年
1592
この部には130日分の記述を収めています。日記の欠落は本文中に示してあります。



正月
壬辰の年・1592年

一日

晴れ。明け方、弟の汝弼（ヨピル）と甥の菶（ポン）、息子の薈（フェ）が来て語り合った。母上のもとを離れ、南の地で正月を迎えるのはこれで二度目だ。切ない思いをこらえきれない。

兵使（陸軍の道司令官）の軍官、李敬信（イ・ギョンシン）が来て、兵使の手紙と正月の贈り物、長箭・片箭（長い矢と短い矢）などの品を届けてきた。

二日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。金仁甫（キム・インボ）と話をした。

三日

晴れ。東軒（役所）に出て別防軍（特別警備の兵）を点検し、各郡と浦（港の鎮）から来た公文に決裁を書き入れて送り返した。

四日

晴れ。東軒で執務した。

五日

晴れ。引き続き裏の東軒で執務した。

六日

晴れ。東軒に出て執務した。

七日

朝は晴れ。午後遅くから雨と雪がかわるがわる降り、夜まで続いた。甥の菶が牙山（アサン）へ発った。

南原（ナムウォン）から、国王への祝賀文（箋文）を奉じて上京する儒生がやって来た。

八日

晴れ。客舎（官営の宿舎）の東軒に出て執務した。

九日

晴れ。早めに朝食をとってから客舎の東軒に出て、箋文に封をし、拝礼して送り出した。

十日

終日、雨が降り続いた。防踏（パンダプ）の新しい僉使が着任した。

十一日

終日、小雨。遅くに東軒に出て執務した。李鳳壽（イ・ボンス）が先生院（ソンセンウォン）の石切り場を見に行き、大きな石十七個にすでに穴をあけ終えたと報告してきた。西門の外の堀が四尋（ひろ）ほど崩れた。

沈士立（シム・サリプ）と話をした。

十二日

うっとうしい雨が降って晴れなかった。食後、客舎の東軒に出て、本営と各浦の鎮撫（警備担当の武官）たちの成績優秀者を選ぶ弓の試験を行った。

十三日

朝は曇り。東軒に出て執務した。

十四日

晴れ。東軒で執務したあと、的を射た。

十五日

曇ったが雨は降らなかった。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。

十六日

晴れ。東軒に出て執務した。各郡の品官（地方の有力者）や色吏（担当の下役）たちが挨拶に来た。

防踏の兵船担当の軍官と色吏を、兵船を修理していなかった罪で杖打ちの刑に処した。虞候（副司令）も仮守（臨時の責任者）も取り締まらなかったから、事態がここまでひどくなったのだ。あきれて言葉もない。ただ私腹を肥やすことにかまけて、こうも職務を顧みないのでは、この先のことも知れたものだ。

城下に住む土兵（地元の兵）の朴夢世（パク・モンセ）は、石工として先生院の鎖石（鎖をつなぐ石）の切り出し場へ行き、近隣の犬にまで害を及ぼしたので、杖打ち八十に処した。

十七日

晴れ。真冬のように寒い。朝、巡察使（全羅道の長官）と南原の判官に手紙を書いた。

夕方、鉄の鎖を通す穴をあけた石を船で運んでくるため、船四隻を先生院へ送った。金孝誠（キム・ヒョソン）が率いて行った。

十八日

晴れ。東軒に出て執務した。呂島（ヨド）の天字船（「天」の字の番号をつけた船）が帰っていった。弓の試験の優秀者を国王に報告する状啓と、代加単子（本人に代わって昇進を受ける者の名簿）に封をして巡営（巡察使の本営）へ送った。

十九日

晴れ。東軒で執務したあと、各部隊の点呼をした。

二十日

晴れて、大風が吹いた。東軒で執務した。

二十一日

晴れ。東軒に出て執務した。監牧官（官営牧場の監督官）が来て泊まった。

二十二日

晴れ。朝、光陽（クァンヤン）の県監が挨拶に来た。

二十三日

晴れ。次兄の命日なので執務しなかった。司僕寺（王室の馬を管理する役所）から預かって育てていた馬を、都へ送り返した。

二十四日

晴れ。長兄の命日なので執務しなかった。巡察使からの返書を読んだ。古阜（コブ）郡守の李崇古（イ・スンゴ）を留任させるよう求めた状啓が、たびたび非難を浴びたため、辞表を出したという。

二十五日

晴れ。東軒に出て執務したあと、的を射た。

二十六日

晴れ。東軒に出て執務したあと、興陽（フンヤン）と順天（スンチョン）の二人の守令と語り合った。

二十七日

晴れ。午後、光陽県監が来た。

二十八日

晴れ。東軒に出て執務した。

二十九日

晴れ。東軒に出て執務した。

三十日

曇ったが雨は降らなかった。初夏のように暖かい。東軒で執務したあと、的を射た。


二月
壬辰の年・1592年

一日

明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。霧雨がしばらく降り、遅くに晴れた。船着き場に出て、使えそうな板材を選んだ。ちょうど港の中にボラの稚魚が雲のように群がってきたので、網を張って二千匹あまりを獲った。見事なものだ。そのまま戦船の上に座って酒を飲み、虞候（副司令）と一緒に新春の景色を眺めた。

二日

晴れ。東軒（役所）で執務した。

鉄の鎖を（港の入り口に）横に張り渡し、大小の石八十個あまりを運んできた。

弓を十巡射た。

三日

晴れ。明け方、虞候が各浦（港の鎮）の抜き打ち検査のため、船に乗って出かけた。

執務のあと、的を射た。

耽羅（タムナ、済州島）の者が子どもたちを連れ、一家六人で逃げ出してきて、金鰲島（クモド）に船を着けていた。防踏（パンダプ）の巡回船が捕らえて差し出してきたので、取り調べて供述をとり、順天（スンチョン）へ送って収監させ、公文を書いて送った。

この日の夕方、烽火台用の石を四つ運び上げた。

四日

晴れ。東軒に出て執務したあと、北の峰の烽火台（煙台）を築いている所へ登った。築き方が実に見事で、崩れる心配はまったくない。李鳳壽（イ・ボンス）の勤勉ぶりがよくわかる。一日中あたりを眺め、夕方に下りてきて堀を見回った。

五日

晴れ。東軒に出て執務したあと、弓を十八巡射た。

六日

晴れ。終日、大風。東軒に出て執務した。巡察使（全羅道の長官）から手紙が二度届いた。

七日

晴れて、大風が吹いた。東軒に出て執務した。鉢浦（パルポ）から着任の届けが来た。

八日

晴れ、また大風。東軒に出て執務した。この日、亀甲船の帆にする布を二十九疋受け取った。

正午に的を射た。趙而立（チョ・イリプ）と卞存緖（ピョン・ジョンソ）が腕を競ったが、趙はかなわなかった。

虞候が防踏から戻り、防踏が守りの備えに心を尽くしていると、しきりにほめた。

東軒の庭に石柱の灯火台を立てた。

九日

晴れ。明け方、鉄の鎖を通す長い木を伐り出すため、李元龍（イ・ウォンリョン）が兵を率いて突山島（トルサンド）へ向かった。

十日

霧雨。晴れたり暗くなったりした。東軒に出て執務した。

金仁問（キム・インムン）が巡営（巡察使の本営）から戻った。巡察使の手紙によると、通訳官たちが多額の賄賂を受け取って明の朝廷に偽りを訴え、援軍を求めるような騒ぎになったという。それだけではない。明は、わが国が日本と通じて別の思惑を抱いているのではないかと疑っているらしい。そのよこしまで道に外れたことは、まったく話にならない。通訳官たちはすでに捕らえて投獄されたという。あきれ果て、憤りに堪えない。

十一日

晴れ。食後、船に出て、新たに選抜した兵の点呼をした。

十二日

晴れて、風も穏やか。食後、東軒に出て執務した。そのあと海雲台（ヘウンデ）に場所を移して的を射、雉狩りを見物した。実にのどかだった。軍官たちもみな立ち上がって舞い、趙而立は絶句（四行の漢詩）を詠んだ。夕方に戻った。

十三日

晴れ。右水使（全羅右水使）の軍官が来た。大・中の矢竹百本と鉄五十斤を持たせて送り返した。

十四日

晴れ。牙山（アサン）へご機嫌伺いに、羅将（使い走りの役人）二人を送り出した。

十五日

大風雨。東軒に出て執務した。石工たちが新しく築いた港の堀が多く崩れたので、罪を問うて罰し、築き直させた。

十六日

晴れ。東軒に出て執務したあと、弓を六巡射た。新しく当番に入る兵と交代で下番する兵の点呼をした。

十七日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。

十八日

曇り。

十九日

晴れ。巡視に出発し、白也串（ペギャゴッ）の監牧官（官営牧場の監督官）のいる所に着くと、順天府使が弟を連れて来て待っていた。妓生（芸妓）も来ていた。雨上がりで山の花が咲き乱れ、その景色の美しさは言葉にしがたい。日暮れに梨木亀尾（イモククミ）に着き、船に乗って呂島（ヨド）に着くと、興陽（フンヤン）県監と呂島権管が出迎えた。防備を点検した。興陽県監は翌日に祭祀があるため、先に帰った。

二十日

晴れ。朝、各種の防備用の戦船を点検すると、みな新造で、武器もおおむね整っていた。遅くに出発して興陽に着いた。左右の山の花、郊外の芳しい草が絵のようだ。昔、仙境と謳われた瀛洲（えいしゅう）も、こんな景色だったのだろうか。

二十一日

晴れ。執務のあと、この地の主人（興陽県監）が席を設けてくれたので、的を射た。丁（チョン）助防将（防衛を補佐する将）も会いに来た。黄叔度（ファン・スクト）も来て一緒に酔った。裵秀立（ペ・スリプ）も出てきて共に杯を交わし、大いに楽しんだ。夜更けにお開きにした。申弘憲（シン・ホンホン）に酒を造らせ、先日来使っていた三班の下役たちに分けて飲ませた。

二十二日

朝、執務のあと、鹿島（ノクト）へ向かった。黄叔度も同行した。まず興陽の戦船の所に行き、船と装備をみずから点検した。それから鹿島へ行き、新しく築いた峰の上の門楼にまっすぐ登った。景色のすばらしさは、管内で一番だ。万戸が隅々まで心を尽くしているのがわかる。興陽県監、綾城（ヌンソン）県令の黄叔度、万戸と酔うまで飲み、あわせて大砲の試射を見た。ろうそくを灯してしばらく過ごしてから、お開きにした。

二十三日

曇り。遅くに船を出して鉢浦へ向かったが、向かい風が強く吹いて船が進まない。やっとのことで城頭（ソンドゥ）に着き、船を下りて馬で行った。雨が激しくなり、一行は上の者も下の者もみな花の散る雨にずぶ濡れになった。鉢浦に入ったときには、日はもう暮れていた。

二十四日

細かい雨が山一面にけぶり、目の前のものさえ見分けられない。雨をついて出発し、馬北山（マブクサン）のふもとの沙梁（サリャン）に着くと、船に乗って櫓をこがせ、蛇渡（サド）に着いた。興陽県監もすでに来ていた。戦船を点検し、日が暮れたのでそのまま泊まった。

二十五日

曇り。戦いの備えのあちこちに不備が多かったので、軍官と色吏（担当の下役）を罰した。僉使を呼びつけ、教授（地方の学官）は追い出した。ここの防備は五つの浦の中で最低だというのに、巡察使が褒める状啓を出していたせいで、罪を問うことができなかった。笑止なことだ。向かい風が強く吹いて船を出せず、そのまま泊まった。

二十六日

早朝に船を出し、介伊島（ケイド）に着くと、呂島の船と防踏の出迎えの船が待っていた。日暮れに防踏に着き、公式・私的の挨拶を済ませてから武器を点検した。長箭・片箭（長い矢と短い矢）は一揃いとして使えるものがない。困ったことだ。戦船はまずまず整っていて、うれしい。

二十七日

曇り。朝、点検を終えてから北の峰に登り、地勢を眺めた。孤立した危うい島で、四方から敵を受ける。城と堀もひどくちぐはぐで、まことに心配だ。僉使は心を尽くしているが、まだ設備を整えきれていない。どうしたものか。

遅くに船に乗って京島（キョンド）に着くと、弟の汝弼（ヨピル）と趙而立、軍官たちと虞候が酒を積んで出迎えに来た。一緒に楽しみ、日が沈んでから役所に戻った。

二十八日

曇ったが雨は降らなかった。東軒に出て執務したあと、的を射た。

二十九日

晴れて、大風が吹いた。東軒に出て執務した。巡察使の公文が届き、中衛将（中央部隊の指揮官）を順天府使に改めたという。嘆かわしい。


三月
壬辰の年・1592年

一日

明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。食後、別軍と正兵を点呼し、下番の兵を点呼して帰した。執務のあと、弓を十巡射た。

二日

曇って風が吹いた。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。僧兵百人が石を拾い集めた。

三日

夕方まで雨が降り続いた。今日は春の佳き節句（三月三日）なのに、この雨では野遊び（踏青）にも出られない。趙而立（チョ・イリプ）、虞候（副司令）、軍官たちと、東軒（役所）で杯を交わしながら語り合った。

四日

晴れ。朝、趙而立の送別をした。客舎（官営の宿舎）の中大庁に出て執務したあと、西門の堀と城壁を増築している所を見回った。僧兵の石拾いがいい加減だったので、頭の僧を杖打ちにした。

牙山（アサン）へご機嫌伺いに行っていた羅将（使い走りの役人）が戻り、母上がお元気だと聞いた。なんとありがたいことか。

五日

晴れ。東軒に出て執務した。軍官たちが的を射た。

日暮れに、都へ行っていた鎮撫（警備担当の武官）が戻ってきた。左議政の柳成龍（ユ・ソンニョン）からの手紙と、『増損戦守方略』という書物を届けてくれた。読んでみると、水戦・陸戦・火攻めなどのことを一つひとつ論じていて、まことに古今まれに見る優れた論である。

六日

晴れ。朝食後、出座して武器を点検した。弓・鎧・兜・筒児（短い矢を射るための筒）・環刀（腰刀）に壊れたものが多く、形をなさないものもひどく多い。色吏（担当の下役）、弓職人、監考（監督係）らの罪を問うた。

七日

晴れ。東軒に出て執務した。的を射た。

八日

終日、雨が降り続いた。

九日

終日、雨が降り続いた。東軒に出て執務した。

十日

晴れて風が吹いた。東軒に出て執務したあと、的を射た。

十一日

晴れ。

十二日

晴れ。食後、船に出て、京江船（都の漢江から来た船）を点検した。船に乗って召浦（ソポ）へ出たが、東風が強く吹き出し、漕ぎ手もいなかったので引き返した。そのまま東軒に座って、弓を十巡射た。

十三日

朝は曇り。巡察使（全羅道の長官）から手紙が来た。

十四日

終日、大雨。早朝、巡察使と会うため順天（スンチョン）へ向かった。雨が激しくなり、行く手の道も見分けられない。やっとのことで先生院（ソンセンウォン）に着いて馬に餌をやり、海農倉（ヘノンチャン）の野に差しかかると、道の水かさが三尺近くにもなっていた。苦労して順天府に着き、夕方、巡察使と積もる話をした。

十五日

曇りで小雨。遅くにやんだ。楼の上に座って的を射た。軍官たちは組に分かれて射比べをした。

十六日

晴れ。順天府使が喚仙亭（ファンソンジョン）で酒席を設け、あわせて的を射た。

十七日

晴れ。明け方、巡察使に帰る旨を告げ、先生院まで来て馬に餌をやってから本営に戻った。

十八日

晴れ。東軒に出て執務した。

十九日

晴れ。東軒に出て執務した。

二十日

雨が激しく降った。遅くに東軒に出て執務し、各部署の会計を調べた。

順天の島々の掃討捜索（捜討）が期限に間に合わなかったので、代将と色吏、都訓導（訓練担当の長）らを取り調べて罪を問うた。蛇渡（サド）にも期日に集まるよう公文を送っていたのに、単独で捜索したという。しかも半日のうちに内・外羅老島（ナロド）と大平島・小平島を捜索し、同じ日に浦へ戻ったと言うのだから、まったくの虚偽である。この件で取り調べを命じる公文を興陽（フンヤン）と蛇渡に送った。ひどく体調がすぐれず、早めに奥へ入った。

二十一日

晴れ。体調がすぐれず、朝のあいだずっと横になって苦しんだ。遅くに東軒に出て執務した。

二十二日

晴れ。城の北の峰の下に水路を掘るため、虞候と軍官十人を手分けして送った。食後、東軒に出て執務した。

二十三日

朝は曇り、遅くに晴れた。食後、東軒で執務した。宝城（ポソン）の板材が期限までに納められなかったので、改めて公文を出して色吏を捕らえて来させた。順天から使いに来た蘇国進（ソ・グクチン）は杖打ち八十に処した。

巡察使の手紙に、鉢浦（パルポ）の権管は兵を率いる器ではないから処置せよとあった。そこで、ひとまず更迭せず、そのまま留めて防備に当たらせると返事をした。

二十四日

国忌なので執務しなかった。虞候が島々の捜索を終え、無事に戻ってきた。巡察使と都事（副官）からの返書を、宋希立（ソン・ヒリプ）が一緒に持ってきた。

巡察使の手紙によると、慶尚道の観察使から次のような知らせがあったという。「対馬島主の外交文書に、『先に船を一隻送り出したが、もし貴国に着いていなければ、きっと風で難破したのだろう』とある。言い分がきわめて不吉で、ずる賢い。東萊（トンネ）から目と鼻の先に見える海で、そんなことがあるはずがない。それをこのように言い繕うのだから、その腹の内は測りがたい」

二十五日

晴れて、大風が吹いた。東軒に出て執務したあと、弓を十巡射た。慶尚道の兵使（陸軍の道司令官）が平山浦（ピョンサンポ）には寄らず、まっすぐ南海（ナムヘ）へ向かったというので、お会いできず残念だという旨の返事を送った。新しく築いた城を見回ると、南側が九尋（ひろ）ほど崩れていた。

二十六日

晴れ。虞候が宋希立と一緒に南海へ向かった。

遅くに東軒に出て執務したあと、弓を十五巡射た。

二十七日

晴れて風もない。朝食後、船に乗って召浦に着き、鉄の鎖を横に張り渡す作業を監督した。一日中、柱の木を立てるのを見守った。あわせて亀甲船の大砲を試し撃ちした。

二十八日

晴れ。東軒で執務した。弓を十巡射たところ、五巡は全矢命中、二巡は四本、三巡は三本当たった。

二十九日

晴れ。国忌なので執務しなかった。牙山へご機嫌伺いに行っていた羅将が戻り、母上がお元気だと聞いた。なんとありがたいことか。


四月
壬辰の年・1592年

一日

曇り。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。執務のあと、弓を十五巡射た。別助防（臨時に配置された防衛兵）の点呼をした。

二日

晴れ。食後、ひどく体調がすぐれず、痛みがだんだん重くなった。一日中、夜通しうめいた。

三日

晴れ。めまいがして力が入らず、夜通し苦しんだ。

四日

晴れ。朝になって、ようやく少しおさまったようだ。

五日

晴れ。夕方、小雨。東軒（役所）に出て執務した。

六日

晴れ。鎮海楼（チネル）に出て執務したあと、軍官たちに的を射させた。弟の汝弼（ヨピル）の送別をした。

七日

国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。巳の刻（午前十時ごろ）、備辺司（国防の最高会議）から極秘の公文が届いた。慶尚道の観察使と右兵使が国王に上げた報告に基づくものだった。

八日

曇ったが雨は降らなかった。朝、母上にお送りする品に封をした。夕方近くに汝弼が去り、ひとり旅の宿の窓辺に座っていると、さまざまな思いが胸に去来した。

九日

朝は曇り、のちに晴れた。東軒に出て執務した。方応元（パン・ウンウォン）の防衛地着任の公文に署名して送った。

軍官たちが的を射た。光陽（クァンヤン）県監が島々の捜索の件で船に乗って来て、日暮れに帰っていった。

十日

晴れ。食後、東軒に出て執務した。弓を十巡射た。

十一日

朝は曇り、のちに晴れた。執務のあと、的を射た。

巡察使（全羅道の長官）の手紙と別紙の覚え書きを、軍官の南僴（ナム・ハン）が持ってきた。

この日から布の帆を作り始めた。

十二日

晴れ。食後、船に乗り、亀甲船から地字砲・玄字砲を撃った。

巡察使の軍官の南僴が視察して帰った。

正午、東軒に移り、弓を十巡射た。役所に上がるとき、路台石（道沿いの台石）を見た。

十三日

晴れ。東軒に出て執務したあと、弓を十五巡射た。

十四日

晴れ。東軒に出て執務したあと、弓を十巡射た。

十五日

晴れ。国忌なので執務しなかった。巡察使への返書と別紙の覚え書きを書き、すぐに駅の使いに持たせて急ぎ送った。

日暮れどき、慶尚右水使の元均（ウォン・ギュン）から急報が届いた。「日本軍の船九十隻あまりが現れ、釜山（プサン）の沖の絶影島（チョリョンド）に停泊した」。同時に元均からの公文もまた届き、「倭賊の船三百五十隻あまりが、すでに釜山浦の向かい側に着いた」という。ただちに急ぎ状啓を書いて朝廷に報告し、あわせて巡察使・兵使（陸軍の道司令官）・全羅右水使にも知らせを送った。慶尚道の観察使からの公文も、同じ内容で届いた。

十六日

二更（夜十時ごろ）、慶尚右水使から公文が届いた。釜山の大きな鎮城が、すでに陥落したという。憤りと無念さに堪えない。ただちに急ぎ状啓を送り、また三道（全羅・慶尚・忠清）に公文を送った。

十七日

曇って雨、夕方に晴れた。慶尚右兵使から公文が届いた。日本軍は釜山城を陥落させたのち、そのまま居座って退かないという。日暮れ前に弓を五巡射た。引き続き勤務する水軍の兵と、急ぎ駆けつけた水軍の兵が、次々と防衛地に到着した。

十八日

朝は曇り。早朝、東軒に出て執務した。巡察使の公文が届き、鉢浦（パルポ）の権管はすでに罷免したので、代理の将を決めて送れとのこと。そこで羅大用（ナ・デヨン）をその日のうちに任じて送った。

未の刻（午後二時ごろ）、慶尚右水使の公文が届いた。東萊（トンネ）も陥落し、梁山（ヤンサン）と蔚山（ウルサン）の二人の郡守も助防将として城に入ったが、ともに敗れたという。その憤りと無念さは言葉に尽くせない。兵使と水使は兵を率いて東萊の背後まで行きながら、にわかに兵を引き返したという。いっそう痛恨の極みである。

夕方、順天（スンチョン）の兵を率いてきた兵房（軍事担当の役人）が、石堡倉（ソクポチャン）にとどまったまま兵を引き渡さなかったので、捕らえて投獄した。

十九日

晴れ。朝、品防（敵の侵入を防ぐ落とし穴）を掘る件で、軍官を決めて送った。早めの朝食のあと、東門の上に登り、みずから品防の工事を監督した。午後、上隔台（城壁上の防御台）を見回った。この日、急ぎ駆けつけた兵七百人が点呼を受け、工事に就いた。

二十日

晴れ。東軒に出て執務した。慶尚道の観察使から公文が届いた。大軍の敵が猛威をふるい、その鋒先に立ち向かえる者はいない。勝ちに乗じて一気に攻め進み、まるで無人の野を行くようだという。そして、私に戦船を整えて救援に来るよう命じてほしいと、国王に啓上したという。

二十一日

晴れ。城壁の上に兵を並べて配置するため、弓場に座って命令を下した。午後、順天府使が駆けつけ、作戦の取り決めを聞いて帰っていった。

二十二日

明け方、見張り所を抜き打ちで検査するため、軍官を送り出した。裵応禄（ペ・ウンノク）は折甲島（チョルガプト）へ、宋晟（ソン・ソン）は金鰲島（クモド）へ向かった。また李景福（イ・ギョンボク）、宋漢連（ソン・ハンニョン）、金仁問（キム・インムン）らには、突山島（トルサンド）から敵台（防御用の櫓）の木材を運び下ろさせるため、それぞれ兵五十人を率いさせて送った。残りの兵は品防の工事に就いた。

（二十三日から三十日までは原文が欠けている）


五月
壬辰の年・1592年

一日

水軍が本営の前の海に集結した。この日は曇ったが雨は降らず、南風が強く吹いた。鎮海楼（チネル）に座り、防踏（パンダプ）僉使、興陽（フンヤン）県監、鹿島（ノクト）万戸を呼んだ。みな憤りに燃え、わが身を顧みない覚悟だった。義士と言うべきである。

二日

晴れ。宋漢連（ソン・ハンニョン）が南海（ナメ）から戻って報告した。南海県令、弥助項（ミジョハン）僉使、そして尚州浦（サンジュポ）・曲浦（コクポ）・平山浦（ピョンサンポ）などの将は、日本軍が来るという噂を聞くやいなや逃げ散ってしまい、武器などの物資も残らず散り失せたという。なんということか。

午の刻（正午ごろ）、船に乗って沖へ出て陣を張った。諸将と作戦を取り決めたところ、みな進んで出撃する意気込みだったが、楽安（ナガン）郡守だけは避けたがっている様子で、嘆かわしい。しかし軍法というものがある。逃げ避けようとしても、そうはいくまい。

夕方、防踏の増援の船三隻が戻ってきて、前の海に停泊した。合言葉は「龍虎」、伏兵の合言葉は「山水」とした。

三日

朝のあいだずっと小雨。中衛将（中央部隊の指揮官）を呼んで、明朝の出航を取り決め、すぐに状啓を書いた。

この日、呂島（ヨド）の水軍兵、黄玉千（ファン・オクチョン）が自分の家に逃げ隠れていたので、捕らえて斬り、首をさらした。

四日

晴れ。夜明けとともに船を出し、弥助項の前の海までまっすぐ進んで、改めて作戦を取り決めた。介伊島（ケイド）を経て、平山浦・尚州浦・弥助項を通り過ぎた。

（五日から二十八日までは原文が欠けている）

二十九日

晴れ。全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）が来ないので、単独で諸将を率い、明け方に出発して露梁（ノリャン）までまっすぐ進んだ。すると慶尚右水使の元均（ウォン・ギュン）が来て合流した。敵の停泊地を尋ねると、泗川（サチョン）の船着き場にいるというので、まっすぐそこへ向かった。

日本軍はすでに上陸して峰の上に陣を張り、船は峰の下に並べて停泊させ、きわめて頑強に抵抗した。私は諸将を督励し、いっせいに突撃させた。矢は雨のように降り注ぎ、各種の銃筒（火砲）を撃てば、その轟きは嵐と雷のようだった。敵は恐れて退き、矢に当たった者は何百人いたかわからない。日本兵の首を多く斬り、敵船十三隻を焼き払った。

軍官の羅大用（ナ・デヨン）が銃弾に当たった。私も左肩の上に弾を受け、背中まで貫通したが、重傷には至らなかった。


六月
壬辰の年・1592年

一日

晴れ。蛇梁（サリャン）の裏手の海に陣を張り、夜を明かした。

二日

晴れ。朝出発し、唐浦（タンポ）の前の船着き場までまっすぐ進むと、敵船二十隻あまりが並んで停泊していた。取り囲んで戦った。

大きな船が一隻あり、わが国の板屋船ほどの大きさで、船上には楼閣が飾り立てられ、高さは二丈（約六メートル）ほど。その楼閣の上に日本の将がどっしりと座り、微動だにしない。片箭（短い矢）と大・中の勝字銃筒（小型の火砲）を雨あられと撃ちかけると、日本の将は矢に当たって転げ落ちた。日本兵たちはいっせいに驚いて散り散りになった。わが将兵がいっせいに集中して射かけると、矢に当たって倒れる者は数知れず、一人残らず討ち滅ぼした。

ほどなく、日本の大船二十隻あまりが釜山（プサン）方面から海に列をなして入ってきたが、わが艦隊を見ると、介島（ケド）へ逃げ込んだ。

三日

晴れ。朝、改めて諸将を励まし、介島を挟み撃ちにしたが、敵はすでに逃げ散っていて、あたりには一人も残っていなかった。固城（コソン）方面へ向かおうとしたが、わが兵力は少なく弱いため、憤りと鬱屈を抱えたまま、そこで夜を過ごした。

四日

晴れ。全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）が来るのを首を長くして待っていると、正午、右水使が諸将を率い、帆を揚げてやって来た。全軍の将兵で躍り上がって喜ばない者はなかった。両軍を合わせて作戦の取り決めを改めて確認し、鑿浦梁（チャクポリャン）で夜を過ごした。

五日

朝出発し、固城の唐項浦（タンハンポ）に着くと、板屋船ほどの日本の大船が一隻あり、船上に高々と楼閣を構え、その上に敵将が座っていた。ほかに中型船十二隻、小型船二十隻がいた。いっせいに突入して打ち破ると、矢に当たって死ぬ者は数知れなかった。日本の将の首を七つ斬った。残った日本兵は陸に上がって逃げたが、その数はごくわずかだった。わが軍の意気は大いに上がった。

六日

晴れ。

七日

晴れ。敵船を探しに朝出発し、永登（ヨンドゥン）の前の海に着くと、敵船が栗浦（ユルポ）にいると聞いた。伏兵船をそちらへ向かわせると、敵船五隻が先にわが艦隊に気づき、南の大海へ逃げ出した。わが船がいっせいに追いかけて追いつき、蛇渡（サド）僉使の金浣（キム・ワン）が一隻を、虞候（副司令）の李夢龜（イ・モング）が一隻を、鹿島（ノクト）万戸の鄭運（チョン・ウン）が一隻を、それぞれ丸ごと拿捕した。討ち取った日本兵の首は、合わせて三十六であった。

八日

晴れ。右水使の李億祺（イ・オッキ）とともに海上にとどまって停泊した。

九日

晴れ。天城（チョンソン）・加徳（カドク）までまっすぐ進んだが、敵船は一隻もいなかった。何度も捜索してから軍を返し、唐浦に戻って夜を明かした。夜明け前に船を出して弥助項（ミジョハン）の前の海に着き、右水使と語り合った。

十日

晴れ。

［今月十一日から八月二十三日までの原文が欠けている］


八月
壬辰の年・1592年

二十四日

晴れ。申の刻（午後四時ごろ）、船を出して櫓を急がせ、露梁（ノリャン）の裏手の海に着いて錨を下ろした。三更（夜十二時ごろ）、月明かりのもとで船を進め、泗川（サチョン）の毛思郎浦（モサランポ）に着くと、東の空はもう白んでいた。明け方の霧があたり一面を覆い、目の前のものさえ見分けられなかった。

二十五日

晴れ。朝早くに霧が晴れたので、三千浦（サムチョンポ）の前の海を通って、唐浦（タンポ）の近くまで来た。慶尚右水使の元均（ウォン・ギュン）が私の船に船を横付けして、語り合った。申の刻、唐浦に停泊して夜を過ごした。

二十六日

晴れ。船を進めて見乃梁（キョンネリャン）に着いて船を停め、右水使と語り合った。順天（スンチョン）府使も来た。夕方、船を移して角呼寺（カクホサ）の前の海に泊まった。

二十七日

晴れ。慶尚右水使の元均と協議し、船を移して巨済（コジェ）の漆乃島（チルネド）に着いた。熊川（ウンチョン）県監の李宗仁（イ・ジョンイン）が来て話をし、日本兵の首を三十五斬ったと聞いた。日暮れに薺浦（チェポ）・西院浦（ソウォンポ）を渡ると、もう二更（夜十時ごろ）になっていた。西風が冷たく吹き、旅の空の心は穏やかでなかった。

二十八日

晴れ。

（二十九日から翌癸巳年〈一五九三年〉正月までは原文が欠けている）


第II部
癸巳の年
1593
この部には185日分の記述を収めています。日記の欠落は本文中に示してあります。



二月
癸巳の年・1593年

一日

終日、雨が降り続いた。鉢浦（パルポ）・呂島（ヨド）・順天（スンチョン）の指揮官が来て合流した。

鉢浦の鎮撫（警備担当の下士官）崔已（チェ・イ）が二度も軍律を破ったので、処刑した。

二日

遅くなって晴れた。鹿島（ノクト）の代理指揮官、蛇渡（サド）・興陽（フンヤン）などの船が入ってきた。楽安（ナガン）郡守も到着した。

三日

晴れ。諸将はほぼ揃ったが、宝城（ポソン）だけが間に合わなかった。嘆かわしい。夜八時ごろから風雨が激しくなり、各船はかろうじて互いに助け合ってしのいだ。

四日

遅くなって晴れた。城の東側が九尋（ひろ）ほど崩れた。客舎の東軒（役所）に出て執務した。

夕方六時ごろ、雨が激しく降り出し、夜通しやまなかった。風もひどく荒れた。各船はかろうじて互いに助け合ってしのいだ。

五日

啓蟄なので、軍旗を祀る纛祭（とくさい）を行った。雨が滝のように降り、遅くなって晴れた。

朝食後、中大庁に出て執務した。宝城の郡守が夜を押して陸路を駆けつけてきたので、引き据えて期日に遅れた罪を問い、その代理の将を処罰した。

この夕方、李彦亨（イ・オニョン）が帰ると挨拶に来た。

六日

朝は曇り、のちに晴れた。夜明けとともに船を出して帆を揚げた。昼ごろ、一時逆風が吹いた。日暮れに蛇梁（サリャン）に着いて泊まった。

七日

晴れ。明け方に出発し、まっすぐ見乃梁（キョンネリャン）まで行くと、慶尚右水使の元均（ウォン・ギュン）がすでに先に着いていた。奇叔欽（キ・スクフム）が会いに来た。李英男（イ・ヨンナム）・李汝恬（イ・ヨニョム）も来た。

八日

晴れ。朝、慶尚右水使の元均が私の船に来た。全羅右水使（李億祺〈イ・オッキ〉）が期日に遅れたことを激しく責め、今すぐ自分たちだけで先に出発すると言う。私は懸命に引き止めて待たせ、今日の昼には着くはずだと約束した。

昼ごろ、果たして李億祺が帆を揚げてやってきた。全軍がこれを見て、躍り上がって喜ばない者はなかった。

午後四時ごろ船を出し、夜八時ごろ温川島（オンチョンド）に着いた。

九日

終日大雨。そのままとどまり、出発しなかった。

十日

朝は曇り、のちに晴れた。朝六時ごろ船を出し、まっすぐ熊川（ウンチョン）の熊浦（ウンポ）へ向かうと、敵船が並んで停泊していた。

二度おびき出そうとしたが、敵はすでにわが水軍を恐れていて、少し出てきてはすぐに引っ込むばかりで、とうとう捕らえて殲滅することができなかった。痛憤にたえない。

夜十時ごろ、永登（ヨンドゥン）の裏手の蘇秦浦（ソジンポ）に戻って停泊し、夜を過ごした。

十一日

曇り。兵を休ませ、そのままとどまった。

十二日

朝は曇り、のちに晴れた。三道の水軍がいっせいに明け方に出発し、まっすぐ熊川の熊浦に着いた。敵は昨日と同じだった。進んでは退いておびき出そうとしたが、ついに沖へは出てこなかった。二度追撃したが、どちらも捕らえて討ち滅ぼすことはできなかった。痛憤にたえない。

夜八時ごろ、漆川島（チルチョンド）に着いた。雨が激しくなり、夜通しやまなかった。

十三日

雨が滝のように降った。討伐の相談のため、順天・光陽（クァンヤン）・防踏（パンダプ）の指揮官を呼んで話した。鄭聃寿（チョン・ダムス）が会いに来た。

十四日

晴れ。早朝、本営の偵察船が来た。

朝食後、三道の水軍で申し合わせをしたが、慶尚右水使は病気だといって来なかったので、全羅左・右道の諸将とだけ約束を交わした。ところが虞候（副司令）が酒に酔って暴言を吐いた。そのばかばかしさは言葉に尽くせない。於蘭（オラン）万戸の鄭聃寿と南桃（ナムド）万戸の姜応彪（カン・ウンピョ）も同様だった。大敵を討つ約束を交わすこのときに、ここまで乱れ飲むとは。その人柄には痛憤を禁じえない。

加徳（カドク）僉使の田応麟（チョン・ウンニン）が会いに来た。

十五日

朝は晴れ、夕方は雨。穏やかで暖かく、風もなかった。的を掛けて弓を射た。順天・光陽の郡守、それに蛇梁万戸の李汝恬、所非浦（ソビポ）の李英男、永登の禹致績（ウ・チジョク）も来た。

この日、巡察使（道の監察長官）から公文が届いた。明の朝廷がさらに水軍を派遣するので、あらかじめ承知して対処せよ、とのことだった。

日暮れに元均が会いに来た。

十六日

晴れ。朝遅く、強い風が吹いた。午後、全羅右水使の李億祺が会いに来た。順天の郡守と防踏の僉使も会いに来た。

夜十時ごろ、愼環（シン・ファン）と金大福（キム・デボク）が、王の教書二通と副体察使の公文を持ってきた。あわせて聞くところでは、明軍が松都（ソンド、開城）をまっすぐ衝き、今月六日に都（ソウル）の敵を攻め落とすはずだという。

十七日

曇ったが雨は降らなかった。終日東風。李英男・許廷誾（ホ・ジョンウン）・鄭聃寿・姜応彪らが会いに来た。

午後、全羅右水使に会いに行き、新任の珍島（チンド）郡守の成彦吉（ソン・オンギル）にも会った。右水使と一緒に慶尚右水使の船へ行くと、王の使者である宣伝官が王命を携えて来ると聞いたので、櫓を急がせて陣に戻った。途中で、王命の証の牌を帯びた宣伝官に出会い、船に迎え入れて王命を受けた。逃げ帰る敵の退路に急いで向かい、待ち伏せて討て、という内容だった。ただちに拝受の書状を書いて提出した。夜はすでに午前二時ごろになっていた。

十八日

晴れ。早朝に進軍して熊川に着いた。敵の様子は前と変わらなかった。

蛇渡僉使を伏兵の将に任じ、呂島万戸、鹿島の代理指揮官、左右の別都将、左右の突撃将、光陽の船二隻、興陽の代理の将、防踏の船二隻などを率いさせて、松島（ソンド）に伏せさせた。ほかの船に敵をおびき出させると、敵船十数隻が後を追って出てきた。慶尚道の伏兵船五隻がすばやく先に追いかけたところへ、伏せていた船が突入して取り囲み、さまざまに撃ちかけた。日本兵の死者は数え切れなかった。敵の士気は大きくくじけ、二度と出てきて抵抗しなかった。

日暮れに沙火郎（サファラン）へ戻った。

十九日

晴れ。西風が強く、船を出せなかったので、そのまま沙火郎に陣を張った。

南海（ナムヘ）県令が会いに来た。高汝友（コ・ヨウ）・李孝可（イ・ヒョガ）も会いに来た。

二十日

晴れ。明け方に船を出した。東風がしばらく吹き、敵と刃を交えたとたん、にわかに大風が起こった。各船が互いにぶつかって壊れ、ほとんど船を操れないほどだった。すぐさま角笛を吹き、招揺旗（指揮旗）を立てて戦いをやめさせたので、諸船は幸いにも大きな損傷には至らなかった。蘇秦浦に戻って夜を過ごした。

この日、鹿の群れが東へ西へと駆け回った。順天の郡守が一頭を捕らえて届けてくれた。

二十一日

曇りで強風。李英男・李汝恬が会いに来た。慶尚右水使の元均、順天・光陽の郡守も会いに来た。

夕方から雨が降り出し、真夜中にやんだ。

二十二日

明け方は雲が暗く、東風が激しく吹いた。しかし敵の討伐は急を要するので、出発して沙火郎まで行き、風がやむのを待った。風がおさまったようなので、急いで熊川へ向かった。

二人の僧将と義兵将の成応祉（ソン・ウンジ）を薺浦（チェポ）に送り、上陸するかのように見せかけた。右道の諸将の船のうち、頼りない船を選んで東の方へ送り、これも上陸するふりをさせた。日本軍が慌てふためくすきに、戦船をまとめて一気に突撃すると、敵は兵力が分散して弱まり、ほとんど全滅させるところだった。

ところが鉢浦の船二隻と加里浦（カリポ）の船二隻が、命令もないのに突入し、浅く狭い所に乗り上げて、敵につけ込まれてしまった。その憤りと痛みに、はらわたが裂けるようだった。まもなく珍島の指揮船が敵に取り囲まれ、ほとんど救えないところだったが、虞候がまっすぐ突っ込んで救い出した。慶尚道の左衛将と右部将は、見ていながら見ぬふりをして、最後まで引き返して救おうとしなかった。その振る舞いは言葉にもならない。痛憤にたえない。今日の憤りをどうして言い尽くせようか。すべては慶尚右水使のせいである。

帆を揚げて蘇秦浦に戻り、泊まった。

牙山（アサン）にいる甥の蕾（ノェ）と芬（プン）の手紙が熊川の戦場に届いた。母上の手紙も来た。

二十三日

曇り。元均が会いに来た。その凶悪で陰険なことといったら、まったく話にならない。

崔天宝（チェ・チョンボ）が陽花（ヤンファ）から下ってきて、明軍の消息を詳しく伝え、あわせて調度御史（軍需物資を監督する王の特使）の手紙も届けてくれた。

二十四日

晴れ。明け方、温陽・牙山への手紙と家族への手紙を書いて送った。

朝、出発して永登の沖まで行ったが、雨が激しく降り出して進めず、船を引き返して漆川梁（チルチョンニャン）に戻った。

二十五日

晴れ。風向きが悪く、そのまま漆川梁にとどまった。

二十六日

強風のため、終日とどまった。

二十七日

晴れたが強風。全羅右水使の李億祺と会って話した。

二十八日

晴れて風もなかった。明け方に出発して加徳に着くと、熊川の敵は縮こまって、出てきて抗戦する気配はまったくなかった。

わが船団はまっすぐ金海江（キメガン）の下流の端、禿沙里項（トクサリハン）へ向かった。右部隊から異変の知らせがあり、諸船が帆を揚げて急行し、小島を取り囲んだ。すると慶尚右水使の軍官と加徳僉使の偵察船あわせて二隻が、島々の間を出たり入ったりしていて、その様子がいかにも怪しい。そこで縛って元均のもとへ送ると、元均は激怒した。もともとの狙いは、軍官を出して漁民の首を探し集めさせることにあったのだ。

夜八時ごろ、息子の蔚（ウル）が来た。沙火郎で泊まった。

二十九日

曇り。風が荒れるのを心配して、船を漆川梁に移した。全羅右水使の李億祺が会いに来た。慶尚右水使も会いに来た。

三十日

終日、雨が降り続いた。船の苫（とま）の下に縮こまって座っていた。


三月
癸巳の年・1593年

一日

しばらく晴れたが、夕方に雨が降った。防踏（パンダプ）僉使が来た。順天（スンチョン）府使は病気で来られなかった。

二日

終日、雨が降り続いた。船の苫（とま）の下に縮こまって座っていると、さまざまな思いが胸に押し寄せ、心が千々に乱れた。

李英男（イ・ヨンナム）・李汝恬（イ・ヨニョム）が来た。彼らから元均（ウォン・ギュン）の理不尽なふるまいを聞き、嘆かわしく、恨めしくてならない。

三日

朝、雨。今日は踏青（春の野に出て青草を踏む節句）だというのに、凶悪な敵は退かず、兵を率いて海に浮かんでいる。明軍が都に入ったかどうかも、まだ聞こえてこない。このもどかしさをどう言えばよいのか。

四日

ようやく晴れた。聞くところでは、明の将軍李如松（り・じょしょう）が松都（ソンド、開城）まで来たが、北方の敵が雪寒嶺（ソルハルリョン）を越えたと聞いて、西北の平安道へ引き返したという。憤りと無念にたえない。

五日

晴れ。風がひどく荒れた。順天府使が病気で帰るので、朝、自ら会って見送った。

偵察船が来た。明日敵を討つことを申し合わせた。

六日

晴れ。明け方に出発して熊川（ウンチョン）に着くと、敵どもは陸へ逃げ、山腹に陣を構えた。軍官たちが鉄砲の弾と片箭（短い矢）を雨のように浴びせかけ、敵の死者は非常に多かった。捕らわれていた泗川（サチョン）の女性一人を奪い返した。

漆川梁（チルチョンニャン）で泊まった。

七日

晴れ。李億祺（イ・オッキ）と話した。宵の口に船を出し、乞望浦（コルマンポ）に着いたときには、もう夜が明けていた。

八日

晴れ。閑山島（ハンサンド）に戻った。朝食後、光陽（クァンヤン）・楽安（ナガン）の守令と防踏僉使が来た。防踏と光陽は酒と料理を用意してきた。李億祺も来た。於蘭（オラン）万戸も牛肉を少し届けてくれた。

夕方、雨が降り続いた。

九日

終日、曇りで雨。元埴（ウォン・シク）が会いに来た。

十日

晴れ。蛇梁（サリャン）へ向かった。

楽安の者が、王の仮の御所（行在所）から戻って伝えるには、明軍はすでに松京に着いたが、連日の雨で道がぬかるみ、軍を動かしにくいので、晴れるのを待って都に入り、取り決めを結ぶつもりだという。これを聞いて、躍り上がるほどうれしかった。

僉使の李弘明（イ・ホンミョン）が会いに来た。

十一日

晴れ。本営の偵察船が来た。

十二日

晴れ。朝、各郡からの公文に決裁を書き込んで送り返した。

息子の蔚（ウル）と羅大用（ナ・デヨン）・金仁問（キム・インムン）が本営へ帰った。

食後、李億祺と囲碁を打った。

十三日

雨が激しく降った。朝遅く晴れた。李億祺および僉使の李弘明と囲碁を打った。

十四日

晴れ。各船を送り出した。船材を運んできた。

十五日

晴れ。李億祺や諸将と的を射た。古来、人の品性を見る方法である。わが方の将たちが多く勝った。李億祺が餅と酒を用意して持ってきた。

十六日

遅くなって晴れた。諸将がまた的を射た。わが方の将たちがまた勝った。

十七日

晴れ。終日強風。申景潢（シン・ギョンファン）が来て、王命を携えた宣伝官（王の使者）が本営に来ると伝えた。

十八日

晴れ。終日強風が吹き、人は出入りすることもできなかった。南海（ナムヘ）県令の奇孝謹（キ・ヒョグン）が会いに来た。

十九日

雨が降り続いた。李億祺と話した。

二十日

晴れ。午後、宣伝官が王命を携えて来ると聞いた。

二十一日

晴れ。

二十二日

晴れ。

（二十三日から四月までの日記は原本が欠落している）


五月
癸巳の年・1593年

一日

晴れ。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。

二日

晴れ。宣伝官（王の使者）の李春栄（イ・チュニョン）が王命を携えて到着した。おおむね、逃げる敵の退路を断って討て、という内容だった。

この日、宝城（ポソン）・鉢浦（パルポ）の二人の将が来て合流した。ほかの諸将は集合の期日を先に延ばしたので、まだ集まらなかった。

三日

晴れ。全羅右水使（李億祺〈イ・オッキ〉）が水軍を率いて合流した。しかし水軍には遅れている船が多かった。嘆かわしい、まことに嘆かわしい。

李春栄は帰り、李純一（イ・スニル）が来た。

四日

晴れ。今日は母上の誕生日だが、行って祝いの杯を捧げることができなかった。生涯の心残りである。

五日

晴れ。宣伝官の李純一が慶尚道から戻ってきた。

日が傾いてから、軍官たちを二組に分けて的を射させた。

六日

朝、姻戚の愼定（シン・ジョン）が甥の菶（ボン）と一緒に蟹浦（ヘポ）から来た。

遅くなって大雨が滝のように降り、終日やまなかった。川や用水路の水かさが増し、たちまち農民たちの願いがかなった。まことにありがたい。

七日

曇ったが雨は降らなかった。全羅右水使と食事を共にし、船に乗って彌助項（ミジョハン）へ向かった。すると東風が激しく吹き、波は山のようで、やっとのことで停泊した。

八日

曇ったが雨は降らなかった。明け方に出発して蛇梁（サリャン）の沖に着くと、万戸が出てきた。慶尚右水使はどこにいるかと尋ねると、いまは昌信島（チャンシンド）にいるが、兵が集まらず、まだ船に乗れずにいるという。

まっすぐ唐浦（タンポ）へ行くと、李英男（イ・ヨンナム）が会いに来て、慶尚右水使の勝手なふるまいが多いことを詳しく話した。

九日

曇り。朝、出発して乞望浦（コルマンポ）に着いた。風向きが悪かった。全羅右水使・加里浦（カリポ）僉使と一緒に座って軍略を論じた。

夕方、慶尚右水使の元均（ウォン・ギュン）が船二隻を率いて合流した。

十日

曇ったが雨は降らなかった。朝、船を出して見乃梁（キョンネリャン）に着き、興陽（フンヤン）の兵を点検した。

宣伝官の高世忠（コ・セチュン）が王命を携えて来た。おおむね、釜山（プサン）へ引き揚げた敵を攻めに行け、という内容だった。

夕方、慶尚水軍の虞候（副司令）李義得（イ・ウィドゥク）が会いに来た。

十一日

晴れ。宣伝官が帰った。

永登（ヨンドゥン）の偵察要員たちが戻ってきて報告した。加徳（カドク）の外洋に敵船が二百隻を下らないほど停泊しており、熊川（ウンチョン）にも以前と変わらず出没しているという。

十二日

晴れ。本営の偵察船が入ってきた。

新しく造った正鉄（精錬した鉄）の銃筒（大砲）を、備辺司（国防を司る朝廷の機関）に送った。

慶尚道から来た宣伝官の成文漑（ソン・ムンゲ）が会いに来たので、黒角弓（水牛の角で作った弓）と的矢を与えて送り出した。李鎰（イ・イル）の婿だからである。

明け方、左右両道の偵察兵を決めて、永登などへ送った。

十三日

晴れ。小高い峰の頂に的を張り、諸将と組に分かれて腕を競った。日が暮れて船に下りた。

海に照る月の光が船いっぱいに満ち、さまざまな憂いが胸に押し寄せる。ひとり座って寝返りを打ち、鶏が鳴くころになってようやくまどろんだ。

十四日

晴れ。宣伝官の朴振宗（パク・チンジョン）と、同じく宣伝官で王族の寧山令（ヨンサンリョン）福胤（ボギュン）が、王命を携えてそろって到着した。彼らから明軍のふるまいを聞き、痛憤にたえなかった。

私は全羅右水使の船に移って話をし、宣伝官に酒を何巡か勧めた。そこへ慶尚右水使の元平仲（元均）がやって来て酒に酔って暴れたので、船じゅうの将兵で驚き憤らない者はなかった。そのでたらめで人を陥れるようなふるまいは、言葉にならない。

その夕方、二人の宣伝官は帰った。

十五日

晴れ。朝、楽安（ナガン）郡守が会いに来た。

尹東耈（ユン・ドング）が、自分の上官（元均）の状啓の草稿を持ってきた。そのでたらめで人を陥れる内容は、とても言い表せない。

朝遅く、甥の荄（ヘ）と息子の蔚（ウル）が、奉事（下級官職）の尹斉賢（ユン・ジェヒョン）と一緒に到着した。

十六日

晴れ。各役所からの公文に決裁を書き込んで渡した。

甥の荄と息子の薈（フェ）が帰った。

体調がひどくすぐれず、枕に伏してうめいた。明の将軍が途中で足を止めているというが、何か巧妙なたくらみがあるに違いない。国のために憂いは尽きない。何事もこの調子なので、いっそう嘆息し、涙がこぼれる。

昼ごろ、尹斉賢から、館洞（クァンドン）の叔母が楊州（ヤンジュ）の泉川（チョンチョン）に避難していて亡くなったと聞いた。慟哭を禁じえない。時世はどうしてこれほど過酷なのか。葬儀は誰が取り仕切るのだろう。大進（テジン）もすでに先に世を去ったというから、なおさら痛ましい。

十七日

晴れ。明け方、強い風が吹いた。卞存緒（ピョン・ジョンソ）が病気で帰った。

慶尚右水使が軍官をよこして、晋陽（チニャン、晋州）からの急報を見せてくれた。李提督（明の将軍李如松〈り・じょしょう〉）はいま忠州（チュンジュ）にいるという。敵どもは四方に散らばって放火と略奪をしている。痛憤にたえない。

終日強風で、心が乱れた。固城（コソン）県令が軍官をよこして見舞い、さらに秋露（酒）と牛肉ひとつなぎ、蜂蜜一壺を届けてくれた。喪中の身で受け取るのは心苦しかったが、真心から出たものなので、送り返すのも義理に欠ける。そこで軍官たちに分け与えた。

体調がひどくすぐれず、早めに船室に入った。

十八日

晴れ。早朝、体調がひどくすぐれないので、温白元（丸薬）を四粒のんだ。しばらくするとすっきりと下り、気分が落ち着いたようだった。

奴婢の木年（モンニョン）が蟹浦から来て、母上がお元気だと聞いた。すぐに返事を書いて帰した。わかめ五束を家に送った。

全州（チョンジュ）府尹から公文が来て、今後は巡察使（道の監察長官）を兼ねて指揮をとるという。だが官印が押されておらず、どういうわけか分からない。

大金山（テグムサン）・永登などの見張りが来て、日本軍が出没しているが、特に大がかりな企てはないと報告した。

十九日

晴れ。巡察使から公文が来た。明の将軍の通達に従い、釜山の港口にはすでに出向いて封鎖したという。

永登の見張りが来て、ほかに異変はないと報告した。

二十日

晴れ。見張りが来て、日本の船の影はないと報告した。

二十一日

明け方、船を出して巨済（コジェ）の柚子島（ユジャド）の沖に着いた。大金山の見張りが進み出て、敵の出入りは前と変わらないと報告した。

元均がうその公文を回して、大軍を動揺させた。軍中でこのような欺きをするとは、その凶悪さは言いようもない。

二十二日

雨が降り続き、人々の願いを大いに満たした。

朝遅く、羅大用（ナ・デヨン）が本営から、明の兵部侍郎宋応昌（そう・おうしょう）の通達を持ってきた。宋侍郎が使者を遣わして、戦船を視察させるという。すぐに虞候を選んで迎えに出し、羅大用には礼をもって挨拶するため出向かせた。

二十三日

明け方は曇ったが雨は降らなかった。遅くなって降ったりやんだりした。

慶尚右道の兵使（陸軍の道司令官）の軍官が来て敵の情報を伝え、あわせて全羅道の兵使の手紙も届けた。昌原（チャンウォン）の敵をいっせいに討とうとしたが、敵の勢いが盛んで、軽々しく進めないという。

夕方、息子の薈が来て、明の役人が本営に着き、船に乗ってこちらへ向かっていると伝えた。慶尚右水使が来て、明の役人の接待について相談した。

二十四日

雨が降ったりやんだりした。朝、陣を巨済の前の漆川梁（チルチョンニャン）の湾口へ移した。

羅大用が蛇梁の裏手の沖で明の役人を出迎え、先に戻ってきて、明の役人と通訳の表憲（ピョ・ホン）、宣伝官の睦光欽（モク・クァンフム）が来ると伝えた。

午後二時ごろ、明の役人楊甫（よう・ほ）が陣門に着いた。右別都将の李渫（イ・ソル）を出して迎えさせ、船へ案内させた。楊甫はたいそううれしそうな様子で、わが船に乗りたいと言い、明の皇帝の恩に繰り返し謝意を述べた。向かい合って座るよう勧めたが、固辞して座らず、立ったまましばらく話をした。水軍の盛んなさまをしきりに称えた。贈り物を差し出すと、はじめは固辞するようだったが受け取り、喜んで何度も礼を言った。

息子の薈は夜に本営へ帰った。

二十五日

晴れ。朝、あらためて通訳の表憲を呼び、明の将軍の意図を尋ねた。将軍の言うことは何をするつもりなのかよく分からず、ただ日本軍を追い払いたいだけだという。また報告によれば、宋侍郎が水軍の実情を見極めようと、配下の斥候の楊甫を送ってよこしたところ、水軍がこれほど盛んなので、比べようもなく喜んでいたとのことだった。

遅くなって明の役人は本営へ帰った。昼ごろ、陣を巨済県の前の柚子島の湾口へ移し、全羅右水使と軍略を論じた。

夜八時を過ぎたころ、慶尚道から来た明の者二人、慶尚右道観察使の役所の書吏一人、明軍の接待役（接伴使）の軍官一人が陣門に着いたが、夜が更けていたので入ってこなかった。

二十六日

雨が降り続いた。朝、明の者に会った。浙江の砲手で王敬得（おう・けいとく）という。文字を少し解したので筆談も交えて話したが、ときどき通じないのが残念だった。

夜十時ごろから大風が吹き荒れ、各船はじっと停泊していられなかった。まず全羅右水使の船とぶつかり、やっとのことで離れた。さらに鉢浦の船ともぶつかり、あやうく壊れるところをかろうじて免れた。宋漢連（ソン・ハニョン）の乗った小舟（挟船）は鉢浦の船にぶつけられ、あちこち傷んだという。

朝、慶尚右水使が会いに来た。

巡辺使（辺境防衛の特使）の李薲（イ・ビン）から公文が来たが、大げさな言葉ばかりで笑ってしまう。

二十七日

風雨で船がぶつかり合ったため、陣を柚子島へ移した。小舟三隻の行方が分からなくなったが、遅くなってから入ってきた。

慶尚道の兵使から返事が来た。全羅道の兵使の手紙も来た。昌原の敵は、長雨が晴れないので、まだ攻め込めていないという。

二十八日

終日、雨が降り続いた。光陽（クァンヤン）の者が状啓への回答を持って戻ってきた。光陽県監はそのまま留任とし、穀物輸送の監督官任発英（イム・バリョン）は取り調べて処罰せよとの王命があった。逃亡兵の一族から兵を補う件も、従来どおりにせよとの命があった。

二十九日

雨が降り続いた。卞有憲（ピョン・ユホン）・李銖（イ・ス）らが来た。

三十日

終日、雨が降り続いた。午後四時ごろ、少し晴れたがまた降り出した。

南海（ナムヘ）県令の奇孝謹（キ・ヒョグン）の船がわが船のそばに停泊していたが、その船に若い女を乗せていて、人に知られるのを恐れていた。笑止なことだ。国家がこれほど危急のときに、美女を乗せてくるとは、その心がけはまったくけしからん。しかし、その大将である元均もまた同じなのだから、どうしようもない。

夕方、趙鵬（チョ・ブン）が来て話した。


六月
癸巳の年・1593年

一日

朝、偵察船（探候船）が戻ってきた。母上の手紙を読むと、お元気とのこと。本当にありがたい。息子の手紙と甥の菶（ポン）の手紙も一緒に届いた。

忠清水使の丁令公（チョン）が来て、ゆっくりと語り合った。

二日

晴れ。朝、本営から来た公文に指示を書き込んで送り返した。

温陽（オニャン）の姜龍壽（カン・ヨンス）が陣に着き、名刺を差し入れてから会いに来た。

加里浦（カリポ）の具虞卿（ク・ウギョン）が来て、しばらく話していった。

三日

明け方は晴れていたが、遅くになって大雨。巡察使・巡辺使・兵使（陸軍の道司令官）・防禦使から返書が来た。各道の軍馬は多くても五千に満たず、兵糧もほとんど尽きかけているという。敵の暴虐は日ごとに増している。何もかもこの有様だ。どうしたものか、どうしたものか。

四日

終日雨が降り続いた。朝食前に順天（スンチョン）府使が来た。食後、忠清水使の丁令公と李弘明（イ・ホンミョン）、光陽（クァンヤン）県監が来た。一日中、軍事を論じた。

五日

終日雨が降り続いた。風がひどく荒れ、各船はかろうじて互いに助け合ってしのいだ。

慶尚水使から公文が来た。熊川（ウンチョン）の敵が甘同浦（カムドンポ）に入るかもしれないから、一緒に攻め込もうという。その腹黒い計略には笑うほかない。

六日

晴れたり雨が降ったりした。宝城（ポソン）郡守が交替となり、金義儉（キム・ウィゴム）が後任になるという。

夕方、本営からの使いの者が来て、母上はお元気だと伝えた。

七日

曇ったが雨は降らなかった。夕方、本道（全羅道）右水営の虞候（副司令）が会いに来た。

八日

一時晴れたが、風が落ち着かない。羅大用（ナ・デヨン）が病のため本営へ帰った。

偵察船が戻ってきた。

各官庁の下級役人（色吏）十一名を処罰した。玉果（オックァ）の郷所は去年から兵の徴発を怠り、欠員が数百名にも達したうえ、いつも嘘でごまかしてきた。そこでこの日、刑を執行して首をさらした。

九日

晴れ。数日来続いた忌まわしい長雨がようやく上がった。陣中の将兵で喜ばない者はいなかった。

体の具合がひどく悪く、一日中船で横になっていた。

接伴官（明軍の接待役）が受け取った公文を届けてきた。それによると、明の李提督（李如松）は引き返して忠州（チュンジュ）に着いたという。

十日

晴れ。右水使（李億祺（イ・オッキ））がここへ来て、作戦を細かく相談した。

夕方、永登（ヨンドゥン）の見張りが来て報告した。熊川の敵船四隻は本国へ引き揚げ、また金海（キメ）の河口から敵船百五十余隻が出てきて、うち十九隻は本国へ引き揚げ、残りは釜山（プサン）へ向かったという。

四更（午前二時ごろ）、元水使（元均（ウォン・ギュン））から公文が届き、明朝出撃しようという。その陰険さと嫉妬深さは言葉にならない。その夜は返事をしなかった。

十一日

雨が降ったり晴れたりした。朝、敵を討つための公文を作って慶尚水使に送ったが、酒に酔って何も分からない有様だった。

十二日

雨が降ったり晴れたりした。夜の二更（午後十時ごろ）、卞存緒（ピョン・ジョンソ）と金良榦（キム・ヤンガン）がやって来た。世子（光海君）がご不例と聞き、心配でたまらない。柳政丞（柳成龍）と尹知事からの手紙が届き、僧の海棠（ヘダン）も来た。

十三日

晴れ。遅くに少し雨が降ってやんだ。明の王敬と李堯が、わが水軍の陣容を見に来た。彼らの話では、李提督は進撃しなかったため明の朝廷から叱責を受けたという。ゆっくり語り合ったが、嘆かわしいことばかりだった。

夕方、陣を巨済（コジェ）の細浦（セポ）へ移した。

十四日

雨が降ったり晴れたりした。転運使（兵糧輸送の責任者）の朴忠侃（パク・チュンガン）から公文と手紙が来た。

日暮れに激しい風雨となったが、まもなくやんだ。

十五日

雨が降ったり晴れたりした。右水使と忠清水使、順天府使、楽安（ナガン）郡守、防踏（パンダプ）僉使が来た。一緒に季節の物を食べ、日が暮れてお開きになった。

十六日

少し雨。日が傾くころ、楽安郡守を通じて鎮海（チネ）からの報告書を見た。咸安（ハマン）にいた各道の大将たちは、日本軍が黄山洞（ファンサンドン）に進んで陣を張ったと聞き、みな晋陽（チニャン）と宜寧（ウィリョン）へ退いて守っているという。驚きに堪えない。

初更（午後八時ごろ）、永登の見張りが来て、金海・釜山の敵船がおよそ五百余隻も安骨浦（アンゴルポ）・薺浦（チェポ）などに入ってきていると報告した。すべては信じられないが、敵が勢力を合わせて矛先を移してくるおそれもなくはない。そこで右水使と丁水使に知らせた。二更には大金山（テグムサン）の見張りも来て、同じことを報告した。宋希立（ソン・ヒリプ）を慶尚右水使のもとへやって相談させると、明朝、水軍を率いてやって来るという。敵のたくらみは測りがたい。

十七日

雨が降ったり晴れたりした。早朝、元水使が右水使・丁水使と一緒に来て協議した。咸安にいた各道の諸将が晋州（チンジュ）へ退いて守っているという話は、やはり本当だった。

食後、李億祺令公の船へ行き、一日中語り合った。

趙鵬（チョ・ブン）が昌原（チャンウォン）から来て、敵の勢いがきわめて盛んだと伝えた。

十八日

雨が降ったり晴れたりした。朝、偵察船が戻ってきた。

午後、慶尚右水使の船へ行き、ともに座って軍事を論じた。

十九日

雨が降ったり晴れたりした。大風が吹きやまない。陣を烏楊駅（オヤンヨク）の前へ移したが、風で船を留めておけず、さらに固城（コソン）の亦浦（ヨッポ）へ移した。

甥の菶と卞有憲（ピョン・ユホン）の二人を本営へ帰し、母上のご様子をうかがってくるようにさせた。

二十日

曇り、強い風。趙鵬が甥の応道（ウンド）を連れて会いに来た。

この日、船材を運び下ろし、そのまま亦浦で泊まった。夜になって風がおさまった。

二十一日

晴れ。明け方、陣を閑山島（ハンサンド）へ移した。

朝、息子の薈（フェ）がやって来た。母上がお元気だと聞き、何よりありがたい。昼ごろ、元埏（ウォン・ヨン）が来た。

二十二日

晴れ。初更、永登の見張りが来て報告した。特に変わったことはないが、敵船二隻が温川（オンチョン）に入り、偵察して帰っていったという。

二十三日

晴れ。新しい船の船底板を造り終えた。

二十四日

食後、大雨と大風になり、夕方までやまなかった。

夕方、永登の見張りが来て報告した。敵船五百余隻が二十三日の夜半に合流して蘇津浦（ソジンポ）に入り、先鋒は漆川梁（チルチョンニャン）まで来たという。

二十五日

終日大雨。右水使とともに敵を討つ策を協議した。慶尚水使も来て相談に加わった。

聞けば、晋陽が包囲されているのに、あえて進んで敵に迫る者がいないという。連日の雨で敵が暴れられずにいるのを見ると、天が湖南（ホナム、全羅道）を助けているのだ。

順天府使が兵糧二百石を運んできて納めた。

二十六日

大雨、南風が強く吹いた。伏兵船から急報があり、敵船が烏楊駅の前に来たという。角笛を吹かせて錨を上げ、全軍で赤島（チョクト）へ行って陣を張った。

夕方、金鵬萬（キム・ブンマン）が晋陽で敵情を探って戻り、報告した。敵は東門の外に集まって陣を張っているが、連日の大雨で水に阻まれ、外から援軍が続く道もない。もし大軍が力を合わせて攻めれば、一気に殲滅できるという。

二十七日

雨が降ったり晴れたりした。昼ごろ、敵船が見乃梁（キョンネリャン）に姿を現したというので、全軍で出撃したが、すでに逃げ去っていた。弗乙島（プルウルド）の前に陣を張った。

二十八日

雨が降ったり晴れたりした。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。康津（カンジン）の見張り船が敵と交戦していると聞き、全軍で出航して見乃梁に着くと、敵はわが軍を見て恐れおののき、退いて逃げた。風も潮もともに逆らって入って行けず、そのまま留まって夜を明かした。四更に弗乙島に着いた。

下男の奉孫（ポンソン）・愛守（エス）らがやって来て、墓所の様子をくわしく聞いた。何よりありがたい。

二十九日

晴れ。西風が少し吹いた。雨上がりの空が明るく澄んでいる。順天府使と光陽県監が会いに来た。於蘭（オラン）万戸や所非浦（ソビポ）権管らも来た。


七月
癸巳の年・1593年

一日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。夜気がひどく冷たく、眠れなかった。国を憂える思いは片時もゆるんだことがない。苫屋根の下にひとり座ると、さまざまな思いが胸に湧いた。

初更（午後八時ごろ）、宣伝官（王命の伝達官）が王の命令書を持ってきた。

二日

晴れ。遅くに全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）が会いに来た。

宣伝官は午後に帰っていった。

日暮れ、金得龍（キム・ドゥンニョン）が来て伝えた。晋陽（チニャン、晋州）が陥落し、黄明甫（ファン・ミョンボ、黄進）・崔慶會（チェ・ギョンフェ）・徐禮元（ソ・イェウォン）・金千鎰（キム・チョニル）・李宗仁（イ・ジョンイン）・金峻民（キム・ジュンミン）が討ち死にしたという。驚きと悲しみに堪えない。だが、まさかそんなことがあるはずはない。きっと正気でない者の誤報だろう。

日が暮れたころ、元埏（ウォン・ヨン）と元埴（ウォン・シク）がやって来て、軍中のことをさんざんに言い立てた。笑止である。

三日

晴れ。敵船数隻が見乃梁（キョンネリャン）を越えてきて、一部は陸に上がった。わが船を沖に出して追撃すると、敵は逃げ去った。

四日

晴れ。夕方、乞望浦（コルマンポ）に退いて陣を張り、泊まった。

五日

見張りが来て、敵船十余隻が見乃梁を越えてくると報告した。そこで諸船が一斉に出航して見乃梁に着くと、敵船は慌てふためいて退き逃げた。巨済（コジェ）領内の赤島（チョクト）に、馬はいるが人がいなかったので、馬を船に積んで連れ帰った。

夕方、晋陽陥落の知らせが光陽（クァンヤン）から届いた。

乞望浦に戻り、陣を張って夜を過ごした。

六日

晴れ。朝、防踏（パンダプ）僉使が会いに来た。所非浦（ソビポ）権管も来た。

閑山島（ハンサンド）で新造した船を曳いてくるため、中衛将が諸将を率いて出ていった。

工房（造営担当）の郭彦壽（クァク・オンス）が行在所（王の仮の御所）から戻ってきた。都承旨の沈喜壽（シム・ヒス）、尹自新（ユン・ジャシン）、左議政の尹斗壽（ユン・ドゥス）からの手紙があり、尹耆獻（ユン・ギホン）も見舞いの便りをくれた。あわせて朝廷の官報を読むと、嘆かわしいことが多かった。

七日

晴れ。順天（スンチョン）府使・加里浦（カリポ）僉使・光陽県監が来て軍事を論じた。それぞれ足の速い船を選び、計十五隻で見乃梁を偵察させたところ、敵の姿はないという。巨済で捕らわれていた者を一人保護し、敵の動きをくわしく尋ねた。凶賊はわが水軍の威勢を見て引き揚げようとしている、また「晋陽はもう落とした。全羅道まで越えて行くものか」と言っているという。これは偽りだ。

右水使（李億祺）が船に来て、一緒に語り合った。

八日

晴れ。南海（ナメ）を行き来する趙鵬（チョ・ブン）から、敵が光陽を襲い、光陽の者たちがすでに役所と倉庫を焼き払ったと聞いた。驚きあきれるばかりだ。すぐに順天府使と光陽県監を向かわせようとしたが、道中の噂は信用できないので取りやめ、蛇渡（サド）の軍官金鵬萬（キム・ブンマン）を送り出して探らせた。

九日

晴れ。南海からまた知らせが来て、光陽と順天はすでに焼かれたという。そこで順天府使・光陽県監と宋希立（ソン・ヒリプ）・金得龍・鄭思立（チョン・サリプ）・李渫（イ・ソル）らを送り出したが、聞いた話に骨身まで痛み、言葉も出なかった。

右水使、慶尚右水使と事を議した。

この夜、海上の月は清らかに明るく、塵ひとつ立たず、水と空はひと色だった。涼しい風がふと吹いてくる。ひとり船べりに座ると、百もの憂いが胸を責めたてた。三更（午前零時ごろ）、本営の偵察船が入ってきて敵の知らせを伝えた。実は日本軍ではなく、慶尚道からの避難民が日本兵の姿に化けて光陽に押し入り、民家を焼いたのだという。晋陽のことも虚報だという。だが晋陽の件は、まさかそんなはずはない。もう鶏が鳴いていた。

十日

晴れ。金鵬萬が豆峙（トゥチ）から戻って言うには、光陽の敵は実在するという。日本兵百名ほどが淘灘（トタン）から来て光陽を襲ったが、銃筒は一発も撃たなかったという。日本兵が鉄砲を撃たないなどということがあるものか。

夕暮れ、呉水（オ・ス）が巨済の加參島（カチャムド）から来て、敵船は内にも外にも見えないと言った。また、捕らわれていて逃げ帰った者の話では、敵の大軍が昌原（チャンウォン）方面へ向かっているという。だが人の噂は信じられない。

初更、陣を閑山島の端の細浦（セポ）へ移した。

十一日

晴れ。李祥祿（イ・サンノク）が、命令に背いた諸将に命令を伝えに出ていき、戻ってきて、敵船十余隻が見乃梁から下ってくると報告した。錨を上げて沖へ出ると、敵船はすでに陣の前まで来ていたが、追うと逃げ去った。申の刻（午後四時ごろ）、乞望浦に戻って水を汲んだ。

蛇渡僉使が来て言うには、豆峙を敵が越えたというのは虚報で、光陽の者たちが日本の服に着替え、自分たちで騒ぎを起こしたのだという。悔しく腹立たしくてならない。日暮れ、呉壽成（オ・スソン）が光陽から来て報告した。光陽の敵騒ぎは、すべて晋州（チンジュ）からの避難民と地元の者が企んだ悪事で、役所の倉は空になり、村々は静まり返っている。順天がいちばんひどく、楽安（ナガン）がそれに次ぐという。

十二日

晴れ。朝食前、息子の蔚（ウル）が宋斗男（ソン・ドゥナム）・呉壽成と一緒に帰っていった。

加里浦の兵糧担当の鎮撫が来て伝えた。蛇梁（サリャン）の沖に来て泊まっていたとき、日本兵がわが国の服に着替え、わが国の船に乗って突入し、鉄砲を撃って略奪しようとしたという。そこで各隊から足の速い船を三隻ずつ選び、厳命して急行させ、捕らえるよう命じた。さらに三隻ずつを選んで鑿梁（チャンニャン）へ送り、守りを固めさせた。

十三日

晴れ。本営の偵察船が入ってきて、光陽・豆峙などに敵はいないと伝えた。

順天の亀甲船の格軍（漕ぎ手）で、慶尚道出身の下男太壽（テス）が逃亡し、捕らえられたので処刑した。

遅くに興陽（フンヤン）県監がやって来て、豆峙の件が誤報だったこと、長興（チャンフン）府使の柳希先（ユ・ヒソン）がむやみに怖じ気づいたことを伝えた。また、その県の山城の穀物はすべて分け与えられてしまったと言い、幸州（ヘンジュ）での勝利も伝えた。

十四日

晴れ。遅くに小雨が降ったが、塵を湿らす程度だった。体の具合がひどく悪く、一日中うめいていた。

順天府使がやって来た。順天府の惨状は言葉にできない。

陣を閑山島の豆乙浦（トゥウルポ）へ移した。

十五日

晴れ。遅くに蛇梁の捜索船に乗った呂島（ヨド）万戸の金仁英（キム・イニョン）と、順天の金大福（キム・デボク）がやって来た。

秋の気配が海に満ち、旅の身の心は乱れる。苫屋根の下にひとり座ると、思いがひどく揺れた。月の光が船べりに差し込み、心は澄んで冷え冷えとし、眠ることができない。もう鶏が鳴いていた。

十六日

晴れ。夕方、にわか雨が降り、農民の望みを十分に満たした。

体の具合がひどく悪い。

十七日

雨が降り続いた。体の具合がとても悪い。

光陽県監が来た。

十八日

晴れ。体調がすぐれず、座ったり横になったりしていた。

鄭思立が戻ってきた。右水使が会いに来た。申景潢（シン・ギョンファン）が豆峙から来て、敵の件は虚報だったと伝えた。

十九日

晴れ。李英男（イ・ヨンナム）が来て、晋州・河東（ハドン）・泗川（サチョン）・固城（コソン）などの敵はすでにみな引き揚げたと伝えた。

夕方、光陽県監が送ってきた、晋州で戦死した将兵の名簿を見た。むごたらしく、悲しみに堪えない。

二十日

晴れ。偵察船が本営から入ってきた。兵使（陸軍の道司令官）の手紙と明の将軍の通達が届いた。その通達の文面が実に奇怪だ。豆峙の敵は明軍に追われて逃げ帰った、と書いてある。その偽りぶりは言葉にならない。宗主国の明でさえこうなのだから、ほかは言うまでもない。嘆かわしい、嘆かわしい。

忠清水使が会いに来た。順天府使・防踏僉使・光陽県監・鉢浦（パルポ）万戸・南海県令も来た。

二十一日

晴れ。元均（ウォン・ギュン）と丁水使（忠清水使）がそろって来て、敵を討つことを協議した。だが元均の言うことはきわめて凶悪でずる賢く、話にならない。こんな男と事を共にして、後の心配がないと言えようか。

初更、呉水らが巨済から見張りをして戻り、永登（ヨンドゥン）の敵船がまだ居座って好き放題しているという。

二十二日

晴れ。蔚がやって来て、母上がお元気だとくわしく話してくれた。本当にありがたい。

二十三日

晴れ。蔚が帰っていった。

丁水使が会いに来た。

二十四日

晴れ。順天府使・光陽県監・興陽県監が会いに来た。

呉水が、捕らわれていて逃げてきた者を連れて戻り、敵は引き揚げたが、長門浦（チャンムンポ）は以前のままだと伝えた。

二十五日

晴れ。右水使が来て話をした。趙鵬も来て、体察使からの公文が慶尚水使のもとに届き、問いただす文言が多いという。

二十六日

晴れ。順天府使・光陽県監・防踏僉使が来た。右水使も加わって話をした。加里浦僉使も一緒に来た。

二十七日

晴れ。全羅右水営の虞候（副司令）が自分の営から来た。右道の様子を伝えてくれたが、驚くべきことが多かった。

二十八日

晴れ。元均・忠清水使・全羅右水使がそろって来て、作戦の取り決めをした。

鄭汝興（チョン・ヨフン）が公文と手紙を持って体察使のもとへ行った。

順天府使と光陽県監が会いに来て、すぐに帰った。

蛇渡僉使が伏兵に出ていたときに捕らえた、アワビ採りの海人十名は、日本の服に着替えていて、振る舞いが怪しかった。厳しく問いただすと、慶尚水使の差し金だという。棒打ちの刑だけにして放してやった。

二十九日

晴れ。明け方、男の子を授かる夢を見た。捕らわれていった子どもを取り戻せるという吉兆だ。

順天府使・光陽県監・蛇渡僉使・興陽県監・防踏僉使を呼んで話をした。興陽県監はマラリアがひどくて帰り、ほかの者はゆっくり座っていたが、防踏僉使は伏兵の用事で帰った。

本営から使いの者が来た。息子の葂（ミョン）の病が良くならないという。心配でたまらない。

夕方、宝城（ポソン）郡守・所非浦権管・楽安郡守がやって来た。


八月
癸巳の年・1593年

一日

晴れ。明け方の夢で王宮に行った。そのさまは都そのものだった。領議政（柳成龍（ユ・ソンニョン））と向かい合い、国王が都を捨てて避難されたことを語り合って、涙を流して嘆いた。敵の勢いはもうおさまったと言うのだが、ともに事を論じているうちに、まわりに人が雲のように群がってきて目が覚めた。何の兆しなのか分からない。

二日

晴れ。朝食後、気持ちがふさいだので、錨を上げて浦口まで出た。丁水使（忠清水使）もついて来た。順天（スンチョン）府使と光陽（クァンヤン）県監が会いに来て、所非浦（ソビポ）権管も来た。夕方、陣へ戻った。

李弘明（イ・ホンミョン）が来た。

日暮れ、右水使の李億祺（イ・オッキ）が船に来て、防踏（パンダプ）僉使が親の顔を見に帰れるよう熱心に頼んだが、諸将を出してやるわけにはいかないと答えた。また、元水使（元均（ウォン・ギュン））の暴言を伝えてくれた。私が自分にひどい仕打ちをあれこれしたと言っているというが、どれもでたらめだ。気にすることはない。

偵察船が入ってきた。息子の葂（ミョン）の患部が腫れ物になり、針で切開すると膿が流れ出たという。あと数日遅れていたら助からなかったと聞き、驚きと嘆きに堪えない。今は少し助かる見込みが出てきた。うれしく、ありがたいことだ。医者の鄭宗（チョン・ジョン）の恩は計り知れない。

三日

晴れ。李景福（イ・ギョンボク）、梁應元（ヤン・ウンウォン）、本営の役人姜起敬（カン・ギギョン）らがやって来た。

四日

晴れ。順天府使と光陽県監が会いに来て帰った。

夕方、都元帥（権慄（クォン・ユル））の軍官李緩（イ・ワン）が、三道の敵情の急報を送らなかったとして、こちらの軍官と役人を連行しに陣へやって来た。笑止である。

五日

晴れ。趙鵬（チョ・ブン）・李弘明・右水使とその虞候（副司令）が来て、夜更けに帰った。所非浦権管も夜に帰った。

牙山（アサン）の李禮（イ・イェ）が夜にやって来た。

六日

晴れ。朝、李緩が宋漢連（ソン・ハンニョン）・呂汝忠（ヨ・ヨチュン）と一緒に都元帥のもとへ向かった。

食後、順天府使・光陽県監・宝城（ポソン）郡守・鉢浦（パルポ）万戸・李應華（イ・ウンファ）らが会いに来た。

夕方、元水使が来た。李億祺令公と丁水使も来た。議論のあいだ、元水使の言うことはいちいち矛盾していた。嘆かわしい。

七日

朝は晴れ、夕方は雨。農民の望みを大いに満たす雨だった。唐浦（タンポ）万戸が自分の小舟を引き取りに来たので、渡してやるよう蛇梁（サリャン）万戸に指示した。

夕方、慶尚水使の軍官朴致公（パク・チゴン）が来て、敵船が引き揚げたと伝えた。だが元水使とその軍官は、日ごろからでたらめを言いふらす連中なので信用できない。

八日

晴れ。食後、順天府使・光陽県監・防踏僉使・興陽（フンヤン）県監らを呼び、伏兵を送り込むことなどを協議した。

忠清水使の戦船二隻が入ってきたが、一隻は使いものにならないという。金德仁（キム・ドギン）が忠清道の軍官として来た。

九日

晴れ。朝、息子の薈（フェ）がやって来て、母上がお元気だと分かった。葂の病も快方に向かっているという。うれしく、ありがたい。

午後、右水使の船へ行くと、忠清水使も来た。慶尚水使は、伏兵を一斉に出そうと約束しておきながら、自分だけ先に出したという。あきれた話だ。

十日

晴れ。朝、防踏の偵察船が入ってきた。王の命令書と備辺司（国防の最高機関）の通達、監司（道の長官）の公文が一緒に届いた。海南（ヘナム）県監と李僉使が来て、順天府使と光陽県監も来た。

右水使に招かれてその船へ行くと、海南県監が酒席を設けていたが、体調がすぐれず、やっとのことで座って話をして戻った。

十一日

遅くに激しいにわか雨。風も荒れていた。午後、雨はやんだが、風は定まらなかった。

体の具合がひどく悪く、一日中座ったり横になったりしていた。

十二日

雨が降ったり晴れたりした。体の具合がひどく悪く、一日中横になってうめいていた。冷や汗がしきりに出て着物を濡らすので、無理に起きて座った。順天府使、右水使、李僉使が来て、一日中盤上の勝負事に興じた。

本営の偵察船が入ってきて、母上はお元気だと伝えた。

十三日

本営から来た公文に指示を書き込んで送り返した。体の具合がひどく悪い。苫屋根の下にひとり座ると、思いは千々に乱れた。

李景福に、王への上奏文を持たせて送り出した。

宋斗男（ソン・ドゥナム）が兵糧米三百石と大豆三百石を運んできた。

十四日

晴れ。防踏僉使が節句の料理を用意してきた。右水使・忠清水使・順天府使も来た。

十五日

晴れ。この日は秋夕（チュソク、旧暦八月十五日の名節）だ。右水使・忠清水使・順天府使・光陽県監・楽安（ナガン）郡守・防踏僉使・蛇渡（サド）僉使・興陽県監・鹿島（ノクト）万戸・李應華・李弘明、それに左右の部隊長たちが集まって語り合った。

夕方、薈が本営へ帰った。

十六日

晴れ。光陽県監が節句の料理を用意してきた。右水使・忠清水使・防踏僉使・順天府使・加里浦（カリポ）僉使・李應華がそろって来た。

朝、諸萬春（チェ・マンチュン）が昨日、日本から戻ってきたと聞いた。

十七日

晴れ。旗艦を煙でいぶしていたので、左別都船に乗り移った。

遅くに右水使の船へ行くと、忠清水使も来た。諸萬春を呼んで取り調べると、腹立たしい話が多かった。一日中語り合ってお開きにした。

この夜、月の光は昼のようで、波は白絹のように輝いていた。

十八日

晴れ。右水使と丁水使も一緒に話をした。趙鵬が来て、朴致公が状啓を持って都へ上ると言った。

十九日

晴れ。朝食後、元水使のところへ行き、私の船に乗り移ってもらった。右水使と丁水使も来た。元埏（ウォン・ヨン）も加わって話をした。元公兄弟が引き揚げたあと、ゆっくり船を漕いで陣に戻った。右水使・丁水使と一緒に座って、細かく話し合った。

二十日

朝食後、宋希立（ソン・ヒリプ）が監司にご機嫌うかがいに行き、諸萬春の供述書を持っていった。

突山島（トルサンド）付近で流民が徒党を組んで財物を略奪しているので、防踏僉使と蛇渡僉使を左右に分けて取り締まり、捕らえるよう送り出した。

夕方、赤梁（チョンニャン）万戸の高汝友（コ・ヨウ）が来て、夜更けに帰った。

二十一日

晴れ。

二十二日

晴れ。

二十三日

晴れ。尹侃（ユン・ガン）と甥の蕾（ノェ）・荄（ヘ）が来て、母上がお元気だと伝えた。また、息子の蔚（ウル）がマラリアにかかっていると聞いた。

二十四日

晴れ。荄が帰った。

二十五日

晴れ。夢に敵の姿が現れたので、明け方に各道の大将に知らせ、外洋に出て陣を張った。日が暮れてから、閑山島（ハンサンド）の内海に戻った。

二十六日

雨が降ったり晴れたりした。元水使が来た。しばらくして右水使と丁水使もそろった。順天府使・光陽県監・加里浦僉使はすぐに帰った。興陽県監が来て食事をふるまうと、元公が酒を飲みたがるので少し出してやったところ、泥酔してでたらめを口走った。笑止である。

楽安郡守が送ってきた、豊臣秀吉が明の朝廷に奉った書状の草稿と、明の人が郡に来て書き残したものを読んだ。悲しみと怒りがこみ上げてならない。

二十七日

晴れ。

二十八日

晴れ。元水使が会いに来た。

二十九日

晴れ。弟の汝弼（ヨピル）、息子の蔚、卞存緖（ピョン・ジョンソ）が一度にやって来た。

三十日

晴れ。元水使が来て、永登（ヨンドゥン）へ出撃しようとせきたてた。凶悪というほかない。自分が率いる二十五隻はすべて出してしまい、手元には七、八隻しか残っていないくせに、こんなことを言う。その心根と振る舞いは、いつもこの調子だ。


九月
癸巳の年・1593年

一日

晴れ。公文を作り、都元帥と巡辺使に送った。

弟の汝弼（ヨピル）、卞存緖（ピョン・ジョンソ）、甥の蕾（ノェ）らが帰っていった。

李億祺（イ・オッキ）水使と丁水使が来て、話をした。

二日

晴れ。状啓の草稿を書いて下げ渡し、写させた。

慶尚水軍の虞候（副司令）李義得（イ・ウィドゥク）、李汝恬（イ・ヨニョム）らが会いに来た。

夕暮れ、李英男（イ・ヨンナム）が来て、宣兵使が昆陽（コニャン）で手柄を立てたこと、南海（ナメ）県令が体察使から叱責を受けたことを伝えた。笑止である。奇孝謹（キ・ヒョグン）がろくでもない男だということは、とうに分かっていた。

三日

晴れ。朝、甥の菶（ポン）がやって来て、母上がお元気だと知った。本営の様子も聞いた。

王に上奏する状啓を封じて送るため、草稿を作った。

巡察使から公文が届き、兵士の一族などには一切手出しをするなという。新任で事情をよく調べていないのだ。

四日

晴れ。弊害を訴える状啓、銃筒を献上する件、諸萬春（ジェ・マンチュン）の供述書を、三通に封じて上奏した。李景福（イ・ギョンボク）が持っていった。柳政丞、参判の尹自新（ユン・ジャシン）、知事の尹又新（ユン・ウシン）、都承旨の沈喜壽（シム・ヒス）、知事の李鎰（イ・イル）、安習之（アン・スプチ）、尹耆獻（ユン・ギホン）に手紙を書き、干しアワビを添えて気持ちを伝えた。

甥の菶が尹侃（ユン・ガン）と一緒に帰っていった。

五日

晴れ。食後、船を進めて丁水使の船のそばに停泊し、一日中語り合った。光陽（クァンヤン）県監、興陽（フンヤン）県監、虞候が会いに来た。

六日

晴れ。明け方、造船用の材木を運んでくるため、諸船を送り出した。

食後、右水使の船へ行き、一日中話をした。元公（元均（ウォン・ギュン））の凶悪で無法なふるまいを聞き、また鄭聃壽（チョン・ダムス）が根も葉もない話をでっちあげた様子も聞いた。笑止である。囲碁を打って戻った。

壊れた船の材木を、各船が曳いてきた。

七日

晴れ。朝、材木を受け取って収めた。

防踏（パンダプ）僉使が会いに来た。

巡察使あてに、弊害を訴える公文と、兵の割り当てを改める公文を作って送った。

一日中ひとりで座っていたが、心が落ち着かなかった。偵察船（探候船）を待ちわびたが、来なかった。

八日

晴れ。明け方、宋希立（ソン・ヒリプ）らを唐浦（タンポ）の山へ送り出すと、鹿を獲って戻ってきた。右水使が忠清水使と一緒に来た。

九日

晴れ。食後、皆で山頂に登り、弓を三巡射た。右水使・丁水使と諸将が集まったが、光陽県監は病気で来られなかった。

十日

晴れ。公文に指示を書き込み、偵察船に託して送った。

日が傾いてから右水使の船へ行き、防踏僉使と一緒に酒を飲んでお開きにした。

体察使からの密書が届いた。宝城（ポソン）郡守も来て、帰っていった。

十一日

晴れ。丁水使が酒を用意して会いに来た。右水使も来て、楽安（ナガン）郡守と防踏僉使も加わった。

興陽県監が休暇をもらって帰った。徐夢男（ソ・モンナム）にも休暇を与えた。

十二日

晴れ。食後、所非浦（ソビポ）権管と柳忠信（ユ・チュンシン）、金万戸らを呼んで酒をふるまった。

鉢浦（パルポ）万戸が戻ってきた。

十三日

晴れ。下男の漢京（ハンギョン）と海乭（ヘドル）が戻ってきた。夕方、海乭らはまた帰っていった。

十四日

晴れ。鍛えた鉄の銃筒は、戦いに何より欠かせない。だがわが国の者は、その巧みな製法をよく知らなかった。このたび、あれこれ工夫を重ねて造り上げた。この鳥銃は日本の鉄砲よりはるかに優れていて、明の人が陣に来て試し撃ちをし、ほめない者はいなかった。もはやその製法を会得したので、道内で同じ型のものをたくさん造らせるため、見本を巡察使と兵使（陸軍の道司令官）のもとへ送り、公文でその旨を知らせた。

十五日

晴れ。

（十六日から十二月までは原文が欠けている）


第III部
甲午の年
1594
この部には318日分の記述を収めています。日記の欠落は本文中に示してあります。



正月
甲午の年・1594年

一日

雨が滝のように降った。母上のおそばで共に新しい年を迎えられた。乱世のさなかの幸いである。

遅くに、訓練と戦の備えのため本営に戻った。雨はやまなかった。

二日

雨はやんだが曇り。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。

三日

晴れ。東軒（役所）に出て執務した。日が暮れて官舎に入り、甥たちと語り合った。

四日

晴れ。東軒に出て執務した。

五日

雨が降り続いた。

六日

雨。東軒に出た。南平（ナムピョン）の兵房の首席書吏が処刑された。

七日

雨。東軒で執務した。

夕方、南宜吉（ナム・ウィギル）が来た。夜更けまで語り合った。

八日

晴れ。東軒で執務した。南原（ナムウォン）の兵房の首席書吏が処刑された。

九日

晴れ。

十日

晴れ。朝、南宜吉を招いて、戦火を逃れた時の話を聞いた。苦難の数々をつぶさに語るので、嘆息を禁じえなかった。

十一日

曇ったが雨は降らなかった。朝、母上のご機嫌をうかがうため舟に乗り、風に乗ってまっすぐ古今川（コグムチョン）に着いた。南宜吉、尹士行（ユン・サヘン）、甥の芬（プン）が同行した。母上にお目にかかった。息も絶え絶えのご様子だったが、意識は明晰で、言葉もしっかりしておられた。敵を討つことが急務で、長くはとどまれなかった。

十二日

晴れ。朝食の後、母上にいとまごいを申し上げた。「しっかり行っておいで。国の恥を大いにすすぐのだよ」と二度三度と諭され、別れを嘆くそぶりは少しもお見せにならなかった。船着き場に戻ったが気分がすぐれず、すぐ奥の部屋に入った。

十三日

晴れ、大風。体調がひどくすぐれず、床に伏して汗を出した。

十四日

曇り、大風。遅くに東軒に出て、国王への上奏文に署名し封をした。義能（ウィヌン）を賤民の身分から解く公文に封をして送った。

十五日

晴れ。

十六日

晴れ。遅くに東軒に出た。黄得中（ファン・ドゥクチュン）が来た。世子侍講院の文学、柳夢寅（ユ・モンイン）が暗行御史（王の密命を受けた隠密の監察官）として興陽県（フンヤン）に入ったと聞いた。

十七日

明け方は雪、のち雨。早朝、船に乗った。弟の汝弼（ヨピル）と甥たち、息子たちが見送ってくれた。芬と息子の蔚（ウル）だけを連れて船を出した。この日、状啓を送り出した。

申の刻（午後四時ごろ）、瓦頭（ワドゥ）に着いたが、向かい風に引き潮で進めず、錨を下ろしてしばらく休んだ。酉の刻（午後六時ごろ）、錨を上げて海を渡り、露梁（ノリャン）に着いた。呂島（ヨド）万戸、順天（スンチョン）府使、李瑊（イ・ガム）、それに虞候（副司令）もやって来て泊まった。

十八日

晴れ。明け方に出発した。向かい風が強く吹いたが、昌信（チャンシン）に着くと追い風に変わった。帆を上げて蛇梁（サリャン）に着いた。風がまた逆に回って激しくなった。万戸と、水使の軍官の田允（チョン・ユン）が会いに来た。

十九日

曇り、遅くに晴れ。大風。朝に出発して唐浦（タンポ）の沖に出た。追い風に帆を半分上げて走ると、またたく間に閑山島（ハンサンド）に着いた。弓場の東屋に座って諸将と語り合った。

夕方、慶尚右水使の元均（ウォン・ギュン）が来た。

所非浦（ソビポ）の将から聞いたところでは、慶尚道の諸船の射夫と格軍（漕ぎ手）は、ほとんどが飢え死にしたという。あまりの惨さに聞くに堪えない。

二十日

晴れ、大風で厳しい寒さ。各船で着る物のない者たちが、亀のように身を縮めて寒さにうめいている。聞くに忍びない。軍糧も届かない。これもまた気がかりだ。

楽安（ナガン）郡守と全羅右水営の虞候が会いに来た。遅くに所非浦、熊川（ウンチョン）、鎮海（チンヘ）の長官も来た。

病死者を収容して埋葬する任に、鹿島（ノクト）万戸を定めて送った。

二十一日

晴れ。朝、本営の格軍七百四十二名に酒をふるまった。

光陽（クァンヤン）県監が来た。

夕方、鹿島万戸が来て、病死者の遺体二百十四体を収容して埋葬したと報告した。

敵に捕らわれて逃げ帰った二人が元均のもとから来て、敵の様子をこまごまと語ったが、信用はできない。

二十二日

晴れ。暖かく風もない。弓場の東屋に上がって座り、鎮海県監に、国王の教書に対する拝礼の儀を行わせた。一日中、的を射た。

二十三日

晴れ。楽安と古阜（コブ）の長官が出て行った。

興陽の戦船二隻が入ってきた。崔天宝（チェ・チョンボ）、柳滉（ユ・ファン）、柳忠信（ユ・チュンシン）、丁良（チョン・リャン）らが来た。遅くに順天府使も来た。

二十四日

晴れて暖かい。朝、山で材木を伐り出す作業のため、大工四十一名を宋徳馹（ソン・ドギル）が率いて行った。

慶尚道の元均が軍官をよこして、道の東部の敵三百余りを斬り殺したと知らせてきた。うれしい、実にうれしい。平義智（宗義智、対馬の島主）がいま熊川にいるというが、確かではない。

二十五日

曇り、遅くに晴れ。宋斗男（ソン・ドゥナム）、李祥禄（イ・サンノク）らが、新造船を回航して停泊させるため、射夫と格軍百三十二名を連れて行った。

朝、右水営の虞候が来た。遅くに的を射た。右水営の虞候と呂島万戸が腕比べをし、呂島が七分の差で勝った。私は十巡、ほかの者はみな二十巡射た。

二十六日

晴れ。朝、弓場の東屋に上がって的を十巡射た。順天府使が期日に遅れた罪を問いただした。

二十七日

晴れ。明け方、船材を曳いてくるため虞候が出て行った。

母上と汝弼の手紙が届いた。母上はお元気だという。何よりだ。ただ、東門の外、海雲台（ヘウンデ）のそばと未坪（ミピョン）で、松明を掲げて押し込み強盗が出ているという。まったく驚くべきことだ。

夕方、鹿島の伏兵陣地で、日本兵五人がのし歩いて鉄砲を撃っていたところ、一人を射て斬った。残りは矢を受けて逃げ去った。

虞候が船材を運んできた。

二十八日

晴れ。朝、虞候が会いに来た。

慶尚道の虞候が急報してきた。明の劉提督が軍を返し、今月二十五、六日ごろ都へ上って行ったという。また、慰撫使（民を慰問する王の使者）の弘文館校理、権（欠字）が道内を巡って民を慰めたのち、水軍に来るという。さらに、盗賊をはたらいた李山謙（イ・サンギョム）らを捕らえて獄につなぎ、牙山・温陽（アサン・オニャン）などの郡県で暴れ回っていた大盗賊九十余人を捕らえて斬ったという。また、「翼虎将」と呼ばれる将軍が近いうちに来るという。

戦船の建造に取りかかった。

二十九日

一日中、夜通し雨が降り続いた。明け方、各船とも異状なしとの報告があった。

体調がすぐれず、夕方まで横になってうめいていた。大風に波が荒れ、船が落ち着かない。心はひどく乱れた。

弥助項（ミジョハン）僉使が、船の艤装のためと告げて帰って行った。

三十日

曇り、大風。遅くに晴れ、風も少しおさまった。順天府使、右水営の虞候、康津（カンジン）県監が来て、帰ると告げた。

私はひどく体調がすぐれず、一日中汗を流した。軍官と諸将が的を射た。


二月
甲午の年・1594年

一日

晴れ。遅くに弓場の東屋に上がって執務した。

清州（チョンジュ）に住む王の親衛兵、李祥（イ・サン）が王命の文書を携えてきた。慶尚道観察使の韓孝純（ハン・ヒョスン）から「慶尚左道の敵が合流して巨済（コジェ）に入り、全羅道の境を侵そうとしている」との急報があったので、卿は三道の水軍を合わせて掃討せよ、とのことであった。

午後、全羅右水営の虞候（副司令）を呼んで的を射た。

初更（午後八時ごろ）、蛇渡（サド）僉使が戦船三隻を率いて陣に着いた。

二日

晴れ。遅くに弓場の東屋に上がり、的を十巡射た。風が乱れて暖かくはなかった。

蛇渡僉使を、期限に間に合わなかった罪で取り調べ、処罰した。

三日

晴れ、大風。食後、弓場の東屋に上がって的を射た。

右助防将（防備を補佐する将）が着いた。その口から謀反人の知らせを聞き、案じられると同時に、憤りに堪えなかった。

元埴（ウォン・シク）と元㙉（ウォン・ジョン）が来て、都へ上ると告げた。

日が暮れて陣幕に下りた。

四日

晴れ、大風。朝食後、順天（スンチョン）府使と右助防将が来て話をした。

遅くに、本営の戦船と亀甲船が入ってきた。甥の菶（ポン）も来て、母上がお元気だと聞いた。うれしく、ありがたい。

五日

晴れ。夢を見た。良い馬に乗り、岩が幾重にも重なる大きな尾根をまっすぐ登っていくと、峰々は美しく、西から東へうねうねと連なっていた。峰の上に平らに開けた場所があり、そこに住まいを定めようとしたところで目が覚めた。何の兆しなのかはわからない。また、美しい女がひとり座って手招きしたが、私は袖を払って応じなかった。おかしな夢だ。

朝、軍器寺（武器を管理する官庁）から受け取ってきた黒角（水牛の角）百枚と樺の皮八十九枚を数え、署名した。

鉢浦（パルポ）万戸と右水営の虞候が会いに来た。

遅くに弓場の東屋に上がり、右助防将、右水営の虞候、呂島（ヨド）万戸らが的を射た。

都元帥の権慄（クォン・ユル）から返書が届いた。明の使者、沈惟敬（しんいけい）がすでに和議を取り決めたという。だが敵の悪だくみと巧みな策略は計り知れない。以前もその術中にはまったのに、またこうしてはまるとは。嘆かわしいことだ。

六日

雨が降り続いた。午後に晴れた。順天府使と助防将、熊川（ウンチョン）県監、蛇渡僉使が会いに来た。

七日

晴れ。西風が強く吹いた。母上へのご機嫌うかがいの手紙を、甥の芬（プン）の出立に託した。菶と芬が出て行った。菶は羅州（ナジュ）へ、芬は温陽（オニャン）へ向かった。恋しさに心が落ち着かない。

固城（コソン）県令が、敵船五十余隻が春院浦（チュヌォンポ）に来たと急報してきた。

この日、部隊を編成し直し、格軍（漕ぎ手）を各船に移し乗せた。

宝城（ポソン）の戦船二隻が入ってきた。所非浦（ソビポ）権管が会いに来た。

八日

晴れ。東風が強く吹き、ひどく寒い。朝、順天府使が来て、固城と所非浦に敵船五十余隻が出入りしていると告げた。すぐに諸万春（チェ・マンチュン）を呼び、その一帯の地形の有利不利を尋ねた。

遅くに弓場の東屋に上がって執務し、夕方に戻った。海の月が清らかで、横になっても眠れなかった。順天府使と右助防将が来て語り合い、二更（午後十時ごろ）に散会した。

九日

晴れ。明け方、虞候が船二、三隻を率いて所非浦の裏手へ行き、茅を刈った。

朝、固城県令が来た。唐項浦（タンハンポ）の敵船の往来について尋ねた。また、民が飢えて互いに殺して食べ合っているとも聞いた。いったいどうやって民の命を守ればよいのか。

遅くに弓場の東屋に上がり、的を十巡余り射た。

李惟緘（イ・ユハム）がまた来て、帰ると告げた。字（あざな）を尋ねると汝実（ヨシル）だという。順天府使、右助防将、虞候、蛇渡、呂島、鹿島（ノクト）、康津（カンジン）、泗川（サチョン）、河東（ハドン）、宝城、所非浦などの長たちも来た。

十日

小雨がやまず、大風。午後、助防将と順天府使が来た。夕方まで語り合い、敵を討つ策を論じた。

十一日

晴れ。朝、弥助項（ミジョハン）僉使が来た。食後、弓場の東屋に上がると、慶尚右水使の元均（ウォン・ギュン）と右助防将も来て、共に酔った。的を三巡射た。

十二日

晴れ。早朝、本営の偵察船が入ってきた。

巳の刻（午前十時ごろ）、陣を赤島（チョクト）へ移した。

未の刻（午後二時ごろ）、王の伝令官、宋慶苓（ソン・ギョンリョン）が陣に着いた。王命の文書二通と密旨一通、合わせて三通である。一通は、明の援軍十万と銀三百万両が送られてくるという知らせ。一通は、凶悪な敵の狙いは全羅道にあるから、力を尽くして食い止め、情勢を見て掃討せよというもの。そして宮中から下された密旨には、「海上で年を越して国のために励んでいることを、私は常に忘れていない。功がありながら厚い恩賞を受けていない将兵があれば、急いで報告せよ」とあった。

この使者から都のさまざまな消息を聞き、謀反人の件も聞いた。王が夜明け前から夜更けまで政務に励み、憂いに沈んでおられると聞いて、痛ましさと慕わしさは尽きることがない。領議政（首相）の柳成龍（リュ・ソンニョン）の手紙も持ってきた。

十三日

晴れて暖かい。朝、領議政に返書を書いた。食後、伝令官と改めて話をし、別れた。一日中、船にとどまった。

申の刻（午後四時ごろ）、所非浦、蛇梁（サリャン）、永登（ヨンドゥン）の万戸が来た。

酉の刻（午後六時ごろ）、船を出して閑山島（ハンサンド）へ引き返した。そのとき慶尚道の軍官、諸（欠字）が三峯（サムボン）から来て、敵船八隻が春院浦に入って停泊しているので、攻め入ることができると告げた。そこですぐに羅大用（ナ・デヨン）を元均のもとへ送り、「小さな利を見て攻め込めば、大きな利は得られない。ひとまず控え、機をうかがって一気に殲滅すべきだ」と伝えさせた。

弥助項僉使、順天府使、助防将が来て、夜更けに帰って行った。

十四日

晴れて暖かく、風も穏やかだった。慶尚道の南海（ナメ）・河東・泗川・固城などには宋希立（ソン・ヒリプ）、卞存緒（ピョン・ジョンソ）、柳滉（ユ・ファン）、盧潤発（ノ・ユンバル）を、全羅右道には卞有憲（ピョン・ユホン）、羅大用らを、兵員の点検のため送り出した。

本営の軍糧二十石を積んできた。

防踏（パンダプ）僉使と裵（ペ）僉知が来た。

張彦春（チャン・オンチュン）を賤民の身分から解く公文を作って渡した。

十五日

晴れ。明け方、亀甲船二隻と宝城の船一隻を、船の横梁にする木を伐り出す場所へ送り、初更（午後八時ごろ）に積んで戻ってきた。

食後、弓場の東屋に上がり、左助防将が遅れて来た罪を問いただした。

興陽（フンヤン）の船を抜き打ちで点検すると、手抜かりが多かった。

順天府使、右助防将、右水営の虞候、鉢浦・呂島の万戸、康津県監がそろって来て、的を射た。

日が暮れて、巡察使（道の長官）から公文が届いた。調度御史（物資調達の監察官）の朴弘老（パク・ホンノ）が、順天・光陽（クァンヤン）・豆峙（トゥチ）に伏兵を置いて守る件を王に報告し、水軍と地方長官をともに動かすのは適当でないと回答したところ、王の裁可が下りたという公文であった。

十六日

晴れ。暗行御史（王の密命を受けた隠密の監察官）、柳夢寅（ユ・モンイン）の上奏の草稿を見た。任実（イムシル）の李夢祥（イ・モンサン）、茂長（ムジャン）の李忠吉（イ・チュンギル）、霊巌（ヨンアム）の金声憲（キム・ソンホン）、楽安（ナガン）の申浩（シン・ホ）は罷免とし、順天府使は貪欲で汚れていると真っ先に糾弾している。一方、潭陽（タミャン）、珍原（チノォン）、羅州、昌平（チャンピョン）などの長官については悪事を覆い隠して褒めている。王の耳をあざむくこと、ここまで来たか。国事がこのありさまでは、平定などできるはずがない。天井を仰いで嘆くほかない。

また、水軍の兵が欠けたときに一族から補充する制度や、壮丁四人のうち二人を戦に出す件についても論じ、まったく間違っていると述べている。国家の危急を思わず、目先の一時しのぎばかりに努めている。国を思う胸の痛みはいよいよ深い。

遅くに弓場の東屋に上がり、順天、興陽、右助防将、右水営の虞候、蛇渡、鉢浦、呂島、鹿島、康津、光陽などの長たちと的を十二巡射た。

十七日

晴れ。初夏のように暖かい。朝、弓場の東屋に上がって執務した。

李弘明（イ・ホンミョン）と任希璡（イム・ヒジン）が来て、竹で作った銃筒を試し撃ちした。音は出るようだが、ほとんど役に立たない。おかしなものだ。

全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）が来たが、率いてきた戦船はわずか二十隻。残念なことだ。

順天府使と右助防将も来て、的を五巡射た。

十八日

晴れ。食後、弓場の東屋に上がり、海南（ヘナム）県監の魏大器（ウィ・デギ）が命令に背いた罪を裁いた。全羅右道の諸将が来て挨拶したのち、的を何巡か射た。

十九日

一日中、小雨。弓場の東屋に上がり、しばらく独りで座っていると、右助防将と順天府使が来た。孫忠甲（ソン・チュンガプ）も来たので招き入れた。彼が逆賊を討った件を尋ねると、まったく嘆かわしい話であった。一日中語り合った。

二十日

霧雨が晴れなかった。体調がすぐれず、一日中外に出なかった。右助防将の裵（ペ）が来て話をした。

二十一日

晴れ。順天府使と右助防将が来て、見乃梁（キョンネリャン）の伏兵の配置場所を見てきたと報告した。

清州の義兵将、李（欠字）が巡辺使（国境地帯を巡察する将）のもとから来て、陸地の情勢をこまごまと語り、日暮れに帰ると告げた。

酉の刻（午後六時ごろ）、碧方山（ピョクパンサン）の見張り役の将が来て、仇化駅（クファ）の前に日本の船八隻が並んで停泊していると告げた。そこで進撃を命じ、諸弘禄（チェ・ホンノク）の報告を待った。

二十二日

諸弘禄が来て、日本の船十隻が仇化駅に、六隻が春院に着いたと報告した。だが、すでに夜が明けていたので追撃できず、改めて偵察に送り出した。

（二十三日から二十七日までは欠落）

二十八日

晴れ。朝、弓場の東屋に上がり、従事官（私の補佐官）と一日中語り合った。

長興（チャンフン）府使が来た。

二十九日

碧方山の見張り役の将、諸漢国（チェ・ハングク）が、敵船十六隻が召所浦（ソソポ）に入ったと急報してきた。そこで命令を出して各所に知らせた。


三月
甲午の年・1594年

一日

晴れ。夜明けに望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。弓場の東屋に上がった。黔毛浦（コムモポ）万戸を杖で打ち、訓練担当の首席下士官を処刑した。

従事官（私の補佐官）が帰って行った。

日暮れに船を出そうとしたところ、諸漢国（チェ・ハングク）が、日本の船はすでにみな逃げ去ったと急報してきたので、出航を取りやめた。

初更（午後八時ごろ）、長興（チャンフン）の船二隻が火事を出し、すっかり焼けてしまった。

二日

晴れ。遅くに弓場の東屋に上がり、左右の助防将（防備を補佐する将）、順天（スンチョン）府使、防踏（パンダプ）僉使と的を射た。

初更、康津（カンジン）の薪の集積所で火事があり、すっかり焼けた。

三日

晴れ。朝、国王に奉る箋文（祝賀の文書）に拝礼したのち、そのまま弓場の東屋に座った。慶尚道の虞候（副司令）、李義得（イ・ウィドゥク）が来て、水軍の兵を十分に集めてこられなかったという理由で、上官の水使に杖で打たれ、さらに足の裏まで打たれそうになっていると言う。まったく驚くべきことだ。順天府使、左右の助防将、防踏僉使、加里浦（カリポ）僉使、左右の虞候らと的を射た。

酉の刻（午後六時ごろ）、碧方山（ピョクパンサン）の見張り役の将が、日本の船六隻が五里梁（オリリャン）、唐項（タンハン）などに分かれて停泊していると急報してきた。すぐに命令を出して船を集めた。本隊は胷島（ヒュンド）沖に陣を張り、精鋭船三十隻は右助防将の魚泳潭（オ・ヨンダム）が率いて掃討に向かわせた。日暮れに船を出して紙島（チド）に着き、四更（午前二時ごろ）に再び出航した。

四日

晴れ。鎮海（チネ）沖に至り、日本の船六隻を追撃して捕らえ、焼き払った。楮島（チョド）でも二隻を焼き払った。

召所江（ソソガン）に十四隻が入って停泊していると聞き、助防将と慶尚右水使の元均（ウォン・ギュン）に進撃して討つよう命じた。固城（コソン）の領内、阿自音浦（アジャウムポ）に陣を張って夜を過ごした。

五日

晴れ。王の親衛兵を唐項浦（タンハンポ）へ送り、敵船を打ち破って焼いたかどうかを探らせた。すると右助防将の魚泳潭から急報があった。敵どもはわが軍の威勢を恐れて夜陰に乗じて逃げたので、残された空の船十七隻を一隻残らず焼き払ったという。元均からの報告も同じであった。

この日の朝、巡辺使（国境地帯を巡察する将）にも公文を送って討伐を促した。

元均が私の船に来て、諸将はそれぞれ帰って行った。

この日の夕方、光陽（クァンヤン）の新しい船が入ってきた。

六日

晴れ。遅くに巨済（コジェ）へ向かったが、向かい風に阻まれ、やっとのことで胷島に着いた。すると南海（ナメ）県監が急報してきた。明の兵二人と日本兵八人が、牌文（布告文）を携えてやって来たので、牌文と明の兵を私のもとへ送ったという。取り寄せて見ると、明の都司（武官）、譚宗仁（タム・ジョンイン）が日本軍への攻撃を禁じる牌文であった。私はひどく体調がすぐれず、座っても横になっても落ち着かなかった。日暮れに、全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）と共に明の兵に会った。

七日

晴れ。体調がきわめて悪く、寝返りを打つのもつらい。牌文への返書を部下に作らせたが、体裁が整っていない。元均は孫義甲（ソン・ウィガプ）に作らせてよこしたが、これもまったく的外れであった。私は病を押して起き上がって座り、文を作って、鄭思立（チョン・サリプ）に清書させて送った。

未の刻（午後二時ごろ）、船を出して閑山島（ハンサンド）の陣中に着いた。

八日

晴れ。病状はさほど良くも悪くもならない。体も疲れきり、一日中苦しんだ。

九日

晴れ。少し楽になったようなので、暖かい部屋に移って横になった。痛みのほかに別の症状はない。

十日

晴れ。病状はしだいに和らいだが、熱が頭にのぼり、冷たいものを飲みたいばかりだった。

十一日

一日中大雨。病状はずいぶん軽くなり、熱も引いた。本当にありがたい。

十二日

晴れ、大風。体調がひどくすぐれない。

上奏文の清書を終えた。

十三日

晴れ。朝、上奏文に封をして王のもとへ送った。

病は快方に向かっているようだが、体力はひどく弱っている。息子の薈（フェ）と宋斗男（ソン・ドゥナム）を送り出した。

十四日

雨が降り続いた。少し楽になったようだが、頭が重くすっきりしない。

夕方、光陽県監と康津県監、裵（ペ）僉使が一緒に出て行った。

忠清水使がすでに薪場（シンジャン）に着いたと聞いた。

十五日

雨はやんだが、風が激しく吹き、一日中うめいていた。

弥助項（ミジョハン）僉使が帰ると告げた。

十六日

晴れ。体調がひどくすぐれない。

李億祺が会いに来た。

忠清水使が戦船九隻を率いて陣に着いた。

十七日

晴れ。体調がすっきりしない。

海南（ヘナム）県監は新任の長官との交代のため出て行った。黄得中（ファン・ドゥクチュン）らは伏兵の任務で巨済島に入った。

偵察船が入ってきた。

十八日

晴れ。体調がひどくすっきりしない。

南海県監の奇孝謹（キ・ヒョグン）、宝城（ポソン）郡守、所非浦（ソビポ）権管、赤梁（チョンニャン）万戸が会いに来た。奇孝謹は種まきの監督のため県に帰った。

楽安（ナガン）の留守を預かる将と郷所（地元の有力者による自治役所）の役人らを捕らえてきて投獄した。

宝城郡守が帰ると告げた。

十九日

晴れ。体調がすぐれず、一日中うめいていた。

二十日

晴れ。体調がすぐれない。

二十一日

晴れ。体調がすぐれない。兵員名簿の作成係に、呂島（ヨド）と南桃（ナムド）の万戸、所非浦権管を任命した。

二十二日

晴れ。少し楽になったようだ。

都元帥からの回答の公文が届いた。明の譚指揮の公式文書と日本の将の書簡は、明の曹把総（曹という部隊長）が持って行ったという。

二十三日

晴れ。体調は相変わらずすっきりしない。

防踏僉使、興陽（フンヤン）県監、鉢浦（パルポ）万戸が会いに来た。助防将も来た。

二十四日

晴れ。少し楽になったようだ。

鄭思立が日本兵を斬って戻ってきた。

二十五日

晴れ。興陽県監と宝城郡守が出て行った。

敵に捕らわれていた子どもが、日本軍の中から明の将の牌文を持って来たので、興陽へ送った。

弟の汝弼（ヨピル）と薈が、卞存緒（ピョン・ジョンソ）、申景潢（シン・ギョンファン）と共に来た。母上がお元気だと詳しく聞いた。ただ、先祖の墓山が野火ですっかり焼けてしまい、止める者もいなかったという。痛恨の極みである。

二十六日

晴れ。夏の日のように暖かい。助防将と防踏僉使が会いに来た。慶尚道の虞候と永登（ヨンドゥン）万戸も来て、昌信島（チャンシンド）へ帰ると告げた。

二十七日

曇ったが雨は降らなかった。李億祺が会いに来た。

甥の菶（ポン）が夕方から具合が悪いという。

二十八日

一日中雨が降り続いた。甥の菶の病状がひどく重いという。心配でならない。

二十九日

晴れ。偵察船が入ってきて、母上がお元気だとわかった。

熊川（ウンチョン）、河東（ハドン）、長興、防踏、所非浦などの長たちが会いに来た。

三十日

晴れ。食後、弓場の東屋に上がった。忠清道の軍官、訓練担当の首席下士官、楽安の留守を預かる将、兵房の首席書吏らの罪を裁いた。

三嘉（サムガ）県監の高尚顔（コ・サンアン）が会いに来た。


四月
甲午の年・1594年

一日

晴れ。日食があるはずだったが、起こらなかった。

長興（チャンフン）府使・珍島（チンド）郡守・鹿島（ノクト）万戸が、厲祭（疫病の霊を鎮める祭祀）のために帰ると挨拶した。

忠清（チュンチョン）水使が会いに来た。

二日

晴れ。朝食後、射亭（弓術場の亭）に上がった。三嘉（サムガ）県監、忠清水使と終日語り合った。

甥の荄（ヘ）がやって来た。

三日

晴れ。この日、厲祭を行った。三道の戦闘兵たちに酒千八十甕をふるまった。全羅右水使と忠清水使が同席して、兵たちをねぎらった。

四日

曇り。都元帥の軍官、宋弘得（ソン・ホンドゥク）と卞弘達（ピョン・ホンダル）が、新たな及第者の紅牌（合格証書）を持って来た。

慶尚右兵使（陸軍の道司令官）の軍官、朴義英（パク・ウィヨン）が来て、その将の挨拶を伝えた。

食後、三嘉県監が来た。

遅くに射亭に上がった。長興府使が酒と料理を出してくれ、終日のんびりと語り合った。

五日

曇り。

六日

晴れ。別試（臨時の武科試験）の試験場を開いた。試験官は私と全羅右水使、忠清水使が務め、副試験官は長興府使・固城（コソン）県令・三嘉県監・熊川（ウンチョン）県監が務めて、試験を監督し合格者を選んだ。

七日

晴れ。早くから集まって試験を行った。

八日

晴れ。体調がすぐれない。試験場へ上がった。

九日

晴れ。試験を終えて合格者の名を貼り出した。

魚（オ）助防将（防衛を補佐する将）が世を去った。この痛恨を何と言えばよいのか。

十日

曇り。巡撫御史（王の命で地方を巡察する監察官）が陣に来るとの先触れが届いた。

十一日

晴れ。巡撫御史が来るというので、出迎えの船を送り出した。

十二日

晴れ。巡撫御史の徐渻（ソ・ソン）が私の船に来て話をした。全羅右水使、慶尚水使、忠清水使もそろってやって来た。酒が三巡したところで、元均（ウォン・ギュン）水使が酔ったふりをして暴れ出し、筋の通らない言葉をわめき散らした。巡撫御史はあきれ返っていた。

三嘉県監が帰ると挨拶した。

十三日

晴れ。巡撫御史が水軍の訓練を見たいというので、竹島（チュクト）の沖に出て演習を行った。

宣伝官（王命を伝える使者）の元士彪（ウォン・サピョ）と、義禁府の役人の金悌男（キム・ジェナム）が、忠清水使を捕らえて連行するために到着した。

十四日

晴れ。金悌男とじっくり話した。遅くに巡撫御史の船へ行き、軍略について詳しく論じた。しばらくして全羅右水使が来、順天（スンチョン）府使・防踏（パンダプ）僉使・蛇渡（サド）僉使もそろって来た。別れを告げて船に戻った。

夕方、忠清水使の船へ行き、別れの杯を交わした。

十五日

晴れ。忠清水使が、宣伝官、義禁府の役人、全羅右水使と一緒にやって来た。具思稷（ク・サジク）と別れた。

十六日

晴れ。朝食後、射亭に上がった。慶尚水使の軍官高景雲（コ・ギョンウン）、都訓導、それに待変色（非常事態担当）の営吏を捕らえて来させた。指揮に従わず、敵の動きも急報しなかったので、杖で打たせた。

夕方、宋斗男（ソン・ドゥナム）が都から下って来た。先に上げた状啓すべてに一つ一つ回答が下りてきたので、そのとおり施行した。

十七日

晴れ。遅くに射亭に上がって執務した。

全羅右水使が会いに来た。

巨済（コジェ）県令から急報が届いた。日本軍の船百隻余りが本土から出始め、絶影島（チョリョンド）へ向かっているという。

日暮れに、巨済で捕らわれていた男女十六人が逃げ帰って来た。

十八日

晴れ。明け方、逃げ帰った人々に敵の様子を詳しく尋ねると、宗義智は熊川の笠巖（イバム）に、小西行長は熊浦（ウンポ）にいるという。

新任の忠清水使、順天府使、全羅右水営の虞候（副司令）、巨済県令が来た。

十九日

雨が降り続いた。僉知の金敬老（キム・ギョンノ）が都元帥府から来て、敵を討つ策や呼応の手はずなどを論じ合った。そのまま私の船に泊まった。

二十日

終日、小雨。全羅右水使と忠清水使、長興府使、馬梁（マリャン）僉使が会いに来た。碁を打ち、また軍事を論じた。

二十一日

雨が降ったりやんだりした。ひとり苫屋根の下に座っていたが、夕方まで誰も来なかった。

防踏僉使が忠清水使に任命され、前任者からの引き継ぎ目録を整えるため帰ると挨拶した。

夕方、金惺叔（キム・ソンスク）と昆陽（コニャン）郡守の李光岳（イ・グァンアク）が会いに来た。興陽（フンヤン）県監も来た。

二十二日

晴れ。風が秋空のように爽やかだった。金僉知が帰ると挨拶した。

鹵獲した日本の鳥銃を添えて、状啓を封じて上げた。

夕方、長興府使と興陽県監が来た。

二十三日

晴れ。順天府使、興陽県監、長興府使、臨淄（イムチ）僉使らが来た。昆陽郡守の李光岳が酒を持って来た。

二十四日

晴れ。朝、都へ送る手紙を書いた。

霊巌（ヨンアム）郡守と馬梁僉使が会いに来た。

順天府使が帰ると挨拶した。

各件の状啓を封じて送った。

慶尚右水使のもとに、巡察使（道の長官）の従事官（随行の補佐官）が来るという。

二十五日

晴れ。明け方からひどく具合が悪く、終日苦しんだ。

宝城（ポソン）郡守が会いに来た。

二十六日

晴れ。痛みがきわめて激しく、ほとんど意識が保てなかった。

昆陽郡守が帰ると挨拶した。

二十七日

晴れ。痛みがしだいに和らいだ。

二十八日

晴れ。慶尚水使と佐郎（中央官庁の役人）の李惟緘（イ・ユハム）が会いに来た。

息子の蔚（ウル）がやって来た。

二十九日

晴れ。気分がだいぶ良くなったようだ。この日、全羅右道が三道の戦闘兵に酒をふるまった。


五月
甲午の年・1594年

一日

晴れ。終日、水を浴びたように汗が流れた。体はいくらか良くなったようだ。

朝、息子の葂（ミョン）がやって来た。

二日

晴れ。明け方、息子の薈（フェ）が、母上の誕生日にお膳を差し上げるため帰って行った。

全羅右水使が会いに来た。興陽（フンヤン）県監、蛇渡（サド）僉使、所斤（ソグン）僉使も来た。

体調はしだいに快方に向かっている。

三日

晴れ。興陽県監が暇をもらって帰った。

長興（チャンフン）府使と鉢浦（パルポ）万戸が会いに来た。

軍糧の手当てを計画した。名前を空欄にした任命状三百枚余りと、王の命令書二通が下ってきた。

四日

大風と大雨が終日やまず、夜通しひどく荒れた。慶尚右水使の軍官が来て報告するには、日本兵三人が中型の船に乗って楸島（チュド）に着いたところに出くわし、捕らえたという。護送して来させた。

夕方、孔大元（コン・テウォン）にこの者たちのことを尋ねた。孔の話では、日本兵らは風に任せて船を出し本土へ向かったが、沖で暴風に遭って船を操れず、この島に流れ着いたのだという。しかし、ずる賢い者の言葉は信用できない。

李渫（イ・ソル）と李祥祿（イ・サンノク）が帰った。

本営の偵察船が戻って来た。

五日

風雨が激しく、屋根を三重にもめくり上げ、切れ切れに高く吹き飛ばした。雨脚は麻縄のように太く、雨を避ける所もなかった。未の刻（午後二時ごろ）になって風雨が少し収まった。

鉢浦万戸が餅を作って送ってきた。

六日

曇り、遅くに晴れた。慶尚右水使の元均（ウォン・ギュン）が、捕らえた日本兵三人を連れて来た。取り調べると、あれこれと嘘ばかり並べ立てる。ただちに元水使に命じて斬らせた。

七日

晴れ。体がだいぶ楽になったようだ。鍼を十六か所に打ってもらった。

八日

晴れ。都元帥の軍官、邊應慤（ピョン・ウンガク）が、都元帥の公文と状啓の草稿、それに王の命令書を持って来た。水軍を巨済（コジェ）へ進め、敵を怯えさせて退かせよ、という件だった。慶尚右水使と全羅右水使を呼んで協議し、方針を決めた。

忠清（チュンチョン）水使が来た。

九日

終日、雨が降り続いた。ひとり空っぽの亭に座っていると、さまざまな思いが胸に押し寄せ、心が千々に乱れた。

十日

雨が降り続いた。明け方に起きて窓を開け、遠くを眺めると、おびただしい数の船が海いっぱいに並んでいた。たとえ敵が攻め寄せても、殲滅できるだろう。

全羅右道の虞候（副司令）と忠清水使が来て、盤上遊戯で勝負した。

息子の薈が海に出た。

十一日

夕方まで雨が降り続いた。三月から溜まっていた公文書を、一つ一つ決裁して下ろした。

楽安（ナガン）郡守が来て話をした。

大雨が滝のように降り、昼も夜もやまなかった。

十二日

終日大雨で、夕方になって少し小降りになった。全羅右水使が会いに来た。

十三日

晴れ。黔毛浦（コムモポ）万戸の報告によると、慶尚右水使配下の鮑作（船上生活の漁民）らが格軍（漕ぎ手）を連れて逃げ、部下が捕らえようとすると、鮑作たちは元水使の駐屯地に隠れたという。そこで司僕（護衛の兵）らを送って追捕させたところ、元水使が激怒して司僕らを縛り上げた。盧潤發（ノ・ユンバル）を送って縄を解かせた。

十四日

終日、雨が降り続いた。忠清水使、楽安郡守、臨淄（イムチ）僉使、木浦（モクポ）万戸らが会いに来た。

十五日

終日、雨が降り続いた。

十六日

曇りで小雨。夕方から大雨が夜通し降った。家が雨漏りして乾いた所がない。それぞれの船の者たちが雨に打たれて過ごす苦労がひどく気がかりだ。

昆陽（コニャン）郡守が手紙をよこし、僧の惟政（ユジョン、四溟大師）が敵陣を行き来して交わした問答の記録を添えてきた。読んで、憤りに堪えなかった。

十七日

雨が滝のように降り、海霧も濃くて、すぐ目の前も見分けられない。夕方までやまなかった。

十八日

終日雨。彌助項（ミジョハン）僉使と尙州浦（サンジュポ）権管が会いに来た。

夕方、宝城（ポソン）郡守が帰ると挨拶した。

十九日

長雨が少しのあいだやんだ。薈と葂らを帰らせた。

二十日

雨が降り、そのうえ大風が吹いた。熊川（ウンチョン）県監と所非浦（ソビポ）権管が会いに来た。

終日ひとり座っていると、さまざまな思いが胸に押し寄せた。全羅道の監司（道の長官）がこれほど国を誤らせていることが、つくづく恨めしい。

二十一日

雨が降り続いた。熊川県監と所非浦権管が来て、従政図（官職の昇進を競う双六）で遊んだ。

巨済の長門浦（チャンムンポ）で捕らわれていた卞師顔（ピョン・サアン）が逃げ帰って来て、敵の勢いはそれほど大きくないと言った。

二十二日

雨が降り、そのうえ大風が吹いた。巡察使（道の長官）と巡辺使（辺境巡察の将）に手紙を書いて送った。

二十三日

雨。熊川県監と所非浦権管が来た。

遅くに海南（ヘナム）県監が来て、酒と料理を出してくれた。忠清水使を招いて来てもらった。

二十四日

一時晴れ、夕方に雨。全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）と忠清水使が来て、終日語り合った。

甥の荄（ヘ）がやって来た。

二十五日

雨が降り続いた。忠清水使が来て話をして帰った。雨がやまず、戦う将兵たちの苦しみをどう言い表せようか。

甥の荄が帰って行った。

二十六日

雨が降ったりやんだりした。この日、李仁元（イ・インウォン）と土兵（地元出身の兵）二十三人を本営へ送り、麦を刈り入れさせた。

二十七日

晴れたり雨が降ったりした。忠清水使、蛇渡僉使、鉢浦万戸、呂島（ヨド）万戸、鹿島（ノクト）万戸と弓を射た。

二十八日

一時晴れた。蛇渡僉使と呂島万戸が来て、弓を射たいと言う。そこで全羅右水使と忠清水使を招いて一緒に射た。酔って終日語り合い、お開きにした。

光陽（クァンヤン）の四号船を点検した。

二十九日

朝は雨、遅くに晴れた。珍島（チンド）郡守が帰ると挨拶した。

熊川県監と巨済県令、赤梁（チョンニャン）万戸が会いに来て帰った。

日暮れに、鄭思立（チョン・サリプ）が、南海（ナムヘ）の者が船を使って順天（スンチョン）の格軍を連れ出したと報告してきたので、捕らえて牢に入れた。

三十日

曇ったが雨は降らなかった。脱走者たちとともに光陽一号船の兵を誘い出した、慶尚の鮑作三人を処罰した。

忠清水使と慶尚道の虞候が会いに来た。


六月
甲午の年・1594年

一日

晴れ。遅くに弓を射た。

二日

晴れ。遅くに全羅右水使の陣へ行った。康津（カンジン）県監が酒を出した。的を何巡か射た。元均（ウォン・ギュン）水使も来たが、私は体調がすぐれず早めに戻り、横になって、忠清（チュンチョン）水使と裵景南（ペ・ギョンナム）が賭けで盤上遊戯を指すのを眺めていた。

三日

朝は晴れ。午後、激しいにわか雨が降り、海の水まで濁った。近ごろ珍しいことだ。

忠清水使と裵僉使が来て碁を打った。

四日

晴れ。王の護衛官が王の命令書を持って来た。水軍の諸将が互いに協力できずにいるので、今後は以前の悪い習いをきっぱり改めよ、とのことだった。恥ずかしく、また嘆かわしいことこの上ない。これはひとえに元均が酒に酔って妄動したせいである。

五日

晴れ。忠清水使、蛇渡（サド）僉使、呂島（ヨド）万戸、鹿島（ノクト）万戸がそろって来て弓を射た。

夜の二更（午後十時ごろ）、取り次ぎ役の金山（クムサン）が、妻子とともに三人そろって疫病で死んだ。三年のあいだ身近で信頼して使ってきた者が、一夜にして死んでしまった。愕然とする。

この日、大根畑を耕した。

宋希立（ソン・ヒリプ）が、楽安（ナガン）・興陽（フンヤン）・宝城（ポソン）の軍糧を督促するため出かけた。

六日

晴れ。忠清水使、呂島万戸と弓を十五巡射た。

七日

晴れ。忠清水使と裵僉使が来て話をした。

南海（ナムヘ）の軍官と色吏（担当の下役）らを処罰した。

宋德馹（ソン・ドギル）が戻って来て、王の命令書が届いたと言った。

この日、大根の種をまいた。

八日

晴れ。蒸し風呂のような暑さ。忠清水使、全羅右道の虞候（副司令）と一緒に弓を二十巡射た。

夕方、下男の漢京（ハンギョン）がやって来た。母上はお元気だという。うれしく、ありがたい。

会寧浦（フェリョンポ）万戸が陣に着いた。軍功による褒賞の任命状も届いた。

九日

晴れ。忠清水使と全羅右道の虞候が来て弓を射た。全羅右水使が来て、ともに語り合った。

十日

晴れ。蒸し風呂のような暑さ。弓を五巡射た。

十一日

晴れ。鉄も溶けそうな暑さ。朝、息子の蔚（ウル）が本営へ向かった。別れの寂しさが尽きない。

遅くに忠清水使が来て弓を射た。そのまま夕食をともにし、月の下で語り合った。玉笛の音が澄みわたって響いた。

十二日

大風が吹いたが、雨は降らない。日照りがあまりにひどい。

十三日

風がきわめて荒い。蒸し風呂のような暑さ。

十四日

炎暑と日照りがあまりにひどく、島じゅうが蒸されるようだ。農作物がひどく心配である。

忠清水使、蛇渡僉使、呂島万戸、鹿島万戸と弓を二十巡射た。

十五日

晴れ。午後、雨が少しぱらついた。申景潢（シン・ギョンファン）が領議政（首相）の手紙を持って来た。国を憂える心がこれ以上ないほどに表れていた。知事（高官）の尹又新（ユン・ウシン）が亡くなったと聞き、悼む気持ちがやまない。

順天（スンチョン）府使と宝城郡守から急報が届いた。明の総兵官、張鴻儒（ちょうこうじゅ）が旗艦に乗り、百人余りを率いて海路から、すでに珍島（チンド）の碧波亭（ピョクパジョン）に着いたという。

十六日

朝は雨が降り続き、夕方に晴れた。忠清水使と弓を射た。

十七日

晴れ。全羅右水使と忠清水使が来て話をした。

十八日

晴れ。都元帥の軍官、趙秋年（チョ・チュニョン）が伝令を持って来た。都元帥が豆峙（トゥチ）に着いたところ、光陽（クァンヤン）県監が水軍を移して伏兵を配置する際に私情をはさんだと聞いたので、軍官を送って事情を問いただすのだという。驚くべきことだ。

十九日

晴れ。都元帥の軍官と裵應祿（ペ・ウンノク）が、都元帥のもとへ帰って行った。

二十日

晴れ。忠清水使が会いに来て、弓を射た。

偵察船の李仁元（イ・インウォン）が戻って来た。

二十一日

晴れ。明の将が海路ですでに碧波亭に着いたというのは、誤報だったという。

二十二日

晴れ。祖母の命日なので執務しなかった。この日は真夏の暑さが以前の倍もひどく、大きな島全体が蒸されるようで、人々はその苦しさに耐えられなかった。

二十三日

晴れ。虞候が軍糧督促のため出かけた。

見乃梁（キョンネリャン）で日本人を生け捕りにして連れて来た。敵の事情や動きを尋問し、さらに何ができるかと問うと、焔硝（火薬の原料）を煮て採ることも、鉄砲を撃つことも、どちらも得意だという。

二十四日

晴れ。順天府使と忠清水使が来た。弓を二十巡射た。

二十五日

晴れ。扇を封じて献上した。忠清水使と弓を十巡射た。

二十六日

晴れ。忠清水使、順天府使、蛇渡僉使、呂島万戸、固城（コソン）県令らと弓を射た。

二十七日

晴れ。弓を十五巡射た。

二十八日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務せず、終日ひとりで座っていた。

陳武晟（チン・ムソン）が碧方（ピョクパン）の見張り台を点検して戻り、敵船はいないと報告した。

二十九日

晴れ。順天府使が酒と料理を出した。全羅右水使、忠清水使と一緒に弓を射た。

息子の蔚がやって来た。母上はお元気だという。


七月
甲午の年・1594年

一日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。裵應祿（ペ・ウンノク）が都元帥のもとから戻って来た。都元帥は名残を惜しむ言葉をかけて彼を送り出した。

二日

晴れ。残暑が蒸し風呂のようだ。射夫たちに試し射ちをさせ、敵からの戦利品を分け与えた。遅くに順天（スンチョン）府使、忠清（チュンチョン）水使と弓を射た。

三日

晴れ。忠清水使、順天府使と弓を射た。

熊川（ウンチョン）県監が休暇を届けて帰った。

各船で何度も軍糧を盗んだ者たちを処刑した。

四日

晴れ。忠清水使、馬梁（マリャン）僉使、所非浦（ソビポ）権管が来て一緒に食事をした。

賊五人と脱走兵一人を、あわせて処刑させた。弓を十巡射た。

五日

晴れ。偵察船が戻って来た。母上はお元気だとわかり、心が慰められた。

審薬（薬材を監督する医官）が下って来たが、まったく凡庸で嘆かわしい。

全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）と忠清水使がそろって来た。呂島（ヨド）万戸が酒を出し、一緒に飲んだ。弓を十巡余り射た。

六日

終日、曇りで雨。体調がすぐれないようなので、執務しなかった。鄭元溟（チョン・ウォンミョン）らを、格軍（漕ぎ手）を整えなかった罪で牢に入れた。

七日

雨がぱらついた。全羅右水使、順天府使、蛇渡（サド）僉使、加里浦（カリポ）僉使、鉢浦（パルポ）万戸、鹿島（ノクト）万戸と一緒に弓を射た。

李英男（イ・ヨンナム）が、船を率いて来る件で昆陽（コニャン）へ出かけた。

八日

曇ったが雨は降らない。終日、大風。各役所や浦の公文書に指示を書き入れて送り返した。固城（コソン）で捕らわれ、逃げ帰って来た者をみずから尋問した。

九日

大風。忠清水営の虞候（副司令）が、任命の教書に拝礼した。

遅くに、順天・楽安（ナガン）・宝城（ポソン）の軍官と色吏（担当の下役）が期限に遅れた罪を裁いた。楽安から軍糧として籾二百石を受け取り、分配した。

十日

朝は晴れ、夕方に雨。息子の葂（ミョン）の病が重いと聞き、心配でならない。

申弘憲（シン・ホンホン）と宋荃（ソン・ジョン）がやって来た。

十一日

曇りで雨。終日、大風。状啓の草稿をみずから手直しした。午後、軍官たちと弓を射た。

忠清水使が会いに来た。

十二日

晴れ。執務の後、弓を射た。柳（ユ）宰相（領議政の柳成龍）の訃報が巡辺使（辺境巡察の将）のもとに届いたという。きっと彼を妬む者たちが、作り話で中傷しているのだろう。

十三日

雨の中、ひとり座って葂の病状はどうだろうかと思い、文字を投げて占うと、吉と出た。少しほっとした。雨がやむかどうかもまた占ってみると、大雨になると出た。農作物が心配だ。

十四日

雨が降り続いた。昨夕から雨脚が麻縄のように太く、屋根が漏れて乾いた所もなく、やっとのことで夜を過ごした。

十五日

雨が降り続き、遅くに晴れた。甥の荄（ヘ）と下男の京（キョン）がやって来た。詳しく聞くと、葂の病は快方に向かっているという。うれしくてたまらない。甥の芬（プン）の手紙によれば、牙山（アサン）の故郷の先祖の墓は無事で、家の祠堂も変わりないという。母上もお元気だとわかった。何よりのことだ。

弓を十巡余り射た後、見張り楼に上がって歩き回っていると、朴注沙里（パク・チュサリ）が急ぎやって来た。明の将の船がすでに本営の前に着き、まっすぐこちらへ向かっているという。すぐ三道に伝令を出し、竹島（チュクト）へ陣を移した。

十六日

曇りで、風が冷たい。朝遅くから雨が降り出し、終日滝のように降った。元均（ウォン・ギュン）、忠清水使、全羅右水使がそろって会いに来た。

明の将は三千鎮（サムチョンジン）に着いて泊まっているという。夕方、本陣に戻った。

十七日

晴れ。明け方、浦口に出て陣を構えた。巳の刻（午前十時ごろ）、明の把総（部隊長）張鴻儒（ちょうこうじゅ）が兵を率い、旗艦五隻で帆を揚げて入って来た。まっすぐ水営に着き、上陸して話をしたいと言うので、私と諸水使がまず射亭（弓術場の亭）に上がり、上がって来るよう招いた。把総は船を下りてすぐにやって来て、席をともにした。

まず、万里の海路を苦労してここまで来てくださったことに、感謝の言葉もないと述べた。すると彼はこう答えた。「昨年七月、浙江から船を出して遼東に着いたところ、遼東の人々が、海路の途中には島や暗礁が多く、また講和の話も進んでいるので行くべきではないと、しきりに引き止めた。そこで遼東にとどまり、侍郎の孫鑛（そんこう）や総兵の楊文（ようぶん）らのもとへ急ぎ報告を送った。そしてこの三月初めに船を出して来たのだから、何の苦労があろうか」

私は茶を勧め、そのあと少し酒を出した。彼の心意気はまことに熱く、さらに敵の情勢を語り合ううち、夜が更けるのも忘れた。

十八日

晴れ。楼上に招いて酒を勧めた。来春には船を率いてまっすぐ済州（チェジュ）へ行き、わが水軍と力を合わせて醜い賊どもを根絶やしにしよう、という話を何度もした。その誠意はまことに懇ろであった。初更（午後八時ごろ）にお開きとなった。

十九日

晴れ。贈り物の目録を差し上げると、感謝に堪えないと言い、いただいた品はあまりに立派だと述べた。字（あざな）と号を尋ねると、字は仲文、号は秀川と書いてくれた。

二十日

晴れ。朝、通訳が来て、明の将は南原（ナムウォン）の劉総兵のいる所へは寄らず、まっすぐ帰るつもりだと伝えた。私は明の将のもとへ丁重にこう伝えさせた。「把総が初めて南原に着いたとき、すでに劉総兵に懇ろな意を伝えておられる。いま行くのをやめれば、きっと何か取り沙汰する者が出よう。会いに行ってから帰られるのがよろしい」

把総はこれを聞いて、「まったくそのとおりだ。馬一頭でひとり出向いて面会し、そのまま群山（クンサン）へ行って船に乗ろう」と言った。

朝食後、把総が私の船に来て、ゆったりと語り合った。別れの杯を七杯勧めたのち、ともづなを解いて一緒に浦の外まで出た。彼は終始厚い情を示し、私は見送った。そのあと李億祺（イ・オッキ）、忠清水使、順天府使、鉢浦万戸、蛇渡僉使とともに舎人巖（サイナム）に登り、酔って語り合ってから戻った。

二十一日

晴れ。明の将との問答を都元帥のもとへ報告した。

午後、興陽（フンヤン）の軍糧船が入って来た。

息子の薈（フェ）が召使いの少年を杖で打ったと聞き、息子を庭に引き出して叱ったが、杖では打たなかった。

遅くに鉢浦万戸が、伏兵を出す件を報告して帰った。全羅右水使に軍糧二十石を貸した。

二十二日

晴れ。朝、状啓の草稿を手直しした。午後、諸将と弓を射た。

二十三日

晴れ。弓を射た。

甥の荄が帰って行った。

二十四日

晴れ。各件の状啓をみずから封じた。夕方、弓を七巡射た。

二十五日

晴れ。食後、全羅右水使のもとへ行った。弓を十巡射た。河千守（ハ・チョンス）に状啓を持たせて送り出した。

二十六日

晴れ。各役所や浦の公文書に指示を書き入れて送り返した。

鹿島万戸が脱走兵八人を捕らえて来た。そのうち首謀者三人は処刑し、残りは杖で打たせた。

息子たちの手紙を見ると、母上はお元気で、葂の病も回復に向かっているという。何よりのことだ。

尹暾（ユン・ドン）が従事官（随行の補佐官）として下って来たそうだ。申天機（シン・チョンギ）、申霽雲（シン・ジェウン）、盧潤發（ノ・ユンバル）がやって来た。

二十七日

曇りで風が吹いた。忠清水使、順天府使と弓を射た。

二十八日

晴れ。申霽雲が主簿（中央官庁の実務官）に任命されて去って行った。

二十九日

終日、小雨。ひどく具合が悪く、一晩中うめいて過ごした。


八月
甲午の年・1594年

一日

雨が降り続き、大風が吹いた。夕方、楽安（ナガン）郡守の配下の姜緝（カン・ジプ）を、軍糧の督促の件で軍律にもとづいて取り調べ、送り出した。

二日

雨が滝のように降った。宋希立（ソン・ヒリプ）が来た。

三日

朝は曇り、夕方に晴れた。忠清水使と一緒に弓を射た。

四日

小雨がぱらつき、遅くに晴れた。明の将軍を接待した際、女たちに餅や食べ物を頭に載せて運ばせた件で、慶尚水使の軍官と色吏（担当の下役）を処罰した。順天（スンチョン）府使と鉢浦（パルポ）万戸が来て弓を射た。

五日

朝は曇り。午後、慶尚水使のところへ行き、しばらく話して戻った。

この日、熊川（ウンチョン）県監、所非浦（ソビポ）権管、永登（ヨンドゥン）万戸、そして尹東耈（ユン・ドング）らが、先鋒の諸将としてここへ来た。

六日

朝は晴れ、夕方に雨。弓を十巡射た。

偵察船が戻ってきた。母上はお元気で、息子の葂（ミョン）も少しずつ回復しているという。

七日

終日、雨が降り続いた。

八日

雨が降り続いた。丁（チョン）助防将（防衛を補佐する将）が来た。

九日

雨が降り続いた。全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）、丁助防将、忠清水使、順天府使、蛇渡（サド）僉使と一緒に語り合った。

十日

雨が降り続いた。状啓の草稿を手直しした。

十一日

終日、大雨。

十二日

曇ったが雨は降らなかった。遅くに忠清水使、順天府使、熊川県監、所非浦権管と一緒に弓を射た。

都元帥の軍官、沈俊（シム・ジュン）が伝令を持ってきた。直接会って協議したいので、今月十七日に泗川（サチョン）に出て待っている、とのことだった。

十三日

晴れ。沈俊が帰ると挨拶し、盧潤発（ノ・ユンバル）も送り出した。

巳の刻（午前十時ごろ）に船を出し、諸将を率いて見乃梁（キョンネリャン）へ向かった。精鋭の将を別に選んで春院（チュンウォン）などへ送り、敵の様子を探って討ち取らせることにした。

十四日

朝は曇り、夕方に雨。蛇渡僉使、所非浦権管、熊川県監らから急報が届いた。日本軍の船一隻が春院に停泊していたので不意に襲撃したところ、敵兵は船を捨てて逃げ去り、わが国の男女十五人を救い出し、敵船を捕獲したという。

未の刻（午後二時ごろ）、陣に戻った。

十五日

晴れ。食後に船を出した。元均（ウォン・ギュン）と一緒に月明浦（ウォルミョンポ）に着き、そこで泊まった。

十六日

晴れ。明け方に出発し、所非浦に着いて船を停めた。朝食後、帆を揚げて泗川の船着き場に着くと、奇直男（キ・ジクナム）が昆陽（コニャン）郡守と一緒に来ていたので、そのまま泊まった。

十七日

曇り。権元帥が昼に泗川に到着した。軍官をよこして話がしたいと言うので、元帥の宿営へ出向いた。王の教書に拝礼したあと、公式・私的の礼を交わし、そのまま語り合った。わだかまりがだいぶ解けた様子だった。元帥は元均を厳しく叱責し、元均は顔を上げられなかった。

十八日

曇ったが雨は降らなかった。朝食後、元帥に呼ばれて出向き、話をしたあと帰ると挨拶した。元均は酒に酔って寝込み、来なかった。そこで私は昆陽郡守、巨済（コジェ）県令、所非浦権管らとだけ船で戻り、三千浦（サムチョンポ）の沖まで来た。

十九日

晴れ。明け方、蛇梁（サリャン）の裏手の海に着いたが、元均はまだ来ていなかった。葛を六十束採った。やがて元均がやっと来た。遅くに船を出し、唐浦（タンポ）に着いた。

二十日

晴れ。明け方に出発し、陣中に着いた。右水使と丁助防将が会いに来た。右水使や諸将と弓を射た。

忠清水使が、ご母堂の病が重いと申し出て、興陽（フンヤン）へ帰った。

二十一日

晴れ。昆陽郡守、蛇渡僉使、馬梁（マリャン）僉使、南桃（ナムド）万戸、永登万戸、会寧（フェリョン）万戸、所非浦権管が会いに来た。

二十二日

晴れ。慶尚右水営の虞候（副司令）、楽安郡守、昆陽郡守、巨済県令が会いに来た。

二十三日

晴れ。執務し、そのあと弓を射た。

二十四日

晴れ。各地の水軍を徴発するため、朴彦春（パク・オンチュン）、金倫（キム・ユン）、申景潢（シン・ギョンファン）を送り出した。

丁助防将が帰っていった。

二十五日

晴れ。昆陽郡守と所非浦権管を呼んで語り合った。弓を六巡射た。

鄭元溟（チョン・ウォンミョン）が来た。

二十六日

晴れ。執務した。興陽の鮑作（海産物を採る海民）で莫同（マクトン）という者が、長興（チャンフン）の兵三十人をひそかに自分の船に乗せて逃げ出したので、処刑してさらし首にした。

射亭（弓場のあずまや）に上がって弓を射た。忠清虞候も来て一緒に射た。

二十七日

晴れ。右水使と諸将が来て弓を射た。興陽県監が酒を差し入れた。

息子の蔚（ウル）の手紙を読むと、妻の病が重いという。そこで息子の薈（フェ）を送り出した。

二十八日

小雨に大風。珍島（チンド）郡守が会いに来た。

二十九日

晴れたが、北風が強く吹いた。執務した。

南海（ナメ）県監が来た。

義兵将の成応祉（ソン・ウンジ）が世を去った。痛ましい、まことに痛ましい。

三十日

晴れて風もなかった。南海県監の玄楫（ヒョン・ジプ）が会いに来た。遅くに右水使、長興府使、忠清虞候、熊川県監、巨済県令、所非浦権管も来た。

妻の病状がきわめて重いと聞いた。だが国の事態がここまで来ている以上、ほかのことを考えるわけにはいかない。

金良幹（キム・ヤンガン）が都から、領議政の手紙と沈忠謙（シム・チュンギョム）の手紙を持ってきた。元均の件に憤る言葉が多く、まったく驚くべきことだ。私がぐずぐずして進撃しないと言われているという。千年たっても嘆かわしいことである。

昆陽郡守が病で帰っていった。会えないまま送り出してしまい、深く悔やまれる。


九月
甲午の年・1594年

一日

晴れ。巡撫使（王命で地方を巡察・慰撫する官）の徐渻（ソ・ソン）の公文と状啓の草稿が届いた。

二日

晴れ。妻の病は快方に向かっていると聞いたが、体力がひどく弱っているという。とても心配だ。

三日

雨。明け方、王の密旨が届いた。水陸の諸将は手をこまねいて互いに顔を見合わせるばかりで、一つの策を出すことも、一つの計を設けて進撃することもしない、という。

三年も海上にいて、そのようなことは万に一つもありえない。諸将とともに死を決して仇を討とうと、来る日も来る日も誓ってきた。ただ、険しい地に巣くう敵には軽々しく攻めかかれないだけだ。まして「己を知り敵を知れば、百戦して危うからず」と言うではないか。

日暮れどき、ろうそくをともして独り座り、国の事態がこれほど危ういのに、内に救う策がないことを思った。どうしたらよいのか、どうしたらよいのか。ちょうど興陽（フンヤン）県監が、私が独りでいるのを知って入ってきて、話は三更（真夜中）にまで及んだ。

四日

晴れ。元均（ウォン・ギュン）が来て話した。所非浦（ソビポ）権管と呂島（ヨド）万戸が来た。

五日

晴れ。忠清水使が来た。

六日

晴れて、風はおさまった。忠清水使、虞候（副司令）、馬梁（マリャン）僉使と弓を射た。

夕方、金敬老（キム・ギョンノ）が右道に着いたと聞いた。

七日

晴れ。順天（スンチョン）府使の権俊（クォン・ジュン）の手紙を読むと、左議政と巡察使（道の長官）が十日ごろ順天に到着するという。

八日

晴れ。長興（チャンフン）府使が献官（祭主）、興陽県監が執礼（祭礼の進行役）となり、明日の纛祭（軍旗の祭り）のために斎戒に入った。

金僉知が来た。

九日

晴れ。諸将が弓を射た。三道の水軍がそろって集まったが、元均は病で来なかった。金僉知も一緒に射た。

十日

晴れて、風も静かだった。蛇渡（サド）僉使が弓の会を設け、李億祺（イ・オッキ）も加わった。

金敬老が帰っていった。

十一日

晴れ。執務した。南平（ナムピョン）の色吏（担当の下役）を処罰し、三度も軍糧を盗んだ順天の格軍（漕ぎ手）を処刑した。

忠清水使が会いに来た。

十二日

晴れ。丁（チョン）助防将（防衛を補佐する将）の手紙に返事を書いた。

李億祺と忠清水使がそろって来た。

十三日

晴れて穏やかだった。調度御史（軍需を監督する王の使者）の尹敬立（ユン・ギョンニプ）の状啓の草稿二通を見た。一通は珍島（チンド）郡守の罷免を求めるもの、もう一通は水軍と陸軍が互いの兵を取り合わないこと、そして守令（地方官）は戦場に出向かないこと、というものだった。その意図はどうも目先の安逸にあるようだ。

夕方、河千寿（ハ・チョンス）が状啓への回答と、武科合格者の紅牌（合格証書）九十七枚を持ってきた。領議政（柳成龍、ユ・ソンニョン）の手紙も届いた。

十四日

晴れ。興陽県監が酒を差し入れた。李億祺、忠清水使と一緒に弓を射た。

防踏（パンダプ）僉使が公式・私的の礼を行った。

十五日

晴れ。明け方、忠清水使や諸将とともに望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行い、新しい合格者たちに紅牌を分け与えた。

忠清虞候が本道（忠清道）へ帰っていった。

十六日

晴れ。

十七日

晴れて暖かい。諸将と弓を射た。

虞候の李夢亀（イ・モング）が、屯田の収穫の件で出かけていった。

十八日

晴れて、暖かすぎるほどだった。終日、弓を射た。

李寿元（イ・スウォン）が来た。

十九日

終日、雨が降り続いた。興陽県監、順天府使、海南（ヘナム）県監が来て話した。

二十日

雨風。独り座って、ゆうべの夢を書きとめた。海の中の孤島がこちらへ歩いてきて、目の前でうずくまるように止まった。その音は雷のようで、四方の人々は驚いて逃げまどった。私だけはひとり立って、その一部始終を見届けた。じつに愉快で、壮快な夢だった。

二十一日

晴れ。射亭（弓場のあずまや）に出て執務し、弓を射た。諸将には跳び越えの競技をさせ、兵士たちには角力（すもう）で競わせた。夜が更けてお開きにした。

二十二日

右水使、長興府使、慶尚虞候がそろって来て、命令を受けて帰った。

都元帥の権慄（クォン・ユル）から密書が届いた。二十七日に出兵すると決めたという。

二十三日

晴れたが、風が荒かった。朝、射亭に出て執務した。

元均が来て、作戦を協議して帰った。

楽安（ナガン）の兵十一人、防踏の水軍四十五人を点呼した。

二十四日

晴れ。終日、大風。執務した。

この日、号衣（部隊を見分ける上着）を配った。左道には黄色を九着、右道には赤を十着、慶尚道には黒を四着。

二十五日

晴れ。金僉知が兵七十人を、朴（パク）僉知が兵六百人を率いてやって来た。趙鵬（チョ・ブン）も来た。一緒に泊まり、夜遅くまで語り合った。

二十六日

晴れ。明け方、郭再祐（クァク・チェウ）、金徳齢（キム・ドンニョン）らが見乃梁（キョンネリャン）に着いた。朴春陽（パク・チュニャン）を送って渡ってきた理由を尋ねさせると、水軍と力を合わせよという都元帥の命令によるという。

二十七日

朝は晴れ、夕方に雨。朝、船を出して港の入口に出ると、船団がいっせいに動き出した。赤島（チョクト）の沖に停泊すると、郭再祐、金徳齢、韓（ハン）別将、朱夢龍（チュ・モンニョン）がそろってやって来た。手はずを取り決めたあと、それぞれ希望する持ち場へ振り分けて送った。

夕方、宣（ソン）兵使（陸軍の道司令官）が船に来たので、本営の船に乗ってもらった。

二十八日

曇り。明け方、ろうそくをともして独り座り、敵討伐の吉凶を占うと、吉が多く出た。胸島（ヒュンド）の内側の海に陣を張った。

二十九日

晴れ。船を出して長門浦（チャンムンポ）の沖へ突入した。敵は険しい地形に拠って出てこない。高い楼閣を建て、二つの峰に砦を築いて、まったく出てきて応戦しようとしなかった。先鋒の敵船二隻を攻撃すると、敵は陸に上がって逃げ去ったので、空き船を打ち壊して焼き払った。漆川梁（チルチョンニャン）で夜を明かした。


十月
甲午の年・1594年

一日

忠清水使や先鋒の諸将とともに、永登浦（ヨンドゥンポ）へまっすぐ攻め込んだ。だが凶悪な敵どもは船を岸につないだまま、一隻も出てきて応戦しなかった。

日暮れに長門浦（チャンムンポ）の沖へ戻ったところ、蛇渡（サド）僉使の二号船を岸につなごうとしていたとき、敵の小舟がまっすぐ突っ込んできて火を投げ込んだ。火は燃え広がらずに消えたが、じつに腹立たしく無念だ。全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）の軍官と慶尚水使の軍官はその落ち度を軽く叱り、蛇渡の軍官は重く罰した。

二更（午後十時ごろ）、漆川梁（チルチョンニャン）に戻って夜を明かした。

二日

晴れ。先鋒の船三十隻を長門浦へ送り、敵の様子を見てこさせた。

三日

晴れ。自ら諸将を率いて早朝に長門浦へ向かい、終日戦いを挑んだが、敵は恐れて出てこなかった。日暮れに漆川梁へ戻った。

四日

晴れ。郭再祐（クァク・チェウ）、金徳齢（キム・ドンニョン）らと手はずを決め、精兵数百を選んで陸に上げ、山に登らせた。まず先鋒を長門浦へ送り、出入りしながら挑発させた。遅くに本隊を率いて押し寄せ、水陸が呼応すると、敵はあわてふためいて勢いを失い、東へ西へと逃げまどった。陸兵は敵が刀を振りかざすのを見ると、すぐに船へ引き揚げてきた。漆川梁へ戻って陣を張った。

宣伝官（王命を伝える使者）の李継命（イ・ゲミョン）が、標信（王の使者の証）と、将兵をねぎらう王の教書を携えて到着した。王から貂の毛皮を賜った。

五日

終日、大風。状啓の草稿に手を入れた。

六日

晴れ。早朝、先鋒を長門浦の敵の巣窟へ送った。日本人が立て札を地面に立てており、そこには「日本と大明はいま和睦しているので、互いに戦うことはできない」と書かれていた。

日本兵が一人、漆川梁の山のふもとにやって来て投降したいというので、昆陽（コニャン）郡守が呼び寄せて船に乗せ、問いただしたところ、永登浦にいた日本兵だった。

胸島（ヒュンド）へ陣を移した。

七日

晴れ。宣（ソン）兵使（陸軍の道司令官）、郭再祐、金徳齢らが出ていった。

茅を百八十三束刈った。

八日

晴れて風もなかった。朝、船を出して長門浦の敵の巣窟まで行ったが、前と同じく出てこなかった。威勢を見せつけてから胸島へ戻り、茅を二百六十束刈った。それから船を進めて閑山島（ハンサンド）に着いたときには、もう三更（真夜中）になっていた。

九日

晴れ。金敬老（キム・ギョンノ）僉知、朴宗男（パク・ジョンナム）僉知、金応諴（キム・ウンハム）助防将、韓命達（ハン・ミョンダル）助防将、晋州（チンジュ）牧使の裵楔（ペ・ソル）、金海（キメ）府使の白士霖（ペク・サリム）がそろって別れの挨拶に来て、帰っていった。

終日、弓を射た。

南海（ナメ）、河東（ハドン）、泗川（サチョン）、固城（コソン）の守令たちも別れを告げて帰っていった。

十日

晴れ。状啓の草稿を手直しした。

朴子胤（パク・チャユン）と昆陽郡守はそのまま残って出発しなかった。興陽（フンヤン）県監、宝城（ポソン）郡守、長興（チャンフン）府使が別れを告げて帰っていった。

十一日

晴れ。公文に指示を書き入れて返した。

忠清水使が会いに来た。

十二日

晴れ。慶尚右水使の元均（ウォン・ギュン）が、敵討伐の件について自分で直接状啓を出したいと言うので、公文を作って送った。

備辺司（国防の最高会議）の公文にもとづき、元帥から鼠の毛皮の耳当てが届き、左道に十五、右道に十、慶尚道に十、忠清道に五と分けて送った。状啓の草稿を手直しして提出した。

十三日

晴れ。朝廷から派遣された従事官がすでに泗川に着いたというので、泗川の一号船を迎えに出した。

十四日

晴れ。明け方に夢を見た。敵の日本兵たちが降伏を願い出て、六穴銃筒を五挺差し出し、刀も差し出した。取り次いだ者の名は金書信（キム・ソシン）といい、日本兵たちはみな降伏してきた。

十五日

晴れ。朴春陽（パク・チュニャン）が状啓を持って出発した。

十六日

晴れ。巡撫使（王命で地方を巡察・慰撫する官）の徐渻（ソ・ソン）が日暮れにここへ着いた。巡撫使、李億祺、元均と一緒に語り合った。

十七日

晴れ。巡撫使が来て、ゆっくりと話をした。元均が朝廷を欺いてきたことをいろいろと語るので、まったく驚かされた。

従事官が来た。

十八日

晴れ。従事官が王命への拝礼を行った。

十九日

風向きが悪かった。朝、従事官と話した。

二十日

朝は曇り。巡撫使が出発した。李億祺が来て別れを告げ、帰っていった。

二十一日

晴れ。従事官、虞候（副司令）、鉢浦（パルポ）万戸が出ていった。

投降した日本兵三人が元均のところから送られてきたので、取り調べた。

二十二日

曇り。李迪（イ・ジョク）と僧の義能（ウィヌン）が出ていった。

二十三日

晴れ。

二十四日

晴れ。虞候を呼んで弓を射た。

二十五日

晴れ。西風が強かった。南桃（ナムド）万戸と永登万戸が来て話した。

前の楽安（ナガン）郡守、申浩（シン・ホ）僉知が、体察使（戦時に軍政を統括する大臣）の公文と、綿花、毛の笠、木綿一束を携えてきた。彼と話し込み、夜になって下がっていった。

順天（スンチョン）府使の権俊（クォン・ジュン）も、捕らえられて連行される途中に立ち寄った。その姿を見て、胸中穏やかでなかった。

二十六日

晴れ。

二十七日

朝は雨、遅くに晴れた。弥助項（ミジョハン）僉使が来て、王の教書に拝礼した。そのまま彼と話し、日暮れに挨拶して帰っていった。

二十八日

晴れ。執務した。金甲（クムガプ）万戸と梨津（イジン）万戸が会いに来た。

食後、全羅右道の虞候と慶尚虞候が来て、綿花を受け取っていった。

二十九日

晴れ。西風が身を切るように冷たかった。

三十日

晴れ。敵の捜索と討伐に兵を送り込もうとしたが、慶尚道に戦船がないので、集まるのを待つことにした。

三更（真夜中）、息子の薈（フェ）がやって来た。


十一月
甲午の年・1594年

一日

明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。

二日

晴れ。左道からは蛇渡（サド）僉使、右道からはその虞候（副司令）の李廷忠（イ・ジョンチュン）、慶尚道からは弥助項（ミジョハン）僉使の成允文（ソン・ユンムン）を将に定め、敵の捜索と討伐に送り込んだ。

三日

晴れ。金天碩（キム・チョンソク）が備辺司（国防の最高会議）の公文を携え、投降した日本兵の也汝文（ヤヨムン）ら三人を連れて陣に着いた。

四日

晴れ。投降した日本兵たちの事情を聞いた。

王に奉る祝賀の文書を届ける儒生がやって来た。

五日

曇って小雨。巡辺使（国境・沿岸の防備を巡察する将）が自分の軍官に命じて、投降した日本兵十三人を護送してよこした。

六日

曇り。春の日のように暖かい。李英男（イ・ヨンナム）、李廷忠、申（シン）僉知が来て、一緒に語り合った。

七日

遅くに晴れた。金甲（クムガプ）万戸、蛇渡僉使、呂島（ヨド）万戸、永登（ヨンドゥン）万戸が会いに来た。

申僉知が、元帥が水軍の陣に留まっていると知らせてきた。

八日

小雨がぱらつき、遅くに晴れた。

九日

晴れたが、風向きが悪かった。

十日

晴れ。李喜男（イ・ヒナム）が来た。甥の蕾（ヌェ）も左水営に来ているという。

十一日

冬至。明け方、望闕礼を行い、兵たちに小豆粥をふるまった。

右道の虞候と鄭聃寿（チョン・ダムス）が会いに来た。

十二日

晴れ。

十三日

晴れ。元帥が防禦使（地域防衛の指揮官）の軍官に命じて、投降した日本兵十四人を連れてこさせた。

十四日

晴れ。右兵使（陸軍の道司令官）が、投降した日本兵七人を自分の軍官に連れてこさせた。

十五日

晴れ。春の日のように暖かい。季節の巡りが狂っている。

この日は父の命日なので外に出ず、独り部屋に座っていた。胸にこみ上げる悲しみは、とても言葉にできない。

息子の蔚（ウル）たちの手紙を読むと、母上はお元気だという。ありがたい、本当にありがたい。領議政の手紙が届いた。

十六日

晴れ。風が少し冷たくなった。右道の虞候、呂島万戸、会寧浦（フェリョンポ）万戸、蛇渡僉使、鹿島（ノクト）万戸、金甲島万戸、永登万戸、前の於蘭（オラン）万戸の鄭聃寿らが会いに来て、帰っていった。

十七日

晴れて暖かい。降りた霜が雪のようだった。甥の蕾と息子の蔚がやって来た。

十八日

晴れ。大風が夕方まで吹いた。

十九日

晴れ。大風が夜通しやまなかった。

二十日

晴れ。元均（ウォン・ギュン）が会いに来て、帰っていった。

二十一日

晴れ。李渫（イ・ソル）が、部下の勤務評定の状啓を持って出発した。

二十二日

晴れ。弓を五巡射た。

二十三日

晴れ。興陽（フンヤン）と順天（スンチョン）の軍糧が届いた。李景福（イ・ギョンボク）が来た。巡辺使らが弾劾されたと聞いた。

二十四日

晴れ。春のように穏やかだった。公文に指示を書き入れた。

二十五日

曇り。明け方、夢で李鎰（イ・イル）に会った。私は言葉を尽くしてこう言った。「国家が危難に瀕しているこのときに、重い任務を受けながら、国に報いることに心を用いず、あえて遊女を囲い、官舎にも入らず、城外の家に勝手に住んで人々の物笑いになっている。これをどう思うのか。また、水軍の各地の浦々に陸戦用の武器を割り当て、その督促にいとまがないという。これもまたどういう道理なのか」。巡辺使は言葉に詰まって答えられなかった。伸びをして目が覚めた。夢だったのだ。

食後、大広間に出て執務した。

二十六日

小寒、厳冬の入り。晴れて暖かい。

二十七日

晴れ。左右の道に分けて送っていた投降日本兵を全員呼び集め、鉄砲を撃つ訓練をさせた。

右道の虞候、巨済（コジェ）県令、蛇渡僉使、呂島万戸がそろって会いに来た。

二十八日

晴れ。

（二十九日から十二月三十日までは原文が欠けている）


第IV部
乙未の年
1595
この部には345日分の記述を収めています。日記の欠落は本文中に示してあります。



正月
乙未の年・1595年

一日

晴れ。ろうそくをともして独り座り、国の事を思っているうちに、知らず涙がこぼれた。また、八十歳になる病身の母上を思うと、心配で一晩中眠れなかった。

明け方、諸将と諸色軍（各種の兵）が新年のあいさつに来た。元㙉（ウォン・ジョン）、尹彦諶（ユン・オンシム）、高景雲（コ・ギョンウン）らが会いに来た。諸色軍に酒をふるまった。

二日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務せず、状啓の草稿に手を入れた。

三日

晴れ。早くに大庁（本庁の広間）に出て、各官・各浦から来た公文に決裁を書いて送り返した。

四日

晴れ。右虞候（右水営の副司令）、巨済（コジェ）、金甲島（クムガプト）、所非浦（ソビポ）、呂島（ヨド）などの指揮官が会いに来た。

五日

晴れ。公文に決裁を書いた。

甥の菶（ボン）が息子の蔚（ウル）と一緒にやって来た。母上がお元気だと聞き、うれしくありがたい、本当にうれしい。一晩中さまざまな思いがこみ上げて、眠れなかった。

六日

晴れ。魚応麟（オ・ウンニン）と固城（コソン）県監が来た。

七日

晴れ。興陽（フンヤン）県監、方彦淳（パン・オンスン）と話した。南海（ナメ）にいる投降した日本兵の也汝文（ヤヨムン）らがあいさつに来た。

八日

晴れて大風。光陽（クァンヤン）県監の公式のあいさつを受けたあと、伝令の期限に遅れた罪で杖打ちにした。

九日

晴れ。食後、也汝文らを南海へ帰した。

十日

順天（スンチョン）府使の朴晋（パク・チン）が、王の教書を受けて拝礼の儀式を行った。慶尚右水使の元均（ウォン・ギュン）が船着き場に着いたと聞き、呼び入れて一緒に話した。

順天、右虞候、興陽、光陽、熊川（ウンチョン）、固城、巨済も来て、帰ることを告げた。

十一日

雹が降り、東風が吹いた。食後、順天、興陽、固城、熊川、永登（ヨンドゥン）が来て話した。固城は新造船の建造を監督するため、帰ることを告げた。

十二日

曇りで大風。各官・各浦の公文に決裁を書いて送った。

遅くに順天が帰ることを告げた。慶尚道の虞候の李義得（イ・ウィドゥク）が会いに来た。

十三日

朝は晴れ、夕方は雨。朴致恭（パク・チゴン）が来た。

十四日

晴れ。東風が強く吹いた。体調がすぐれず、横になってうめいていた。永登、泗川（サチョン）、呂島が会いに来た。

十五日

晴れ。右虞候の李廷忠（イ・ジョンチュン）を呼んだところ、廷忠は足を踏みはずして水に落ちた。しばらく泳いでいたが、やっとのことで引き上げた。呼んで慰めてやった。

十六日

晴れ。大庁に出て執務した。

十七日

晴れ。暖かく、風もなかった。大庁に出て執務した。右虞候と所非浦、巨済、弥助項（ミジョハン）がそろって来たので、弓を射てから散会した。

十八日

曇り。公文に決裁を書いた。

遅くに弓を十巡射て、やめた。

十九日

晴れ。大庁に出て執務した。沃溝（オック）から避難してきた李元軫（イ・ウォンジン）が来た。長興（チャンフン）、楽安（ナガン）、鉢浦（パルポ）が到着したので、期限に遅れた罪を裁いた。

しばらくして、呂島の戦船から火が出て、光陽、順天、鹿島（ノクト）の戦船四隻に燃え移った。痛恨の極みだ。

二十日

晴れ。朝、弟の汝弼（ヨピル）と甥の荄（ヘ）が李応福（イ・ウンボク）と一緒に出ていった。息子の蔚が甥の芬（ブン）と一緒にやって来た。母上がお元気だと聞いた。本当によかった、本当によかった。

二十一日

終日、小雨。李景明（イ・ギョンミョン）と盤上遊戯をした。長興府使が会いに来た。その話で、巡辺使（辺境を巡察する将）の李鎰（イ・イル）がまったくでたらめなことをしており、躍起になって私を陥れようとしていると聞いた。笑止千万だ。

二十二日

晴れ。終日大風。元帥（陸軍総司令官）の軍官の李台寿（イ・テス）が伝令を持ってきた。諸将が到着しているかどうかを確かめてから帰るという。

遅くに楼上に出て、火事を出した船の将と担当の下役を処罰した。初更（夜八時ごろ）、金甲島万戸の宿舎から火が出て、すっかり焼けてしまった。

二十三日

終日大風。長興府使が虞候、興陽と一緒に来て話し、日暮れに帰った。

二十四日

晴れて大風。李元軫を送り出した。

二十五日

晴れ。長興、興陽と虞候、永登、巨済が会いに来た。

二十六日

曇りで風。偵察船が戻ってきた。興陽県監を連行する捕吏がやって来たという。李禧（イ・ヒ）も来た。

二十七日

晴れ。冬のように凍える寒さだった。大庁に出て、霊巌（ヨンアム）、康津（カンジン）らの公式のあいさつを受けた。

二十八日

晴れ。大風で、しかもひどく寒かった。黄承憲（ファン・スンホン）がやって来た。

二十九日

曇ったが、雨は降らなかった。

三十日

晴れ。東風が強く吹いた。宝城（ポソン）郡守がやって来た。


二月
乙未の年・1595年

一日

晴れて風があった。早くに大庁（本庁の広間）に出て、宝城（ポソン）郡守が期限に遅れた罪を裁いた。逃亡した日本兵二名を処刑した。

義禁府（王命で罪人を取り調べる役所）の捕吏が来て、興陽（フンヤン）県監を連行する旨を伝えた。

二日

曇りで大風。興陽県監が連行されていった。

大庁に出て執務した。

三日

晴れ。早くに大庁に出て、興陽の船に火を投げ込んだ疑いのある者たちを取り調べた。申徳寿（シン・ドクス）を厳しく問い詰めたが、真相は得られなかったので、牢に入れた。

四日

晴れ。体調がすぐれないようだった。長興（チャンフン）府使と右虞候（右水営の副司令）が来た。元帥府（陸軍総司令部）から返答の公文が届き、従事官（幕僚）からの返書も来た。甥の菶（ボン）と息子の薈（フェ）が呉従寿（オ・ジョンス）と一緒にやって来た。

五日

晴れ。忠清水使が来た。

天城（チョンソン）万戸の尹弘年（ユン・ホンニョン）が、王の教書を受けて拝礼の儀式を行った。

六日

晴れて大風。長興府使、右虞候らと弓を射た。

七日

晴れ。宝城郡守が酒を持ってきた。終日話した。

八日

曇り。

九日

雨。

十日

雨がぱらつき、風も強く吹いた。黄叔度（ファン・スクト）と終日話した。

十一日

雨。遅くにしばらく晴れた。黄叔度が甥の芬（プン）、許宙（ホ・ジュ）、卞存緒（ピョン・ジョンソ）と一緒に帰っていった。

終日執務した。日暮れに王の命令書が届いたが、屯田（軍が耕す田）をきちんと監督せよとのことだった。

十二日

晴れ。風は立たなかった。尹曄（ユン・ヨプ）がやって来た。遅くに弓を十数巡射た。長興府使と右虞候も来て射た。

十三日

晴れ。早くに大庁に出た。道陽（トヤン）の屯田で取れた籾三百石を運んできて、各浦に分け与えた。全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）と、珍島（チンド）、務安（ムアン）、咸平（ハムピョン）、南桃浦（ナムドポ）、馬梁（マリャン）、会寧浦（フェリョンポ）などの指揮官がやって来た。

十四日

晴れて穏やかだった。食後、珍島、務安、咸平が王の教書に拝礼したあと、防備に入れるべき水軍をきちんと送ってこなかったことと、戦船を造ってこなかったことで罪を裁いた。霊巌（ヨンアム）郡守も罪を問うた。

甥の菶、荄（ヘ）、芬が方応元（パン・ウンウォン）と一緒に出ていった。

十五日

晴れてのどかに暖かかった。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行い、祝賀を申し上げた。右水使と加里浦（カリポ）、珍島の指揮官がそろって参列した。

指揮船を煙でいぶした。

十六日

晴れ。大庁に出て座ると、咸平県監の趙撥（チョ・バル）が弾劾を受けて帰ることを告げに来たので、酒をふるまって送り出した。助防将（防衛を補佐する将）の申浩（シン・ホ）が陣に着き、王の教書に拝礼したあと、一緒に話した。

夕方、船に乗って沖合に移って停泊した。二更（夜十時ごろ）、船を出して春院島（チュヌォンド）に着いた。夜が明けかかっても、慶尚道の水軍は来なかった。

十七日

晴れ。朝、兵に食事を急がせ、まっすぐ右水営（慶尚右水営の旧営）の前の海まで行った。城内にいた日本兵七名が、われわれの船を見て逃げ去ったので、船を返して戻った。長興府使と申助防将を呼んで、終日策を論じてから陣に帰った。

日暮れに、林栄（イム・ヨン）と助防将の丁応運（チョン・ウンウン）がやって来た。

十八日

晴れ。偵察船が戻ってきた。

十九日

晴れ。朝、大庁に出て執務した。巨済（コジェ）、務安、平山浦（ピョンサンポ）、会寧浦の指揮官が来て、許廷誾（ホ・ジョンウン）も来た。宋漢連（ソン・ハンリョン）が来て、魚をとって軍糧と交換したいと言った。

二十日

晴れ。右水使、長興府使、申助防将が来て話した。元均（ウォン・ギュン）の凶悪で道理にはずれたふるまいをいろいろと聞かされた。あきれたものだ。

二十一日

小雨。遅くに晴れた。宝城、熊川（ウンチョン）、所非浦（ソビポ）、康津（カンジン）、平山の指揮官と右虞候が会いに来た。

二十二日

晴れ。大庁に出て、状啓を封じた。遅くに虞候と楽安（ナガン）、鹿島（ノクト）を呼んで、餅をふるまった。

二十三日

晴れ。申助防将と長興府使が来て話した。

二十四日

曇り。雷鳴と稲妻が激しかったが、雨は降らなかった。体調がすぐれないようだった。元㙉（ウォン・ジョン）が帰ることを告げた。

二十五日

曇り。風も順調でなかった。息子の薈と蔚（ウル）がやって来て、母上がお元気だと聞いた。

状啓を届けに行った李荃（イ・ジョン）が戻ってきて、朝報（朝廷の官報）と領議政（首相）柳成龍（ユ・ソンニョン）の手紙を持ってきた。

二十六日

曇り。朝、手紙と状啓、合わせて十六通を封じて、鄭汝興（チョン・ヨフン）に託した。

二十七日

寒食（春の節日）。晴れ。元均が浦口で職務を引き継ぎ、新任の水使の裴楔（ペ・ソル）がここに到着した。元均は王の教書に拝礼するよう言われると、ひどく不満げな顔をした。何度も言い聞かせて、ようやくしぶしぶ従ったという。その無知ぶりはあきれるほかない。

二十八日

晴れ。大庁に出て、長興府使、右虞候と話した。光陽（クァンヤン）、木浦（モクポ）も来た。

二十九日

晴れ。高汝友（コ・ヨウ）が昌信島（チャンシンド）へ出ていった。裴水使が来て、屯田を開くことなどを相談した。申助防将も来た。

夕方、玉浦（オクポ）万戸の方承慶（パン・スンギョン）、多慶浦（タギョンポ）万戸の李忠誠（イ・チュンソン）らが、王の教書に拝礼した。

三十日

雨が降り続いた。大庁に出て執務した。


三月
乙未の年・1595年

一日

晴れ。三道で冬を越した兵卒を集め、王から下賜された木綿を分け与えた。助防将（防衛を補佐する将）の丁応運（チョン・ウンウン）がやって来た。

二日

曇り。

三日

晴れ。

四日

晴れ。助防将の朴宗男（パク・チョンナム）がやって来た。

五日

雨が降り続いた。盧大海（ノ・デヘ）が来た。

六日

晴れ。

七日

晴れ。朴助防将、申助防将、虞候（副司令）と珍島（チンド）郡守が会いに来た。

八日

晴れ。食後、大庁（本庁の広間）に出た。全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）、慶尚右水使、二人の助防将、虞候、加里浦（カリポ）、楽安（ナガン）、宝城（ポソン）、光陽（クァンヤン）、鹿島（ノクト）の各守将がそろって集まり、話した。

九日

晴れ。遅くに大庁に出た。防踏（パンダプ）の新任僉使の張麟（チャン・ニン）と、玉浦（オクポ）の新任万戸の李曇（イ・ダム）が、公私のあいさつをした。晋州（チンジュ）の李坤忭（イ・ゴンビョン）が会いに来て、帰っていった。

十日

曇りで小雨。朴助防将と話した。宝城郡守の安弘国（アン・ホングク）が帰ることを告げた。

十一日

曇りで大風。司䆃寺（宮中の穀物を扱う役所）の主簿の趙亨道（チョ・ヒョンド）が来て、慶尚左道の敵情と、投降した日本兵の話を伝えた。秀吉は三年間兵を出しても、ついに成果がなかったので、兵を増やして海を渡らせ、釜山（プサン）に陣営を置こうとしている。三月十一日に海を渡ることがすでに決まっている、という。

十二日

曇り。朴助防将が虞候と将棋を指した。

十三日

曇りで大風。朝、朴子胤（パク・チャユン）殿を招いて一緒に食事をした。夕食後、趙亨道が会いに来て、帰っていった。

十四日

雨が降り続いたが、風はやんだ。南海（ナメ）県令が陣に着いた。

十五日

雨がしばらくやみ、風もおさまった。食後、趙亨道が帰ることを告げた。

遅くに弓を射た。

十六日

雨。蛇渡（サド）僉使の金浣（キム・ワン）がやって来た。その話で、前の忠清水使の李立夫（イ・イププ）が、軍糧二百石あまりのことで調度御史（軍需を監察する臨時の官）の姜簽（カン・チョム）に摘発され、連行されて取り調べを受けていると聞いた。また、新任の忠清水使の李継勛（イ・ゲフン）の船で火事があったという。驚きにたえない。

同知（従二品の官位）の権俊（クォン・ジュン）が麗水（ヨス）の左水営に来たという。

十七日

雨足は弱まりそうだった。息子の葂（ミョン）が許宙（ホ・ジュ）、朴仁英（パク・イニョン）らと一緒に帰っていった。

この日、軍糧の帳簿を点検し、付箋を付けた。

忠清道の虞候から急報があった。水使の李継勛は、火事が起きると水に飛び込んで溺れ死に、軍官と格軍（漕ぎ手）あわせて百四十名あまりが焼け死んだという。驚くべきことだ、まことに驚くべきことだ。

遅くに全羅右水使から急報があった。見乃梁（キョンネリャン）の伏兵の持ち場に、日本兵の沈安隠（シム・アヌン）が投降してきたので尋問したところ、永登（ヨンドゥン）に駐屯する日本兵で、その将の沈安頓（シム・アンドン）は息子を代わりに残して、近いうちに本国へ帰るつもりだという。

十八日

晴れ。権彦卿（クォン・オンギョン）が、弟の汝弼（ヨピル）、甥の菶（ボン）、寿元（スウォン）と一緒にやって来た。その話で母上がお元気だと聞き、うれしくてたまらない。

右水使が来て話した。

十九日

晴れ。権彦卿殿と弓を射た。

二十日

雨が降り続いた。食後、右水使のところへ行った。途中で裴（ペ）水使（慶尚右水使の裴楔）に会い、船の上でしばらく話した。裴水使は、密浦（ミルポ）に屯田（軍が耕す田）を開く場所を見に行くと言って別れた。それから右水使のところに着き、ひどく酔って、日暮れに帰った。

二十一日

晴れ。遅くに汝弼、甥の菶、寿元が帰っていった。羅州（ナジュ）判官と虞候が会いに来た。

昼ごろ、朴助防将のところへ行って碁を打った。

二十二日

東風が強く吹いた。朝は曇り、遅くに晴れた。三人の助防将と弓を射た。右水使もここに来て一緒に射た。日暮れに散会して帰った。

二十三日

晴れ。朝食後、三人の助防将、虞候と一緒に、歩いて陣の前の峰に登った。三方が開けて見晴らしをさえぎるものがなく、北の道まで見渡せた。的場を設け、座る場所を切り開いた。一日中、帰るのを忘れていた。

二十四日

曇りで風はなかった。公文に決裁を書いた。遅くに三人の助防将と一緒に弓を射た。

二十五日

終日雨。権同知、虞候、南桃浦（ナムドポ）の守将、羅州判官が会いに来た。霊光（ヨングァン）郡守もまた来た。権同知と将棋を指して、権が勝った。

夕方、ひどく体調が悪くなった。一番鶏が鳴くころ、熱はいくらか下がったが、汗は出なかった。

二十六日

晴れ。霊光郡守が出ていった。遅くに申・朴の二人の助防将、虞候と弓を十五巡射た。

夕方、裴水使、李雲龍（イ・ウンニョン）、安衛（アン・ウィ）が来て、新任の観察使を出迎えに蛇梁（サリャン）へ行くと告げ、出発した。

二更（夜十時ごろ）、東の空が暗くなったかと思うと、すぐに明るくなった。何の兆しかわからない。

二十七日

晴れ。食後、右水使がここに来て、終日弓を射た。暗くなってから朴助防将のところへ行き、鉢浦（パルポ）、蛇渡、鹿島の各守将を呼んで一緒に話してから散会した。

偵察船が戻ってきた。表馬（ピョマ）と下男の金伊（クミ）らがやって来て、母上はお元気だという。

二十八日

晴れ。弓を十数巡射た。遅くに蛇渡僉使が来て、各浦の兵符（出兵の割符）が、巡察使の公文によって直接各浦に分け渡されたと告げた。どういうわけなのかわからない。

二十九日

晴れ。食後、二人の助防将、李雲龍、趙継宗（チョ・ゲジョン）と弓を二十三巡射た。裴水使が巡察使のところから戻ってきた。弥助項（ミジョハン）僉使も陣に着いた。


四月
乙未の年・1595年

一日

晴れて大風。南原（ナムウォン）の儒生の金䡏（キム・グェン）が、水軍のことで陣に来たと聞き、彼と話した。

二日

晴れ。終日執務した。

三日

晴れ。三人の助防将（防衛を補佐する将）は全羅右水営の陣へ行った。私は蛇渡（サド）僉使と弓を射た。

四日

晴れ。朝、慶尚右水使が弓を射ようと誘ってきたので、権・朴の二人の助防将と同じ船で水使のところへ行った。全羅右水使がすでに先に来ていたので、一緒に射た。終日話して帰った。

五日

晴れ。宣伝官（王命を伝える使者）の李燦（イ・チャン）が、王の密命を持って陣に着いた。

六日

終日、小雨。同知（従二品の官位）の権俊（クォン・ジュン）と話した。

七日

晴れ。日暮れに海へ出て、暗くなってから見乃梁（キョンネリャン）に着き、そこで泊まった。

宣伝官が帰っていった。

八日

晴れ。東風が強く吹いた。敵が夜のうちに逃げたと聞いたので、攻め入ることはしなかった。遅くに砧島（チムド）に着き、全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）、慶尚右水使の裴楔（ペ・ソル）と弓を射た。諸将もみな加わった。夕方、本陣に帰った。

九日

晴れ。朴助防将と弓を射た。

十日

晴れ。仇化（クファ）駅の駅卒が来て、敵船三隻がまた駅の前に来たと告げた。そこで三道の中衛将に、それぞれ船五隻を率いて見乃梁へ急行させ、形勢を見て討ち滅ぼすよう命じた。

十一日

晴れ。右水使が会いに来て、そのまま弓を射た。終日話して帰った。鄭汝興（チョン・ヨフン）がやって来た。また、卞存緒（ピョン・ジョンソ）の手紙を読み、無事に家に帰り着いたことを知った。うれしくてたまらない。

十二日

晴れ。状啓への返答十八通と、領議政・右議政の手紙、子任（ジャイム）殿からの返書が届いた。

軍糧を督促するため、親衛兵の梁応元（ヤン・ウンウォン）を順天（スンチョン）・光陽（クァンヤン）へ、裴承錬（ペ・スンリョン）を光州（クァンジュ）・羅州（ナジュ）へ、宋義連（ソン・ウィリョン）を興陽（フンヤン）・宝城（ポソン）へ、金忠義（キム・チュンウィ）を求礼（クレ）・谷城（コクソン）へ、それぞれ割り当てて送った。

三道の中衛将の成允文（ソン・ユンムン）、金浣（キム・ワン）、李応彪（イ・ウンピョ）が見乃梁から戻り、敵が退いたと報告した。

裴水使が密浦（ミルポ）へ出ていった。

十三日

曇りで雨。三人の助防将がそろって来た。状啓と手紙四通を封じ、巨済（コジェ）の軍官に託して都へ送った。

夕方、固城（コソン）県令の趙凝道（チョ・ウンド）が来て敵のことを話した。巨済の敵が熊川（ウンチョン）に援兵を求めて、夜襲をかけようとしているという。信じられない話ではあるが、そのおそれもないとはいえない。

十四日

にわか雨。朝、興陽県監が王の教書を受けて拝礼の儀式を行った。

十五日

曇り。各種の状啓と端午の献上品を封じて送った。

十六日

終日大雨。雨は十分に降った。今年の農作は大豊作になりそうだ。

十七日

晴れ。北東の風が強く吹いた。食後、大庁（本庁の広間）に出て、三人の助防将と弓を十五巡射た。裴水使がここに来て、そのまま海平場（ヘピョンジャン）の開墾地へ向かった。弥助項（ミジョハン）僉使も来て、弓を射てから帰った。

十八日

晴れ。食後、大庁に出て座った。右水使、裴水使と、加里浦（カリポ）、弥助項、熊川、蛇渡、李義得（イ・ウィドゥク）、鉢浦（パルポ）などの指揮官、三道の辺将（国境・沿岸の守将）がそろって来て、集まって弓を射た。権・申の二人の助防将も加わった。

十九日

晴れ。朴助防将が、敵の捜索・掃討のため船に乗って出た。

二十日

晴れ。遅くに右水使のところへ行き、ゆっくり話して帰った。李英男（イ・ヨンナム）が状啓への返答を持って下ってきた。南海（ナメ）の件は梟首（さらし首）にせよとのことだった。

二十一日

晴れて大風。大庁に出て、弓を十巡射た。

二十二日

晴れ。午後、弥助項僉使と李雲龍（イ・ウンリョン）、赤梁（チョンニャン）万戸の高汝友（コ・ヨウ）、永登（ヨンドゥン）万戸の趙継宗（チョ・ゲジョン）が二人の助防将と一緒に来たので、鄭思竣（チョン・サジュン）が送ってきた酒と肉をみなで食べた。そのとき、南海の者が軍令に背いたので梟首にせよ、という文書を見た。

二十三日

晴れ。南風が強く吹いて、船を出せなかった。楼上に出て執務した。

二十四日

晴れ。早朝、息子の蔚（ウル）と甥の蕾（ノェ）・莞（ワン）を、母上の誕生日のお膳を用意するために家へ帰した。

昼ごろ、姜千石（カン・チョンソク）が走ってきて、逃亡した日本兵の望己時老（マンギシロ）が茂った草むらに伏せていたのを捕らえ、もう一人の日本兵は水に飛び込んで死んだと告げた。すぐに連行させた。三道に分けて配属していた投降日本兵をすべて集め、その場で斬首させた。望己時老は少しもひるむ色なく死んでいった。まことに剛の者というべきだ。

二十五日

晴れて風もなかった。仇化駅の駅卒の得福（トゥクボク）が慶尚道虞候（副司令）の急報を持ってきた。大・中・小あわせて五十隻あまりの日本の船が熊川から出て、鎮海（チネ）に向かっているという。そこで呉水（オ・ス）らを偵察に出した。

興陽県監が会いに来た。蛇梁（サリャン）万戸の李汝恬（イ・ヨニョム）が帰ることを告げた。息子の薈（フェ）と甥の荄（ヘ）がやって来て、母上がお元気だと聞いた。よかった、本当によかった。

二十六日

晴れ。明け方、右水使が申助防将と一緒に、配下の船二十隻あまりを率いて巡回・偵察に出ていった。遅くに権同知、興陽・蛇渡・呂島（ヨド）の各将と弓を二十巡射た。

二十七日

晴れて風もなかった。体調がすぐれなかった。権同知、弥助項僉使、永登万戸が来て、一緒に十巡射た。

三更（真夜中）、右水使が捜索・掃討を終えて陣に戻った。敵の影はまったくなかったという。

二十八日

晴れ。食後、大庁に出て執務した。全羅右水使と慶尚右水使が来て弓を射た。

宋徳一（ソン・ドギル）が河東（ハドン）県監を捕らえて連れてきた。

二十九日

四更（夜中の二時ごろ）に雨が降り出し、明け方にはからりと晴れた。海南（ヘナム）県監が公私のあいさつをしたあと、河東県監が二度も期限を過ぎて来なかったので、杖九十回の刑に処した。海南県監は杖十回とした。弥助項僉使が休暇を願い出た。

三人の助防将と話した。

盧潤発（ノ・ユンバル）がワカメを九十九束とってきた。

三十日

晴れ。弓を十巡射た。


五月
乙未の年・1595年

一日

大風雨。

二日

晴れ。朝は風がひどく荒れた。遅くに熊川（ウンチョン）、巨済（コジェ）、永登（ヨンドゥン）、玉浦（オクポ）の各将が会いに来た。

二更（夜十時ごろ）、偵察船が戻ってきて、母上はお元気だと告げた。従事官（体察使の幕僚）がすでに麗水の左水営に着いたという。

三日

晴れ。弓を十五巡射た。海南（ヘナム）県監が会いに来た。金甲島（クムガプト）万戸が陣に着いた。

四日

晴れ。今日は母上の誕生日だ。自ら出向いてお祝いを申し上げることもできず、遠い海のほとりに独り座っている。この思いをどう言い表せようか。

遅くに弓を十五巡射た。海南県監が帰ることを告げた。息子の手紙を読むと、遼東の王爵徳（おう・しゃくとく）が、（高麗王家の）王氏の末裔として兵を挙げようとしているという。じつに驚くべきことだ。

五日

雨が降り続いた。酉の刻（夕方六時ごろ）にしばらく晴れ間がのぞいた。弓を三巡射た。全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）と慶尚水使が諸将とともに集まった。申の刻の終わり（夕方五時ごろ）、従事官の柳拱辰（ユ・ゴンジン）がやって来て、李忠一（イ・チュンイル）、崔大晟（チェ・デソン）、申景潢（シン・ギョンファン）も一緒に着いた。

寒気がして体調が悪く、ひどく吐いてから寝た。

六日

晴れて風もなかった。朝、従事官が王の教書に拝礼したあと、公私のあいさつを受け、彼と話した。遅くに弓を二十巡射た。

七日

晴れ。朝、従事官、虞候（副司令）と一緒に話した。

八日

曇ったが、雨は降らなかった。朝食後、船を出し、三道の将がそろって仙人巌（ソニナム）へ行き、話をしながら景色を楽しんだ。また弓も射た。

この日、防踏（パンダプ）僉使がやって来て、息子たちの手紙を持ってきた。四日に下男の春世（チュンセ）が火事を出して十軒あまりに燃え広がったが、母上のお住まいには及ばなかったという。これは幸いだった。

日が暮れる前に船を返して陣に入った。従事官と虞候は、科挙の同期合格者の集まりのため、あとに残った。

九日

晴れ。朝食後、従事官が帰っていき、虞候も一緒に行った。弓を二十巡射た。

十日

晴れ。弓を二十巡射て、よく当たった。

従事官らが左水営に着いたという。

十一日

遅くに雨がぱらついた。豆峙（トゥチ）の軍糧として、南原（ナムウォン）、淳昌（スンチャン）、玉果（オックァ）などから合わせて六十八石を船で運んできた。

十二日

曇りで雨がやまなかった。夕方、しばらく晴れ間がのぞいた。大庁（本庁の広間）に出て執務した。同知（従二品の官位）の権俊（クォン・ジュン）が申助防将（防衛を補佐する将）と一緒に来た。

十三日

雨が滝のように降り、一日中やまなかった。独り大庁に座っていると、さまざまな思いがこみ上げた。裴永寿（ペ・ヨンス）を呼んで玄琴（コムンゴ）を弾かせ、三人の助防将も招いて一緒に話した。

偵察船がもう六日も来ないので、母上がお元気かどうかわからない。気がもめてたまらない。

十四日

曇りで雨がやまず、昼も夜も降り続いた。朝食後、大庁に出て座ると、蛇渡（サド）僉使が来て、興陽（フンヤン）に割り当てられた戦船が小島に乗り上げて転覆したと告げた。そこで代理の船長の崔璧（チェ・ビョク）と十号船の船長、教練の長を捕らえてきて杖打ちにした。権同知が来た。

十五日

曇りで雨がやまず、目の前のものも見分けられないほどだった。明け方の夢がひどく乱れていた。母上がお元気かどうか聞かないまま、もう七日になる。気がもめて、もどかしくてならない。甥の荄（ヘ）が無事に着いたかどうかもわからない。

朝食後、出て座ると、光陽（クァンヤン）の金斗剣（キム・ドゥゴム）の件があった。伏兵の任にあったとき、順天（スンチョン）・光陽の両方から月給を二重に受け取ったことで、罰として水軍に送られていたのだが、刀も帯びず、弓矢も持たず、ふてぶてしい振る舞いが多かった。杖七十回の刑に処した。

遅くに全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）が酒を持ってきて、ひどく酔って帰った。

十六日

曇ったが、雨は降らなかった。朝、偵察船が戻ってきた。母上はお元気だが、妻は火事のあと、ひどく気を落とし、痰と喘鳴もひどくなっているという。心配だ、本当に心配だ。荄たちが無事に家に着いたこともようやくわかった。

弓を二十巡射た。権同知がよく当てた。

十七日

晴れ。朝、出て、本営の各船の射夫と格軍（漕ぎ手）で給料を受けている者たちを点検した。遅くに弓を二十巡射た。朴・権の二人の助防将がよく当てた。

この日、塩を煮るための鉄釜を一つ鋳造した。

十八日

晴れ。朝、忠清水使が陣に着いたが、結城（キョルソン）、保寧（ポリョン）、舒川（ソチョン）の万戸だけを率いてきた。忠清水使は王の教書に拝礼したあと、三人の助防将と一緒に話した。

夕方、弓を十巡射た。巨済県令が会いに来て、そのまま泊まった。

十九日

晴れ。東風が冷たく吹いた。朝食後、権・朴・申の三人の助防将と蛇渡・防踏の二人の僉使と、弓を三十巡射た。宣（ソン）水使（忠清水使）も来て加わった。

夕方、また塩釜を一つ鋳造した。

二十日

雨風が夕方じゅう続き、夜通しやまなかった。朝食後に執務し、宣水使、権助防将と将棋を指した。

二十一日

曇り。今日はきっと左水営の者が来るはずだが、まだ母上がお元気かどうかわからない。心配でならない。下男の玉伊（オギ）と武才（ムジェ）を左水営に送り、アワビと蘇魚（ソオ）の塩辛、卵片（魚の卵の干物）を母上のもとへ届けさせた。

朝、出て座ると、投降した日本兵たちが来て、仲間の山素（サンソ）が凶悪で道理に外れた振る舞いを重ねているので斬り殺すべきだと訴えた。そこで日本兵たちに斬らせた。

弓を二十巡射た。

二十二日

晴れて穏やか。権同知らと弓を二十巡射た。李寿元（イ・スウォン）が都へ上る用事でやって来た。それでようやく母上がお元気だとわかった。本当によかった。

二十三日

晴れ。三人の助防将と弓を十五巡射た。

二十四日

晴れ。朝、李寿元が状啓を持って出ていった。朴助防将と忠清水使の宣水使に弓を射させた。

塩釜を鋳造した。

二十五日

晴れ。遅くに雨が降り出した。慶尚水使、全羅右水使、忠清水使が集まり、弓を九巡射た。忠清水使が酒をふるまい、ひどく酔って散会した。

裴（ペ）水使から、金応瑞（キム・ウンソ）が台諫（官吏を監察する役所）から重ねて弾劾を受け、元帥（陸軍総司令官）もそれに巻き込まれたと聞いた。

二十六日

遅くに晴れた。独り大庁に座り、忠清水使、三人の助防将と終日話した。

夕方、玄徳麟（ヒョン・ドンニン）がやって来た。

二十七日

晴れ。弓を十巡射た。宣水使と二人の助防将が酔って帰った。丁哲（チョン・チョル）が都から陣に着いた。状啓への返答の中には、金応瑞が勝手に和議を口にしたことを罪とする言葉が多かった。領議政の柳成龍（ユ・ソンニョン）と左議政の手紙が来た。

二十八日

一日中曇っていた。夕方、雨が激しくなり、夜通し大風が吹いた。戦船が落ち着かず、やっとのことで守り抜いた。食後、宣水使、三人の助防将と話した。

二十九日

雨風がやまず、一日中降りしきった。

王室の威光と国土の神霊に頼って、どうにかわずかな手柄を立てたが、身に余る寵愛と栄誉を受け、序列を飛び越えて分不相応の地位に就いた。将の座にありながら、塵ほどの功も挙げられず、王の教書を声に出して読むたび、兵たちに顔向けできない思いだ。


六月
乙未の年・1595年

一日

遅くなって晴れた。権・朴・申の三人の助防将（補佐の防衛将）、熊川（ウンチョン）県監・巨済（コジェ）県令と弓を射た。十五巡。宣水使は赤痢のため射なかった。新しい当番の営吏（本営の役人）が着任した。

二日

終日、小雨。食後、大庁で執務した。韓棐（ハン・ビ）が帰るので、母上への手紙を託した。

営吏の姜起敬（カン・ギギョン）・趙春種（チョ・チュンジョン）・金景禧（キム・ギョンヒ）と申弘彦（シン・ホンオン）が、そろって当番を終えて帰った。

午後、加徳（カドク）・天城（チョンソン）・平山浦（ピョンサンポ）・赤梁（チョンニャン）などの将が会いに来た。天城万戸の尹弘年（ユン・ホンニョン）が来て、清州（チョンジュ）の李繼（イ・ゲ）と庶出の叔父からの手紙を届けてくれた。金介（キム・ゲ）が三月に亡くなったという。痛ましくてたまらない。

夕方、権彦卿（クォン・オンギョン）令公が来て語り合った。

三日

曇ったが雨は降らなかった。食後に出て執務し、各所からの報告書に指示を書いて返した。

遅くなって加里（カリ）・南桃浦（ナムドポ）の将が来た。権・申の二人の助防将、それに防踏（パンダプ）・蛇渡（サド）・呂島（ヨド）・鹿島（ノクト）の将と弓を射た。十五巡。

朝、南海（ナメ）から急報があり、海平君の尹根壽（ユン・グンス）が南海から本営へ渡って来るという。何のためかわからない。すぐに船を整え、玄徳麟（ヒョン・ドンニン）を本営へ送った。蛇梁（サリャン）万戸が来て兵糧が尽きたと告げ、そのまま暇乞いをして帰った。

四日

晴れ。晋州（チンジュ）の書生で金善鳴（キム・ソンミョン）という者が、兵糧支援の世話役になりたいとやって来た。保人（軍役の費用を負担する者）の安得（アン・ドゥク）と名乗る者が連れて来たのである。話を聞いて吟味したが、そのまま信じるのは難しい。ひとまず働きぶりを見ることにして、公文を作って渡した。三人の助防将、蛇渡・防踏・呂島・鹿島の将と弓を射た。十五巡。

探望船（偵察・連絡船）が来ない。母上がお元気かどうかわからない。気がもめて泣けてくる。

五日

晴れ。李助防将らと朝食をともにしたが、朴子胤（パク・チャユン）は病気で来なかった。遅くなって全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）、熊川・巨済が来て、終日語り合った。昼から雨になり、弓は射られなかった。私はひどく体調が悪く、夕食も抜いて一日中苦しんだ。

都の下僕が来て、母上がお元気だと知った。本当によかった。

六日

終日、雨。体調がひどく悪い。宋希立（ソン・ヒリプ）が来た。道陽（トヤン）の屯田の農作の様子を聞くと、興陽（フンヤン）県監が全力を尽くしたので、秋の収穫は大いに期待できるという。林英（イム・ヨン）も兵糧支援に力を尽くしたそうだ。鄭沆（チョン・ハン）がここへ来た。体調がすぐれず、一日中じわじわと痛んだ。

七日

終日、雨が降り続いた。体調がひどく悪い。うめきながら座ったり横になったりした。

八日

雨。体調は少しよくなったようだ。遅くなって三人の助防将が会いに来た。昆陽（コニャン）郡守が父の喪で急ぎ帰ることになったと伝えた。残念でならない。

九日

晴れ。体調はまだすっきりしない。困ったことだ。申助防将、蛇渡・防踏の将と二組に分かれて弓を射た。申の組が勝った。

夕方、都元帥の軍官の李希參（イ・ヒサム）が王の命令書を持ってやって来た。趙亨道（チョ・ヒョンド）が「水軍の兵一人に毎日、食糧五合、水七合ずつを与えている」と偽りの上奏をしたのだという。世の中のことは、なんとも驚くばかりだ。天地の間に、これほどでたらめな中傷があってよいものか。

日暮れに探望船が戻り、母上が赤痢にかかられたという。気がもめて泣けてくる。

十日

晴れ。明け方、探望船を本営へ送り出した。遅くなって三人の助防将と、忠清・慶尚の両水使が会いに来た。光州（クァンジュ）の兵糧三十九石を受け取った。

十一日

小雨に強風。朝、都元帥の軍官の李希參が帰った。

夕方、出て執務し、光州の兵糧を盗んだ者を牢に入れた。

十二日

小雨に風。明け方、息子の蔚（ウル）が来た。母上の病は少し落ち着いたと聞いたが、九十に近いお歳でこのような重い病にかかられたのだから、心配で涙が出た。

十三日

曇り。明け方の知らせでは、慶尚右水使の裵楔（ペ・ソル）を逮捕せよとの命令がすでに下り、後任には権俊（クォン・ジュン）が就き、奇孝謹（キ・ヒョグン）は南海の任に留まるという。驚いた。遅くなって裵水使を訪ねて戻った。

日暮れに探望船が戻った。義禁府の役人がすでに本営に着いたという。また兄弟の別坐からの手紙を見ると、母上はしだいに回復されているとのこと。ありがたい。

十四日

明け方、大雨。蛇渡の将が弓の会を願い出た。右水使と諸将がみな集まり、遅くなって晴れたので弓を射た。十二巡。夕方、義禁府の役人が裵水使を連行するためにやって来た。権水使に対しては、都で王に暇乞いをする儀礼を免除するとの公文、それに任命の諭書と密符（兵権を示す割符）も届いた。

十五日

晴れ。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。食後、浦口に出て裵楔を見送った。心中穏やかでない。息子の蔚が帰った。

午後、申助防将と弓を射た。十巡。

十六日

晴れ。出て執務していると、順天（スンチョン）の七号船の船将、張溢（チャン・イル）が兵糧を盗んで捕まったので、処罰した。

午後、二人の助防将と弥助項（ミジョハン）などの将と弓を射た。七巡。

十七日

晴れ。終日、強風。慶尚水使、忠清水使、二人の助防将とともに弓を射た。

十八日

雨が降ったりやんだりした。晋州の儒生の柳起龍（ユ・ギリョン）と河應文（ハ・ウンムン）が兵糧の調達を引き受けたいというので、米五石を持たせて行かせた。

遅くなって朴助防将と弓を十五巡射て終えた。

十九日

雨が降り続いた。ひとり楼上に座っていると、夢うつつのうちに、息子の葂（ミョン）が尹德種（ユン・ドクチョン）の息子の雲輅（ウンノ）といっしょにやって来た。母上の手紙を読み、病がすっかり治られたと知った。うれしくてたまらない。

申弘憲（シン・ホンホン）らが来て、麦七十六石を納めた。

二十日

晴れたり雨が降ったりした。終日、楼上に座っていた。忠清水使の言葉がはっきりしないと聞き、夕方みずから見舞いに行った。重くはないが、湿気と冷えにひどくやられている。心配だ。

二十一日

晴れ。ひどく暑い。食後、出て執務した。

申弘憲が帰り、巨済も来た。慶尚水使から、平山浦の将の病が重いと報告があったので、帰してやるよう指示を書いて送った。

二十二日

晴れ。祖母の命日なので執務しなかった。慶尚水使が会いに来た。

二十三日

晴れ。二人の助防将と弓を射た。夕方、裵永壽（ペ・ヨンス）が帰った。

二十四日

晴れ。右道の各官・各浦の戦船を検閲した。ふしだらな女十二人を捕らえ、その隊長ともども処罰した。

遅くなって鍼治療を受け、弓は射なかった。許宙（ホ・ジュ）と甥の荄（ヘ）が来た。軍馬も届いた。奇誠伯（キ・ソンベク）の息子の澄憲（チンホン）が、庶出の叔父の景忠（キョンチュン）とともに来た。

二十五日

晴れ。都元帥から公文が来た。三人の衛将を三回に分けて出発させるという。また、小西行長が日本から戻り、講和がすでに決まったという。

夕方、朴助防将といっしょに忠清水使のところへ行き、病状を見たが、怪しく疑わしいことが多かった。

二十六日

晴れ。食後に出て執務し、弓を射た。十五巡。慶尚水使が会いに来た。今日は権彦卿令公の誕生日だというので、麺をこしらえ、すっかり酔った。玄琴（コムンゴ）を聴き笛を吹いて、夕方にお開きにした。

二十七日

晴れ。許宙、甥の荄、奇家の若者と雲輅らが帰った。申助防将、巨済と弓を射た。十巡。

二十八日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。

二十九日

晴れ。早くに大庁へ出た。右水使が来た。弓を十数巡射た。

三十日

晴れ。文語恭（ムン・オゴン）が生麻の取引のために出かけた。李祥祿（イ・サンノク）も帰った。

遅くなって巨済・永登（ヨンドゥン）の将が会いに来た。防踏・鹿島の将、申助防将と弓を射た。十五巡。


七月
乙未の年・1595年

一日

少し雨が降ってやんだ。国忌（王家の忌日）なので執務せず、ひとり楼にもたれて思った。国の形勢は朝露のように危うい。内には国策を決する柱となる人物がなく、外には国を正す礎となる人物もいない。宗廟社稷（王朝）が最後にどうなってしまうのか、見当もつかない。心が乱れ、一日中寝返りを打っていた。

二日

晴れ。今日は亡き父上の誕生日だ。悲しく恋しく、思わず涙がこぼれた。遅くなって弓を十巡射た。さらに鉄箭（重い鉄の矢）を五巡、片箭（短い矢）を三巡射た。

三日

晴れ。朝、忠清水使のところへ見舞いに行くと、病はだいぶよくなったという。

遅くなって慶尚水使がここへ来た。相談したあと、弓を十巡射た。

二更（夜十時ごろ）、探望船（偵察・連絡船）が戻った。母上はお元気だが、食事がおいしくないとおっしゃっているという。心配でならない。

四日

晴れ。羅州（ナジュ）判官が船を率いて陣に戻った。李荃（イ・ジョン）らが山で伐り出した櫓の材木を納めた。食後、大庁に出ると、弥助項（ミジョハン）・熊川（ウンチョン）の将が来て弓を射た。軍官たちも競って射て、郷角弓（国産の角弓）を賞品に懸けたところ、盧潤發（ノ・ユンバル）が一位となってそれを得た。

夕方、林英（イム・ヨン）・曹應福（チョ・ウンボク）が来た。梁廷彦（ヤン・ジョンオン）は休暇をもらって帰った。

五日

晴れ。大庁で執務した。

遅くなって朴助防将・申助防将（助防将は補佐の防衛将）が来た。防踏（パンダプ）の将が弓を射た。林英が帰った。

六日

晴れ。鄭沆（チョン・ハン）、金甲島（クムガプト）万戸、永登（ヨンドゥン）の将が会いに来た。

遅くなって出て執務し、弓を八巡射た。

下僕の木年（モンニョン）が古音川（コウムチョン）から来て、母上がお元気だと知った。

七日

曇ったが雨は降らなかった。慶尚水使、二人の助防将、忠清水使が来た。防踏・蛇渡（サド）などの将たちを二組に分けて弓を射させた。

慶尚右兵使（慶尚右道の陸軍司令官）に王の命令書が下ったが、そこにはこう書かれていた。

「国の災いは惨たらしく、仇は宗廟にまで及んだ。神は恥じ、人は恨み、その思いは天地の果てにまで達している。いまだに敵の妖気を一掃できず、仇と同じ天を戴く痛みを誰もが切実に感じている。血の通う者なら、誰が腕をまくり、胸を焦がして、敵の肉を切り刻みたいと思わぬことがあろうか。卿（そなた）は敵と対陣する将でありながら、朝廷の命令もなく勝手に敵と会い、あえて道に背く言葉を並べ、たびたび私的な手紙をやり取りし、敵を持ち上げへつらう態度があらわである。修好だ講和だという話が明の朝廷にまで届き、恥をさらし、争いの種をまきながら、少しも憚るところがない。軍律で裁いても惜しくはないところを、なお寛大に許し、懇ろに諭し戒めてこなかったわけではない。それなのに迷いはいよいよ深く、みずから罪に陥っている。私はひどく怪しみ驚き、そのわけがわからない。そこで備辺司（国防会議）の郎庁、金涌（キム・ヨン）を遣わして、私の意を口頭で伝えさせる。卿は心を改め、身を慎んで励み、後悔を残さぬようにせよ」

これを読んで、驚きと恐れにたえなかった。金應瑞（キム・ウンソ）とはいったいどういう人間なのか。いまだにみずから悔い改めて励むという話を聞かない。もし肝っ玉があるなら、必ずみずから命を絶ったはずだ。

八日

晴れ。食後に出て執務した。永登の将と朴助防将が会いに来た。全羅右水使の軍官、裵永壽（ペ・ヨンス）が主将の命で来て、兵糧二十石を借りていった。

東萊（トンネ）府使の鄭光佐（チョン・グァンジャ）が赴任の挨拶に来た。

弓を十巡射て終えた。

木年が帰った。

九日

晴れ。今日は末伏（夏の最後の暑さの節目）だ。秋の気配に変わって涼しくなり、思うことが多い。

弥助項の将が会いに来て帰った。

熊川・巨済（コジェ）の県令が弓を射て帰った。

二更、海の月の光が楼に満ち、秋の物思いがひどく胸を乱す。楼の上を行きつ戻りつした。

十日

晴れ。体調がひどく悪い。遅くなって右水使に会って話した。兵糧が尽きたと何度も言うが、打つ手がない。心配でならない。朴助防将も来た。数杯飲んですっかり酔った。夜が更けて楼上に横になると、新月の光が楼に満ち、胸の思いを抑えきれなかった。

十一日

晴れ。朝、母上への手紙を書き、各所への手紙も書いて送った。

武才（武芸に秀でた者）の朴永（パク・ヨン）が自分の軍役のために帰った。

出て執務し、弓を十巡射た。

十二日

晴れ。朝食後、慶尚右水使が会いに来た。いっしょに弓を十巡、鉄箭を五巡射た。日が暮れ、語り合ってから引き上げた。加里浦（カリポ）の将も来てともにいた。

十三日

晴れ。加里浦の将と右水使がいっしょに来た。加里浦の将が酒を差し入れた。弓を五巡、鉄箭を二巡射た。私は体調がひどく悪かった。

十四日

遅くなって晴れた。兵たちに休暇を与えた。鹿島（ノクト）万戸の宋汝悰（ソン・ヨジョン）に、亡くなった兵たちの祭祀を行わせ、白米二石を与えた。

李祥祿（イ・サンノク）・太九連（テ・グリョン）・孔太元（コン・テウォン）らが来て、母上がすっかり回復されたと知った。これほどうれしいことはない。

十五日

晴れ。遅くなって大庁に出ると、朴・申の二人の助防将、防踏・呂島（ヨド）・鹿島の将、保寧（ポリョン）・結城（キョルソン）の二人の県監、それに李彦俊（イ・オンジュン）らが弓を射ていたので、酒をふるまった。慶尚水使も来て語り合い、皆に相撲で勝負をさせた。

鄭沆が来た。

十六日

晴れ。朝、金大福（キム・デボク）の病状がひどく危ないと聞き、心配でたまらなかった。すぐに宋希立（ソン・ヒリプ）・柳洪根（ユ・ホングン）に治療させたが、どんな病なのかよくわからず、ひどく気がかりだ。遅くなって出て執務し、順天（スンチョン）の鄭石柱（チョン・ソクチュ）と、霊光（ヨングァン）の都訓導（軍の教官）の朱文祥（チュ・ムンサン）を処罰した。

夕方、都元帥への公文と兵使（陸軍の道司令官）への移文（通達）の草稿を作って渡した。弥助項僉使と蛇渡僉使が休暇願を出したので、成僉使には十日、金僉使には三日の休暇を与えて送り出した。

鹿島万戸を留任させるとの兵曹の公文が届いた。

十七日

雨。巨済県令から急報があり、巨済の敵はすでに残らず撤収して引き上げたという。そこですぐに鄭沆を選んで送り出し、大庁に出て執務して、明日、船を出して進むとの命令を下した。

十八日

晴れ。朝、大庁に出て、朴・申の二人の助防将と朝食をともにした。午後に出発し、夕方、紙島（チド）に着いて船を泊め、夜を過ごした。三更（真夜中）、巨済県令が来て言うには、長門浦（チャンムンポ）の敵の巣窟はすでにもぬけの殻で、三十人余りが残っているだけだという。また、狩りをしていた日本兵に出くわし、一人を射て斬り、一人を生け捕りにしたという。四更（夜中の二時ごろ）に出発し、見乃梁（キョンネリャン）に戻った。

十九日

晴れ。右水使、慶尚水使、忠清水使、二人の助防将と語り合ってから別れた。申の刻（午後四時ごろ）に陣に戻った。唐浦（タンポ）万戸を召し出そうとしたのに出頭しなかったので、その罪で杖で打った。

金大福の病状を見に行った。

二十日

曇り。二人の助防将と朝食をともにした。遅くなって巨済県令と、前鎮海（チネ）県監の鄭沆が来た。

午後、出て執務し、弓を五巡、鉄箭を四巡射た。

左兵使（慶尚左兵使）の軍官が手紙を持って来た。

二十一日

強い風雨。虞候（副司令）が到着したと聞いた。

食後、太九連と彦福（オンボク）が作った環刀（刀）を、忠清水使と二人の助防将のもとへ一振りずつ分けて送った。

夕暮れ、息子の薈（フェ）と蔚（ウル）が虞候と同じ船で島の外に着き、息子たちが陣に入って来た。

二十二日

曇って強風。李忠一（イ・チュンイル）が父の訃報を聞いて出て行った。

二十三日

晴れ。遅くなって、馬を走らせるために元頭亀尾（ウォンドゥグミ）へ行くと、二人の助防将と忠清水使も来ていた。夕方、小舟に乗って戻った。

二十四日

晴れ。国忌なので執務しなかった。忠清水使が来て語り合った。

二十五日

晴れ。忠清水使が誕生日だといって料理を用意して来た。右水使、慶尚水使、申助防将らと、酔うまで語り合った。夕方、丁（チョン）助防将が来た。

二十六日

晴れ。朝、鄭永同（チョン・ヨンドン）と尹曄（ユン・ヨプ）・李壽元（イ・スウォン）らが、興陽（フンヤン）県監とともにやって来た。食後、丁助防将と忠清水使も来て、ゆっくり語り合った。

二十七日

晴れ。御史（王が派遣する監察官）から公文が届いた。明日、陣に到着するという。

二十八日

晴れ。朝食後、船に下り、三道の水軍がそろって浦の中に陣を構えた。未の刻（午後二時ごろ）、御史の申湜（シン・シク）が陣に着いた。すぐに大庁に下りてしばらく話し、各水使と三人の助防将を呼んでいっしょに語り合った。

二十九日

曇って強風。御史が左道所属の五つの浦を検閲し、点呼した。夕方、ここへ来てゆっくり語り合った。


八月
乙未の年・1595年

一日

激しい風雨。御史（王が派遣する監察官）と朝食をともにし、すぐに船に下りて、順天（スンチョン）など五つの郡県の船を点検した。夕方、私が御史の宿所へ下りて行き、語り合った。

二日

曇り。御史は右道の戦船を点検したあと、南桃浦（ナムドポ）の幕舎に泊まった。私は出て執務し、忠清水使と語り合った。

三日

晴れ。御史は遅くなって慶尚水軍の陣へ行き、点検した。夕方、私も慶尚の陣へ行って語り合ったが、体調がすぐれず、すぐに戻った。

四日

雨。御史がここへ来て諸将を集め、一日中語り合ってから散会した。

五日

曇ったが雨は降らなかった。朝、御史の送別のため忠清水使のところへ行った。御史を見送ったあと、丁（チョン）助防将（補佐の防衛将）が帰ると告げた。

六日

ひどい大雨。全羅右水使、慶尚水使、二人の助防将が集まり、一日中語り合ってから散会した。

七日

雨が降り続いた。朝、息子の蔚（ウル）が許宙（ホ・ジュ）、玄徳麟（ヒョン・ドンニン）、虞候（副司令）と同じ船で出て行った。遅くなって二人の助防将、忠清水使と語り合った。

夕方、王の割符を携えた宣伝官（王命を伝える武官）の李光後（イ・グァンフ）が、王の命令書を持ってやって来た。都元帥が三道の水軍を率いて、ただちに敵の本拠に攻め込めという内容である。彼と夜通し話し合った。

八日

雨が降り続いた。宣伝官が帰ったあと、慶尚水使、忠清水使、二人の助防将と語り合い、夕食をともにした。日が暮れて、それぞれ帰った。

九日

強い西風が吹いた。

十日

晴れ。体調が少しすぐれない。ひとり楼上に座り、さまざまな思いがめぐった。遅くなって大庁に出て執務したあと、弓を五巡射た。鄭霽（チョン・ジェ）と結城（キョルソン）県監が同じ船で出て行った。

十一日

雨が降ったりやんだりした。下僕の漢京（ハンギョン）も本営へ出かけた。

裵永壽（ペ・ヨンス）と金應謙（キム・ウンギョム）が的当てを競い、金が勝った。

十二日

曇り。早くに出て執務した。遅くなって二人の助防将と弓を射た。金應謙が慶尚水使のところへ行き、帰りがけに挨拶に寄った。右水使が競射を催し、裵永壽がまた負けたという。

十三日

終日、雨が降り続いた。状啓（王への報告書）の草稿を書き、公文を処理した。

禿水（トクス）が来て、道陽（トヤン）の屯田のことを聞いた。李奇男（イ・ギナム）のやり方におかしなことが多いというので、虞候を急ぎ派遣して調べさせるよう、通達を作って送った。

十四日

終日、雨が降り続いた。鎮海（チンヘ）の鄭沆（チョン・ハン）と趙繼宗（チョ・ゲジョン）が来て語り合った。

十五日

明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。右水使、加里浦（カリポ）・臨淄（イムチ）などの諸将がそろって来た。この日、三道の射手と本道の雑色軍（雑役の兵）にごちそうをふるまい、一日中諸将とともに酔った。

この夜、ほのかな月が楼を照らし、横になっても眠れず、夜通し詩を口ずさんだ。

十六日

曇って雨がやまず、一日中しとしとと降った。思いがひどく乱れる。二人の助防将と語り合った。

十七日

小雨に東風。明け方、金應謙を呼んで事情を尋ねた。

遅くなって出て執務し、二人の助防将と語り合って、弓を十巡射た。

十八日

曇って雨がやまない。申・朴の二人の助防将が来て語り合った。

十九日

からりと晴れた。二人の助防将と防踏（パンダプ）の将と弓を射た。

二更（夜十時ごろ）、甥の菶（ポン）と息子の薈（フェ）・蔚が来た。聞けば、体察使の李元翼（イ・ウォニク）が二十一日に晋州（チンジュ）に到着して軍務について尋ねたいとのことで、体察使の軍官が来ているという。

二十日

晴れ。一日中、体察使からの命令を待ったが届かなかった。権（クォン）将と右水使が会いに来て、鉢浦（パルポ）の将も挨拶に来て帰った。

二更に命令が届いた。三更（真夜中）に船を出し、昆伊島（コニド）に着いた。

二十一日

曇り。遅くなって所非浦（ソビポ）の沖に着くと、全羅巡察使（全羅道の長官）の軍官の李俊（イ・ジュン）が公文を持って来た。姜應虎（カン・ウンホ）・吳繼成（オ・ゲソン）もいっしょに来たので、しばらく語り合った。景受（キョンス）、彦卿（オンギョン）、子胤（チャユン）、彦深（オンシム）にあてて手紙を書いた。

夕方、泗川（サチョン）の領内の針島（チムド）に着いて泊まった。夜気がひどく冷たく、心が落ち着かなかった。

二十二日

晴れ。早朝、各種の公文を作って体察使に送った。

朝食後に出発して泗川県に着き、午後、晋州（チンジュ）の南江（ナムガン）のほとりに着くと、体察使はすでに晋州に入ったという。

二十三日

晴れ。体察使のところへ行った。穏やかに話すなかに、民の苦しみを取り除こうという思いが強く感じられた。ただ、湖南（全羅道）の巡察使については悪く言う様子が多く、嘆かわしい。

遅くなって、私は金應瑞（キム・ウンソ）とともに矗石楼（チョクソンヌ）へ行き、勇士たちが敗れて死んだ場所を見て回った。痛ましくてたまらなかった。しばらくして体察使が先に行くようにと言うので、船に乗って所非浦に戻り、停泊した。

二十四日

晴れ。明け方、所非浦の前に着くと、固城（コソン）県令の趙凝道（チョ・ウンド）が挨拶に来た。そのまま所非浦の沖で泊まった。体察使、副使、従事官（随行の補佐官）も泊まった。

二十五日

晴れ。早めの食事のあと、体察使と副使・従事官が私の乗る船にいっしょに乗った。辰の刻（午前八時ごろ）に船を出してともに進み、並んで立って島々や、鎮を置いて統合する場所、敵と戦う場所を指さしながら、一日中話し合った。

そして次のように統合を決めた。曲浦（コクポ）は平山浦（ピョンサンポ）に、尚州浦（サンジュポ）は弥助項（ミジョハン）に、赤梁（チョンニャン）は三千浦（サムチョンポ）に、所非浦は蛇梁（サリャン）に、加背梁（カベリャン）は唐浦（タンポ）に、知世浦（チセポ）は助羅浦（チョラポ）に、薺浦（チェポ）は熊川（ウンチョン）に、栗浦（ユルポ）は玉浦（オクポ）に、安骨（アンゴル）は加徳（カドク）に合わせる。

夕方、陣中に着くと、諸将が王の教書に拝礼し、公私の礼を終えてから散会した。

二十六日

晴れ。夕方、副使と会って、くつろいで語り合った。

二十七日

晴れ。兵五千四百八十人に食事をふるまった。夕方、山頂に登り、敵陣と敵の通り道を指さして確かめたが、風がひどく強く、夕暮れに下りて来た。

二十八日

晴れ。早朝、体察使と副使・従事官がそろって楼上に座り、民の弊害について話し合った。朝食前に船に下り、船を出して帰って行った。

二十九日

晴れ。早くに出て執務した。慶尚水使が体察使のところから戻って来た。


九月
乙未の年・1595年

一日

晴れ。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。探望船（偵察・連絡船）が戻った。虞候（副司令）が道陽（トヤン）から到着した。本営の公文が届いたが、鄭思立（チョン・サリプ）を陥れようという意図があちこちに見える。笑止千万だ。従事官（体察使の補佐官）も病気を理由に帰って養生したいと願い出たので、処決を書いて送り返した。

二日

晴れ。明け方、大将船を出した。材木を曳き下ろす兵千二百八十三人に食事をふるまい、材木を曳き下ろさせた。忠清水使、全羅右水使、慶尚水使、二人の助防将（補佐の防衛将）がそろって来て、一日中語り合ってから散会した。

三日

晴れ。強い東風が吹いた。弟の汝弼（ヨピル）が、息子の蔚（ウル）と有憲（ユホン）とともに帰った。姜應虎（カン・ウンホ）も道陽の屯田の収穫のことで、いっしょに帰った。

鄭沆（チョン・ハン）・禹壽（ウ・ス）・李暹（イ・ソム）が偵察から戻って言うには、永登（ヨンドゥン）の敵陣は二日にもぬけの殻となり、楼閣や小屋はすべて焼き払われていたという。また、熊川（ウンチョン）で敵に付き従っていた孔守卜（コン・スボク）ら十七人を誘い出して連れ帰った。

四日

晴れ。慶尚水使が会いに来たので、引き留めて一日中語り合い、帰って行った。

汝弼や蔚たちが無事に着いたかどうかわからず、心配で胸がひどく乱れる。

五日

晴れ。朝、権水使が牛肉を少し届けてくれた。忠清水使・申助防将と朝食をともにし、食後、申助防将・宣水使（忠清水使の宣居怡〈ソン・ゴイ〉）と同じ船で慶尚水使のところへ行き、一日中語り合って夕方に戻った。

この日、体察使から公文が届いた。順天（スンチョン）・光陽（クァンヤン）・楽安（ナガン）・興陽（フンヤン）の甲午年（前年）の田税を運んで来いというので、すぐに返答した。

六日

晴れて強風。忠清水使が酒をふるまったので、右水使と二人の助防将も来てともにした。宋德馹（ソン・ドギル）が来た。

七日

晴れ。食後、慶尚右水使が来た。忠清道の兵営の船と、瑞山（ソサン）・保寧（ポリョン）の船を送り出した。

八日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。食後、息子の薈（フェ）が宋德馹と同じ船で出て行った。

忠清水使と二人の助防将が来て語り合った。

九日

晴れ。右水使と諸将が一堂に会した。本営の兵たちには餅を一石分けてやった。初更（夜八時ごろ）にお開きとなり、皆帰った。

十日

晴れ。午後、私は忠清水使と二人の助防将とともに右水使のところへ行き、語り合って夜に戻った。

十一日

曇り。体調がひどく悪く、執務しなかった。

十二日

曇り。朝、忠清水使と二人の助防将を招いて朝食をともにした。遅くなってお開きにし、皆帰った。

夕方、慶尚水使が虞候、鄭沆とともに酒を携えて来た。語り合ううちに夜が更け、散会した。

十三日

雨。楼にもたれてひとり座っていると、心が落ち着かない。

十四日

晴れ。遅くなって出て執務すると、右水使と慶尚右水使がそろって来た。ともに別れの杯を交わし、夜が更けてから散会した。宣水使に短い詩を贈った。

北に赴きては　ともに労苦を分かち
南に来たりては　ともに死生を分かつ
今宵の月の下　一杯の酒
明日は別れの痛みとならん

十五日

晴れ。宣水使が帰ると告げに来た。また別れの杯を酌み交わして別れた。

十六日

晴れ。出て執務し、王への報告書の封緘を見届けた。

この日の夕方、月食があったが、夜が更けるとまた明るく輝いた。

十七日

晴れ。食後、都への手紙を書いて送った。金希番（キム・ヒボン）が報告書を持って出発した。柚子三十個を領議政の柳成龍（ユ・ソンニョン）に送った。

十八日

遅くなって丁（チョン）助防将が来て語り合った。

十九日

晴れ。丁助防将が来て、すぐに帰った。

二十日

四更（夜中の二時ごろ）、纛祭（軍旗を祭る儀式）を行った。蛇渡（サド）僉使の金浣（キム・ワン）が祭主を務めた。

朝、右水使が会いに来た。

二十一日

晴れ。朴・申の二人の助防将と朝食をともにした。朴助防将の送別をしようとしたが、慶尚水使に別れを告げに行ったところ日が暮れてしまい、果たせなかった。

夕方、李宗浩（イ・ジョンホ）が来た。綿花だけを持って来たので、すべて分け与えた。

二十二日

晴れ。強い東風が吹いた。朴子胤（パク・チャユン）令公が出発した。慶尚右水使も見送りに来た。

二十三日

晴れ。国忌なので執務しなかった。熊川で捕虜になっていた朴祿守（パク・ノクス）・金希壽（キム・ヒス）が挨拶に来て、敵の様子も伝えてくれたので、木綿を一疋ずつ与えて帰した。

二十四日

晴れ。朝、各所への手紙を十数通書いた。息子の蔚と葂（ミョン）が、方益純（パン・イクスン）や溫介（オンゲ）らとともに出て行った。

この日の夕方、右水使と慶尚水使が会いに来た。

二十五日

晴れ。未の刻（午後二時ごろ）、鹿島（ノクト）の万戸（砦の守将）の下人が火を出し、大庁と楼の部屋に燃え移って、すべて焼け落ちた。兵糧・火薬・武器の倉庫には火が及ばなかったが、楼の下にあった長箭・片箭二百部余りが焼けてしまった。嘆かわしい。

二十六日

晴れ。ひとり船の上で、一日中座ったり横になったりしていた。心が落ち着かない。

李彦良（イ・オンリャン）が材木を伐って来た。

二十七日

曇り。安骨浦（アンゴルポ）で敵に付き従っていた者たち二百三十人余りが出て来た。船は二十二隻だという。禹壽が来て報告した。食後、焼け跡に上り、建物を建てる場所を指さして確かめた。

二十八日

晴れ。食後、建設の現場に上った。右水使と慶尚水使が会いに来た。息子の薈と蔚が知らせを聞いてやって来た。

二十九日

晴れ。

三十日

晴れ。


十月
乙未の年・1595年

一日

晴れ。申（シン）助防将（補佐の防衛将）と一緒に朝食をとり、そのまま別れの酒席を設けた。遅くに申助防将は出ていった。

二日

晴れ。大庁（役所の大広間）の棟上げをした。また指揮船を煙でいぶした。全羅右水使、慶尚水使、それに李廷忠（イ・ジョンチュン）が会いに来た。

三日

晴れ。海平君（ヘピョングン）尹根寿（ユン・グンス）の公文を、求礼（クレ）の儒生が持ってきた。金徳齢（キム・ドンニョン）と全州（チョンジュ）の金允先（キム・ユンソン）らが罪のない人を打ち殺し、水軍の陣に逃げ込んだという。そこで調べさせたところ、九月十日ごろ麦の種を交換する用件で陣に来て、すぐに帰っていったとのことだった。

四日

晴れ。

五日

早朝、楼閣に上がって工事を見回った。楼の外側の柱に土を塗る作業で、投降した日本兵に土を運ばせた。

六日

食後、右水使と慶尚水使が会いに来た。

夕方、熊川（ウンチョン）県監が来た。明の使節が釜山（プサン）に入ったと聞いた。この日、捕虜として連れ去られていた者二十四人が戻ってきた。

七日

晴れ。春の日のように暖かい。臨淄（イムチ）僉使が挨拶に来た。

八日

晴れ。甥の莞（ワン）がやって来た。珍原（チヌォン）県監と甥の荄（ヘ）からの手紙も届いた。

九日

晴れ。各方面への返書を書いて送った。

大庁が完成した。

右虞候（副司令）が挨拶に来た。

十日

晴れ。遅くに大庁に出て執務していると、右水使と慶尚水使がそろってやって来た。ゆっくりと語り合った。

十一日

晴れ。早朝に楼の部屋に上がり、一日じゅう工事を見回った。

十二日

晴れ。早朝に楼閣に上がって工事を見回り、西の回廊を建てた。

夕方、宋弘得（ソン・ホンドゥク）がやって来たが、常軌を逸した妄言が多かった。

十三日

晴れ。早朝に新しい楼閣に上がり、大庁の土塗りをさせた。投降した日本兵に作業を仕上げさせた。

宋弘得の軍官がついて来た。

十四日

晴れ。右水使と慶尚水使、それに蛇渡（サド）・呂島（ヨド）・鹿島（ノクト）などの官員が会いに来た。

十五日

晴れ。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。夕方、月明かりの中を出かけて右水使の李億祺（イ・オッキ）に会い、送別の宴をした。慶尚水使、弥助項（ミジョハン）・蛇渡（サド）の僉使も来た。

十六日

晴れ。明け方、新しい楼の部屋に上がった。

右水使と臨淄・木浦（モッポ）などの官員が出ていった。そのまま新しい楼の部屋に泊まった。

十七日

晴れ。朝、加里浦（カリポ）と金甲島（クムガプト）の将が来て一緒に朝食をとった。晋州（チンジュ）の河応亀（ハ・ウング）・柳起龍（ユ・ギリョン）らが、支援の兵糧米二十石を納めに来た。扶安（プアン）の金成業（キム・ソンオプ）と弥助項僉使の成允文（ソン・ユンムン）が挨拶に来た。鄭沆（チョン・ハン）が帰ると告げた。

十八日

晴れ。権（クォン）水使が会いに来て、右虞候も挨拶に来た。

十九日

晴れ。息子の薈（フェ）と葂（ミョン）が出ていった。宋斗男（ソン・ドゥナム）が状啓を持って都へ上った。金成業も帰った。李雲龍（イ・ウンニョン）が挨拶に来た。兵糧支援の担当者、河応文（ハ・ウンムン）と柳起龍が出ていった。

二十日

晴れ。遅くに加里浦・金甲・南桃（ナムド）・蛇渡・呂島の各将が挨拶に来たので、酒をふるまって帰した。日暮れに永登（ヨンドゥン）の将も来て、夕食をとって帰った。

この夜、風はひどく冷たく、冷え冷えとした月が昼のように明るかった。横になっても眠れず、一晩じゅう寝返りを打った。あらゆる憂いが胸に押し寄せた。

二十一日

晴れ。李渫（イ・ソル）が休暇を願い出たが、許さなかった。

遅くに右虞候の李廷忠、金甲万戸の賈安策（カ・アンチェク）、梨津（イジン）権管などの官員が挨拶に来た。

風がひどく冷たく、眠れなかった。孔太元（コン・テウォン）を呼んで、日本軍の様子を尋ねた。

二十二日

晴れ。加里浦・弥助項僉使・虞候などの官員が挨拶に来た。夕方、宋希立（ソン・ヒリプ）と朴台寿（パク・テス）・梁廷彦（ヤン・ジョンオン）がやって来た。王に奉る箋文を捧げ持っていく儒生も来た。

二十三日

晴れ。朝、箋文を拝礼して送り出したあと、大庁に出て執務した。

二十四日

晴れ。慶尚水使が会いに来た。河応亀も来て、一日じゅう語り合い、日暮れに帰っていった。

朴台寿と金大福（キム・デボク）が帰ると告げた。

二十五日

晴れ。加里浦・虞候・金甲・会寧浦（フェリョンポ）・鹿島などの官員が挨拶に来て帰った。

夕方、鄭沆が帰るというので送別した。

茅（かや）刈りのため、李祥禄（イ・サンノク）・金応謙（キム・ウンギョム）・河天寿（ハ・チョンス）・宋義連（ソン・ウィリョン）・楊水漑（ヤン・スゲ）らが兵八十人を率いて出ていった。

二十六日

晴れ。任達英（イム・ダリョン）が来たと聞き、呼んで済州（チェジュ）への旅のことを尋ねた。

防踏（パンダプ）の将がやって来た。

宋弘得と希立らが狩りに出かけた。

二十七日

晴れ。右虞候と加里浦の将が来た。

二十八日

晴れ。慶尚虞候が挨拶に来た。

茅を刈った船が戻ってきた。

夜、夏のように雨が降り雷が鳴った。異変である。

二十九日

晴れ。加里浦と梨津の将が帰っていった。慶尚水使と熊川（ウンチョン）・天城（チョンソン）の将がそろって来た。


十一月
乙未の年・1595年

一日

明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。遅くに出て執務した。蛇渡（サド）僉使が出ていった。咸平（ハムピョン）・珍島（チンド）・茂長（ムジャン）の戦船を送り出した。

金希番（キム・ヒボン）が都から下ってきて、朝廷の官報と領議政（柳成龍（ユ・ソンニョン））の手紙を届けた。

投降した日本兵たちに酒をふるまった。午後、防踏（パンダプ）の将と一緒に弓を七巡射た。

二日

晴れ。昆陽（コニャン）郡守の李守一（イ・スイル）が挨拶に来た。

三日

晴れ。黄得中（ファン・ドゥクチュン）がやって来て、こう伝えた。日本の船二隻が青登（チョンドゥン）から胸島（ヒュンド）に至り、海北島（ヘブクト）に迫って火を放って引き返し、春院（チュヌォン）などに至ったが、明け方には紙島（チド）へ戻っていったという。

四日

晴れ。明け方、李宗浩（イ・ジョンホ）・姜起敬（カン・ギギョン）らがやって来た。卞存緒（ピョン・ジョンソ）の手紙を見ると、甥の菶（ポン）と荄（ヘ）の兄弟が左水営に着いたという。

五日

晴れ。南海（ナメ）・金甲島（クムガプト）・南桃（ナムド）・於蘭（オラン）・会寧浦（フェリョンポ）の各将と鄭聃寿（チョン・ダムス）が挨拶に来た。防踏・呂島（ヨド）の両将は呼び寄せて語り合った。

六日

晴れ。宋希立（ソン・ヒリプ）がやって来た。刈り取った茅（かや）四百束と生の葛百束を積んできた。

七日

晴れ。河東（ハドン）県監が、王からの任命の文書と指示書を拝受する礼を行った。慶尚右水使が巡察使（道の監察官）のもとから来た。弥助項（ミジョハン）僉使と南海県令も来た。

八日

晴れ。明け方、甥の莞（ワン）が下男の京（キョン）とともに左水営へ帰った。

遅くに金応謙（キム・ウンギョム）と慶尚巡察使の軍官らが来た。

九日

晴れ。呂島万戸の金仁英（キム・イニョン）がやって来た。

十日

晴れ。明け方、慶尚巡察使の軍官が帰っていった。

十一日

晴れ。明け方、国王の誕生日を祝う儀式を行った。

左水営の偵察船が入ってきた。卞（ピョン）主簿・李寿元（イ・スウォン）・李元龍（イ・ウォンリョン）らが来て、母上がお元気だと聞いた。ありがたい、本当にありがたい。

夕方、李義得（イ・ウィドゥク）が挨拶に来た。金甲島と会寧浦の将が出ていった。

十二日

晴れ。鉢浦（パルポ）の臨時の指揮官に李渫（イ・ソル）を決めて送った。

十三日

晴れ。道陽（トヤン）の屯田で穫れた籾と大豆は八百二十石であった。

十四日

晴れ。

十五日

晴れ。父の命日なので外に出なかった。ひとり座って偲んでいると、胸の思いを抑えきれなかった。

十六日

晴れ。投降した日本兵の汝文恋己（ヨムンリョンギ）・也時老（ヤシロ）らが来て、日本兵たちが逃亡しようとしていると告げた。そこで右虞候（副司令）に命じて捕らえさせ、首謀者の俊時（ジュンシ）ら二人を選び出して斬った。

慶尚右水使が虞候を伴い、熊川（ウンチョン）・防踏・南桃・於蘭・鹿島（ノクト）の各将とともに来た。鹿島の将は送り出した。

十七日

晴れ。

十八日

晴れ。魚応麟（オ・ウンニン）が来て、小西行長が手勢を率いて海へ出たが、行き先はわからないと伝えた。そこで慶尚右水使に命令を送り、海と陸から偵察させた。

遅くに河応文（ハ・ウンムン）が来て、兵糧支援のことを報告した。しばらくして慶尚右水使や熊川県監らが来て協議し、帰っていった。

十九日

晴れ。早朝、逃げていた日本兵が自分から戻って姿を現した。夜十時ごろ、甥の芬（ブン）・菶・荄と息子の薈（フェ）がやって来て、母上がお元気だとわかった。ありがたい。

河応文が帰っていった。

二十日

晴れ。巨済（コジェ）・永登（ヨンドゥン）の両将が挨拶に来た。

二十一日

晴れ。一日じゅう北風が吹いた。明け方、宋希立を送り出し、見乃梁（キョンネリャン）の敵船の様子を探らせた。

この日の夕方、穀物と交換するためのニシン一万三千二百四十連を、李宗浩が受け取っていった。

二十二日

晴れ。明け方、冬至の祝賀の拝礼を行った。

遅くに熊川・巨済・安骨浦（アンゴルポ）・玉浦（オクポ）の各将、慶尚虞候らが来た。

卞存緒と甥の菶が一緒に出発した。

二十三日

晴れて大風。李宗浩が別れを告げて出ていった。この日、慶尚右水使が見乃梁の巡回のため船を一隻あてがったが、風がひどく荒れて出発できなかった。

二十四日

晴れ。巡回船が出ていき、夜十時ごろ陣に戻った。辺翼星（ピョン・イクソン）が曲浦（コクポ）権管になってやって来た。

二十五日

晴れ。食後、曲浦権管の着任の挨拶を受けた。遅くに慶尚虞候が来て、日本兵八人が加徳（カドク）から投降してきたと伝えた。熊川県監と右虞候、南桃・防踏・唐浦（タンポ）の各将が挨拶に来た。甥の芬と夜十時ごろまで語り合った。

二十六日

朝は曇り、遅くに晴れた。食後、出て執務した。光陽（クァンヤン）の都訓導（訓練担当の役人）が伏兵に出た際、逃亡した者を捕らえてきたので、罪を裁いた。昼ごろ、慶尚右水使が来た。投降した日本兵八人と、彼らを連れてきた金（キム）・卓（タク）ら二人がそろって来たので、酒をふるまった。金と卓にはそれぞれ木綿一疋を与えて帰した。

夕方、柳滌（ユ・チョク）・林英（イム・ヨン）らが来た。

二十七日

晴れ。金応謙が、二年寝かせた木材を伐り出すため、大工五人を連れていった。

二十八日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。柳滌と林英が帰った。甥たちと夜更けまで語り合った。

二十九日

晴れ。国忌なので執務しなかった。

三十日

晴れ。南海にいる投降日本兵の也汝文（ヤヨムン）・信是老（シンシロ）らが来た。

慶尚右水使が会いに来た。体察使に納める田税の兵糧三十石を、慶尚右水使が受け取っていった。


十二月
乙未の年・1595年

一日

晴れ。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。

二日

晴れ。巨済（コジェ）・唐浦（タンポ）・曲浦（コクポ）の各将が挨拶に来た。酒をふるまうと、酔って帰っていった。

三日

晴れ。

四日

晴れ。順天（スンチョン）の二号船と楽安（ナガン）の一号船の兵を点検して送り出したが、風向きが悪く出発できなかった。甥の芬（プン）と荄（ヘ）は左水営へ向かった。

黄得中（ファン・ドゥクチュン）・呉水（オ・ス）らがニシン七千連あまりを持ち込んだので、数えて、穀物の買い付けに行く金希邦（キム・ヒバン）の船に積み込んだ。

五日

晴れたが、風向きが悪い。体調がすぐれないようなので、一日じゅう外に出なかった。

六日

晴れ。午後遅く、慶尚右水使が会いに来た。

夕方、息子の蔚（ウル）がやって来て、母上がお元気だとわかった。これほどうれしく、ありがたいことはない。

七日

晴れたが、風向きが悪い。熊川（ウンチョン）・巨済・平山浦（ピョンサンポ）・天城（チョンソン）などの官員が挨拶に来て帰った。清州（チョンジュ）の李喜男（イ・ヒナム）に返事の手紙を託して送った。

八日

晴れ。右虞候（副司令）と南桃（ナムド）の万戸が挨拶に来た。

体察使の李元翼（イ・ウォニク）から伝令が来た。近いうちに所非浦（ソビポ）で会おうとのことである。

九日

晴れ。体調がすぐれず、一晩じゅう呻いた。巨済の将と安骨浦（アンゴルポ）万戸の禹寿（ウ・ス）が来て、敵は引き揚げる気配がないと言った。

河応亀（ハ・ウング）も来た。

十日

晴れ。忠清道（チュンチョンド）の巡察使と水使に送る公文を作って送った。

十一日

晴れ。甥の荄と芬が無事に左水営に着いたという手紙を見た。うれしく、ほっとした。だが、その道中の苦労ぶりは言葉に尽くせない。

十二日

晴れ。慶尚右水使が会いに来た。その虞候も来た。

十三日

晴れ。日本の衣服五十着と、つなぎ合わせた布［欠落］

夜八時ごろ、下男の石世（ソクセ）が来て、日本の船三隻と小舟一隻が登山（トゥンサン）の外洋から来て合浦（ハッポ）に停泊していると言った。きっと狩りをしている日本兵だろう。すぐに慶尚右水使と防踏（バンダプ）の将、右虞候に命じて様子を探らせた。

十四日

晴れ。明け方、慶尚右水使と諸将が合浦へ進み、日本兵たちを説き諭した。

弥助項（ミジョハン）僉使と南海（ナメ）・河東（ハドン）の県令がやって来た。

十五日

晴れ。体察使のもとへ行っていた連絡役が戻ってきた。十八日に三千浦（サムチョンポ）で会うというので、急いで出発の支度をした。夜八時ごろ、慶尚右水使が会いに来た。

十六日

晴れ。夜明け前に船を出し、月明かりの中を唐浦の沖に着いた。朝食をとって、蛇梁（サリャン）の裏手の海に着いた。

十七日

雨がぱらついた。三千浦の陣に着くと、体察使は泗川（サチョン）まで来ているという。

十八日

晴れ。朝食後、三千浦の陣へ進んだ。昼ごろ、体察使が砦に入り、ゆっくり協議した。日が暮れてから、体察使がまた話をしようと求めたので、夜中の二時ごろまで語り合って散会した。

十九日

晴れ。朝食後、出て兵士たちに食事をふるまった。ふるまい終えると、体察使は出発した。私も船に下りたが、風がひどく荒れて船を出せず、そのまま停泊して夜を過ごした。

二十日

晴れ。大風。

［二十一日から三十日までは欠落］


第V部
丙申の年
1596
この部には307日分の記述を収めています。日記の欠落は本文中に示してあります。



正月
丙申の年・1596年

一日

晴れ。夜中の一時ごろ、母上の前に参ってご挨拶した。

遅くに南陽（ナミャン）の叔父上と愼（シン）司果（武官）が来て語り合った。

夕方、母上にお別れを告げて本営へ戻った。心がひどく乱れ、一晩じゅう眠れなかった。

二日

晴れ。国忌（王家の忌日）。早くに出て武器を点検した。部将の李継（イ・ゲ）が備辺司（国防を担う役所）の公文を持ってきた。

三日

晴れ。明け方、海辺へ下りた。弟の汝弼（ヨピル）と甥たちがそろって船まで来た。夜が明けると船を出し、別れた。昼ごろ曲浦（コクポ）の沖に着くと、東風が少し吹きはじめた。尚州浦（サンジュポ）の沖で風がやんだので櫓を急がせ、夜中の零時ごろ蛇梁（サリャン）に着いて泊まった。

四日

晴れ。夜がすっかり明けたころ船を出した。李汝恬（イ・ヨニョム）が挨拶に来た。陣中のことを尋ねると、みな以前どおりだという。乞望浦（コルマンポ）に着くと、慶尚水使が諸将を率いて出迎えていた。虞候（副司令）は先に船まで来ていたが、泥酔して人の見分けもつかず、すぐに自分の船へ戻ったという。

五日

一日じゅう雨が降り続いた。明け方、虞候と防踏（パンダプ）・蛇渡（サド）の両僉使がご機嫌伺いに来た。僉使の成允文（ソン・ユンムン）、右虞候の李廷忠（イ・ジョンチュン）、熊川（ウンチョン）県監の李雲龍（イ・ウンニョン）、巨済（コジェ）県令の安衛（アン・ウィ）、安骨浦（アンゴルポ）万戸の禹寿（ウ・ス）、玉浦（オクポ）万戸の李曇（イ・ダム）が来た。李夢象（イ・モンサン）も権（クォン）水使の使いとして来て、挨拶して帰った。

六日

一日じゅう雨が降り続いた。蛇渡が酒を持ってきた。兵糧五百石あまりを工面したという。

七日

晴れ。遅くに権水使と虞候・蛇渡・防踏が来た。権俶（クォン・スク）も来た。午後二時ごろ、見乃梁（キョンネリャン）の伏兵将である三千浦（サムチョンポ）権管が駆けつけて報告した。日本兵五人が釜山（プサン）から投降しに出てきたという。そこで安骨浦万戸の禹寿と孔太元（コン・テウォン）を遣わして連れてこさせた。

八日

晴れ。投降した日本兵五人が連れてこられた。来たわけを尋ねると、自分たちの大将が性悪なうえ、労役も煩わしく重いので、逃げてきて投降したという。実は釜山の兵ではなく、加徳（カドク）にいる島津義弘の配下だった。

九日

曇り。各方面の公文に指示を書き入れて送った。

日暮れに慶尚水使が来て防備を協議した。一日じゅう西風が吹き、船は海へ出られなかった。

十日

晴れ。食後、大庁（役所の大広間）に出て執務した。右虞候と於蘭（オラン）が挨拶に来た。蛇渡・熊川・曲浦・三千浦・赤梁（チョンニャン）も挨拶に来た。

十一日

晴れ。西風が一晩じゅう激しく吹き、真冬の寒さの倍ほどだった。ひどく体調がすぐれない。

遅くに巨済が挨拶に来た。光陽（クァンヤン）がやって来た。

十二日

晴れ。熊川県監が駆けつけて報告した。日本の船十四隻が巨済の金伊浦（クミポ）に来て停泊しているという。そこで慶尚水使に三道の諸将を率いて見に行かせた。

十三日

晴れ。遅くに慶尚水使が来て、船を出して見乃梁を見に行くと告げて出ていった。

この夜、月は昼のように明るく、そよ風ひとつ吹かなかった。ひとり座っていると思いが乱れて眠れない。申弘寿（シン・ホンス）を呼んで、簫（たて笛）を聴いた。

十四日

晴れたが大風。遅くに風がやみ、暖かくなったようだ。

興陽（フンヤン）がやって来た。鄭思立（チョン・サリプ）・金大福（キム・デボク）がやって来た。趙琦（チョ・ギ）・金俶（キム・スク）も一緒に来た。

十五日

晴れ。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。大庁に出て、公文に指示を書き入れて送った。それから投降した日本兵たちに酒と食事をふるまった。楽安（ナガン）・興陽の戦船と武器・付属品、射夫と格軍（漕ぎ手）を点検した。楽安が最もひどい有様だったという。

この夜、月がこの上なく明るかった。豊年の兆しだという。

十六日

晴れ。霜が雪のように降りた。遅くに出て執務した。慶尚水使が会いに来て、右虞候らも挨拶に来た。熊川も来て、酔って帰っていった。

十七日

晴れ。防踏僉使が休暇をもらった。卞存緒（ピョン・ジョンソ）・甥の芬（プン）・金俶（キム・スク）が同じ船で出ていった。気分が沈んだ。昼ごろ出て執務し、虞候を呼んで弓を射ていると、成允文が辺翼星（ピョン・イクソン）と一緒に挨拶に来た。一緒に射て帰っていった。

日暮れに姜大寿（カン・デス）らが手紙を持ってきた。下男の金（クム）が十六日に本営に着いたという。下男の京（キョン）が戻ってきて、息子の薈（フェ）が今日、恩津（ウンジン）へ向けて発ったと言った。

十八日

晴れ。朝から一日じゅう軍服を裁断した。

昆陽（コニャン）・泗川（サチョン）が来た。東萊（トンネ）県令が駆けつけて報告した。日本側に裏切りの気配が多く見えるという。明の使節沈惟敬が小西行長とともに、正月十六日に先に日本へ渡ったという。

十九日

晴れ。遅くに出て執務した。慶尚水使が来た。昆陽も来て酒を差し出し、ゆっくり語り合った。釜山から来た者四人が、沈惟敬が小西行長・玄蘇・寺沢正成・小西飛騨守とともに、正月十六日の明け方に海を渡ったと伝えた。この日、味噌玉（メジュ）を作った。

二十日

一日じゅう雨が降り続いた。頭が重く、ひどく疲れて、昼にしばらくうたた寝した。

楽安が来て、屯田の米を積んできたと報告した。

二十一日

晴れ。朝、出て執務した。

弥助項（ミジョハン）僉使と興陽が挨拶に来た。酒をふるまって帰した。弥助項は休暇を届け出た。

遅くに大庁に出た。蛇渡・呂島（ヨド）・泗川・光陽・曲浦が挨拶に来て帰った。昆陽も来た。弓を十巡射た。

二十二日

晴れ。ひどく寒く、風もとても厳しい。一日じゅう外に出なかった。

遅くに慶尚虞候が来て、自分の上官の水使が浅はかで無謀だと伝えた。

この夜、風は冷たく激しかった。子どもたちがこちらへ来る道中の苦労が気がかりだった。

二十三日

晴れ。朝、着る物のない兵士十七人に衣服を与えた。

夕方、加徳から出てきた金仁福（キム・インボク）が顔を見せたので、敵の様子を尋ねた。

夜十時ごろ、息子の葂（ミョン）、甥の莞（ワン）、それに崔大晟（チェ・デソン）・申汝潤（シン・ヨユン）・朴自邦（パク・チャバン）が本営から着いた。母上がお元気だという手紙を読み、うれしさとありがたさは言いようもない。

雪が二寸も積もった。近年にないことだという。この夜はひどく体調がすぐれなかった。

二十四日

晴れ。北風が激しく吹き起こり、雪を吹きつけ砂を巻き上げた。人は歩くこともできず、船も出せなかった。

明け方、見乃梁の伏兵が駆けつけて報告した。昨日、日本兵一人が伏兵のところに来て、投降したいと願い出たという。そこで連れてくるよう返答した。

遅くに左右の虞候と蛇渡が挨拶に来た。

二十五日

晴れ。

二十六日

晴れ。出て執務し、弓を射た。

二十七日

晴れ。慶尚右道の巡察使（道の監察官）がやって来たので、全羅右水使の陣へ行って会った。

二十八日

晴れ。昼ごろ、巡察使がやって来た。弓を射ながら語り合った。巡察使は私と向かい合って射たが、七点負けたので、がっかりした顔をしていた。おかしなことだ。

二十九日

一日じゅう雨が降り続いた。早めの朝食後、慶尚の陣へ行き、巡察使とゆっくり語り合った。午後、弓を射たが、巡察使は九点負けた。

笛を聴いた。夜中の零時ごろ陣に戻った。

三十日

雨が降り続いたが、遅くに晴れた。軍官たちが弓を射た。

天城（チョンソン）万戸・呂島・赤梁が挨拶に来た。

夕方、清州（チョンジュ）の李喜男（イ・ヒナム）がやって来た。


二月
丙申の年・1596年

一日

朝は曇り、のちに晴れた。諸将とともに弓を射た。権俶（クォン・スク）がここへ来て、酔って帰っていった。

二日

晴れ。息子の蔚（ウル）が趙琦（チョ・ギ）と同じ船で出ていった。虞候（副司令）も行った。

夕方、蛇渡（サド）の僉使が来て、御史（王の監察官）の状啓によって自分が罷免されたと伝えた。そこで、すぐに状啓の草案を書いた。

三日

晴れ。朝、状啓を手直しした。

慶尚水使が会いに来た。赤梁（チョンニャン）万戸の高汝友（コ・ヨウ）が張聃年（チャン・ダムニョン）に訴えられ、巡察使が状啓を上げて罷免させようとしていると聞いた。

日暮れ、於蘭（オラン）万戸が見乃梁（キョンネリャン）の伏兵陣から来て報告した。釜山の倭人三名が、星州（ソンジュ）から倭に寝返った者を連れて伏兵陣に現れ、交易をしたいと言っているという。そこで直ちに長興（チャンフン）府使に命令を伝え、明朝行って会い、言い聞かせるようにさせた。だが、この賊どもがどうして市の品物などを求めようか。こちらの虚実を探ろうという魂胆だ。

四日

晴れ。朝、状啓を封じて蛇渡の者、陳武晟（チン・ムソン）に託した。

昼過ぎ、興陽（フンヤン）県監が来て、会って帰った。

午後、弓を十巡射た。呂島（ヨド）・巨済（コジェ）・唐浦（タンポ）・玉浦（オクポ）の長たちも来た。

夕方、長興府使が伏兵陣から戻り、倭人たちは引き上げたと伝えた。

五日

朝は曇り、のちに晴れた。蛇渡僉使と長興府使が早くに来たので、ともに朝食をとった。権俶が来て帰ることを告げたので、紙と佩刀を与えて送り出した。

昼過ぎ、三道の諸将を呼び集めて兵をもてなしねぎらい、あわせて弓を射た。楽を奏で、酔って散会した。

全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）から手紙が来た。だが、期限に遅れるつもりらしい。腹立たしい。

六日

曇り。明け方、船大工十名を巨済へ送り、船を造らせた。

蛇渡僉使の金浣（キム・ワン）が、調度御史の状啓によって罷免されたので、本来の浦へ送り出した。

七日

曇り。体調がすぐれない。昼過ぎに出て兵をもてなした。

長興府使・虞候・楽安（ナガン）郡守・興陽県監を呼んで話をした。日が暮れて散会した。

八日

晴れ。鹿島（ノクト）万戸が会いに来た。興陽の屯田の米三百五十二石が納められた。

九日

晴れ。権水使が来て話をした。弓を十巡射た。

見乃梁に釜山の倭船が二隻出てきたと聞いたので、熊川（ウンチョン）県監と虞候を送って探らせた。

十日

晴れ。朴春陽（パク・チュニャン）が来た。

夕方、倉庫を建てている現場を自ら見に行った。

熊川県監と右虞候が見乃梁から戻り、倭人たちが恐れおののいている様子を報告した。

十一日

晴れ。宝城（ポソン）の兵糧調達係、林瓚（イム・チャン）が塩五十石を積んで帰った。

任達英（イム・ダリョン）が済州（チェジュ）から戻った。済州からの手紙と、朴宗伯（パク・チョンベク）・金応綏（キム・ウンス）の手紙をあわせて持ってきた。

長興府使が右虞候と来たので、楽安郡守と興陽県監も呼んで弓を射た。

十二日

晴れ。矢竹五十本を慶尚水使のもとへ送った。昼過ぎ、水使が来て一緒に話をした。夕方、弓を射た。長興府使と興陽県監も加わった。

十三日

晴れ。食後、出て執務し、康津（カンジン）県監が期限に遅れた罪を裁いた。

霊岩（ヨンアム）郡守を罷免する状啓の草案を書いた。

任達英が帰った。済州牧使への返事を書いた。

十四日

晴れ。昼過ぎ、出て執務し、状啓の草案を手直しした。

同福（トンボク）の兵糧調達係、金徳麟（キム・ドンニン）が挨拶に来た。

慶尚水使が蓬餅を送ってきた。楽安郡守や鹿島万戸らを呼んでふるまった。

新しい倉庫の屋根を草で葺いた。

康津県監が挨拶に来たので、慰めて酒を飲ませた。

夕方、水を台所のそばまで引き込み、水汲みの道を楽にした。

興陽の調達係、宋象文（ソン・サンムン）が来て、米と籾をあわせて七石納めた。

十五日

明け方、雨。右道にいる投降日本兵が、慶尚道側の投降日本兵と示し合わせて逃亡を企てていると聞き、命令を回して知らせた。

朝、状啓の草案を手直しした。

同福の調達係の金徳麟と興陽の調達係の宋象文らが帰っていった。

十六日

晴れ。朝、状啓の草案を手直しした。

昼過ぎ、出て執務した。長興府使・右虞候・加里浦（カリポ）僉使が来て、一緒に弓を射た。

十七日

曇り。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。食後、息子の葂（ミョン）が本営へ向かった。夕方、興陽県監が来て話し、一緒に夕食をとった。

弥助項（ミジョハン）の成允文（ソン・ユンムン）から挨拶の手紙が来た。いま観察使からの公文を受けて晋州（チンジュ）へ向かわねばならず、再び来ることはできない、代わりは黄彦実（ファン・オンシル）が務めるという。

十八日

晴れ。食後、出て執務した。体察使から秘密の公文が三通届いた。一つは済州牧への後続支援の件、一つは永登（ヨンドゥン）万戸の趙継宗（チョ・ゲジョン）を取り調べる件、一つは珍島（チンド）の戦船をしばらく督促して集めるなという件である。

夕方、金国（キム・グク）が都から来て、秘密の公文を二通持ってきた。

十九日

晴れ。権水使が来た。長興府使・熊川県監・楽安郡守・興陽県監・右虞候・泗川（サチョン）県監らと話をした。慶尚道の陣に留まっていた投降日本兵を、こちらの日本人、乱汝文（ナン・ヨムン）らに縛って連れてこさせ、首を斬った。

二十日

晴れ。孫万世（ソン・マンセ）が、守備の番に着いたと偽る到着証明の公文を偽造した罪を裁いた。

午後、弓を十巡射た。

二十一日

雨。

二十二日

晴れ。熊川県監と興陽県監が会いに来た。右虞候・長興府使・楽安郡守、南桃（ナムド）・加里浦・呂島・鹿島の長たちが来て弓を射た。私も射た。

二十三日

晴れ。早めに食事をして出て執務し、屯田の米を量り直した。新しい倉庫に百六十七石を積み入れた。

昼過ぎ、巨済・固城（コソン）・河東（ハドン）・康津・会寧浦（フェリョンポ）の長たちが会いに来た。河天水（ハ・チョンス）と李進（イ・ジン）も来た。

二十四日

晴れ。食後、出て執務し、屯田の米を量り直して百七十石を倉庫に入れた。

右水使が来た。楽安郡守が交代になるという知らせが届いた。

二十五日

雨が降り続き、昼に晴れた。状啓の草案を手直しした。

羅州（ナジュ）判官が会いに来た。長興府使が来て、水軍を整えることの難しさと、観察使が事を台なしにしていることを語った。

二十六日

晴れ。慶尚水使が会いに来た。しばらくして見乃梁の伏兵から急報が来た。倭船一隻が見乃梁から入り込み、海坪場（ヘピョンジャン）に着こうとしたので、制止して留まらせなかったという。

二十七日

曇り。鹿島万戸らと弓を射た。興陽県監が休暇をもらって帰った。

二十八日

晴れ。早くに鍼を受けた。

長興府使が体察使の軍官とともにここへ来た。長興府使は、体察使の従事官の報告によって自分を捕らえて連行せよとの命令が出たので来たのだという。また、全羅水軍のうち右道の水軍は、左右両道を行き来して支援せよとの指示があったという。

夕方、巨済県令を呼んで事情を聞き、すぐに帰した。

二十九日

晴れ。朝、公文の草案を手直しした。

食後、出て執務した。右水使と慶尚水使、長興府使、体察使の軍官がやって来た。慶尚右道巡察使の軍官が手紙を持ってきた。

三十日

晴れ。朝、鄭思立（チョン・サリプ）に報告文を書かせて体察使に送った。長興府使は体察使のところへ向かった。

日が傾いた頃、右水使から報告があった。もう風も穏やかになり、応戦の備えを急がねばならないので、配下を率いて本道（全羅右道）へ戻りたいという。その心づもりは実にけしからぬ。その軍官と都訓導（訓練担当の責任者）に杖七十を打った。

夕方、宋希立（ソン・ヒリプ）・盧潤発（ノ・ユンバル）・李元龍（イ・ウォンリョン）らが来た。

体調がひどく悪く、一晩中寝汗をかいた。


三月
丙申の年・1596年

一日

晴れ。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。朝、慶尚水使が来て話をし、帰っていった。

昼過ぎ、海南（ヘナム）県監の柳珩（ユ・ヒョン）、臨淄（イムチ）僉使の洪堅（ホン・ギョン）、木浦（モッポ）万戸の方守慶（パン・スギョン）を、期限に遅れた罪で処罰した。海南県監は着任したばかりなので、杖は打たなかった。

二日

晴れ。朝、状啓の草案を手直しした。

宝城（ポソン）郡守が来た。

体調がひどく悪く、執務しなかった。

三日

晴れ。李元龍（イ・ウォルリョン）が本営へ帰った。昼過ぎ、潘観海（パン・グァネ）が来た。鄭思立（チョン・サリプ）らに状啓を書かせた。この日は節句（三月三日）なので、防踏（パンダプ）僉使、呂島（ヨド）・鹿島（ノクト）・南桃（ナムド）の万戸らを呼んで、酒と餅をふるまった。

宋希立（ソン・ヒリプ）を全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）のもとへやり、詫びの意を伝えさせると、あたたかい返事があった。

四日

晴れ。朝、状啓を封じた。

昼過ぎ、宝城郡守の安弘国（アン・ホングク）を、期限に遅れた罪で処罰した。午後、船を出してまっすぐ所斤頭（ソグンドゥ）を経て、慶尚右水使のもとに着いた。慶尚左水使の李雲龍（イ・ウンリョン）も来ていた。ゆったりと語り合い、そのまま一緒に佐里島（チャリド）の沖で泊まった。

五日

晴れ。五更（午前四時頃）の初めに船を出し、夜明けに見乃梁（キョンネリャン）の右水使の伏兵陣に着いた。ちょうど朝食時だったので、食後に会った。それから李廷忠（イ・ジョンチュン）のところの花の下に座り、ゆったりと語り合った。そのうち雨が激しくなった。先に船へ降りると、息子の薈（フェ）、甥の荄（ヘ）、息子の葂（ミョン）と蔚（ウル）、それに寿元（スウォン）がそろってやって来ていた。雨に打たれながら陣営に戻ると、金洋（キム・ヤン）も来ていたので、一緒に話をした。三更（深夜零時頃）に寝た。

六日

曇り。朝、体調がすぐれない。

食後、河東（ハドン）・固城（コソン）・咸平（ハムピョン）・海南の長たちが暇を告げて帰った。南桃万戸も帰った。期限は五月十日とした。右虞候（副司令）と康津（カンジン）県監は、八日を過ぎてから出発させることにした。

咸平・南海（ナメ）の長や多慶浦（タギョンポ）万戸らに剣の試験をさせた。

七日

晴れ。昼過ぎ、出て執務した。加里浦（カリポ）僉使・防踏僉使・呂島万戸が会いに来て、帰っていった。

八日

晴れ。朝、安骨（アンゴル）万戸と加里浦僉使が、それぞれ大きな鹿を一頭ずつ送ってきた。

食後、出て執務した。右水使・慶尚水使・慶尚左水使、加里浦・防踏・平山浦（ピョンサンポ）・呂島の長たち、右虞候・慶尚虞候・康津県監らが来て、一日中語り合い、泥酔して散会した。

九日

朝は晴れ、夕方は雨。右虞候と康津県監が帰りの挨拶に来た。酒をふるまって泥酔させた。虞候は酔いつぶれて帰らなかった。

夕方、慶尚左水使が来た。別れの杯を交わして送り出そうとしたが、酔いつぶれて大広間に泊まった。

十日

雨。朝、改めて慶尚左水使を招き、別れの杯を交わして送った。一日中ひどく酔って、外に出られなかった。

十一日

曇り。甥の荄、息子の薈、甥の莞（ワン）と寿元が出ていった。

この日の夕方、防踏僉使が怒る筋合いでもないことに腹を立て、旗艦の水汲み兵に杖を打った。まったく呆れたことだ。すぐにその軍官と吏房（文書担当の下役）を捕らえて笞を打った。軍官は二十、吏房は五十。

その後、前の天城（チョンソン）万戸は暇乞いをして帰り、新しい天城万戸は体察使の公文によって兵使（陸軍の道司令官）のもとへ連行された。羅州（ナジュ）判官も来たので、酒をふるまって送った。

十二日

晴れ。朝食のあと、疲れて少し眠った。

慶尚水使が来て一緒に話をした。呂島・金甲島（クムガプト）の長と羅州判官も来た。

夕方、蘇国秦（ソ・グクジン）が体察使のもとから戻った。右道の水軍をまとめて本道へ送れというのは本意ではなかった、との返答だったという。

十三日

終日雨。夕方、見乃梁の伏兵が急報してきた。倭船が次々と出てきているという。そこで呂島万戸・金甲万戸らを選んで送った。

疲れて横になり、うめいた。

十四日

曇りで雨が上がらない。明け方、三道から急報が届いた。見乃梁近くの巨済（コジェ）領の細浦（セポ）に倭船五隻、固城領に五隻が来て停泊し、上陸したという。そこで三道の諸将に、船五隻を追加で選んで送るよう命令を伝えた。

防踏僉使と鹿島万戸が会いに来た。

一晩中汗が流れた。

十五日

晴れ。明け方、望闕礼を行った。慶尚水使が来て話をした。

一晩中寝汗をかいた。

十六日

雨が滝のように降り、一日中やまなかった。朝、東南の風が激しく吹き起こり、屋根の茅をはぎ取られた家が多かった。戸や窓の紙が破れ、雨が部屋の中にまで吹き込んで、みな耐えがたいほどだった。午の刻（正午頃）に風がやんだ。

夕方、軍官を呼んで酒をふるまった。

三更の終わりごろ、雨が少しやんだ。

汗が昨日と同じように流れた。

十七日

一日中小雨が降り、夜通しやまなかった。昼過ぎ、羅州判官が会いに来たので、酔わせて送り出した。

日暮れ、朴自邦（パク・チャバン）が来た。

この夜、寝汗が背中を濡らし、重ね着した二枚の衣がすっかり濡れた。体調がすぐれない。

十八日

晴れ。防踏・金甲・会寧浦（フェリョンポ）・玉浦（オクポ）の長たちが会いに来た。弓を十巡射た。

十九日

晴れ。宝城郡守が、種まきの状況を点検するため休暇をもらい、金洋と同じ船で出ていった。

二十日

一日中風雨。体調がひどく悪い。汗が衣と布団を濡らした。

二十一日

一日中大雨。初更（午後八時頃）、激しい腹痛に襲われ、しばらく吐き続けた。三更になって少し落ち着いた。

この日、軍官の宋希立・金大福（キム・デボク）・呉轍（オ・チョル）らを呼んで、従政図（官職の昇進を競う双六）で遊ばせた。

二十二日

晴れ。右水使と慶尚水使が会いに来たので、酒をふるまって送った。

小さな鯨が死んで島に打ち上げられたと聞き、朴自邦を送った。

汗の出方が定まらない。

二十三日

晴れ。助防将（防衛の補佐役）の金浣（キム・ワン）と忠清水軍の船八隻が到着した。虞候もまた来た。

下男の金（クム）が手紙を持ってきた。母上はお元気だという。汗が流れて衣を濡らした。

二十四日

晴れ。朝のあと出て執務し、馬梁（マリャン）僉使の金応璜（キム・ウンファン）、波知島（パジド）の宋（ソン）某（名は欠字）、結城（キョルソン）県監の孫安国（ソン・アングク）らの罪を裁いた。羅州判官の魚聖伋（オ・ソングプ）には休暇を与えて送り出した。期限は四月十五日とした。

疲れがひどく、汗がとめどなく流れた。

二十五日

一日中雨。汗が流れて衣を濡らした。

二十六日

晴れ。慶尚水使が来て話をした。

体察使からの命令が来た。右道水軍を送り返す件を、王に回答した際に取り違えていたようだ。笑止なことだ。

二十七日

晴れ。昼過ぎ、出て弓を射た。虞候、防踏僉使、忠清水軍の将、馬梁僉使、臨淄僉使、結城県監、波知島権管がそろって来たので、酒をふるまって送った。

夕方、愼司果（シン・サグァ）が弟の汝弼（ヨピル）と一緒に来た。母上がお元気だと聞き、うれしかった。

二十八日

曇りで雨が激しく降り、一日中晴れなかった。

二十九日

曇りで雨が上がらない。副体察使が星州（ソンジュ）から陣に着いたという。


四月
丙申の年・1596年

一日

大雨。愼司果（シン・サグァ）と話をした。

二日

晴れ。慶尚水使が、副体察使を迎えに出ていった。愼司果も同じ船で行った。

三日

晴れ。昨日の夕方、見乃梁（キョンネリャン）の伏兵から急報があった。倭人四名が商売のため釜山（プサン）から出てきて、風に流されたのだという。そこで明け方、鹿島（ノクト）万戸の宋汝悰（ソン・ヨジョン）を送って事情を問いただし、様子を探らせた。偵察に来たものとわかったので、斬った。

四日

曇り。朝、呉轍（オ・チョル）が出ていった。

全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）を訪ね、酒を飲みながら語り合って帰った。

忠清道の兵のために柵を設けた。

五日

晴れ。副体察使が到着した。

六日

曇り。副体察使が弓の試験を行った。

七日

晴れ。副体察使が出て執務し、褒美を分け与えた。

釜山の者が来て、明の正使が逃げ出したと言う。どういうことなのかわからない。

八日

一日中雨が降り続いた。昼過ぎ、副体察使と差し向かいで酒を飲み、すっかり酔った。灯籠を眺めて散会した。

九日

晴れ。副体察使が出発するので、浦口まで出て同じ船で語り合い、別れた。

十日

晴れ。御史（王の監察官）が来ると聞いた。昼過ぎ、御史が到着し、灯をともして語り合ってから散会した。

十一日

晴れ。御史と向かい合って、ゆったりと語り合った。

将兵に食事をふるまい、弓を十巡射た。

十二日

晴れ。御史が飯を炊いて兵にふるまった。そのあと弓を十巡射て、一日中語り合った。

十三日

晴れ。御史と向かい合った。昼過ぎに浦口へ出ると、南風が激しく吹いて船を出せなかった。仙人巌（ソニナム）まで行って一日中語り合い、日暮れに別れた。

十四日

一日中、曇りで雨。洪州（ホンジュ）判官と唐津（タンジン）万戸が、王の教書に拝礼した。そのあと、忠清虞候（副司令）の元裕男（ウォン・ユナム）に杖を打たせた。唐津万戸も一緒に罰を受けた。

十五日

晴れ。端午の献上品を点検して封をし、郭彦守（クァク・オンス）に託して送った。領議政、鄭領府事（チョン・ヨンブサ）、判書の金命元（キム・ミョンウォン）、尹自新（ユン・ジャシン）、趙士惕（チョ・サチョク）、申湜（シン・シク）、南以恭（ナム・イゴン）に宛てて手紙を書いた。

十六日

晴れ。右水使、慶尚水使、加里浦（カリポ）僉使、防踏（パンダプ）僉使と語り合い、夜になって散会した。この夜、海の上の月は冷たく照り、塵ひとつ立たなかった。

また汗が流れた。

十七日

晴れ。弟の汝弼（ヨピル）と息子の葂（ミョン）が、下男を連れて出ていった。

十八日

晴れ。各官・各浦からの公文に決裁を書いて送り返した。

昼過ぎ、忠清虞候、慶尚虞候、防踏僉使、助防将（防衛の補佐役）の金浣（キム・ワン）と弓を二十巡射た。

馬島（マド）の軍官が、伏兵陣で捕らえた日本人の脱走兵を一名連れてきた。

十九日

晴れ。湿熱のため、二十か所余りに鍼を受けた。

この日、南汝文（ナム・ヨムン）から秀吉が死んだと聞いたが、信じられない。

二十日

晴れ。慶尚水使が来て招いてくれた。明日会うことにした。

二十一日

晴れ。慶尚水使の陣へ向かった。途中、右水使の陣に立ち寄り、慶尚水使を呼んで一日中弓を射た。

二十二日

晴れ。釜山の許乃万（ホ・ネマン）が報告書を送ってきた。明の正使は逃亡し、副使は以前どおり日本軍の陣営にいる。四月八日に、正使が逃げた事情を明の皇帝に上奏したという。

二十三日

晴れ。僉知の金敬禄（キム・ギョンノク）が来た。早めに食事をして出て執務し、彼と酒を飲んだ。

昼過ぎ、軍中の力自慢たちに相撲をとらせると、成福（ソンボク）という者が皆に勝ったので褒美を与えた。

忠清虞候の元裕男、馬梁（マリャン）僉使、唐津万戸、洪州判官、結城（キョルソン）県監、波知島（パジド）権管、玉浦（オクポ）万戸らが一緒に十巡射た。

二十四日

晴れ。食後、湯へ出かけ、諸将と話をした。

二十五日

晴れ。右水使が来て話をした。湯に入ったが、湯が熱すぎて、すぐに出た。

二十六日

晴れ。慶尚水使が会いに来た。体察使の軍官も来た。

湯に入った。

二十七日

晴れ。体察使から公文の返答が来た。

湯に入った。

二十八日

晴れ。諸将がみな会いに来た。

二度、湯に入った。

二十九日

晴れ。一度、湯に入った。

三十日

晴れ。一度、湯に入った。

釜山の許乃万の報告書によると、小西行長が陣を引き払って移動するつもりのようだという。金敬禄が帰った。母上がお元気だという手紙が来た。


五月
丙申の年・1596年

一日

曇り。慶尚水使が会いに来た。一度、湯に入った。

二日

晴れ。早くに湯に入り、陣へ戻った。

銃筒を二挺鋳造した。

助防将（防衛の補佐役）の金が会いに来て、趙継宗（チョ・ゲジョン）が挨拶に来た。全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）が金仁福（キム・インボク）を斬首し、さらし首にした。

三日

晴れ。日照りがひどく、心配でたまらない。

慶尚虞候（副司令）が来た。弓を十五巡射た。

四日

晴れ。今日は母上の誕生日だ。一杯の酒もお供えできず、心が落ち着かない。虞候が前の峰で疫病の神を祀った。

五日

晴れ。会寧浦（フェリョンポ）万戸が王の教書に拝礼したあと、諸将が集まってきた。そこで席について労をねぎらった。杯が四回巡った。慶尚水使が酌をして杯が半ばまで巡った頃、相撲をとらせると、楽安（ナガン）郡守の林季亨（イム・ゲヒョン）が一番だった。夜更けまで大いに踊り騒がせた。ただ楽しむためではない。長く苦労してきた将兵の心を晴らし、その疲れを癒やしてやろうと思ったのだ。

六日

昼過ぎ、大雨が降り、農民の願いを十分に満たした。うれしさは言葉にできない。

息子の蔚（ウル）が金大福（キム・デボク）と同じ船で出ていった。

日暮れ、銃筒用の炭を蓄えた倉庫から火が出て、すっかり焼けてしまった。監督役たちが怠けていたせいだ。まったく嘆かわしい。

七日

昼過ぎに晴れた。李英男（イ・ヨンナム）が来た。呼び入れて、ゆっくりと昔話をした。

八日

晴れ。李英男と話をした。昼過ぎ、出て執務した。慶尚水使が会いに来た。弓を十巡射た。

体調がひどく悪く、二度吐いた。

夕方、甥の莞（ワン）が来た。金孝誠（キム・ヒョソン）と庇仁（ピイン）県監も来た。

九日

晴れ。体調がひどく悪い。李英男と西北地方のことを語り合った。

十日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。体調も悪く、一日中うめいていた。

十一日

晴れ。食後、出て執務し、庇仁県監の申景澄（シン・ギョンジン）が期限に遅れた罪を裁いた。また、順天（スンチョン）の格軍（漕ぎ手）の監督役、趙銘（チョ・ミョン）に、その罪で杖を打った。

体調がすぐれず、早めに部屋に入ってうめいた。

巨済（コジェ）と永登（ヨンドゥン）の長が、李英男とともに泊まった。

十二日

晴れ。李英男が帰った。

体調がすぐれず、一日中うめいていた。

金海（キメ）府使からの急報と、釜山（プサン）で敵についている金弼同（キム・ピルトン）からの報告書も届いた。秀吉は、正使がいなくても副使がまだ残っているので、和議を定めて兵を引こうとしているという。

十三日

晴れ。釜山の許乃万（ホ・ネマン）の報告書によると、加藤清正の軍はすでに十日に兵を率いて海を渡り、各陣の日本軍も引き上げようとしている。釜山の日本軍は、明の使節を伴って海を渡る役目があるので、そのまま留まっているという。

この日、弓を九巡射た。

十四日

晴れ。金海府使の白士霖（ペク・サリム）からの急報も、許乃万の報告書と同じ内容だった。そこで順天府使に知らせを回し、順々に伝えさせた。

弓を十巡射た。

結城（キョルソン）県監の孫安国（ソン・アングク）が出ていった。

十五日

晴れ。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。食後、ひとり馬を走らせて閑山島（ハンサンド）の裏の峰に登り、五つの島と対馬を眺めた。

日が傾いて小川のほとりまで戻り、助防将や巨済の長と昼食をとった。暗くなって陣営に帰った。

十六日

晴れ。忠清虞候、洪州（ホンジュ）判官、庇仁県監、波知島（パジド）権管、それに右水使が会いに来た。

十七日

一日中雨が降り続いた。農民の願いを大いに満たした。豊年が見込めそうだ。

十八日

雨は少しやんだが、海の霧が晴れない。昼過ぎ、出て執務し、弓を射た。

夕方、偵察船が戻ってきた。母上はお元気だという。

十九日

晴れ。防踏（パンダプ）僉使が母親の訃報を受けた。虞候を臨時の指揮官に定めて送った。

弓を射た。

汗が全身を濡らした。

二十日

晴れ。熊川（ウンチョン）県監の金忠敏（キム・チュンミン）が会いに来た。蛇渡（サド）僉使が戻ってきた。

二十一日

晴れ。虞候らと弓を射た。

二十二日

晴れ。忠清虞候の元裕男（ウォン・ユナム）、左虞候の李夢亀（イ・モング）、洪州判官の朴崙（パク・ユン）らと弓を射た。

洪祐（ホン・ウ）が状啓を持って巡察使の役所へ向かった。

二十三日

曇り。忠清虞候らと弓を十五巡射た。朝、弥助項（ミジョハン）僉使の張義賢（チャン・ウィヒョン）が王の教書に拝礼したあと、長興（チャンフン）へ向かった。

二十四日

曇り。国忌なので執務しなかった。

釜山の許乃万の報告書が届いた。左道の各陣の日本軍はすでにすべて引き上げ、釜山にだけ残っているという。

二十五日

一日中雨が降り続いた。ひとり上の間に座っていると、さまざまな思いが湧き起こった。わが国の歴史書を読み、慨嘆することが多かった。

二十六日

曇りで霧が晴れない。南風が強く吹いた。昼過ぎ、出て執務し、忠清虞候や虞候らと弓を射ていると、慶尚水使も来たので、一緒に十巡射た。

二十七日

一日中小雨。忠清虞候と左虞候がここへ来て、従政図（官職の昇進を競う双六）で遊んだ。

二十八日

曇りで雨が上がらない。全羅道観察使が罷免され交代したと聞いた。加藤清正が釜山に戻ってきたとも聞いた。どちらも信じられない。

二十九日

夕方まで曇りで雨。固城（コソン）と巨済の長が会いに来て、帰っていった。

三十日

曇り。郭彦守（クァク・オンス）が到着した。領議政、鄭領府事（チョン・ヨンブサ）、尹自新（ユン・ジャシン）、趙士惕（チョ・サチョク）、申湜（シン・シク）、南以恭（ナム・イゴン）から手紙が届いた。昼過ぎ、右水使を訪ね、一日中大いに楽しんで帰った。


六月
丙申の年・1596年

一日

終日曇って長雨が続いた。遅くに忠清虞候（副司令）と本営の虞候、それに朴崙（パク・リュン）と申景澄（シン・ギョンジン）を呼んで語り合った。

南海（ナメ）県令の着任報告が届いた。

二日

雨がやまない。朝、虞候が防踏（パンダプ）へ行った。庇仁（ピイン）県監の申景澄が帰っていった。

遅くに出て執務し、弓を十巡射た。革の裙（すそよけ）を作って下げ渡した。

三日

曇り。朝、薺浦（チェポ）万戸の成天裕（ソン・チョニュ）が、王の任命書に拝礼した。

金良榦（キム・ヤンガン）が農耕用の牛を船に載せて出ていった。

金甲島（クムガプト）万戸が会いに来た。

四日

晴れ。食後に出て執務すると、加里浦（カリポ）、臨淄（イムチ）、南桃（ナムド）の諸将、忠清虞候、洪州（ホンジュ）判官らが来た。弓を七巡射た。全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）が来たので、的を新しく塗り直し、さらに十二巡射て終えた。

五日

曇り。出て執務し、弓を十巡射た。

六日

晴れ。四道の諸将が集まって弓を射た。酒と料理でもてなし、さらに弓で勝負を競わせてから解散した。

七日

朝は曇り、遅くに晴れた。忠清虞候らと弓を十巡射た。

八日

晴れ。早くに出て、弓を十五巡射た。

九日

晴れ。早くに出て、忠清虞候、唐浦（タンポ）、呂島（ヨド）、鹿島（ノクト）らと弓を射ていると、慶尚水使も加わり、合わせて二十巡射た。

十日

終日雨。昼、釜山（プサン）から簡単な報告が届いた。平義智（宗義智）が九日の早朝、対馬へ引き揚げたという。

十一日

雨が降ったりやんだりして、遅くに晴れた。弓を十巡射た。

十二日

晴れ。蒸すような暑さだ。忠清虞候らを呼んで弓を十五巡射た。

十三日

晴れ。慶尚水使が酒を携えてやって来た。弓を十五巡射た。

十四日

晴れ。早くに出て、弓を十五巡射た。朝、息子の薈（フェ）が李壽元（イ・スウォン）と一緒に着いた。母上はお元気だと聞いた。

十五日

晴れ。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。遅くに出て執務し、忠清虞候や助防将（防衛を補佐する将）の金浣（キム・ワン）ら諸将を呼んで、弓を十五巡射た。

この日、釜山の許乃萬（ホ・ネマン）が来て、日本軍の動静を伝えた。食糧を与えて帰した。

十六日

晴れ。遅くに慶尚水使が来て話をした。

出て執務し、弓を十巡射た。

夕方、金鵬萬（キム・ブンマン）、裵弼鍊（ペ・ピリョン）らが、買い付けた葦（あし）のむしろを持って陣に着いた。

十七日

晴れ。全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）が来た。弓を十五巡射て終えた。

十八日

晴れ。遅くに出て、弓を十五巡射た。

十九日

晴れ。体察使（王命を受けた軍政の総責任者）のもとへ公文を作って送った。

遅くに出て、弓を十五巡射た。

二十日

晴れ。昨朝、曲浦（コクポ）権管の蔣後琓（チャン・フワン）が王の任命書に拝礼したあと、平山浦（ピョンサンポ）万戸が期日までに陣に来なかったことを問いただすと、「日限は決められていなかった」と答えた。まったくあきれた話だ。杖で三十回打たせた。

昼、南海県令がやって来た。任命書に拝礼したあと、一緒に話をし、弓を射た。忠清虞候も来た。

二十一日

朝、南海県令を呼んで一緒に朝食をとるつもりだったが、彼は慶尚水使のところへ行ってしまった。夕方に戻ってきて、一緒に話をした。

二十二日

晴れ。祖母の命日なので執務しなかった。南海県令と終日語り合った。

二十三日

終日、雨が降ったりやんだりした。南海県令と話をした。遅くに南海県令は慶尚水使のところへ行った。助防将、忠清虞候、呂島、蛇渡（サド）らを呼んで、酒と肉でもてなした。昆陽（コニャン）郡守の李克一（イ・グギル）も会いに来た。河東（ハドン）県監も来たが、自分の県へ帰した。

二十四日

晴れ。早くに出て、忠清虞候と弓を十五巡射た。慶尚水使も来て一緒に射た。投降した日本兵の也汝文（ヤヨモン）らが、仲間の信是老（シンジロウ）を殺してほしいと願い出た。そこで殺させた。

二十五日

晴れ。早くに出て執務した。助防将、忠清虞候、臨淄僉使、馬梁（マリャン）僉使、木浦（モクポ）万戸、鹿島万戸、會寧浦（フェリョンポ）万戸、波知島（パジド）の将らが来た。鉄箭（重い鉄の矢）を五巡、片箭（短い矢）を三巡、的を五巡射た。

南原（ナムウォン）の金䡏（キム・グェン）が帰ると挨拶に来た。

二十六日

雨が降ったりやんだりした。遅くに出て執務し、鉄箭と片箭をそれぞれ五巡射た。

二十七日

晴れ。出て執務し、金助防将、忠清虞候、加里浦、唐津浦（タンジンポ）、安骨浦（アンゴルポ）らと、鉄箭を五巡、片箭を三巡、的を七巡射た。

二十八日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。朝、固城（コソン）県監が急ぎ知らせてきた。巡察使（道の監察長官）の一行は昨日すでに泗川（サチョン）県に着いたので、今日は所非浦（ソビポ）に着くはずだという。

二十九日

朝は曇り、夕方に晴れた。遅くに出て執務したあと、助防将、忠清虞候、羅州（ナジュ）判官と、鉄箭・片箭・的を合わせて十八巡射た。


七月
丙申の年・1596年

一日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。慶尚右道の巡察使（道の監察長官）が陣に着いたが、この日は会わなかった。巡察使の軍官の羅浤（ナ・グェン）が、主人の伝言を届けにここへ来た。

二日

晴れ。慶尚側の陣営へ行き、巡察使としばらく語り合った。新しい東屋に上がって座り、組に分かれて弓を射た。慶尚巡察使の組が百六十二点差で負けた。終日、大いに楽しんだ。

三日

晴れ。巡察使が都事（補佐官）とともにこちらの陣営に来て、弓を射た。巡察使の組がまた負けた。夜更けに帰っていった。

四日

晴れ。慶尚側の陣営へ行き、巡察使と会って話をした。しばらくして船に降り、一緒に乗った。浦口の外に船団を並べ、終日語り合った。仙巖（ソナム）の沖まで来て纜を解き、別れていった。遠く見送りながら互いに会釈した。それから全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）、慶尚水使と同じ船で戻ってきた。

五日

晴れ。遅くに出て弓を射た。忠清虞候（副司令）も来て一緒に射た。

六日

晴れ。早朝に執務した。巨濟（コジェ）県令、熊川（ウンチョン）県監、三千浦（サムチョンポ）権管が会いに来た。李鯤變（イ・ゴンビョン）の手紙も届いた。文中、立石（イプソク）での不当な仕打ちを訴える言葉がやたらと多い。笑止だ。

七日

晴れ。慶尚水使と右水使が諸将を連れてやって来た。三種目の弓術の競技を催した。

八日

晴れ。忠清虞候と弓を十巡射た。

九日

晴れ。慶尚水使がここへ来た。通信使（日本への使節）が乗る船の帆を用意するのが難しいと、しきりに言っていた。

午後、弓を十巡射た。

十日

晴れ。体察使（王命を受けた軍政の総責任者）から伝令が来た。黄僉知（黄慎）が、明の使者に随行する朝鮮側の正使となり、權滉（クォン・ファン）が副使となった。近く海を渡る際に乗る船三隻を整えて、釜山（プサン）に回航しておけ、とのことだった。忠清虞候、蛇梁（サリャン）万戸、知世浦（チセポ）万戸、玉浦（オクポ）万戸、洪州（ホンジュ）判官、前赤島（チョクト）万戸の高汝友（コ・ヨウ）らが会いに来た。

慶尚水使から急報があった。春院島（チュンウォンド）に日本の船が一隻来て停泊しているという。そこで諸将を選んで送り、探索させた。

十一日

晴れ。朝、体察使のもとへ、船の件を知らせる公文を作って送った。

遅くに慶尚水使が来て、海を渡る格軍（漕ぎ手）を随行させる件について協議した。

十二日

晴れ。海を渡る格軍の軍糧として、白米二十石と中米四十石を、差使員（派遣された担当官）の邊翼星（ピョン・イクソン）と慶尚水使の軍官の鄭存極（チョン・ジョングク）が受け取っていった。

科挙の同期の南致溫（ナム・チオン）が来た。

十三日

晴れ。随行する使臣が乗る船三隻を整えて送り出した。

遅くに弓を十三巡射た。

十四日

雨。夕方、固城（コソン）県監の趙凝道（チョ・ウンド）が来て話をした。

十五日

雨がぱらついた。慶尚水使と全羅右水使がそろって集まり、弓を射て解散した。

十六日

明け方は雨、遅くに晴れた。この日、忠清道洪州の格軍で、新平（シンピョン）に住む私奴の杰福（コルボク）が逃亡したが、捕らえられて首をさらされた。

河東（ハドン）と泗川（サチョン）の両県監が来た。

十七日

雨がぱらついた。忠清道の鴻山（ホンサン）で大規模な賊徒がひそかに蜂起し、鴻山県監の尹英賢（ユン・ヨンヒョン）が捕らえられ、舒川（ソチョン）郡守の朴振國（パク・チングク）も連れ去られたという。外の敵もまだ滅びていないのに、内の賊がこのありさまとは。まったく驚き、嘆かわしい。

南致溫と、固城・泗川の県監が帰ると挨拶に来た。

十八日

晴れ。公文に指示を書き入れて送った。

忠清虞候と洪州判官が、忠清道の賊の件を聞いて報告に来た。

夕方、投降した日本兵の戀隱己、汝耳、汝文らが、南汝文を殺そうと悪だくみをしていると聞いた。

十九日

晴れ。南汝文が戀隱己、汝耳、汝文らを斬った。

右水使が会いに来て帰っていった。

慶尚虞候の李義得（イ・ウィドゥク）、忠清虞候、多慶浦（タギョンポ）万戸の尹承男（ユン・スンナム）が来た。

二十日

晴れ。慶尚水使が会いに来た。

本営の偵察船が戻り、母上がお元気だとわかった。うれしい、ありがたい、本当にありがたい。あわせて、忠清道の賊が李時發（イ・シバル）の砲手に撃たれてすぐに死んだと知った。なによりだ。

二十一日

晴れ。遅くに出て執務すると、巨濟県令、羅州（ナジュ）判官、洪州判官、玉浦、熊川、唐津浦（タンジンポ）が来た。通信使が求めていた豹の毛皮を取ってくるため、本営へ船を出した。

二十二日

晴れ。順天（スンチョン）の役人の報告書によれば、忠清道の賊は鴻山の境で蜂起したが斬られたという。しかし洪州など三つの郡県は包囲され、かろうじて難を逃れた。痛ましい、まことに痛ましい。

樂安（ナガン）の交替船が入ってきた。

二十三日

大雨。洪州判官の朴崙（パク・リュン）が帰ると挨拶に来た。

二十四日

晴れ。国忌。

この日、井戸へ行って掘り直した。慶尚水使も来て、巨濟、金甲（クムガプ）、多慶浦もあとから来た。水脈は深く、源も長かった。

午後に戻り、三種目の弓術を行った。

二十五日

晴れ。豹の毛皮と花筵（模様入りのむしろ）を通信使のもとへ送った。

二十六日

晴れ。李荃（イ・ジョン）が体察使のもとから来て、通行証の割符三組を持ってきた。一つは慶尚水使に、一つは全羅右水使に送った。

義禁府の羅将（捕吏）が、尹承男を逮捕する件で来た。

二十七日

晴れ。遅くに、騎射場の道を整備するよう鹿島（ノクト）万戸に命じた。

多慶浦万戸の尹承男が連行されていった。

二十八日

晴れ。遅くに忠清虞候と一緒に弓を射た。

二十九日

晴れ。慶尚水使と本営の虞候が会いに来た。忠清虞候も来た。体察使から、試験場を設けよとの公文が届いた。

三十日

晴れ。遅くに助防将（防衛を補佐する将）が来て弓を射た。

夕方、偵察船が戻り、母上がお元気だとわかった。

王命の文書が二通下ってきた。軍馬も届いた。


八月
丙申の年・1596年

一日

晴れ。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。

遅くに波知島（パジド）権管の宋世應（ソン・セウン）が帰っていった。

午後、弓場へ行って馬を走らせ、暗くなって戻った。

釜山（プサン）へ行っていた郭彦守（クァク・オンス）が戻り、通信使（日本への使節）の返書を届けた。

二日

雨が激しく降った。

三日

晴れ。ときおり雨がぱらついた。助防将（防衛を補佐する将）、本営の虞候（副司令）、忠清虞候が会いに来た。そのあと三種目の弓射をした。

四日

晴れ。東風が強く吹いた。息子の薈（フェ）と葂（ミョン）、甥の莞（ワン）らが出ていった。鄭愃（チョン・ソン）も出ていった。鄭思立（チョン・サリプ）は休暇をもらって出ていった。

五日

晴れ。体調がすぐれず、執務に出なかった。加里浦（カリポ）僉使が会いに来た。

六日

曇ったが雨は降らなかった。朝、金（キム）助防将、忠清虞候、慶尚虞候らが見舞いに来た。

唐浦（タンポ）万戸が、母親の病が重いと告げに来た。

慶尚水使と全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）が会いに来た。裵（ペ）助防将もやって来た。日が暮れて帰っていった。

七日

雨が降ったりやんだりし、遅くに晴れた。体調がすぐれず、執務しなかった。都へ送る手紙を書いた。

この夜、汗が二枚重ねの着物までぐっしょり濡らした。

八日

曇ったが雨は降らなかった。姜熙老（カン・ヒロ）がここへ来た。南海（ナメ）県令の病状は次第に快方に向かっているという。彼と夜更けまで話をした。

義能（ウィヌン）が来て、生の麻百二十斤を納めた。

九日

曇り。朝、守仁（スイン）から生の麻三百三十斤を受け取った。

馬梁（マリャン）僉使の金應璜（キム・ウンファン）が、勤務評定で最低の評価を受けて去っていった。

遅くに出て執務し、弓を十巡射た。

十日

晴れ。朝、忠清虞候が見舞いに来た。そのまま助防将と一緒に朝食をとった。

ひどく具合が悪く、しばらく枕について横になった。

遅くに二人の助防将と忠清虞候を呼び、霜花餅（蒸し餅）を一緒に味わった。

日が暮れると、月の光が練り絹のように白かった。旅の身の思いが千々に乱れ、床についても眠れなかった。

十一日

晴れ。大風。裵助防将と一緒に朝食をとった。彼と弓場の東屋へ行き、騎馬の訓練を見てから陣営に戻った。

初更（午後八時ごろ）、巨濟（コジェ）県令から急報があった。日本軍の船一隻が登山（トゥンサン）から松美浦（ソンミポ）に入ったという。二更（午後十時ごろ）、さらに阿自浦（アジャポ）に移って停泊したとの報告があった。船を選んで送り出そうとしていると、今度は見乃梁（キョンネリャン）を越えていったとの報告が来た。そこで伏兵将を捕らえて取り調べた。

十二日

晴れ。東風が強く吹いた。東へ向かう船はまったく行き来できない。母上のご様子を長いこと聞けず、心配でたまらない、本当にたまらない。

全羅右水使の李億祺が会いに来た。

十三日

晴れのち曇り。東風が強く吹いた。忠清虞候と弓を射た。

この夜、汗が流れて背中が濡れた。

十四日

曇り。東風が吹き続け、稲や穀物が傷んだという。

裵助防将、忠清虞候と一緒に話をした。

十五日

明け方に雨。遅くに全羅右水使の李億祺、慶尚水使、二人の助防将、それに忠清虞候、慶尚虞候、加里浦や平山浦の将ら、合わせて十九人の将が集まって語り合った。

十六日

晴れ。南風が強く吹いた。姜熙老が南海へ帰っていった。

体調がすぐれず、終日横になってうめいていた。

夕方、体察使（王命を受けた軍政の総責任者）が晋州（チンジュ）に着いたとの知らせが来た。

十七日

晴れ。慶尚水使、忠清虞候、巨濟県令が会いに来た。

体察使の居場所を探りに人を送り出した。

十八日

晴れたり雨が降ったりした。三更（午前零時ごろ）、恩赦の詔書を届ける役目の求禮（クレ）県監がやって来た。

汗がしきりに流れた。

十九日

曇ったり晴れたりした。明け方、諸将とともに恩赦の詔書に拝礼した。そのまま一緒に朝食をとった。求禮県監が帰ると挨拶した。

宋義連（ソン・ウィリョン）が本営から来て、息子の蔚（ウル）の手紙を持ってきた。母上は少しずつ回復されているという。ありがたい、本当にありがたい。

遅くに巨濟県令と金甲島（クムガプト）万戸が来て話をした。

二十日

東風が強く吹いた。明け方、戦船用の木材を引き下ろすため、右道の兵三百人、慶尚道の百人、忠清道の三百人、左道の三百九十人を、宋希立（ソン・ヒリプ）が率いていった。

朝遅く、甥の菶（ポン）と荄（ヘ）、息子の薈と葂、甥の莞、それに崔大晟（チェ・デソン）、尹德種（ユン・ドクチョン）、鄭愃らがやって来た。

二十一日

晴れ。食後、弓場の東屋に座り、息子たちに弓の稽古をさせた。騎射もさせた。裵助防将、金助防将、忠清虞候がそろって来た。一緒に昼食をとり、暗くなって戻った。

二十二日

晴れ。慶尚水使が会いに来た。

二十三日

晴れ。弓場を見に行った。慶尚水使も来て一緒だった。

二十四日

晴れ。

二十五日

晴れ。全羅右水使の李億祺と慶尚水使が会いに来て、帰っていった。

二十六日

晴れ。明け方に船を出し、泗川（サチョン）に着いて泊まった。忠清虞候と終日、別れを惜しんで語り合った。

二十七日

晴れ。早くに発って泗川に着いた。午後、そのまま晋州へ向かい、体察使にお目にかかった。終日、話し合った。金應瑞（キム・ウンソ）も来たが、すぐに帰っていった。

暗くなって牧使（晋州の長官）の宿所に戻って泊まった。

二十八日

晴れ。早朝、体察使の前に進み出て、終日上申して事を決めた。初更を過ぎてから牧使の宿所に戻った。牧使と夜更けまで話をして休んだ。

二十九日

晴れ。早くに発って泗川に着いた。朝食後、そのまま船のある所へ行った。固城（コソン）県監も来て、三千浦（サムチョンポ）権管と李鯤變（イ・ゴンビョン）もあとから着いた。夜更けまで一緒に話をし、仇羅梁（クラリャン）に泊まった。


閏八月
丙申の年・1596年

一日

晴れ。日食があった。早朝、飛望津（ピマンジン）に着いた。李鯤變（イ・ゴンビョン）らと一緒に朝食をとり、別れた。暗くなって陣中に着くと、全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）と慶尚水使が出迎えて待っていた。右水使とは顔を合わせて話をした。

二日

晴れ。諸将が会いに来た。遅くに慶尚水使と右水使が来て話をした。

三日

晴れ。

四日

雨が降ったりやんだりした。この夜二更（午後十時ごろ）、汗をかいた。

五日

晴れ。弓場の建物へ行き、子どもたちの騎射を見た。

河千壽（ハ・チョンス）が体察使（王命を受けた軍政の総責任者）のもとへ行った。

六日

晴れ。食後、慶尚水使、右水使と一緒に弓場へ行き、騎射を見て、暗くなって戻った。

防踏（パンダプ）僉使が陣に着いた。

七日

晴れ。牙山（アサン）の下男の向是（ヒャンシ）がやって来た。

八日

晴れ。食後、弓場へ行って騎射を見た。光陽（クァンヤン）県監と固城（コソン）県監が試験官としてやって来た。河千壽が晋州から着いた。

九日

晴れ。朝、光陽県監が王の任命書に拝礼した。甥の菶（ポン）、息子の薈（フェ）、金大福（キム・デボク）が、それぞれの任命状に拝礼した。そのあと彼らと話をした。

この日の夕方、右水使と慶尚水使が来て話をした。

十日

晴れ。右水使、慶尚水使、裵（ペ）助防将（防衛を補佐する将）が一緒に来た。二更に解散して帰っていった。

十一日

晴れ。体察使をお迎えするため出発し、唐浦（タンポ）に着いた。初更（午後八時ごろ）、体察使の使いの者が来て、十四日に出発されるとのことだった。

十二日

晴れ。終日、櫓を急がせた。二更に母上のもとに着くと、白髪が闇の中でほのかに光っていた。私を見て驚いて起き上がり、涙を浮かべて手を取り合った。夜通しお慰めし、喜び合った。

十三日

晴れ。朝食のお膳をおそばでお出しすると、たいそう喜ばれた。遅くにお別れを告げて本営に着いた。酉の刻（午後六時ごろ）、小舟に乗り、夜通し櫓を急がせた。

十四日

晴れ。明け方に豆峙（トゥチ）に着くと、体察使と副使は昨日すでに来て泊まったという。追いかけて休憩所まで行くと、召村（ソチョン）駅の察訪（駅の長）に会えた。早くに光陽県に着いた。通り過ぎた土地はどこも蓬や雑草が一面に生い茂り、むごたらしくて見ていられなかった。ひとまず戦船の整備を免除して、軍民の負担を軽くしてやることにした。

十五日

晴れ。早くに発って順天（スンチョン）に着いた。体察使の一行が府の役所に入ったので、私は鄭思竣（チョン・サジュン）の家に泊まった。巡察使（道の監察長官）も来て、一緒に話をした。

十六日

晴れ。この日はとどまった。

十七日

晴れ。遅くに樂安（ナガン）郡へ向かうと、李好文（イ・ホムン）、李智男（イ・ジナム）らが会いに来て、民の苦しみを訴えた。どれも水軍に関わることばかりだった。

十八日

晴れ。体察使の従事官の金涌（キム・ヨン）が都へ上った。早くに発って陽江（ヤンガン）駅に着いた。昼食後、山城に登って遠くを眺め、各浦や島々を指さして確かめた。それから興陽（フンヤン）へ向かい、暗くなってその県に着き、郷所庁（地元有力者の詰所）に泊まった。

日が暮れると、李至和（イ・ジファ）が会いに来た。

十九日

晴れ。鹿島（ノクト）へ向けて出発した。途中で道陽（トヤン）の屯田を見て回った。体察使はたいそう喜んでいた。鹿島に着いて泊まった。

二十日

晴れ。早くに発って船に乗った。体察使、副使と一緒に座り、終日、軍事について語り合った。遅くに白沙汀（ペクサジョン）に着いた。昼食後、そのまま長興（チャンフン）府に着いた。私は役所の東軒（執務棟）に泊まった。

金應男（キム・ウンナム）が会いに来た。

二十一日

晴れ。そのままとどまった。丁景達（チョン・ギョンダル）が会いに来た。

二十二日

晴れ。遅くに兵営に着き、兵使（陸軍の道司令官）と顔を合わせた。兵使とは、ほかならぬ元均（ウォン・ギュン）である。

二十三日

晴れ。そのまま兵営にとどまった。

二十四日

私は副使と一緒に加里浦（カリポ）へ行った。右虞候（右水営の副司令）の李廷忠（イ・ジョンチュン）も先に来ていた。一緒に南望山（ナムマンサン）に登ると、敵の通り道になる左右の島々が、一つ一つ数えられるほどはっきり見えた。まさに一道の要衝の地である。だが、ここだけではあまりに孤立して危ういので、やむを得ず梨津（イジン）に移して合わせることにした。

二十五日

早くに発って梨津に着いた。昼食後、そのまま海南（ヘナム）への道をとった。途中、金敬祿（キム・ギョンノク）が酒を携えて会いに来た。いつのまにか日が暮れていた。松明をかざして進み、二更に県に着いた。

二十六日

晴れ。早くに発って右水営に着いた。私は太平亭（テピョンジョン）に泊まり、右水営の虞候と話をした。

二十七日

晴れ。体察使が珍島（チンド）から水営に入った。

二十八日

小雨。水営にとどまった。

二十九日

小雨。早朝に南利（ナムニ）駅に着いた。午後、海南県に着いた。

蘇國秦（ソ・グクチン）を本営へ送った。


九月
丙申の年・1596年

一日

雨がぱらついた。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。早くに発って石梯院（ソクチェウォン）に着いた。午後、靈巖（ヨンアム）に着き、郷社堂（地元の集会所）に泊まった。

正郎の趙彭年（チョ・ペンニョン）が会いに来た。崔淑男（チェ・スクナム）も会いに来た。

二日

晴れ。靈巖にとどまった。

三日

晴れ。朝に発って羅州（ナジュ）の新院（シンウォン）に着き、判官を呼んで話をした。暗くなって羅州に着いた。

四日

晴れ。羅州にとどまった。体察使（王命を受けた軍政の総責任者）と一緒に孔子廟に参拝した。

五日

晴れ。羅州にとどまった。

六日

晴れ。先に務安（ムアン）へ行くことを体察使に告げた。道中、古基院（コギウォン）に着くと、羅州の監牧官（牧場の管理官）の羅德駿（ナ・ドクチュン）が追いかけてきて会った。話には憤りを込めた言葉が多かった。彼と長く語り合った。暗くなって務安に着いた。

七日

晴れ。羅監牧官と県監と、民の苦しみについてしばらく話し合った。鄭大淸（チョン・デチョン）が来たと聞いて、招いて座らせ、話をした。

遅くに発って多慶浦（タギョンポ）に着き、靈光（ヨングァン）郡守と話をした。

八日

晴れ。朝食に肉を出されたが、国忌（王家の忌日）なので食べなかった。朝食後、東山院（トンサンウォン）に着いて馬に秣をやった。馬を急がせて臨淄鎮（イムチジン）に着くと、李公獻（イ・ゴンホン）の八歳の娘が、そのいとこの娘と下男の水卿（スギョン）と一緒に挨拶に来た。公獻のことを思うと、痛ましくてたまらない。水卿は、李琰（イ・ヨム）の家で捨てられていたのを拾われて育てられた子である。

九日

晴れ。僉使の洪堅（ホン・ギョン）を呼んで防備策を尋ねた。朝食後、裏手の城壁に登って地勢を見て回った。東山院に戻った。午後、咸平（ハムピョン）県に着いた。途中で韓汝璟（ハン・ヨギョン）に会ったが、馬上では話しにくいので、県に入ってくるよう言った。県監は敬差官（王が派遣した臨時の監察官）を出迎えに行ったという。金億星（キム・オクソン）も一緒に来た。

十日

晴れ。咸平に泊まった。食事の前に務安の鄭大淸が来たので、話をした。県の儒生たちが大勢来て、民の苦しみを訴えた。夕方、都事（補佐官）が来て、一緒に語り合った。

十一日

晴れ。朝食後、靈光へ向かった。途中で辛景德（シン・ギョンドク）に会い、少し話をした。靈光に着くと、郡守が王の任命書に拝礼したあと、やって来て一緒に話をした。

十二日

激しい風雨。遅くに出発した。十里ほど行った川べりで、李光輔（イ・グァンボ）と韓汝璟が酒を携えて待っていた。そこで馬を降りて一緒に話をした。安世熙（アン・セヒ）も来た。暗くなって茂長（ムジャン）に着いた。

十三日

晴れ。李仲翼（イ・ジュンイク）と李光輔が来て、一緒に話をした。仲翼が暮らしの苦しさをしきりに訴えるので、着ていた服を脱いで与えた。終日語り合った。

十四日

晴れ。またとどまった。

十五日

晴れ。体察使が県に着いた。参上して拝礼し、方策を協議した。

十六日

晴れ。体察使が出発し、高敞（コチャン）を経て長城（チャンソン）に着いた。

十七日

晴れ。体察使は副使と笠巖山城（イパムサンソン）へ向かった。私はひとり珍原（チンウォン）県に着き、県監と話をした。従事官も来た。暗くなって役所に着いた。二人の姪が出てきて座り、積もる話をした。それから小さな東屋に出て、県監や甥たちと夜更けまで語り合った。

十八日

小雨。食後、光州（クァンジュ）に着き、牧使（光州の長官）と話をした。

十九日

激しい風雨。従事官の手紙と、尹侃（ユン・ガン）や甥の荄（ヘ）からの見舞いの手紙が届いた。

この朝、光州牧使が来て、一緒に朝食をとった。

昼、綾城（ヌンソン）県令がやって来た。体察使が光州牧使の倉庫を封印し、罷免したという。

二十日

雨が激しく降った。牧使が旅立つのを見送っていると、明の人が二人、話がしたいと招くので、酒を振る舞った。終日雨が降り、遠くまでは行けず、和順（ファスン）に着いて泊まった。

二十一日

晴れたり雨が降ったりした。早くに綾城に着き、最景楼（チェギョンヌ）に登って連珠山（ヨンジュサン）を眺めた。

二十二日

晴れ。遅くに出て李楊院（イヤンウォン）に着くと、海運判官（海上輸送の担当官）が先に来ていた。私が通るのを見て、話がしたいと招くので、彼と話をした。暗くなって寶城（ポソン）郡に着いて泊まった。

二十三日

晴れ。とどまった。国忌なので執務しなかった。

二十四日

晴れ。早くに発って前兵使の宣居怡（ソン・ゴイ）の家に着くと、宣の病はひどく重く、気がかりだ。暗くなって樂安（ナガン）に着いて泊まった。

二十五日

晴れ。順天（スンチョン）に着き、府使と一緒に話をした。

二十六日

晴れ。順天にとどまった。府の民が牛と酒を用意して、受けてほしいと願い出た。固く辞退したが、府使の熱心な頼みで、少しだけ飲んでお開きにした。

二十七日

晴れ。早くに発って母上の仮住まいに着き、母上にお目にかかった。

二十八日

晴れ。南陽（ナミャン）の叔父の誕生日なので、本営に来た。

二十九日

晴れ。食後、東軒（役所）に出て執務した。

三十日

晴れ。王の慰労の言葉を伝える軍官の申析（シン・ソク）が来て、兵士をねぎらう宴の日取りを告げた。


十月
丙申の年・1596年

一日

雨で大風。明け方、望闕礼（王宮を遥拝する儀式）を行った。すぐに母上のもとへ向かった。

二日

晴れたが大風で、船を出せなかった。

三日

晴れ。母上をお連れし、一行とともに船に乗って本営に戻った。終日、母上に喜んでいただいた。ありがたい、本当にありがたい。

四日

晴れ。東軒（役所）に出て執務した。南海（ナムヘ）県令が来た。

五日

曇り。南海県令と話をした。

六日

激しい風雨。興陽（フンヤン）県監と順天（スンチョン）府使がやって来た。

七日

晴れ。早くから母上の長寿を祝う宴を開いた。終日、大いに楽しんだ。ありがたい、本当にありがたい。

八日

晴れ。母上はお元気でいらっしゃる。ありがたい、本当にありがたい。順天府使とは別れの杯を交わして送り出した。

九日

晴れ。終日、母上のおそばにいた。

十日

晴れ。母上にお別れを告げ、未の刻（午後二時ごろ）に船に乗った。風に乗って帆を揚げ、夜通し櫓を急がせて陣に戻った。

十一日

晴れ。

（このあと、十二日から翌丁酉年〈一五九七年〉三月までの日記は欠けている）


第VI部
丁酉の年
1597
この部には266日分の記述を収めています。日記の欠落は本文中に示してあります。



四月
丁酉の年・1597年

一日

晴れ。ついに獄門を出た。南門の外、尹侃（ユン・ガン）の家の奴婢の家に着くと、甥の菶（ボン）・芬（ブン）と息子の蔚（ウル）が、尹侃・許宙（ホ・ジュ）と一室に座っていた。長く語り合った。

知事の尹自新（ユン・ジャシン）が来て慰めてくれた。備辺司の郎官、李純智（イ・スンジ）が会いに来た。知事はいったん帰ったが、夕食の後、酒を携えてまた来た。尹耆献（ユン・ギホン）もやって来た。私と同名の、前の防踏（バンダプ）僉使、李立夫（イ・イッブ）も酒壺を携えて来て、共に酔い、心を込めて慰めてくれた。

領議政の柳成龍（ユ・ソンニョン）、判府事の鄭琢（チョン・タク）、判書の沈喜寿（シム・ヒス）、二相の金命元（キム・ミョンウォン）、参判の李廷馨（イ・ジョンヒョン）、大司憲の盧稷（ノ・ジク）、崔遠（チェ・ウォン）、郭嶸（クァク・ヨン）が、人を遣わして安否を尋ねてきた。

二日

終日雨が降り続いた。甥たちと語り合った。方業（バンオプ）が出してくれた料理は、たいそう豊かだった。

三日

晴れ。早朝、南への旅路についた。金吾郎（義禁府の護送役人）の李士贇（イ・サビン）、書吏の李寿永（イ・スヨン）、羅将の韓彦香（ハン・オニャン）が先に水原府（スウォン）へ向かった。私は仁徳院（インドグォン）で馬に餌をやり、日暮れに水原に入って泊まった。慎伏龍（シン・ボンニョン）がたまたま来合わせ、私の旅姿を見て酒を用意し、慰めてくれた。府使の柳永健（ユ・ヨンゴン）が出て来て会った。

四日

晴れ。早く発って旅路についた。禿城（トクソン）の下に着くと、判官の趙撥（チョ・バル）が酒を用意し、吾山（オサン）の黄天祥（ファン・チョンサン）の家に幕を張って待っていた。判官は振威（チンウィ）を経て来ていた。黄は荷が重いからと馬を出して運んでくれた。礼を言っても言い尽くせない。水灘（スタン）を経て平沢県（ピョンテク）の李内隠孫（イ・ネウンソン）の家に泊まった。もてなしはとても手厚かった。

五日

晴れ。日の出とともに出発した。まっすぐ先祖の墓所へ行き、拝礼して哭した。続いて甥の蕾（ノェ）の家に行き、祖先の祠堂に拝礼した。南陽（ナミャン）の叔父が亡くなったと聞いた。

六日

晴れ。遠近の親戚や知人が皆集まって来て、久しぶりに積もる話をして帰って行った。

七日

晴れ。金吾郎が牙県（アヒョン、牙山）から来た。私は出向いて、心を込めてもてなした。洪察訪、李別坐、尹孝元（ユン・ヒョウォン）が会いに来た。金吾郎は興伯（フンベク）の家に泊まった。

八日

晴れ。席を設けて哭し、南陽の叔父の喪に服した。遅くに興伯の家へ行き、金吾郎を迎えた。

九日

晴れ。村の人々がそれぞれ酒壺を携えて来て、遠い旅路を見送ってくれた。情として断れず、ひどく酔ってお開きになった。金吾郎は酒が強く、少しも乱れなかった。

十日

晴れ。朝食の後、興伯の家へ行き、金吾郎と語り合った。

十一日

晴れ。明け方の夢がひどく乱れ、心が重く沈んだ。病の母上を思い、知らず知らず涙がこぼれた。奴を遣わして消息を探らせた。金吾郎は温陽（オニャン）へ帰った。

十二日

晴れ。奴の太文（テムン）が安興梁（アンフンニャン）から戻って来て、手紙を届けた。九日に母上が一行の者たちと共に無事に安興に着いたという。息子の蔚を先に海辺へ送った。

十三日

晴れ。早めに食事を済ませ、母上をお迎えするため海辺の道へ出た。途中、洪察訪の家に立ち寄って少し話していると、蔚が奴の愛寿（エス）を寄こしたという。その時はまだ、船が着いたという知らせはなかった。また黄天祥が興伯の家に来ているという。洪に別れを告げて興伯の家に着いた。

しばらくして、奴の順花（スンファ）が船からやって来て、母上の訃報を告げた。飛び出して胸を打ち、地を踏み鳴らして泣いた。天も日も暗くなった。すぐに蟹巌（ヘアム）へ駆けつけると、船はすでに着いていた。張り裂けるような悲しみは、とても書き尽くせない。

（後日追記）

十四日

晴れ。洪察訪と李別坐が来て哭し、棺を整えた。棺は水営で用意してあったものを持って来たが、少しの傷もないという。

（後日追記）

十五日

晴れ。遅くに入棺した。呉従寿（オ・ジョンス）が心を尽くして葬儀を取り仕切ってくれた。骨を粉にしても忘れられない恩だ。天安（チョナン）の郡守が来て、葬列の支度を整えてくれた。全慶福（チョン・ギョンボク）氏が連日、心を尽くして喪服を仕立てるなどしてくれた。悲しみと感謝を、どう言い表せようか。

（後日追記）

十六日

曇りで雨。船を曳いて中方浦（チュンバンポ）に移して停泊し、棺を輿に載せて本家へ帰った。故郷の村を望んで張り裂けるような慟哭を、どう言い表せようか。家に着いて殯（もがり）の場を設けた。雨脚がひどく激しくなった。そのうえ南へ発てと急き立てられている。泣き叫び、また泣き叫ぶ。ただ早く死ぬことを願うばかりだ。天安郡守は帰って行った。

（後日追記）

十七日

晴れ。金吾の書吏、李寿永が公州（コンジュ）から来て、出発を催促した。

（後日追記）

十八日

終日雨が降り続いた。体の具合がひどく悪い。ただ殯の前で哭し、退いて奴の今守（クムス）の家へ行った。

（後日追記）

十九日

晴れ。早く出て旅路についた。霊前に哭して別れを告げた。天地の間に、私のような目に遭う者がほかにあろうか。早く死んだほうがましだ。甥の蕾の家に行き、祠堂に拝礼して出立を告げた。

宝山院（ボサヌォン）に着くと、天安郡守が先に来ていた。川辺で馬を降りて休んだ。林川（イムチョン）郡守の韓述（ハン・スル）が都へ上る途中で前の道を通りかかり、私が来ていると聞いて弔問して去った。息子の薈（フェ）・葂（ミョン）、甥の菶・荄（ヘ）・芬・莞（ワン）、そして卞主簿（ピョン・チュブ）が、皆天安までついて来た。元仁男（ウォン・インナム）も会いに来た。別れて馬に乗った。日新駅（イルシン）に着いて泊まった。夕方、雨がぱらついた。

（後日追記）

二十日

晴れ。公州の定天洞（チョンチョンドン）で朝食をとった。夕方、尼城（ニソン）に入って泊まると、その地の県監が手厚くもてなしてくれた。金徳章（キム・ドクチャン）がたまたま来て、顔を合わせた。都事も会いに来た。

二十一日

晴れ。早く発って恩院（ウヌォン）に着くと、金瀷（キム・イク）がたまたま来たという。任達英（イム・ダリョン）が穀物を買い付けに思津浦（サジンポ）へ行ったというが、その振る舞いはひどく怪しく、ずる賢い。夕方、礪山（ヨサン）の官奴の家に泊まった。夜中に一人座っていると、この悲しみにどうして耐えられようか。

二十二日

晴れ。昼に参礼駅（サムネ）の駅吏の家に着いた。夕方、全州（チョンジュ）の南門外、李義臣（イ・ウィシン）の家に着いて泊まった。判官の朴勤（パク・クン）が会いに来た。府尹も手厚くもてなしてくれた。

二十三日

晴れ。早く発って烏原駅（オウォン）で朝食をとった。日暮れに任実県（イムシル）に入って泊まると、県監は型どおりにもてなした。県監は洪彦純（ホン・オンスン）である。

二十四日

晴れ。早く発ち、南原（ナムウォン）から十里離れた李喜慶（イ・ヒギョン）の奴の家に着いた。

二十五日

雨模様だった。朝食の後に出発し、雲峰（ウンボン）の朴巃（パク・ロン）の家に入った。雨脚がひどく激しくなり、外に出られなかった。そこで、元帥（都元帥の権慄（クォン・ユル））がすでに順天（スンチョン）へ向かったと聞いた。すぐに金吾郎のもとへ人を遣わし、留まってもらうことにした。県監は病気で出て来なかった。

二十六日

曇って晴れなかった。早く食事して出発し、求礼県（クレ）の孫仁弼（ソン・インピル）の家に着いた。県監が急いで出て来て会い、たいそう心を込めてもてなしてくれた。金吾郎も会いに来た。

二十七日

晴れ。早く発って順天の松院（ソンウォン）に着くと、李得宗（イ・ドゥクチョン）と鄭愃（チョン・ソン）が来て待っていた。夕方、鄭元溟（チョン・ウォンミョン）の家に着くと、元帥は私が来たことを知り、軍官の権承慶（クォン・スンギョン）を遣わして弔問させ、また安否を尋ねてきた。慰めの言葉はたいそう懇ろだった。

夕方、府使が会いに来た。鄭思竣（チョン・サジュン）も来て、元公（元均（ウォン・ギュン））の道理に外れ、常軌を逸したありさまを、さんざん語った。

二十八日

晴れ。朝、元帥がまた軍官の承慶を遣わして安否を尋ねてきた。そして「喪中で気力も弱っているだろうから、回復するのを待って出て来るがよい」と伝えてきた。また「聞けば、信頼する軍官が統制使の陣営にいるそうだ。手紙と関文（公文）を送って呼び出せば、来て世話をしてくれよう」と言い、手紙と関文を作って届けてきた。

二十九日

晴れ。慎司果と応元（ウンウォン）が会いに来た。兵使（陸軍の道司令官）も、元帥の話を聞くため府に入るという。

三十日

朝は曇り、夕方は雨。兵使の李福男（イ・ボンナム）が朝食前に会いに来て、元公のことをいろいろと語った。監司（道の長官）も元帥のところに来て、軍官を遣わして安否を尋ねてきた。


五月
丁酉の年・1597年

一日

雨が降ったりやんだりした。武官の慎（シン）が留まって語り合った。

二日

遅くに晴れた。元帥は宝城（ポソン）へ、兵使（陸軍の道司令官）は本営へ向かった。巡察使は潭陽（タミャン）へ行く途中で会いに来て、そのまま先へ進んだ。府使が会いに来た。陳興国（チン・フングク）が全羅左水営から来て、涙を流しながら元均（ウォン・ギュン）のことを語った。李亨復（イ・ヒョンボク）と申弘寿（シン・ホンス）も来た。南原（ナムウォン）の奴の末石（マルソク）が牙山（アサン）から来て、母上の霊前は無事だと伝えた。がらんとした部屋に一人座っていると、悲しみにどうして耐えられようか。

三日

晴れ。李奇男（イ・ギナム）が会いに来た。

息子の蔚（ウル）が名を䓲（ヨル）と改めた。新しい字は「ヨル」と読み、芽が萌え出し、草木が盛んに育つという意味だ。まことに美しい名だ。

遅くに姜所酢（カン・ソジャク）が会いに来て哭した。申の刻（午後四時ごろ）に雨がぱらついた。夕方、府使が会いに来た。

四日

雨。今日は母上の誕生日だ。悲しみにどうして耐えられようか。鶏が鳴くと起きて座り、ただ涙を流すばかりだった。

午後、雨が激しく降った。鄭思竣（チョン・サジュン）が来た。李寿元（イ・スウォン）も来た。

五日

晴れ。朝、府使が会いに来た。遅くに忠清虞候（副司令）の元裕男（ウォン・ユナム）が閑山島（ハンサンド）から来て、元公の道理に外れた振る舞いをいろいろと伝えた。また、陣中では将兵の心が離れており、この先どうなるか分からない、などと言った。

今日は端午の節句だ。天の果てで従軍し、母上の霊前を遠く離れて、葬儀もまだ営めずにいる。私に何の罪、何の咎があって、このような報いを受けるのか。胸が張り裂けるように痛い。

六日

晴れ。遅くに綾城（ヌンソン）県令の李継命（イ・ゲミョン）が会いに来て、帰って行った。彼もまた喪中のまま官職に呼び戻された人だ。鄭元溟（チョン・ウォンミョン）が閑山島から戻り、副体察使が全羅左水営に出て来たが、病気で留まって療養していると聞いた。全羅右水使（李億祺（イ・オッキ））が手紙を寄こして弔意を伝えてきた。

七日

晴れ。朝、定恵寺（チョンヘサ）の僧、徳修（トクス）が来て草鞋を差し出した。断って受け取らなかったが、再三懇ろに頼むので、代金を払って帰した。

宋大器（ソン・デギ）と柳夢吉（ユ・モンギル）が会いに来た。瑞山（ソサン）郡守も閑山島から来た。李元龍（イ・ウォンニョン）が水営から戻って来た。

八日

晴れ。朝、僧の守仁（スイン）が、飯炊きの僧の杜宇（トウ）を連れて来た。

趙琮（チョ・ジョン）が名を瑌（ヨン）と改めて、会いに来た。

元令公（元均）が手紙を寄こして弔意を伝えてきた。これは元帥の命令によるものだった。

九日

曇り。朝、李亨立（イ・ヒョンニプ）が会いに来た。武科に及第した順天（スンチョン）の姜承勲（カン・スンフン）が来て、従軍を志願した。

十日

曇りで雨。遅くに大雨になった。宿の主人が麦飯を炊いて出してくれた。副体察使が弔問の書状を送ってきた。鹿島（ノクト）万戸の宋汝悰（ソン・ヨジョン）も慰めの言葉を寄こした。

十一日

晴れ。前の光陽（クァンヤン）県監、金惺（キム・ソン）が、体察使の軍官として順天に来て、そのついでに会いに来た。

副体察使が府に着いた。鄭思立（チョン・サリプ）と梁廷彦（ヤン・ジョンオン）が来て、副体察使が会いに来たいと言っていると伝えたが、私は体調がすぐれず会わなかった。

十二日

晴れ。李元龍を遣わして副体察使に挨拶させた。副体察使もまた金徳麟（キム・ドンニン）を遣わして安否を尋ねてきた。夕方、郷社堂（ヒャンサダン）に行き、副体察使と夜更けまで語り合った。三更（夜半ごろ）に宿へ戻った。

十三日

晴れ。昨夜、副体察使が言うには、体察使（李元翼（イ・ウォニク））から手紙が来て、あなたのことをしきりに嘆いておられた、とのことだ。

府使が旅費を送ってくれた。まことに恐縮だ。

十四日

晴れ。朝、府使が会いに来て、帰って行った。副体察使は富有（プユ）へ向けて発った。

鄭思竣、鄭思立、梁廷彦が来て、副体察使を見送って戻って来たと言った。朝食の後に出発し、松峙（ソンチ）の麓で馬を休ませた。雲峰（ウンボン）の朴巃（パク・ロン）が訪ねて来た。日暮れに粲水江（チャンスガン）に着き、馬を降りて歩いて渡った。求礼（クレ）に着くと、県監がすぐに会いに来た。

十五日

晴れたり雨が降ったりした。県監と終日語り合った。

十六日

晴れ。夕方、南原に出していた偵察の者が戻って来て報告した。体察使は明日、谷城（コクソン）を経てこの県に入り、数日留まった後、晋州（チンジュ）へ向かうという。

十七日

晴れ。南原の偵察の者が戻って来て報告した。元帥は雲峰の道を通らず、明の楊総兵を出迎えるため、全州（チョンジュ）へ急行したという。私の計画は狂ってしまった。もどかしく、もどかしい。

十八日

晴れ。東風が強く吹いた。金宗麗（キム・ジョンニョ）令公が南原から会いに来た。忠清水営の営吏、李燁（イ・ヨプ）が閑山島から来たので、家への手紙を託した。

十九日

晴れ。体察使が県に入るので、城内に留まっているのは具合が悪く、東門外の張世豪（チャン・セホ）の家へ移った。県監が会いに来た。夕方、体察使が県に入った。

二十日

晴れ。金僉知が会いに来た。体察使は私が留まっていると聞き、まず軍官の李知覚（イ・ジガク）を遣わし、しばらくしてまた軍官を遣わして弔意を伝えてきた。「母上が亡くなられたことはまったく知らず、今初めて聞いた。驚き、悼むばかりだ」という。さらに、夕方に会えないかと尋ねてきたので、日が暮れたら参上すると答えた。日が暮れてから伺うと、体察使は白い喪服姿で待っていた。落ち着いて事を論じ合った。退出する時、南従事が人を遣わして安否を尋ねてきた。

二十一日

晴れ。博川（パクチョン）郡守の柳海（ユ・ヘ）が都から下って来た。閑山島へ行って手柄を立てるつもりだという。

二十二日

晴れ。柳博川が順天へ行き、そこから閑山島へ向かうというので、全羅・慶尚両道の水使や加里浦（カリポ）などに宛てた手紙を書いて託した。

遅くに体察使の従事官、金光燁（キム・グァンヨプ）が晋州から県に入った。裵伯起（ペ・ベッキ）令公が着いたという。会って積もる思いを語り合えるだろう。まことに嬉しい。裵同知と県監が会いに来た。

二十三日

朝、鄭思龍（チョン・サリョン）と李士順（イ・サスン）が会いに来た。遅くに裵同知が閑山島へ帰って行った。

体察使が人を遣わして呼んだので、伺った。落ち着いて語り合ったが、体察使は国の事がすでに誤った方向へ進んでしまったことをひどく憤り、ただ死ぬ日を待つばかりだと言った。明日、草渓（チョゲ）へ向かうと告げると、体察使は書付を出して、集めた米二石を城外の宿へ送ってくれた。

二十四日

晴れ。朝、光陽の高彦善（コ・オンソン）が会いに来て、閑山島の様子をいろいろと伝えた。

体察使が軍官の李知覚を遣わして安否を尋ねてきた。そして、「慶尚右道の沿岸を地図に描きたいが手立てがない。どうか見たとおりに描いて送ってほしい」と伝えてきた。断ることができず、下図を描いて応じた。

二十五日

雨になった。朝、出発しようとしたが、雨に阻まれて取りやめた。

二十六日

終日大雨。雨を冒して出発した。発とうとした時、蛇梁（サリャン）万戸の辺翼星（ピョン・イクソン）が来たので、少し顔を合わせた。石柱関（ソクチュグァン）に着くと、雨が滝のように降り注ぎ、つまずき転びながら、やっとのことで岳陽（アギャン）の李廷鸞（イ・ジョンナン）の家にたどり着いた。ところが門を閉ざして断られた。金徳齢（キム・ドンニョン）の弟、金徳麟（キム・ドンニン）が借りて住んでいたのだ。私は息子の䓲に強く頼み込ませ、ようやく入って泊まることができた。荷物はすっかり濡れてしまった。

二十七日

曇ったり晴れたりした。遅くに発ち、豆峙（トゥチ）の崔春龍（チェ・チュンニョン）の家に着いた。柳起龍（ユ・ギリョン）が会いに来た。

二十八日

曇ったが雨は降らなかった。遅くに発って河東（ハドン）に着くと、県監は私を見て喜び、城内の客舎に迎え入れて、心からもてなしてくれた。

二十九日

曇り。体調がひどく悪いので、留まって養生した。県監が胸の内をいろいろと語った。


六月
丁酉の年・1597年

一日

雨が降ったりやんだりした。早く発ち、清水駅（チョンスヨク）で馬を休ませた。日暮れに丹城（タンソン）の朴好元（パク・ホウォン）の小作の奴の家に入った。主人は快く迎えてくれたが、寝所がひどく、やっとのことで夜を過ごした。

二日

雨が降ったりやんだりした。早く発ち、丹渓（タンゲ）で朝食をとった。遅くに三嘉（サムガ）に着くと、県監はすでに山城へ行っていた。空いた官舎に泊まった。

三日

雨が降ったりやんだりして、出発できなかった。そのまま泊まった。

四日

晴れ。早く発った。発つ間際、県監が見舞いの手紙と旅費を送ってくれた。陜川（ハプチョン）の地に着いて馬を休ませた。さらに五里行くと分かれ道があり、一方はまっすぐ郡へ入り、一方は草渓（チョゲ）へ通じている。そこで川を渡らずに十里足らず行くと、元帥（都元帥の権慄（クォン・ユル））の陣が見えてきた。文㻉（ムン・ボ）の仮住まいの家に身を寄せた。

介峴（ケヒョン）を越えて来たが、奇岩が千丈もそびえ、川は曲がりくねって深く、道は険しく桟道は危うい。もしこの険所を押さえれば、一万の兵でも通り抜けるのは難しいだろう。

五日

晴れ。朝、草渓郡守が駆けつけて来たので、すぐに招き入れて語り合った。食後、中軍の李徳弼（イ・ドクピル）も駆けつけて来て、昔話をした。しばらくして沈俊（シム・ジュン）が会いに来た。夕方、李承緒（イ・スンソ）が来て、見張りと伏兵の兵が逃げ隠れたことを話した。

六日

晴れ。毛汝谷（モヨゴク）の宿の主人の隣に住む尹鑑（ユン・ガム）と文益新（ムン・イクシン）が会いに来た。宿の家は寡婦の家だったので、すぐに別の家へ移った。

七日

晴れ。元帥の軍官の朴応泗（パク・ウンサ）と柳洪（ユ・ホン）らが会いに来た。元帥の従事官、黄汝一（ファン・ヨイル）が人を遣わして安否を尋ねてきたので、すぐに礼の返事を持たせて帰した。

八日

晴れ。午後、元帥が陣に着いた。すぐに会いに行き、しばらく元帥と語り合った。元帥は朴惺（パク・ソン）の上疏の草稿を見せてくれた。朴惺は元帥の処置がずさんだと、いろいろ書き連ねていた。元帥は心穏やかでなく、体察使に書状を送ったという。日が暮れて戻ったが、体調がすぐれず、夕食がとれなかった。

九日

曇りで雨。遅くに鄭翔溟（チョン・サンミョン）を元帥のもとへ遣わして、安否を尋ねさせた。

十日

晴れ。元帥の従事官が三陟（サムチョク）の洪漣海（ホン・ヨンヘ）を遣わして安否を尋ね、遅くに会いに来たいと伝えてきた。漣海は洪堅（ホン・ギョン）の甥である。竹馬の友の徐徹（ソ・チョル）は陜川に住んでいるが、私が来たと聞いて、彼も会いに来た。

夕方、元帥の従事官の黄汝一が会いに来た。山城にまともな守りが築かれていないことや、今の戦の備えがいい加減で空疎なことなどを話した。

十一日

晴れ。明の経略軍門の差官、李文卿（り・ぶんけい）が会いに来た。扇を与えて帰した。

昨夕、従事官と語り合っていた時、卞興伯（ピョン・フンベク）の奴が家からの手紙を持って来た。母上の霊前は無事だと知った。胸の痛みはどう言い表せようか。ただ、興伯は私に会うためにここまで来たのに、むなしく清道（チョンド）へ帰ったという。残念でならない。手紙を書いて興伯のもとへ送った。

息子の䓲（ヨル）が霍乱（激しい吐き下し）にひどく苦しみ、夜通しうめいていた。

十二日

晴れ。奴の京と仁を閑山島（ハンサンド）の陣へ送り、全羅右水使、忠清水使、慶尚水使、加里浦（カリポ）、鹿島（ノクト）、呂島（ヨド）、蛇渡（サド）、裵同知、金助防将、巨済（コジェ）、永登（ヨンドゥン）、南海（ナムヘ）、河東（ハドン）、順天（スンチョン）に手紙を送った。

遅くに僧将の処英（チョヨン）が会いに来て、丸い扇と草鞋を差し出したので、品物で返礼して帰した。

昼、中軍将が兵を率いて敵に向かったと聞いたが、何事か分からなかった。元帥に会いに行くと、慶尚右兵使から急報があったという。釜山（プサン）の敵が昌原（チャンウォン）などへ出ようとしており、西生（ソセン）の敵は慶州（キョンジュ）へ陣を移したとのことだ。伏兵を送って近くで行く手を遮り、兵の威勢を示すのだという。

十三日

晴れ。兵馬虞候（副司令）の金自献（キム・ジャホン）が会いに来て、しばらく語り合った。

十四日

曇ったが雨は降らなかった。早朝、李喜男（イ・ヒナム）が来た。牙山（アサン）の母上の霊前も、家の者たちも皆無事だという。恋しさと胸の痛みをどう言い表せようか。朝食の後、喜男は手紙を持って右兵使のもとへ行った。

十五日

晴れ。今日は十五日だが、軍中にいる身なので、席を設けて哭することもできない。恋しさをどう言い表せようか。元帥の従事官の黄汝一が軍官を遣わして、元帥が山城へ行こうとしていると伝えてきた。私もついて行き、大きな川のほとりまで来たが、何か取り沙汰されるのではと案じ、川辺に座って鄭翔溟を遣わし、病気だと伝えさせて、そのまま戻って来た。

十六日

晴れ。䓲と李元龍（イ・ウォンニョン）を呼んで冊子を綴じさせ、卞氏の族譜を書いた。

李喜男が手紙を寄こし、兵使が帰してくれないと言ってきた。

䓲が鄭翔溟と大きな川へ行き、軍馬を洗って戻って来た。卞光祖（ピョン・グァンジョ）が会いに来た。

十七日

曇ったが雨は降らなかった。朝食の後、元帥のもとへ行くと、元公（元均（ウォン・ギュン））が不正直だとさんざん語った。また、国王の裁可を経て備辺司から下された公文を見せてくれた。そこには「元均の状啓には『水陸が共に進んで、まず安骨（アンゴル）の敵を撃ち、その後で水軍が釜山などへ攻め入る』とある。安骨の敵を先に討つことはできないのか」とあった。元帥の状啓には「統制使の元均は前に進もうとせず、ひとまず安骨を先に討つことを口実にしている。水軍の諸将には二心を抱く者が多いのに、元均は奥に引きこもって出て来ず、諸将とまったく協議しない。事をしくじるのは目に見えている」とあった。

元帥に申し出て、李喜男、卞存緒（ピョン・ジョンソ）、尹先覚（ユン・ソンガク）を、公文で督促して呼び寄せてもらうことにした。その時、黄従事官に会って、しばらく語り合った。仮住まいの家に戻り、喜男の奴を宜寧（ウィリョン）の山城へ送った。清道へは早馬で関文（公文）を送った。

十八日

曇ったが雨は降らなかった。黄従事官が奴を遣わして安否を尋ねてきた。明の葉盛（よう・せい）が草渓から来て語り合い、こんな話をした。明の朱彦龍（しゅ・げんりゅう）はかつて日本に捕らわれていたが、今ようやく戻って来た。その話では、日本軍十万がすでに薩摩か対馬に集まっており、小西行長は宜寧を経てまっすぐ全羅道を攻めようとし、加藤清正は慶州・大邱（テグ）などへ移ってから、安東（アンドン）へ向かおうとしているという。

日暮れに、元帥が泗川（サチョン）へ行くと知らせてきたので、すぐに鄭司僕を遣わして用向きを尋ねさせると、水軍のことで行くのだという。

十九日

明け方、元帥の陣に行くと、元帥は黄従事官と出て来て座っていた。元帥は元公のことで私にこう言った。「統制使のことは、話にもならない。安骨と加徳（カドク）の敵をすっかり掃討してから水軍が進撃するなどと言う。いったいどういう了見なのか。引き延ばして進まないつもりにほかならない。だから泗川へ行って督促するのだ」。私が王命の文書を見ると、「安骨の敵は軽々しく攻め入ってはならない」とあった。

昼、卞徳基（ピョン・ドクキ）、右水営の吏の卞徳章（ピョン・ドクチャン）、年老いて役を退いた吏の卞慶琬（ピョン・ギョンワン）、十八歳の卞慶男（ピョン・ギョンナム）が会いに来た。進士の李日章（イ・イルチャン、進士李信吉の子）も来た。

二十日

終日雨が降り続いた。徐徹、尹鑑、文益新、文㻉、卞瑜（ピョン・ユ）が会いに来た。

二十一日

雨が降ったりやんだりした。盈徳（ヨンドク）県令の裵晋慶（ペ・ジンギョン）が会いに来て、慶尚左道の様子をいろいろと伝えた。黄従事官が人を遣わして安否を尋ねてきた。

夕方、卞存緒と尹先覚が来て、夜通し語り合った。

二十二日

晴れたり雨が降ったりした。朝、草渓郡守が豆腐汁を用意して来て勧めたが、ひどく傲慢な態度だった。

遅くに李喜男が来た。李先孫（イ・ソンソン）が会いに来た。

二十三日

雨。朝、火箭を鍛え直させた。

遅くに右兵使が手紙を寄こし、大小の環刀（刀剣）も送ってきた。羅宏（ナ・グェン）の子の再興（ジェフン）が父の手紙を持って会いに来た。暮らしも苦しいだろうに、旅費まで届けてくれた。まことに恐縮だ。李芳（イ・バン）が会いに来た。芳は牙山の李夢瑞（イ・モンソ）の次男である。

二十四日

明け方、霧が四方を覆った。大根の畑を耕して種をまくため、監督役として李元龍、李喜男、鄭翔溟、文林守（ムン・ニムス）らを決めて送った。

生員の安克可（アン・グッカ）が会いに来て、時局を語り合った。陜川郡守が曹彦亨（チョ・オニョン）を遣わして安否を尋ねてきた。

二十五日

晴れ。改めて大根の種をまかせた。黄従事官が会いに来て、軍事を論じ合った。

夕方、奴の京が閑山島から戻り、宝城（ポソン）郡守の安弘国（アン・ホングク）が銃弾に当たって死んだと聞いた。驚きと悲しみに耐えない。敵を一人も捕らえないうちに、先に二人の将を失ってしまった。痛恨の極みだ。元帥は今日か明日、陣に戻るという。

二十六日

晴れ。中軍将の李徳弼、卞弘達（ピョン・ホンダル）、沈俊らが会いに来た。牙山の奴の平世（ピョンセ）が来て、母上の霊前は無事で、それぞれの家の者たちも皆元気だと知らせてくれた。葬儀の日取りは七月二十七日か八月四日のどちらかで選ぶという。恋しさは極まり、悲しみはどう言い表せようか。

慶尚右兵使が体察使にこう報告していた。「牙山の李芳と清州（チョンジュ）の李喜男は伏兵の任務を嫌がり、元帥の陣のそばに逃れている」。そこで体察使が元帥に文書を送ると、元帥はひどく怒り、公文を作って送り返した。兵使の金応瑞（キム・ウンソ）が何を考えているのか分からない。

二十七日

晴れ。魚応麟（オ・ウンニン）と朴晋参（パク・チンチャム）が会いに来た。李喜男と李芳は、体察使の一行が着いた所へ行った。

二十八日

晴れ。黄海道白川（ペクチョン）に住む別将の趙信玉（チョ・シノク）と洪大邦（ホン・デバン）が会いに来た。

草渓の吏からの報告によると、元帥は明日、南原（ナムウォン）へ行くという。

二十九日

晴れ。李喜男と李芳らが戻って来た。李中軍が来て、明の沈遊撃（沈惟敬）が捕らえられ、楊総兵が三嘉に着いて縛り上げて送ったと伝えた。

三十日

晴れ。興陽（フンヤン）の申汝樑（シン・ヨリャン）と申霽雲（シン・ジェウン）らが会いに来た。


七月
丁酉の年・1597年

一日

明け方に雨、遅くに晴れた。

この日は仁宗（インジョン）の国忌（王家の忌日）である。それなのに従事官の黄（ファン）が大川のほとりで笛を聞いて楽しんだという。あきれるばかりだ。

二日

晴れ。

三日

晴れ。井邑（チョンウプ）の軍士、李良（イ・リャン）・崔彦環（チェ・オンファン）・巾孫（コンソン）の三人を、使い走りに使うようにと送ってきた。

陜川（ハプチョン）郡守の呉澐（オ・ウン）が訪ねてきて、山城のことをいろいろ話した。

午後、都元帥の権慄（クォン・ユル）の陣へ行くと、左兵使（陸軍の道司令官）の軍官が投降した日本兵二人を護送してきた。加藤清正の配下だった者たちだという。

四日

晴れ。黄従事官が鄭仁恕（チョン・インソ）を遣わして安否を尋ねてきた。李芳（イ・バン）と柳滉（ユ・ファン）が募兵先から戻ってきた。

五日

雨。卞存緒（ピョン・ジョンソ）が馬訖坊（マフルバン）へ行った。

六日

晴れ。卞存緒が馬訖坊から戻ってきた。安珏（アン・ガク）兄弟も一緒に来た。

七日

晴れ。宜寧（ウィリョン）県監の金銓（キム・ジョン）が高霊（コリョン）からやって来て、兵使のやり方がめちゃくちゃだとしきりに話した。

八日

晴れ。家主の李於海（イ・オヘ）と崔台輔（チェ・テボ）が訪ねてきた。

九日

晴れ。明日、息子の䓲（ヨル）を牙山（アサン）へ帰すことにした。母上を思って痛哭し、夜通し眠れなかった。

十日

晴れ。䓲と卞存緒を送り出すため、座ったまま夜明けを待った。気持ちを抑えきれず、声をあげて泣きながら送り出した。

黄従事官が来て、しばらく話していった。夕方、がらんとした部屋にひとり座っていると、胸の思いがひどく重苦しい。夜が更けても眠れなかった。

十一日

晴れ。卞弘達（ピョン・ホンダル）と林仲亨（イム・ジュンヒョン）が訪ねてきた。

十二日

方応元（パン・ウンウォン）・玄応辰（ヒョン・ウンジン）・洪禹功（ホン・ウゴン）・林英立（イム・ヨンニプ）らが、朴名賢（パク・ミョンヒョン）のところからやって来た。

十三日

晴れ。南海（ナメ）県令が手紙をよこし、食べ物をたくさん送ってくれた。また、軍馬を引き取りに来るという。

遅くに李台寿（イ・テス）・趙信玉（チョ・シノク）・洪大邦（ホン・デバン）が来て、敵を討つ策を語った。

十四日

晴れ。軍馬を引いてくる件で、鄭翔溟（チョン・サンミョン）を南海へ送った。方応元・尹先覚（ユン・ソンガク）・玄応辰・洪禹功らと話した。禹功は従軍したがらず、腕の病を口実にする。あきれたものだ。

黄従事官が鄭仁恕を遣わして安否を尋ね、あわせて金海（キメ）で敵に従っている金億（キム・オク）の密報を見せてくれた。それによると、七日に日本の船五百余隻が釜山（プサン）に現れ、九日には日本の船千隻が合流して、わが水軍と絶影島（チョリョンド）の沖で戦った。わが戦船は豆毛浦（トゥモポ）へ流され、七隻は行方が知れないという。聞いて怒りと無念さに耐えられず、すぐ黄従事官のところへ馬を走らせて対策を話し合った。

十五日

雨が降ったりやんだりした。中軍の李徳弼（イ・ドクピル）が来て、水軍の船二十余隻が敵に敗れたと聞いた。痛恨の極みだ。

十六日

夕方、霊巌（ヨンアム）松進面（ソンジンミョン）に住む私奴の世男（セナム）が、西生浦（ソセンポ）から裸同然の姿でたどり着いた。わけを尋ねると、こう語った。

――七月五日、虞候（副司令）の乗る船の格軍（漕ぎ手）として漆川梁（チルチョンニャン）に着き、六日に玉浦（オクポ）に入った。七日の夜明け前、末串（マルゴッ）を経て多大浦（タデポ）に至ると、日本の船が八隻停泊していた。味方の船がまっすぐ突っ込むと、日本兵は一人残らず陸へ逃げ、空の船だけが残っていたので、わが水軍はそれを引き出して焼き払った。それから釜山の絶影島の外洋へ向かうと、対馬から渡ってきた敵船がおよそ千余隻もいた。戦おうとすると敵船は散り散りに避け、ついに討ち取ることはできなかった。世男の乗った船とほか六隻は船を操れなくなり、西生浦の沖まで流された。陸に上がったところでほとんどが殺され、世男だけが林の茂みに逃げ込み、膝で這って生き延び、やっとの思いでここまで来たのだという。

聞いて、まったく驚くほかない。わが国が頼みとするのはただ水軍だけなのに、その水軍がこのありさまでは、もはや望みはない。船将の李燁（イ・ヨプ）が敵に捕らえられたと聞き、なおさら無念でならない。

十七日

雨。李喜男（イ・ヒナム）を黄従事官のところへ遣わし、世男の話を伝えさせた。

十八日

晴れ。明け方、李徳弼と卞弘達が来て伝えた。十六日の明け方、水軍が大敗し、統制使の元均（ウォン・ギュン）、全羅右水使の李億祺（イ・オッキ）、忠清水使の崔湖（チェ・ホ）をはじめ多くの将たちが討たれたという。慟哭せずにはいられない。

しばらくして都元帥がやって来て言った。「事ここに至っては、もはやどうしようもない」。話は巳の刻（午前十時ごろ）にまで及んだが、策は定まらなかった。私が「自分が沿岸の地へ行き、見聞きしたうえで決めましょう」と申し出ると、元帥は喜んだ。

私は宋大立（ソン・デリプ）・柳滉・尹先覚・方応元・玄応辰・林英立・李元龍（イ・ウォルリョン）・李喜男・洪禹功とともに出発し、三嘉（サムガ）県に着いた。新任の県監が出迎えて待っていた。韓致謙（ハン・チギョム）も来た。

十九日

雨が降り続いた。丹城（タンソン）の東山山城に登り、地勢を見ると極めて険しく、敵も手出しできまい。そのまま丹城に泊まった。

二十日

終日、雨が降り続いた。県監が訪ねてきた。昼、晋州（チンジュ）の鼎蓋山城（チョンゲサンソン）の下にある川辺の東屋に着くと、晋州牧使が会いに来た。屈洞（クルドン）の李希万（イ・ヒマン）の家に泊まった。

二十一日

晴れ。早く発って昆陽（コニャン）郡に着いた。郡守の李天枢（イ・チョンチュ）がいた。郡の民は本業によく励み、早稲を刈る者もあれば、麦畑を耕す者もあった。

午後、露梁（ノリャン）に着くと、巨済（コジェ）県令の安衛（アン・ウィ）、永登（ヨンドゥン）万戸の趙継宗（チョ・ゲジョン）ら十数人がやって来て号泣した。逃れてきた兵や民も、声をあげて泣かない者はなかった。慶尚水使は逃げ隠れして姿を見せない。虞候の李義得（イ・ウィドゥク）が会いに来た。敗れた様子を尋ねると、皆泣きながら「大将が敵を見るなり真っ先に逃げたせいです」と言った。

巨済県令の船の上に泊まり、県令と四更（午前二時ごろ）まで語り合った。少しもまどろめず、そのせいで目を病んだ。

二十二日

晴れ。朝、裵楔（ペ・ソル）が訪ねてきて、元均が敗れて死んだいきさつをいろいろ話した。日が傾いてから、南海県令の朴大男（パク・テナム）のいるところへ行くと、病はほとんど助からないほどだった。午後、昆陽に着き、体調がすぐれないまま泊まった。

二十三日

雨が降ったりやんだりした。公文を作って宋大立に託し、先に都元帥の本営へ送った。続いて出発し、十五里院（シボリウォン）に着いて馬を下り、しばらく休んだ。晋州屈洞の、前に泊まった家に着いて泊まった。裵伯起（ペ・ペッキ）も来た。

二十四日

雨が降り続いた。韓致謙と李安仁（イ・アニン）が副体察使のもとへ帰った。食後、李弘勛（イ・ホンフン）の家に宿を移した。方応元が鼎蓋山城から来て、黄従事官が山城に着いたと伝えた。助防将（防衛の補佐役）の裵景南（ペ・ギョンナム）が訪ねてきた。

二十五日

晴れ。黄従事官が手紙で安否を尋ねてきた。裵樹立（ペ・スリプ）と、この家の主人の李弘勛が訪ねてきた。南海の朴県令が使いをよこし、明日こちらへ来ると言ってきた。

二十六日

雨が降ったりやんだりした。鼎蓋山城の下の松林の東屋へ行き、黄従事官や晋州牧使と話した。日が傾いて宿に戻った。

二十七日

終日、雨が降り続いた。鼎蓋山城の対岸にある孫景礼（ソン・ギョンネ）の家に陣を移した。

二十八日

雨が降り続いた。李希良（イ・ヒリャン）が訪ねてきた。

初更（午後八時ごろ）、同知の李薦（イ・チョン）、晋州牧使、召村（ソチョン）の察訪（駅の長）の李蓍慶（イ・シギョン）が来て、連携して敵に備える策を話し合った。

二十九日

雨が降ったりやんだりした。川辺に出て兵を点検し、馬を走らせてみた。ところが都元帥が送ってよこした者たちは皆、馬もなく弓矢もない。これでは役に立たない。嘆かわしいかぎりだ。南海の朴県令が訪ねてきた。


八月
丁酉の年・1597年

一日

大雨で川の水があふれた。察訪の李蓍慶（イ・シギョン）が訪ねてきた。

二日

少しのあいだ晴れた。

三日

晴れ。早朝、宣伝官（王命を伝える使者）の梁護（ヤン・ホ）が王の教諭書を奉じてやって来た。三道水軍統制使を兼ねよとの命である。王宮の方角に拝礼したのち、謹んで拝受したとの書状を書いて封をした。

その日のうちに出発し、まっすぐ豆峙（トゥチ）への道をとった。初更（午後八時ごろ）、行歩駅（ヘンボヨク）に着いて馬を休ませた。三更（午前零時ごろ）に再び発ち、豆峙に着くと夜が明けかけていた。南海県令の朴大男（パク・テナム）が道に迷い、誤って川辺の東屋に入ってしまったので、馬を下りて呼び戻した。

双渓洞（サンゲドン）に着くと、ごつごつした岩が転がり、降ったばかりの雨で水かさが増していて、やっとの思いで渡った。石柱関（ソクチュグァン）に着くと、李元春（イ・ウォンチュン）と柳海（ユ・ヘ）が伏兵を置いて守っていて、私を見ると敵を討つことをいろいろ語った。

日が暮れて求礼（クレ）県に着くと、県じゅうがひっそりと静まり返っていた。城の北門外の、前に泊まった家に泊まったが、主人はすでに山奥へ逃れたという。孫仁弼（ソン・インピル）と孫応男（ソン・ウンナム）がすぐに会いに来て、早生りの柿を差し出した。

四日

晴れ。鴨緑江院（アムノッカンウォン）に着いて馬に飼い葉をやった。高山（コサン）県監が兵の引き渡しの件でやって来て、水軍のことをいろいろ話した。

昼に谷城（コクソン）に着くと、役所も民家もすっかり空っぽだった。この県に泊まった。南海の朴県令はそのまま南原（ナモン）へ向かった。

五日

晴れ。玉果（オックァ）の境に着くと、避難する人々が道にあふれていた。馬を下りて座り、言い聞かせて落ち着かせた。県に入るとき、李奇男（イ・ギナム）父子に会った。県に着くと、鄭思竣（チョン・サジュン）と鄭思立（チョン・サリプ）が出迎えた。県監は病気だと言って出てこない。引っ立てて罰しようとすると、ようやく会いに来た。

六日

晴れ。玉果にとどまった。初更、宋大立（ソン・デリプ）が敵情を探って戻ってきた。

七日

晴れ。早く発ち、まっすぐ順天（スンチョン）へ向かった。途中で宣伝官の元潗（ウォン・ジプ）に会い、王命を受け取った。兵使（陸軍の道司令官）の軍がことごとく崩れて敗走し、道に列をなしていたので、馬三頭と弓矢を少しばかり取り上げてきた。谷城の川辺の東屋に泊まった。

八日

明け方に発ち、富有倉（プユチャン）で朝食をとった。兵使の李福男（イ・ボンナム）がすでに火をつけさせていて、灰しか残っておらず、見るも無残だった。光陽（クァンヤン）県監の具徳齢（ク・ドンニョン）と羅州（ナジュ）判官の元宗義（ウォン・ジョンウィ）が倉にいたが、私が来たと聞くと急いで鳩峙（クチ）へ逃げた。すぐに伝令を送ると、二人そろって会いに来た。逃げ隠れしたことを叱りつけた。

順天に着くと、城の内外に人影はなく静まり返っていた。僧の恵煕（ヘヒ）が会いに来たので、義兵将に任ずる書付を与えた。役所も倉の穀物も武器類もそっくりそのまま残っている。兵使は何の手当てもせずに逃げ去ったのだ。嘆かわしい。銃筒（大砲）などは移して埋め、長箭と片箭（短い矢）は軍官たちに分けて持たせ、ここに泊まった。

九日

晴れ。早く発って楽安（ナガン）に着くと、大勢の人が五里（約二キロ）先まで出迎えに来た。人々が散り散りに逃げたわけを尋ねると、皆こう言った。「兵使が敵が迫ったことに怖気づき、倉庫に火をつけて退いたので、民は総崩れになって逃げたのです」。

郡に着くと、役所も倉の穀物もすべて焼けていた。役人も村人も、涙をぬぐいながら会いに来ない者はなかった。

午後、出発して十里ばかり行くと、村の長老たちが道端に並び、競って酒を差し出した。受け取らずにいると、泣いて無理にも勧めた。

夕方、宝城（ポソン）の兆陽倉（チョヤンチャン）に着いた。人っ子ひとりいないが、倉の穀物は封をしたままだった。軍官四人に番をさせ、私は金安道（キム・アンド）の家に泊まった。その家の主人もすでに避難していた。

十日

晴れ。体調がひどくすぐれず、そのまま金安道の家にとどまった。同知の裵（ペ）も一緒にとどまった。

十一日

晴れ。朝、梁山沅（ヤン・サンウォン）の家に移った。宋希立（ソン・ヒリプ）と崔大晟（チェ・デソン）が会いに来た。

十二日

晴れ。国王への報告書の下書きをするため、そのままとどまった。

巨済（コジェ）県令と鉢浦（パルポ）万戸がやって来て命令を受けた。彼らから裵楔（ペ・ソル）の怖気づいた様子を聞き、ため息が深まるばかりだった。

十三日

晴れ。巨済県令と鉢浦万戸が帰っていった。虞候（副司令）の李夢亀（イ・モング）が伝令を受けてやって来たが、本営の武器を一つも持ち出していなかったので、杖打ち八十回の罰を与えて帰した。

河東（ハドン）県監の申蓁（シン・ジン）が来て伝えた。三日に私が発ったあと、晋州（チンジュ）の鼎蓋山城（チョンゲサンソン）と碧堅山城（ピョッキョンサンソン）の兵は、ともに自ら崩れて散ってしまったという。痛恨の極みだ。

十四日

朝、あれこれの書状七通を確かめて封をし、尹先覚（ユン・ソンガク）に持たせて送った。午後、御史（王の特命監察官）と会うために宝城へ行き、列仙楼（ヨルソンヌ）に泊まった。

十五日

雨が降り続き、遅くに晴れた。列仙楼の上に出て執務していると、宣伝官の朴天鳳（パク・チョンボン）が王命を持ってきたので、すぐに拝受の書状をしたためた。宝城の武器を点検し、四頭の馬に分けて積んだ。

十六日

晴れ。朝、宝城郡守と軍官たちを屈巌（クラム）へ行かせ、逃げ隠れした役人たちを捜し出させた。朴士明（パク・サミョン）の家に人をやったが、もう誰もいなかったという。金希邦（キム・ヒバン）と金鵬万（キム・ブンマン）が来た。

十七日

晴れ。朝食後、長興（チャンフン）の白沙汀（ペクサジョン）に着いて馬に飼い葉をやった。軍営亀尾（クニョングミ）に着くと、あたり一帯はすでに無人の地となっていた。

十八日

晴れ。会寧浦（フェリョンポ）へ行くと、水使の裵楔は船酔いを口実に出てこなかった。役所に泊まった。

十九日

晴れ。諸将が王の任命の教書に拝礼したが、裵楔だけは謹んで出迎えようともしなかった。その傲慢な態度は言葉にならない。彼の営の役人を杖で打たせた。

二十日

晴れ。目の前の港が狭いので、梨津（イジン）へ陣を移した。

二十一日

晴れ。明け方、激しい霍乱（嘔吐と下痢を伴う急病）に襲われ、人事不省に陥った。夜通し座ったまま朝を迎えた。

二十二日

晴れ。霍乱がしだいに重くなり、起き上がることもできない。

二十三日

晴れ。病はきわめて重い。船に泊まるのもつらいので、船を離れて陸に上がって泊まった。

二十四日

晴れ。早く刀掛（トグェ）に着いて朝食をとった。於蘭（オラン）の沖に着くと、どこもすでにもぬけの殻だった。海の上に泊まった。

二十五日

晴れ。唐浦（タンポ）の鮑作（漁師）が牛を盗んで引いていき、「敵が来た」と嘘の警報を流して騒がせた。私はそれが嘘だとすでに見抜いていたので、偽りの警報を出した二人を捕らえ、すぐに斬らせた。軍中はすっかり落ち着いた。

二十六日

晴れ。任俊英（イム・ジュニョン）が馬を駆って駆けつけ、敵兵が梨津に着いたと告げた。

全羅右水使の金億秋（キム・オクチュ）が来た。

二十七日

晴れ。裵楔が来たが、ひどくおびえた顔つきをしている。私は言った。「水使どのは、どこかへ逃げるおつもりか」。

二十八日

晴れ。敵船八隻が不意に侵入してきた。諸船はおびえ、慶尚水使は退いて逃げようとした。私は動じず、角笛と旗で指図して追わせると、敵船は退いていった。葛頭（カルドゥ）まで追って引き返した。夕方、獐島（チャンド）へ陣を移した。

二十九日

晴れ。碧波津（ピョクパジン）に着いた。

三十日

晴れ。そのまま碧波津に陣を置いた。


九月
丁酉の年・1597年

一日

晴れ。

二日

晴れ。この日の明け方、裵楔（ペ・ソル）が逃亡した。

三日

雨。

四日

北風が激しく吹き、どの船もかろうじて無事だった。

五日

北風が激しく吹いた。

六日

風はいくらかおさまったが、波はまだ静まらない。

七日

ようやく風がおさまった。偵察の軍官、林仲亨（イム・ジュンヒョン）が来て報告した。敵船五十五隻のうち十三隻がすでに於蘭（オラン）の沖に来ており、わが水軍を狙っているという。そこで各船に厳しく備えを命じた。

申の刻（午後四時ごろ）、敵船十三隻がまっすぐわが船団に向かってきた。こちらも錨を上げて沖へ出て迎え撃つと、敵は船を返して逃げ去った。はるか沖まで追ったが、風も潮も逆で船を進められず、碧波津（ピョクパジン）へ引き返した。

この夜、敵の夜襲があると見て、各船に態勢を整えて待機させた。二更（午後十時ごろ）、敵船が砲を撃ちながら夜襲をかけてきた。諸船にはおびえた様子が見えたので、あらためて厳命を下した。私の乗る船がまっすぐ敵船に向かって砲を撃つと、敵は手出しできないと悟り、三更（午前零時ごろ）に退いていった。

八日

晴れ。敵船は来なかった。諸将を呼んで策を話し合った。

全羅右水使の金億秋（キム・オクチュ）は、せいぜい万戸ひとつが務まる程度の器で、水使という重任を任せられる人物ではない。左議政の金応南（キム・ウンナム）が親しい間柄だからといって、無理に任命して送ってよこしたのだ。嘆かわしい。

九日

晴れ。この日は九月九日、重陽の節句である。将兵にごちそうをふるまっていたところ、敵船二隻がまっすぐ甘甫島（カムボド）に入り込み、わが船の数を探った。永登（ヨンドゥン）万戸の趙継宗（チョ・ゲジョン）がどこまでも追ったが、追いつけなかった。

十日

晴れ。敵は遠くへ逃げ去った。

十一日

曇って雨。船の上にひとり座り、思いがこみ上げて涙がこぼれた。息子の薈（フェ）が私の胸の内を察して、ひどく心を痛めていた。

十二日

雨が降り続いた。

十三日

晴れ。北風が激しく吹いた。

十四日

晴れ。陸地を偵察していた任俊英（イム・ジュニョン）が馬を飛ばして戻り、報告した。敵船二百余隻のうち五十五隻が、すでに於蘭の沖に入ったという。

また、捕らわれたのち逃げ帰ってきた仲乞（ジュンゴル）の話も伝えた。今月六日、達磨山（タルマサン）に避難していたところを日本軍に捕らえられ、縛られて日本の船に乗せられた。名も知らぬ金海（キメ）出身の男が日本の将に頼んで縄を解いてくれた。その夜、金海の男が耳元でこっそりこう言ったという。「朝鮮の水軍十余隻がわが船を追い、射殺したり船を焼いたりした。報復せずにはおかない。船を呼び集めて水軍を皆殺しにしてから、まっすぐ漢江をさかのぼって都へ攻め上るのだ」。

この話をすべて信じるわけにはいかないが、ありえない話でもない。そこで伝令船を右水営（ウスヨン）へ送り、避難民に言い聞かせて、すぐ北へ避難させた。

十五日

晴れ。わずかな数の水軍で鳴梁（ミョンニャン）を背にして陣を張ることはできないので、陣を右水営の沖へ移した。

諸将を集めて申し渡した。「兵法に『必ず死なんとすれば生き、必ず生きんとすれば死す』とある。また『一人が狭い道を守れば、千人をも恐れさせるに足る』とある。今の我々のことだ。諸将よ、生き延びようなどと思うな。少しでも命令に背けば、即座に軍律で処断する」。何度も繰り返して厳しく約束させた。

この夜、夢に神人が現れて告げた。「こうすれば大勝し、こうすれば敗れる」。

十六日

晴れ。早朝、見張りの兵が来て、数えきれないほどの敵船がまっすぐこちらへ向かってくると告げた。すぐに諸船に錨を上げさせ、沖へ出た。敵船三百三十余隻がわが船団を取り囲んだ。諸将は多勢に無勢とみて、たちまち逃げ腰になった。全羅右水使の金億秋は、はるか遠くに退いている。

私は櫓を急がせて前へ突き進み、地字・玄字などの銃筒（大砲）を次々と撃ちまくった。その轟きは嵐か雷のようだった。軍官たちは船上にずらりと並び、雨のように矢を浴びせた。敵は持ちこたえられず、近づいては退いた。だが幾重にも包囲され、どうなるか知れない形勢である。船の者たちは互いに顔を見合わせ、青ざめていた。私は落ち着いて言い聞かせた。「敵が千隻いようとも、わが船にはかなわない。決してうろたえるな。力を尽くして敵を射よ」。

振り返ると、諸将の船ははるか沖に退いて眺めているだけで、進んでこない。船を返して中軍の金応諴（キム・ウンハム）の船へ乗りつけ、まず彼を斬って首をさらしてやろうかと思った。だが私の船が向きを変えれば、ほかの船も次々に遠くへ退き、敵船はますます迫ってくるだろう。事態は切迫していた。すぐに角笛を吹かせ、中軍を呼ぶ旗を掲げ、さらに招揺旗（将を呼び寄せる旗）を立てた。すると中軍将の弥助項（ミジョハン）僉使、金応諴の船がしだいにこちらへ近づいてきた。巨済（コジェ）県令の安衛（アン・ウィ）の船が先に着いた。

私は船上に立ち、自ら安衛を呼びつけて言った。「安衛、軍法で死にたいか。おまえは軍法で死にたいのか。逃げて、どこで生き延びるつもりだ」。安衛はあわてて敵船のただ中へ突っ込んでいった。

続いて金応諴を呼びつけて言った。「おまえは中軍でありながら遠くへ逃げ、大将を救おうともしない。その罪、どうして免れられようか」。処刑しようとも思ったが、敵の勢いがまた激しくなったので、ひとまず手柄を立てさせることにした。

二隻がまっすぐ突入して斬り結んでいると、敵将が配下の船三隻を指揮し、一斉に蟻のように安衛の船に取りついて、我先によじ登ってきた。安衛と船の者たちは死に物狂いで戦い、ほとんど力尽きかけた。私は船を返して突入し、雨のように矢を浴びせて、敵船三隻を一隻残らず討ち取った。鹿島（ノクト）万戸の宋汝悰（ソン・ヨジョン）と、平山浦（ピョンサンポ）の代将の丁応斗（チョン・ウンドゥ）の船も続いて来て、力を合わせて敵を射た。

投降した日本兵の俊沙（ジュンサ）は、安骨（アンゴル）の敵陣から投降してきた者で、私の船に乗っていた。彼が海を見下ろして言った。「あの模様入りの赤い錦の着物を着ているのが、安骨の陣の敵将、馬多時（マダシ）です」。金石孫（キム・ソクソン）に命じて鉤で船首に引き上げさせると、俊沙は躍り上がって「これが馬多時です」と言った。そこですぐに切り刻ませると、敵の士気は大いにくじけた。

諸船は一斉に太鼓を打ち鳴らし、鬨の声をあげて押し進み、それぞれ地字・玄字の銃筒を撃ち、雨のように矢を放った。その響きは川も山も揺るがした。敵船三十隻を打ち砕くと、敵船は退却し、二度とわが水軍に近づこうとはしなかった。これはまことに天の助けである。

潮の流れはきわめて険しく、わが軍も孤立して危うかったので、陣を唐笥島（タンサド）へ移した。

十七日

晴れ。外島（ウェド）に着くと、避難民の船がおよそ三百余隻も先に来ていた。水軍の大勝を知って、皆が競って祝い、また米穀を持ち寄って官軍に贈ってくれた。羅州（ナジュ）の進士、林瑄（イム・ソン）・林懽（イム・ファン）・林業（イム・オプ）らが会いに来た。

十八日

晴れ。そのまま外島の自分の船にとどまった。順天（スンチョン）の監牧官（牧場の管理役人）金卓（キム・タク）と営の下僕の戒生（ケセン）が弾に当たって死んだ。朴永男（パク・ヨンナム）・奉鶴（ポンハク）と康津（カンジン）県監の李克新（イ・グクシン）も弾に当たったが、重傷には至らなかった。

十九日

早朝に船を出した。風はおだやかで潮も順調、無事に七山（チルサン）の海を渡った。夕方、法聖浦（ポプソンポ）に着くと、凶悪な敵が陸路からやって来ていて、民家があちこちで焼かれ、略奪されていた。日没ごろ、弘農（ホンノン）の沖に着き、船を停めて泊まった。

二十日

晴れ。明け方に船を出し、まっすぐ蝟島（ウィド）に着いた。避難民の船が多く停泊していた。李光軸（イ・グァンチュク）・李至和（イ・ジファ）父子が会いに来た。

二十一日

晴れ。早く発って古群山島（コグンサンド）に着いた。全羅道の巡察使（道の長官）が私の到着を聞き、船に乗って急ぎ沃溝（オック）へ向かったという。

二十二日

晴れ。北風が激しく吹き、とどまった。

羅州牧使の裵応褧（ペ・ウンギョン）と茂長（ムジャン）県監の李覧（イ・ラム）が会いに来た。

二十三日

晴れ。戦勝を報告する状啓の下書きに手を入れた。丁希悦（チョン・ヒヨル）が会いに来た。

二十四日

晴れ。体調がすぐれず、うめき苦しんだ。金弘遠（キム・ホンウォン）が会いに来た。

二十五日

晴れ。体調がひどくすぐれず、冷や汗で全身がぐっしょり濡れた。

二十六日

晴れ。体調がすぐれず、終日外に出なかった。

二十七日

晴れ。宋漢（ソン・ハン）・金国（キム・グク）・裵世春（ペ・セチュン）らが戦勝の状啓を携え、海路で都へ向かった。

二十八日

晴れ。宋漢が風に阻まれて戻ってきた。

二十九日

晴れ。状啓はふたたび北へ送り出した。今度は鄭霽（チョン・ジェ）に持たせた。


十月
丁酉の年・1597年

一日

晴れ。兵曹（軍事を司る官庁）の駅卒が公文を持って下ってきた。故郷の牙山（アサン）が敵に焼き払われ、荒らされたと伝えた。

二日

晴れ。息子の薈（フェ）が船に乗って上っていった。無事に着いたかどうかわからない。この胸のうちは言葉にならない。

三日

晴れ。明け方に船を出し、法聖浦（ポプソンポ）に戻った。

四日

晴れ。そのまま留まって泊まった。

五日

晴れ。そのまま下の村の家に留まって泊まった。

六日

曇り。雨まじりの雪がちらちらと降った。

七日

風向きが悪い。雨が降ったりやんだりした。湖南（全羅道）の内にも外にも、敵船は一隻もいないと聞いた。

八日

晴れ。船を出し、外島（ウェド）に着いた。

九日

晴れ。朝早く出発して全羅右水営に着くと、城の内にも外にも人家は一軒もなく、人の気配すらない。見るも無残なありさまだ。凶賊が海南（ヘナム）に陣を置いていると聞いた。

日暮れ時、金宗麗（キム・ジョンリョ）、鄭詔（チョン・ジョ）、白振男（ペク・チンナム）らが会いに来た。

十日

雨がぱらつき、北風が強く吹いた。二更（夜十時頃）、中軍将の金応諴（キム・ウンハム）が来て、海南の敵が大勢退いていく様子だと伝えた。

気分がすぐれず、座ったり横になったりして夜明けを迎えた。

全羅右水営の虞候（副司令）李廷忠（イ・ジョンチュン）が船に来ない。外島に逃げていたからである。

十一日

晴れ。四更（午前二時頃）、風がおさまったようなので錨を上げて沖へ出た。偵察の者、李順（イ・スン）、朴淡同（パク・タムドン）、朴守煥（パク・スファン）、太貴生（テ・グィセン）を海南へ送った。海南では煙が空いっぱいに立ちこめているという。きっと敵どもが逃げ帰る際に火を放ったのだろう。

昼に発音島（パルムド）に着いた。風は良く、日はうららかであった。上陸して峰の上に登り、船を隠す場所を詳しく見て回った。東は手前に島があって遠くまでは見渡せないが、北は羅州（ナジュ）や霊巌（ヨンアム）の月出山（ウォルチュルサン）まで、西は飛禽島（ピグムド）まで見通せ、視界は大きく開けていた。しばらくして中軍将と禹致績（ウ・チジョク）が登ってきて、趙孝南（チョ・ヒョナム）、安衛（アン・ウィ）、禹寿（ウ・ス）も次々にやって来た。日が暮れたので峰を下り、海辺に座った。趙継宗（チョ・ゲジョン）が来て敵の様子を話し、また、日本軍は水軍をひどく恐れ憎んでいると言った。

十二日

雨が降り続いた。加里浦（カリポ）、長興（チャンフン）などの諸将が来て、終日語り合った。偵察船が四日たっても戻らず気がかりだ。だが思うに、凶賊が遠くへ逃げたので、その跡を追っていって戻らないのだろう。

十三日

晴れ。助防将の裵（ペ）と慶尚道の虞候が会いに来た。しばらくして偵察船が任俊英（イム・ジュニョン）を乗せて戻ってきた。敵の情報を聞くと、海南に入り込んでいた敵は、七日に水軍が南下してくるのを見て、十一日に一人残らず逃げ去ったという。ところが、海南の郷吏（地方役所の下級役人）宋彦逢（ソン・オンボン）や愼容（シン・ヨン）らが敵の中に入り込み、日本兵を手引きして士人（両班の士大夫）を多数殺させたという。憤りに堪えず、ただちに順天（スンチョン）府使の禹致績、金甲（クムガプ）万戸の李廷彪（イ・ジョンピョ）、薺浦（チェポ）万戸の朱義寿（チュ・ウィス）、唐浦（タンポ）万戸の安以命（アン・イミョン）、助羅（チョラ）万戸の鄭公清（チョン・ゴンチョン）、および軍官の林季亨（イム・ゲヒョン）、鄭翔溟（チョン・サンミョン）、逢佐（ポンジャ）、太貴生、朴守煥らを海南へ送った。

その後、裵助防将や長興府使の田鳳（チョン・ボン）らと話した。

この日、右虞候の李廷忠が遅れて来た罪を処断した。

夕方、中軍の金応諴から、島の中で何者かが山の谷間に隠れて牛や馬を殺していると聞いた。そこで黄得中（ファン・ドゥクチュン）、呉水（オ・ス）らを送って探らせた。

十四日

晴れ。四更、夢を見た。私が馬に乗って丘の上を行くと、馬が足を踏み外して川の中に落ちたが、倒れはしなかった。末の息子の葂（ミョン）が私を抱きかかえて支えているようで、そこで目が覚めた。何の前触れなのかわからない。

夕方、天安（チョナン）から来た人が家からの手紙を届けてきた。封を開ける前から体が震え、心が乱れて落ち着かない。慌てて外封を破り開いて䓲（ヨル）の手紙を見ると、表に「痛哭」の二字が書かれていた。葂が戦死したと知り、思わず肝がつぶれ、声をあげて泣いた。泣いて、泣いた。

天はなぜこれほどまでに無慈悲なのか。私が死んでお前が生きるのが、当然の道理であろう。お前が死んで私が生きているとは、何という道理に背いたことか。天地は真っ暗になり、白日さえ色を失った。哀れなわが子よ、私を捨ててどこへ行ってしまったのか。並はずれた英気を持っていたから、天はこの世に留めておかなかったのか。私の犯した罪の禍が、お前の身に及んだのか。今この世に生きていても、いったい何を頼りにすればよいのか。ただ泣き叫ぶばかりである。一夜を過ごすのが一年のように長い。

十五日

終日風雨。林仲亨（イム・ジュンヒョン）と朴信（パク・シン）が敵を探るため、小船に乗って興陽（フンヤン）・順天方面の海へ向かった。

十六日

晴れ。全羅右水使と弥助項（ミジョハン）僉使を海南へ送った。海南県監の柳珩（ユ・ヒョン）も送った。

明日は末の息子の訃報を聞いて四日目になる。陣中では思うままに泣くこともできず、泣きながら営内の姜莫只（カン・マクチ）の家へ行った。

二更、順天府使、虞候の李廷忠、金甲万戸、薺浦万戸らが海南から戻り、敵の首十三級と、敵に寝返った宋彦逢らの首を持ってきた。

十七日

晴れ。明け方、息子のための喪服を着て泣いた。この悲しみにどうして耐えられようか。全羅右水使が会いに来た。

十八日

晴れ。林季亨と任俊英（イム・ジュニョン）が戻ってきた。

十九日

晴れ。尹健（ユン・ゴン）らが、敵に通じた者二人を捕らえてきた。

二十日

晴れ。弥助項僉使、海南県監、康津（カンジン）県監が、海南の軍糧を運ぶ用件で帰ると告げた。安骨（アンゴル）万戸の禹寿も帰ると告げた。その後、金宗麗、鄭遂（チョン・ス）、白振男が会いに来て、尹志訥（ユン・ジヌル）の横暴なふるまいについて話した。

金宗麗を、所音島（ソウムド）など十三の島の塩田で塩づくりを監督する役に任じて送り出した。

二十一日

雨が降ったり雪が降ったりした。風はひどく冷たい。船の者たちが凍えはしないかと気がかりで、心が落ち着かない。

務安（ムアン）県監の南彦祥（ナム・オンサン）がやって来た。彦祥はもともと水軍に属する官員でありながら、わが身を守ることだけを考えて水軍に来ず、山の谷間に身を隠して、すでにひと月余りが過ぎていた。敵が退いた後になって、重い罰を受けるのを恐れ、ようやく姿を現したのである。そのありさまは、あきれ果てるばかりだ。

二十二日

朝は雪、夕方には晴れた。軍器寺の直長（武器を管理する役所の役人）宣起龍（ソン・ギリョン）が、王の命令書と議政府（最高政務機関）の布告文を持って到着した。

海南県監の柳珩が、敵に通じた尹海（ユン・ヘ）と金彦京（キム・オンギョン）を縛って送ってきたので、厳重に牢に入れた。務安県監の南彦祥は加里浦の戦船に監禁した。

二十三日

晴れ。尹海と金彦京を処刑した。進士（科挙の初級合格者）の白振男が会いに来た。

二十四日

晴れ。海南にあった日本軍の兵糧三百二十二石を運んできた。

初更（夜八時頃）、宣伝官（王の伝令）の河応瑞（ハ・ウンソ）が王の命令書を持ってやって来た。虞候の李夢亀（イ・モング）を処刑せよとの命であった。また、明の水軍が江華（カンファ）に到着したと聞いた。四更の終わりごろ、さらに宣伝官と義禁府の役人（金吾郎）が来るという。夜明けに入ってきたのは宣伝官の権吉（クォン・ギル）と金吾郎の洪之寿（ホン・ジス）で、務安県監と木浦（モクポ）万戸、多慶浦（タギョンポ）万戸を捕らえて連行するためであった。

二十五日

晴れ。体調がひどくすぐれない。初更、宣伝官の朴希茂（パク・ヒム）が王の命令書を持ってきた。明の水軍が停泊するのにふさわしい場所を検討し、急ぎ報告せよとの命であった。

二十六日

雨がぱらついた。

二十七日

晴れ。霊光（ヨングァン）郡守の息子の田得雨（チョン・ドゥグ）が、軍官としてやって来てあいさつした。

二十八日

晴れ。朝、各種の状啓を点検して封をし、皮銀世（ピ・ウンセ）に託して送った。

二十九日

晴れ。四更に船を出して木浦へ向かい、宝花島（ポファド）に停泊した。北西の風を防いでくれそうで、船を隠すのにまことに適している。そこで上陸して島の中を見て回ると、地の利のよいところが多い。ここに陣を置き、家を建てることにした。

三十日

晴れ。朝、家を建てる場所に下りて座ると、諸将がやって来てあいさつした。海南県監も来て、敵に通じた者たちの所業を伝えた。

黄得中を島の北の峰へ行かせ、家を建てる材木を切ってこさせた。

のちに、海南で敵に通じた者のうち、日本兵に指し示して味方の者を殺させた鄭銀夫（チョン・ウンブ）と金信雄（キム・シヌン）の二人、それに士族の娘を犯した金愛男（キム・エナム）を、まとめて斬首した。


十一月
丁酉の年・1597年

一日

雨が降り続いた。夕方、北風が激しく吹き、一晩中船を揺らした。人は身を支えることもできなかった。

二日

曇り。船着き場に下りて桟橋を築く作業を監督し、続いて新しい家を建てている場所に上がった。暗くなってから船に下りた。

三日

晴れ。朝早く、新しい家を建てている場所に上がった。宣伝官（王の伝令）の李吉元（イ・ギルウォン）が、裵楔（ペ・ソル）を処断する用件でやって来た。裵楔はすでに星州（ソンジュ）の実家に帰っているのに、宣伝官はそちらへ行かず、まっすぐここへ来た。私情に流された罪は甚だしい。

四日

晴れ。朝早く、新しい家を建てている場所に上がった。珍島（チンド）郡守の宣義卿（ソン・ウィギョン）が来た。

五日

晴れ。春のように暖かい。朝早く、新しい家を建てている場所に上がった。霊巌（ヨンアム）郡守の李宗誠（イ・ジョンソン）が来た。飯を三十斗炊いて人夫たちに食べさせ、また、軍糧として米二百石と籾七百石を用意したと言った。

この日、宝城（ポソン）と興陽（フンヤン）の守令に、糧倉の建設を監督させた。

六日

晴れ。朝早く、新しい家を建てている場所に上がり、一日中歩き回って、日が暮れるのにも気づかなかった。全羅右水営の虞候（副司令）が、木を伐る用件で黄原場（ファンウォンジャン）へ行った。

七日

晴れて暖かい。海南（ヘナム）の義兵が、日本兵の首一級と刀一振りを差し出した。前の鴻山（ホンサン）県監の尹英賢（ユン・ヨンヒョン）と生員の崔潗（チェ・ジプ）が会いに来て、軍糧として籾四十石と米八石を納めた。本営の朴注生（パク・チュセン）が日本兵の首を二つ取ってきた。前の県監の金応仁（キム・ウンイン）が会いに来た。

八日

晴れ。暖かく、風もない。李重和（イ・ジュンファ）父子が会いに来た。

九日

晴れ。春のように暖かい。

十日

雨と雪がかわるがわる降り、北西の風が激しく吹いた。やっとのことで船を守った。李廷忠（イ・ジョンチュン）が来て、長興（チャンフン）の敵が逃げ去ったと言った。

十一日

晴れ。新しい家を建てている場所に上がった。平山浦（ピョンサンポ）の新任の万戸が着任の届けを出した。河東（ハドン）県監の兄、申萱（シン・フォン）である。

十二日

晴れ。

十三日

晴れ。

十四日

晴れ。海南県監の柳珩（ユ・ヒョン）が来て、尹端中（ユン・ダンジュン）の道理に外れたふるまいを数々伝えた。そこで尹端中を中軍の船に監禁した。

十五日

晴れ。春のように暖かい。新しい家に上がった。林懽（イム・ファン）と尹英賢が会いに来た。夜、宋漢（ソン・ハン）が都から戻ってきた。

十六日

晴れ。軍功の評定書を見ると、安衛（アン・ウィ）が通政大夫（正三品の位階）に昇り、そのほかの者も順次官職を授けられていた。賤しい臣である私には、褒美として銀二十両が下された。明の将、経理の楊鎬（ようこう）が紅の緞子を一匹贈ってきて、「船に自ら紅布を掛けて祝いたいが、遠くてかなわない」と言ってきた。領議政（首相）から返書が届いた。

十七日

雨が降り続いた。楊経理の使いの者が、帰順を呼びかける文書と、死罪を免じる証書を持ってきた。

十八日

晴れ。春のように暖かい。尹英賢が会いに来た。鄭漢起（チョン・ハンギ）も来た。

十九日

晴れ。助防将の裵（ペ）と長興府使が会いに来た。

二十日

雨。任俊英（イム・ジュニョン）が来て、莞島（ワンド）を偵察した結果を伝えた。敵船はいないという。

二十一日

晴れ。宋応璣（ソン・ウンギ）が木を伐る人夫を率いて、海南の松林へ向かった。

二十二日

曇り。長興の敵が二十日に逃げ去ったとの報告が届いた。

二十三日

大風、大雪。

二十四日

雨と雪。北西の風が吹き続いた。

二十五日

雪。

二十六日

雨と雪。

二十七日

晴れ。長興での勝利を報告する状啓を手直しした。

二十八日

晴れ。務安（ムアン）に住む進士の金徳秀（キム・ドクス）が、軍糧として籾十五石を納めた。

二十九日

晴れ。明の武官麻氏の使いの王才（おうさい）が来て、明軍が海路で下ってくると言った。田希元（チョン・ヒウォン）と鄭鳳寿（チョン・ボンス）が来た。務安県監も来た。


十二月
丁酉の年・1597年

一日

晴れ。穏やかな日和。慶尚水使の李立夫（イ・イプブ）が陣に到着した。ともに今後の策を論じた。

二日

晴れ。春のようにとても暖かい。霊巌（ヨンアム）の郷兵将（地元の義勇兵の隊長）柳長春（リュ・ジャンチュン）が、敵を討った件を報告しなかったので、杖打ち五十に処した。前の鴻山（ホンサン）県監の尹英賢（ユン・ヨンヒョン）、金宗麗（キム・ジョンリョ）、白振男（ペク・チンナム）、鄭遂（チョン・ス）らが会いに来た。

三日

晴れ。風が強い。体調がすぐれない。慶尚水使が会いに来た。

四日

晴れ。ひどく寒い。

五日

晴れ。軍功のあった諸将に、任命状を配った。

都元帥の軍官が王の命令書を持ってきた。そこにはこうあった。「いま宣伝官から聞くところでは、統制使の李舜臣はいまだに喪中の作法を曲げず、諸将が案じているという。私情はまことに切実であろうが、国事はまさに多難である。古人も『戦陣にあって勇なきは孝にあらず』と言った。戦陣の勇は、肉を断って精進し、気力の衰えた者に果たせるものではない。礼には原則と臨機の処置とがあり、平時の定めばかりを固く守ってはならない。卿（都元帥）はわが意をよく言い聞かせ、精進をやめて臨機に従うようにさせよ」。あわせて肉料理まで賜った。いよいよ感激し、悲しみがこみ上げる。

六日

羅徳峻（ナ・ドクチュン）と鄭応清（チョン・ウンチョン）が会いに来た。

七日

晴れ。

八日

晴れ。

九日

晴れ。下僕の木年（モンニョン）がやって来た。

十日

晴れ。甥の荄（ヘ）と息子の䓲（ヨル）、それに珍原（チヌォン）県監が、尹侃（ユン・ガン）、李彦良（イ・オンリャン）とともにやって来た。船を造っている場所に出て座った。

十一日

晴れ。慶尚水使と全羅右水使が会いに来た。

十二日

晴れ。

十三日

ときおり雪。

十四日

晴れ。

十五日

晴れ。

十六日

晴れ。のちに雪。

十七日

雪も風も、ともに激しかった。甥の荄と別れた。

十八日

雪。

十九日

終日雪が降った。

二十日

珍原県監の母君と尹侃が北へ向かった。

二十一日

雪。朝、前の鴻山県監の尹英賢が木浦（モクポ）から会いに来た。

二十二日

雨と雪がかわるがわる降った。咸平（ハムピョン）県監がやって来た。

二十三日

雪が三寸積もった。

二十四日

雪が降ったりやんだりした。

二十五日

雪。朝、䓲が帰っていった。巡察使（道の長官）が陣に来て、ともに軍務を協議した。沿岸の十九の邑（郡県）をすべて水軍の所属とした。

二十六日

雪。巡察使と、軍の方策について落ち着いて話し合った。のち、慶尚水使と助防将の裵（ペ）が会いに来た。

二十七日

雪。巡察使が帰っていった。

二十八日

晴れ。慶尚水使と助防将の裵が会いに来た。

二十九日

晴れ。

三十日

風雪。寒さはこの上なく厳しい。諸将がみなあいさつに来た。

この夜、一年が暮れる。悲しみはいっそう激しい。


第VII部
戊戌の年
1598
この部には42日分の記述を収めています。日記の欠落は本文中に示してあります。



正月
戊戌の年・1598年

一日

晴れ。午後、少し雪が降った。諸将がみな集まってきた。

二日

晴れ。国忌（王家の忌日）なので執務しなかった。新しい船を進水させた。海南（ヘナム）県監と珍島（チンド）郡守があいさつに来て、帰っていった。

三日

晴れ。

四日

晴れ。

（五日から九月十四日まで、原文欠落）


九月
戊戌の年・1598年

十五日

晴れ。陳璘（ちんりん）都督とともに出陣し、羅老島（ナロド）に着いた。

十六日

晴れ。羅老島に留まった。

十七日

晴れ。羅老島に留まった。

十八日

晴れ。未の刻（午後二時頃）、軍を進めて防踏（パンダプ）に着いた。

十九日

晴れ。朝、全羅左水営の前の海に移って停泊した。見るも無残なありさまだ。三更（夜十二時頃）、何介島（ハゲド）に移って停泊した。夜明け前に出陣した。

二十日

晴れ。辰の刻（午前八時頃）、柚島（ユド）に着くと、明の将、劉綎（りゅうてい）提督がすでに兵を進めていた。水陸から挟み撃ちにしたので、敵の勢いは大きくくじけ、ひどくおびえる様子が多く見られた。水軍は出入りしながら砲を放った。

二十一日

晴れ。朝から兵を進めて終日戦ったが、潮がひどく引いており、敵に迫って戦うことができなかった。南海（ナメ）の敵兵が軽い船に乗って偵察に入ってきた。許思仁（ホ・サイン）らが追いかけると、敵は船を捨てて山に逃げ登った。その船と積み荷を奪ってきて、すぐに陳都督に渡した。

二十二日

晴れ。朝、兵を進めて戦った。明の遊撃（遊軍の将）が左腕に弾丸を受けたが、重傷には至らなかった。明兵十一人が弾丸に当たって死んだ。知世浦（チセポ）万戸と玉浦（オクポ）万戸も弾丸を受けた。

二十三日

晴れ。

二十四日

晴れ。南海の住民、金徳有（キム・ドギュ）ら五人が抜け出してきて、その土地の敵の様子を伝えた。陳大綱（ちんだいこう）が帰っていった。

二十五日

晴れ。陳大綱が戻ってきた。劉提督の手紙が届いた。金鼎鉉（キム・ジョンヒョン）が会いに来た。

二十六日

晴れ。鄭応龍（チョン・ウンニョン）が来て、北方諸道の情勢を話した。

二十七日

雨。西風が激しく吹いた。明の総督（軍門）邢玠（けいかい）が書状を送ってきて、水軍の速やかな進撃をほめたたえた。食後、陳都督に会い、ゆっくりと語り合った。夕方、愼好義（シン・ホイ）が会いに来て泊まった。

二十八日

晴れ。西風が激しく吹き、大小の船が出入りできなかった。

二十九日

晴れ。

三十日

晴れ。この日の夕方、明の王遊撃、福遊撃、李把総（中隊長級の武官）が百隻余りの船を率いて陣に到着した。灯火が煌々と輝き、敵はきっと肝をつぶすだろう。


十月
戊戌の年・1598年

一日

晴れ。陳璘（ちんりん）都督が明け方に劉綎（りゅうてい）提督の陣所へ行き、しばらく話し合った。

二日

晴れ。夜明けに兵を進めた。わが水軍が真っ先に攻め上り、昼まで戦って敵を多数討ち取った。蛇渡（サド）僉使が弾丸に当たって戦死し、李清一（イ・チョンイル）も死んだ。薺浦（チェポ）万戸の朱義寿（チュ・ウィス）、蛇梁（サリャン）万戸の金声玉（キム・ソンオク）、海南（ヘナム）県監の柳珩（ユ・ヒョン）、珍島（チンド）郡守の宣義卿（ソン・ウィギョン）、康津（カンジン）県監の宋尚甫（ソン・サンボ）は、弾丸を受けたが命は落とさなかった。

三日

晴れ。都督は劉提督からの密書を受け、日暮れ時に攻撃をかけ、三更（夜十二時頃）まで激しく戦った。明の沙船（平底の大型船）十九隻と号船（小型の哨戒船）二十隻余りが焼かれた。都督のうろたえぶりは言いようもない。安骨浦（アンゴルポ）万戸の禹寿（ウ・ス）が弾丸を受けた。

四日

晴れ。朝、船を進めて敵を攻め、終日戦った。敵どもはあわてふためいて逃げ回った。

五日

晴れ。西風が激しく吹き、どの船も碇を下ろしたまま、やっとのことで浮かんでいるありさまで一日を過ごした。

六日

晴れ。西風が激しく吹いた。都元帥が軍官をよこして書状を届けてきた。劉提督が逃げ退こうとしているという。痛憤、痛憤のきわみである。

七日

晴れ。劉提督の使いの者が都督の陣営に来て、「陸軍はひとまず順天（スンチョン）に退き、改めて戦いの準備を整える」と告げた。

八日

晴れ。

九日

陸軍がすでに撤退したので、都督とともに船団を率いて海辺の亭に着いた。

十日

全羅左水営に着いた。

十一日

晴れ。

十二日

羅老島（ナロド）に着いた。

［原文欠落——この月の十三日から十一月七日まで日記が失われている］


十一月
戊戌の年・1598年

八日

陳璘（ちんりん）都督の陣営に出向いて慰労の宴を設け、暗くなってから戻った。まもなく都督が会いたいと言ってきたので、すぐに出向いた。順天（スンチョン）の倭橋（ウェギョ）の敵が十日ごろに撤退して逃げるという知らせが、陸路で届いたという。急いで軍を進め、敵の帰り道をふさごう、とのことであった。

九日

都督とともに出陣し、白嶼梁（ペクソリャン）に着いて陣を張った。

十日

全羅左水営の前の海に着いて陣を張った。

十一日

柚島（ユド）に着いて陣を張った。

十二日

（記載なし）

十三日

日本の船十隻余りが獐島（チャンド）に姿を現した。すぐに都督と申し合わせ、水軍を率いて追撃した。日本の船は退いて身を隠し、終日出てこなかった。都督とともに獐島に戻って陣を張った。

十四日

日本の船二隻が講和の件で海の中ほどまで出てきた。都督は日本語の通訳に日本の船を出迎えさせた。戌の刻（午後八時頃）、日本の将が小船に乗って都督の陣営に入ってきた。豚二頭と酒二樽を都督に献上したという。

十五日

早朝、都督に会いに行き、しばらく話して戻った。日本の船二隻が講和の件で、何度も都督の陣中に出入りした。

十六日

都督が陳文同（ちんぶんどう）を日本軍の陣営へ送り込んだ。しばらくして日本の船三隻が、馬や槍、刀などを持ってきて都督に献上した。

十七日

昨日、伏兵将の鉢浦（パルポ）万戸の蘇季男（ソ・ゲナム）と唐津浦（タンジンポ）万戸の趙孝悦（チョ・ヒョヨル）らが、穀物を満載して南海（ナメ）から海を渡ってくる日本の中型船一隻を、閑山島（ハンサンド）沖で追撃した。敵は船を岸に乗り上げて上陸し、逃げ去った。ところが、捕獲した日本の船と穀物を明兵に奪われ、手ぶらで戻ってきて報告した。


用語集

壬辰戦争。 1592年から1598年にかけての、日本による朝鮮侵攻。呼び名は六十年周期の干支の年、壬辰（1592年）に由来する。

陰暦。 日記の日付はすべてこれによる。一か月は29日または30日。年は六十を周期とする干支で呼ばれ、本書の各部が壬辰、癸巳といった名を冠しているのもそのためである。

全羅左水営。 麗水（ヨス）にあった全羅左水軍の本営。李舜臣が戦争を迎えた場所である。右水営はそれより西にあった。

三道水軍統制使。 1593年に新設された、全羅・慶尚・忠清の三道の水軍をあわせて指揮する官職。

板屋船（パノクソン）。 この時代の朝鮮水軍の主力戦船。弓兵と砲兵が上に立つ甲板をそなえた、背の高い平底の船である。

亀甲船。 甲板を覆いで囲った装甲船。敵の陣形に突入するために用いられた。

銃筒（大砲）。 朝鮮の船は重い大砲を積んでいた。大砲は『千字文』の文字によって等級が分けられ、天字・地字・玄字・黄字と呼ばれた。

更。 夜は五つの更に分けられた。二更はおよそ午後9時から11時にあたる。

国忌。 王や王妃の命日。公務が止められるため、李舜臣はしばしば「執務しなかった」と書いている。

望闕礼。 地方の官吏が決められた日に都の方角に向かって拝礼する儀式。

杖打ち。 軍における通常の刑罰。李舜臣は、罪人ごとに何度打たれたかを書き留めている。

重陽の節句。 9月9日の祭り。人々は丘に登り、酒を飲む。

投降した日本兵。 寝返った、あるいは捕虜となった日本人。朝鮮軍の案内役や労働者として働いた者もいた。


あとがき

私は、韓国の南岸にある港町、統営（Tongyeong）に住んでいる。この日記に出てくる海は、私の窓の外の海だ。李舜臣が本営を置いた閑山島（ハンサンド）へは、船でほんの短い距離である。町そのものが、彼の死後ここに移された水軍の本営を中心に育った。

私は何かを証明するためにこの日記を訳したのではない。李舜臣が生きたとおりに、一日一日、日記を通して読みたかったからだ。そして、それをかなえてくれる版が見つからなかった。有名な日々なら簡単に見つかる。私が求めていたのは、もう一つの種類の日だった。天気だけが一行書かれた日。客と酒を飲んで早めに寝た日。具合が悪くて船から出られなかった日。

どこから読めばよいかわからなければ、よい読みどころが三つある。1597年9月は鳴梁（ミョンニャン）の海戦。1597年4月は母の死。1595年11月は、長い戦争のなかのありふれた一か月で、この日記が何でできているかを教えてくれる。

ゆっくり読んでほしい。これは一日ずつ書かれたものだから。

Flying Tiger
統営（Tongyeong）、2026年


李舜臣について

李舜臣（イ・スンシン）（1545–1598）は、朝鮮王朝の水軍の将である。漢陽（ハニャン、現在のソウル）に生まれ、牙山（アサン）で育ち、31歳で武科に合格して、初期の経歴を地方の任地で過ごした。1591年、全羅左水使に任じられた。

1592年から1598年にかけての日本の侵攻の間、彼は板屋船と亀甲船を用い、南岸の潮流と海峡を慎重に生かして、玉浦（オクポ）、閑山島、鳴梁など、海戦で相次いで勝利を収めた。1597年、宮廷の策謀によって職を解かれて投獄されたが、彼のいない間に水軍が崩壊すると、呼び戻された。1598年11月19日、戦争最後の戦いとなった露梁（ノリャン）の海戦で、銃弾に当たって戦死した。

彼は韓国で最も偉大な提督として記憶されている。彼の日記は、この戦争について現存する最も個人的な記録である。


訳者について

Flying Tiger は、韓国南岸の統営（Tongyeong）に暮らす作家・翻訳者。元パイロットで航空機整備士でもあり、現在は複数の言語で本を出版している。『李舜臣将軍 乱中日記』は、彼が『乱中日記』を訳したものである。


出典

翻訳した本文。 『李忠武公全書』、1795年刊、第5〜8巻（「乱中日記」1〜4）。韓国古典総合DB、韓国古典翻訳院（db.itkc.or.kr）、『韓国文集叢刊』第55冊。

参照した影印本。 同じ1795年版。日本の国立国会図書館によるデジタル化資料。

検証のみに使用。 盧承奭（ノ・スンソク）『やさしく読む乱中日記 完訳本』（如海〔ヨヘ〕）。

乱中日記の漢文本文はパブリックドメインである。この翻訳は独自に作成されたものであり、既存のいかなる翻訳の改訂でもない。
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